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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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「生意気な人間め」


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは言った。


「たかが十数年を生きただけの小こ娘むすめが、古血オールド・ブラツドに意見するか」





「青臭い吸血鬼」


　少女は答えた。


「その百年、あなたは何をしてきたの？」





　吹ふき荒すさぶ強風の中、異ことなる血を持つ二つの種族は、互たがいの眼がん光こうをぶつけ合った。




　いま、特区の歴史が、次の段だん階かいへ足を運ぶ。









　　一章　特とつ区くの嵐










１







　陣じん内ないショウゴが現げん場ばに駆かけつけたとき、辺りは騒そう然ぜんとしていた。


　近辺に民家の類たぐいはなく、本来なら閑かん散さんとした寂さびしい地ち域いきである。その中にぽつんと放置された洋館は、まさに吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの住すみ処かに相応ふさわしい、古く、荒こう涼りようとした印象を与えていた。


『夜会カヴン』に属ぞくする吸血鬼、オーギュスト・ワイカーの私し邸ていだ。


　しかしいま、洋館を取り囲んでいるのは、吸血鬼ではなく人間たち──『オーダー・コフィン・カンパニー』の対吸血鬼戦せん闘とう部ぶ隊たい、鎮ちん圧あつチームのメンバーだった。


　館やかたは鉄てつ柵さくに囲まれているが、その入り口であるゲートは厳げん重じゆうに封ふう鎖さされている。館そのものも太陽光を照しよう射しやするサーチライトで赤々と照らされ、まるで昼間のようだ。「ＫＥＥＰ　ＯＵＴ」とプリントされたテープが幾いく重えにも張はり巡めぐらされ、銃じゆう器きを手にした隊員たちが、無線で忙せわしなく連れん絡らくを取り合っていた。


「くそ。やはり気配がない。あの馬ば鹿か、どこに行った？」


　運転席のケイン・ウォーロックが毒づいた。陣内は厳きびしい顔で何も答えなかった。


　陣内が声をかけてゲートの封鎖を解とかせると、ケインは敷しき地ち内に乗り入れ、館の正面にアストン・マーチンを停車した。


　彼らに気付いた現場の責せき任にん者しやが駆けつける。チームの隊長代理、バドリック・セリバンだ。しかし、状じよう況きよう説明を受けるのはケイン一人に任まかせ、陣内は助手席から下りて辺りを見回した。


　すでに傷きずついた吸血鬼たちは収しゆう容ようされ、あるいは自力で脱だつ出しゆつしている。わずかに残っている者もいるが、抵てい抗こうする素そ振ぶりはなかった。


　ここにいるのは、『夜会カヴン』の吸血鬼、つまり吸血鬼優ゆう良りよう種しゆ主しゆ義ぎ者しやたちである。本来なら人間など生きた食料としか見ない魔ま物ものたちが、いまは『カンパニー』の保ほ護ごを受け入れ、救いの手を求めて呻うめいている。


　彼らは、誰だれしもが叩たたきのめされていた。


　すべては、ただ一人の青年の逆げき鱗りんに触ふれたためだ。


　硬かたい視し線せんを投げていた陣内だったが、敷地内の一角に捜さがしていた人物を見み出いだすと、思わず安あん堵どの息を吐はき出した。そして落ち着いた足取りで、彼女の側に近ちか寄よっていった。


　鎮圧チームの輸ゆ送そうバン。そのスライドドアが開かれ、シートに一人の少女が座すわっていた。


　肩かたからかけられた毛もう布ふにしがみつくようにして小さくなっている。目は開いているが、何も見えていないようだった。


　少女は陣内の足音に気付くと顔を上げ、彼を確かく認にんして声をもらした。


「……陣内部長」


　陣内は彼女の側まで寄り、わずかに頷うなずいた。


「怪け我がは？」


「ありません……」


　彼の部下は言葉少なく答えた。しかし怪我はなくとも疲ひ労ろうは色濃こい。疲つかれ切っている。


　目が赤く、泣きはらした跡あとがあった。それには気付かない振りをして、「そうか」と陣内はもう一度頷いた。


「……あの、すみませんでした」


「……ん？」


「電話、出られなくて。あたし、あのときどうかしてて……」


「謝あやまることはない。だが、心配したぞ」


「すみません」


「もういい。無事でよかった」


　陣内の声は平へい坦たんで落ち着いていた。彼が口を閉とざすと、彼女も黙だまり込こんだ。うつむく部下を、陣内は静かな眼まな差ざしで見つめた。


　玄げん関かんの方では、バドリックから報ほう告こくを受けるケインがいた。ときおり罵ののしり声が聞こえてくる。彼の声には怒いかりと苛いら立だちがあった。


　だが、その底にあるのがかつての戦友への憂ゆう慮りよであることを、陣内は知っている。同じ感かん情じようは、彼にもあった。


「……何があった？」


　と、必死に抑よく制せいしつつも、尋たずねずにいられなかった。


「二人は──望もち月づきジローとコタロウはどこにいる？」


　部下の身体からだが大きく震ふるえた。


「行っちゃいました」


「行った？」


　陣内が聞き返す。


　顔を上げ、目め尻じりに涙なみだを浮うかべて、


「ジローさんたち、行っちゃったんです」


　と、葛かつ城らぎミミコは答えた。
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　望月ジローとヤフリー・趙チヤオの対面は、緊きん迫ぱく感と同時に、奇き妙みような親近感を伴ともなっていた。


　片や香ホン港コン聖せい戦せんでおびただしい敵てきを斬きり伏ふせた剣けん鬼き。片や聖戦の元げん凶きようとなった血けつ統とうの生き残りである。互たがいに因いん縁ねん浅からぬ仇きゆう敵てきであることは間ま違ちがいない。


　にもかかわらず、両者の間には、何かしら近しい雰ふん囲い気きがあった。部外者には踏ふみ込むことができない何か。共通の事情を抱かかえている者同士の、暗に通じ合う空気だ。


「どういうつもりです？」


　とジローはヤフリーに告げた。


　二人が対たい峙じしているのは、洋館の庭である。


　ジローの背はい後ごには、彼に庇かばわれる形でミミコとコタロウがいた。ヤフリーは三人から距きよ離りを置きつつ、片かた膝ひざをついてジローを見上げている。


「どういう、とは？」


「なぜ私たちを助けました？　己おのれの血族を手にかけてまで」


　ジローの声には苦いものが混まじっていた。


　血族とは、同じ血統に属ぞくする者のことだ。吸血鬼ブラツク・ブラツドは血を重んじる。多くの吸血鬼にとって、血族は家族も同然の仲間なのである。


　いまさっき、ヤフリーはミミコに襲おそいかかった吸血鬼を、背せ中なかに背負っている刀で斬ざん殺さつした。その吸血鬼は、彼と同じ『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまっていたのだ。助けられたとはいえ、素す直なおに礼を述のべることはできなかった。


　ジローは長身瘦そう軀くの、二は十た歳ち過すぎと見える青年だった。切れ長の黒い瞳ひとみと、肩かたに掛かかる黒い髪かみをしている。赤いスーツを身にまとい、一ひと振ふりの日本刀を携たずさえていた。


　またの名を『銀ぎん刀とう』。


　かつての香港聖戦で活かつ躍やくした吸血鬼であり、百年を生きる古血オールド・ブラツドである。　ジローの質しつ問もんに、ヤフリーは「ああ」と納なつ得とくしたようにつぶやいた。


「ご存ぞんじありませんか？　俺おれら、血族を手にかけるなんて、別べつ段だん珍めずらしくないんス。何しろ、血を吸すうだけで転化させる因いん果がな質たちです。放っておいたら、面めん倒どうなことになる」


　ヤフリーはまだ十五、六の少年の姿すがたをしていた。サイズの大きすぎるパーカーを着て、脛すねまでの丈たけのワークパンツを腰こし履ばきにしている。フードを被かぶっているので顔はよく見えないが、声は姿そのままに若わかい。


　ただ、いかにも生意気そうな外見ながら、彼の態たい度どは神妙だ。ジローたちに対する口の利きき方も、無ぶ愛あい想そうではあっても礼を失してはいない。


　ヤフリーは自ら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と名乗った。


　それも、始祖ソース・ブラツドの直ちよつ系けいであり、「カーサ」の弟だ、と。


　ジローの態度が切れ味をなくしたのは、その直後だった。


「……ジローさん？」


　と、後ろで震ふるえていたミミコが声をかけた。混こん乱らんし、助けを求めてすがるような声だ。しかしジローは見向きもしなかった。


　ミミコの相手をしている場合ではない。無言の背中が、そう語っているようだ。


　ヤフリーは淡たん々たんと言ったが、彼の台詞せりふは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が背負う業ごうを端たん的てきに表していた。


　吸血鬼が人の血を吸うのは、生物としての本ほん能のうだ。しかし、通つう常じようなら吸血鬼が人の血を吸ったとしても、吸われた人間は吸血鬼になったりしない。人が吸血鬼に転化するのは、人が吸血鬼の血を吸った場合だけなのである。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、その数少ない例外だった。彼らは、血を吸った相手を、自分と同じ血に染めてしまう力を持っている。しかも彼らの感かん染せん力りよくは、人だけでなく同族にまで及およんだ。彼らに血を吸われた吸血鬼は、他の血族の者であっても『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と化すのである。そのため、この血統に連なる者は、同族からも忌いみ嫌きらわれている。


「……やはり気にくわないっスか？」


　苦い面おも持もちのジローを見て、ヤフリーが尋たずねた。太ふて々ぶてしい物言いには、わずかに挑ちよう発はつ的な響ひびきがある。


「確たしかに、理由はどうあれ、テメエの血族を殺してることに変わりはないでしょう。ただ、こればかりは割わり切らないとやっていけない。俺らが生きてく術すべっス。どう思われようが、居い直なおらせてもらいます」


「……責せめはしませんよ」


「え？」


　ジローの返事に、ヤフリーは意外そうな声を返した。ミミコも思わずジローの背中を見つめた。


「私とて人の血を吸って生きる者。生きる上で避さけられぬなら、いくらでも手を汚よごすでしょう。それが吸わ血れわ鬼れにとってのタブーであろうと」


　ジローは淡々と答えた。


　思わぬ返答だったのだろう。ヤフリーは困こん惑わくしたようにマジマジとジローを見つめた。


「これは、どうも……驚おどろいたな。そんな風に言ってくれる人は、まずいません。どいつもテメエ勝手な正せい義ぎ感を振ふりかざすだけだ。まさか貴方あなたの口からそんな台詞を聞くなんて思わなかったっス」


　戸と惑まどうような口振りは、外見のままに少年らしい。ジローを見る目に、それまでなかった好感のようなものまで現あらわれた。


　しかし対するジローの態度は、恐おそろしく冷めていた。


「私があなた方を斬きるのも、同じ理由です」


「え？」


「私と私の血族が生きていく上で、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は無む視しできない脅きよう威いとなる。だから斬るのです。たとえあなた方に非ひがなかろうと、敵てきとして排はい除じよする。正義などではない」


　きっぱりと言い放った。たちまちヤフリーの面おもてが引き締しまる。


「……なるほど。『同族殺し』につまらぬことを言いました」


『同族殺し』というのもジローの異い名みようである。聖せい戦せんの折り、ジローは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまった吸血鬼たちを、一いつ切さいの区別なく斬り捨すてた。そのため、かつての仲間を斬られた者たちから、怨えん恨こんを買っている。


「もう一度聞きます。どういうつもりで私たちを助けました？　いや、そもそもなぜ私たちの前に現れたのです？」


「……好こう奇き心しんっス」


「好奇心？」


「はい。さっきも言いましたが、あなたのことは姉あね貴きからずいぶんと聞かされました。順番が逆ぎやくになっちまいましたが──」


　と、ヤフリーはもう一度、片かた膝ひざをついたまま居い住ずまいを正した。


「よくぞ聖せい域いきを出られました、『銀刀』殿どの。香港聖戦ののち、姿すがたを隠かくされて早十年。我われら姉きよう弟だいは貴方の復ふつ帰きを歓かん迎げいします」


「……仇かたきの復帰を歓迎すると？」


「九龍の血は乱らんを好む」


　と、ヤフリーは自らの血族を評ひようした。


「カーサ姉貴があなたを待ちわびた理由──言うまでもないでしょう？　好こう敵てき手しゆの不ふ在ざいほどつまらないものはないっス」


　フードの下の若い双そう眸ぼうが、ぎらりと熱を帯びた。対してジローは両目を針はりの如ごとく細めた。


　二人の吸血鬼のやり取りを、ミミコは固かた唾ずをのんで見守っていた。いや、見守っていたというより、口を挟はさむことができなかった。隣となりでミミコの服をつかむコタロウも同じだ。さっきから食い入るように、兄と、兄の敵とに見入っている。


　吸血鬼ブラツク・ブラツド同士のいざこざなど、ミミコにすれば日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。


　しかし……


　──ジローさん……


　ミミコは怖こわかった。怖くて仕方がなかった。


　ヤフリーだけではない。ジローのことも恐ろしかった。突とつ然ぜん現れた過か去この因いん縁ねんが、優やさしかったジローを、本物の『銀刀』へと変えてしまったように思えた。いまだにこの世界で語り草にされる、伝説の剣けん鬼きに。


　ミミコは『カンパニー』に勤つとめる調停員コンプロマイザーである。特とつ区くと呼よばれるこの都市で、人と吸血鬼が共きよう存ぞんするために、様々なトラブルを解かい決けつする仕事に就ついている。


　ミミコがジローとコタロウの兄弟と出会ったのは、一昨日のことだ。様々なトラブルに見み舞まわれながら特区に辿たどり着いた彼女たちは、さっそく翌よく日じつから、兄弟の住まいを探さがして特区の有力血族を頼たよった。


　特区は正式名めい称しようを『経けい済ざい特別解放区』といい、日本の横浜沖おきに浮うかぶ人工島である。現げん在ざいこの地の吸血鬼を牛ぎゆう耳じる、『東の龍りゆう王おう』セイや、ウォーロック家のケイン・ウォーロックは、香港聖戦でジローと共きよう闘とうした戦友だった。ところが彼らはジローの受け入れを拒きよ否ひした。のみならず、ジローを特区に定住させるわけにはいかないと断だん言げんした。


　彼らがジローを拒こばんだのは、特区が抱かかえるデリケートな権けん力りよく構こう造ぞうが原げん因いんだった。


　現在、特区の闇やみ社会には複ふく数すうの勢せい力りよくが存在する。


　人と吸血鬼の共存を目指す『カンパニー』。


　その『カンパニー』と協定を結んだ、親人間派はの協定血族たち。


　逆に、人間を蔑さげすみ、協定に反発する、反『カンパニー』派の血族たち。


『銀刀』として名高いジローの存在は、それらの均きん衡こうを崩くずしかねない要因だった。現に、『カンパニー』の会長、尾お根ね崎ざきミタカは、ジローを己おのれの手て駒ごまに抱えようと考えた。彼だけでなく、反『カンパニー』派の最さい右う翼よくである『夜会カヴン』も、メンバーの有力者たるゼルマン・クロックがジローたち兄弟に誘さそいの声をかけている。『銀刀』を巡めぐって各勢力の争そう奪だつ戦せんが巻まき起こることを危あやぶんだセイとケインは、あえて戦友であるジローを遠ざけようとしたのだ。


　そんな中、『夜会カヴン』の若わか手てメンバーを率ひきいるオーギュスト・ワイカーという吸血鬼が暴ぼう走そうする。オーギュストはジローに恥はじをかかされたことを根に持ち、彼を案内するミミコのアパートを爆ばく破はしたのである。


　ジローは、己の悪名のせいで周囲へ被ひ害がいが出ることを何より懸け念ねんしていた。それだけに、オーギュストの蛮ばん行こうに怒いかりを抑おさえることができず、己の処しよ遇ぐうを巡って特区のトップ会議が行われている最中に、単身『夜会カヴン』へと殴なぐり込こみをかけた。ミミコとコタロウが駆けつけたときには、すでに決着はついており、ジローは青ざめるミミコの前で、


「私たちは、特区を出ます」


　と諦あきらめたような穏おだやかな表ひよう情じようで言ったのだった。


　だが、話はそこで終わらなかった。


　そして、それ以い降こうの展てん開かいに、ミミコはまったくついていけなかった。


　ミミコが駆けつけたとき、洋館にはまだ肝かん心じんのオーギュストが生き残っていた。そればかりか、彼は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまっていたのである。


　彼が感かん染せんした理由を調べる暇いとまもなく、ジローはオーギュストと交戦し、彼を倒たおす。しかしその直後、オーギュストによって『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染められた吸血鬼二人が、ジローとミミコに襲おそいかかった。彼らはジローの敵てきではなかったが、ミミコはまさに殺されかけた。


　それを、駆けつけたヤフリーが助け、現在に至いたる。


　──なぜ？


　とミミコは胸むねの中で繰り返す。


　なぜオーギュストは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染まったのか。それは誰だれの仕し業わざなのか。


　ヤフリーだとすれば、その目的はなんだったのか。そもそも彼はどうやって特区に入ったのか。特区には、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の侵しん入にゆうを阻はばむ『結界』が敷しかれているはずなのだ。


　だが、何より気になってしかたがなかったのは、ヤフリーが口にした名前だった。


　カーサ。


　その人物が誰なのか、ミミコは知らなかった。しかし名前は聞いたことがある。それも今朝見た夢ゆめの中で聞いたのだ。夢の内ない容ようは忘わすれてしまったが、その名の響ひびきだけは、まだ覚えていた。


　しかし、夢は夢だ。


　それがなぜ──夢の中の人物の弟と名乗る少年が、なぜ目の前にいるのか？　ミミコにはわけがわからない。


　──そんな場合じゃないのに。


　ジローはいま、特区を追われる瀬せ戸と際ぎわにいるのである。本人まで特区を出るなどと言っている。そんなこと、ミミコは承しよう伏ふくできない。ジローは悪くないのだ。ミミコは彼に、特区に住ませてあげると約束したのだ。


　なのに、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だの、過去の因縁だの、カーサだの……


　──なんで？　なんで、そんなわけのわからないものが出てくるの？　そんなのに関かかわっている場合じゃないのにっ。


　冷静に考えれば、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が特区に侵入を果たしたという情じよう況きようがどれほど危き険けんなものか、ミミコにもわかっただろう。


　しかし、いまのミミコにはそのことを考えるだけの余よ裕ゆうがなかった。いまの彼女は、ジローの去きよ就しゆうだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。兄弟の問題にどうにか解かい決けつの道を見み出いだそうと──もう打つ手はないと薄うす々うす気付きながら、それでもどうにかしようと、そのことだけに必死だったのである。


　──それなのに……それなのにっ……


「ミミちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　と、ミミコの服をつかんでいたコタロウが尋たずねた。


　ミミコが、すっかり血の気の失うせた顔をコタロウに向けた。


　まだ十歳さい程てい度どの少年である。兄とは似につかぬ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、天使のような容よう貌ぼうをしていた。しかし、日ひ頃ごろ能のう天てん気きな幼おさない顔が、いまは真しん剣けんな不安に染まっている。ミミコは彼を安心させたかったが、


「コタロウ君……」


　と頼たよりない声でつぶやくのがやっとだった。


　そんな二人を、ジローは一いつ瞬しゆんだけ肩かた越ごしに見やった。


　再ふたたび視し線せんをヤフリーに戻もどし、


「……聞きたいことは多々ありますが、答える気はありますか？」


　ヤフリーは愛あい想その欠片かけらもない表情に戻り、


「さて。さっき確かく認にんし合った通り、俺おれら、敵同士です」


「ならば、ひとつだけ、なんとしても答えてもらいます」


　と、一度言葉を切り、ジローは一いつ切さいの感情を殺した声で尋ねた。


「カーサはいまどこにいます？」


「……側に」


　短く、ヤフリーは返答した。


　ジローは顔を歪ゆがめ、わずかに天を仰あおいだ。「……おのれ」と喘あえぐような声がこぼれた。


　そして、次の瞬間、一いち陣じんの旋せん風ぷうと化した。


　だらりと右手に下げられていた刀が、突とつ然ぜん生命を得たかのように、目の覚める勢いきおいでヤフリーに叩たたき込まれる。


　が、ヤフリーも素す早ばやくこれを受けて立った。離はなれた位置で跪ひざまずいていたのは、自分が反はん応のうできる距きよ離りを心得ていたのだろう。背せ中なかに背負う鞘さやから肩越しに刀を抜ぬくや、鋭するどい刃は音おとを立ててジローの斬ざん撃げきを受け止めた。ミミコは、「ひっ」と息をのんだ。


「何が好こう敵てき手しゆか！」


　ジローが吠ほえた。双そう眸ぼうが怒いかりに燃もえ上がっている。


「貴き様さまらとじゃれ合う気はないっ。我われら兄弟に関わるな！」


「これはつれないっ。生死をかけて渡わたり合った仲なんでしょう？」


「よくも知った口をっ。転化して十年の若わか造ぞうが！」


「そりゃないっス。俺や下の兄貴たちは、さんざん昔話聞かされるだけで、長いことお預あずけ状じよう態たいだったんスから！」


　その瞬間、表情の乏とぼしかったヤフリーの顔に、狂きよう暴ぼうな戦意が噴ふき上げた。


　不意に力を抜き、重心を下げる。同時に右足を跳はね上げ、ヤフリーはジローの横顔を蹴けりつけた。ジローが刀を立てて防ぼう御ぎよすると、その蹴り足からも力を抜き、地面を這はうように回転して今度は左回し蹴りで足あし下もとを刈かった。


　跳とんで避よけたジローが、ふわりと低く宙ちゆうに浮うく。回転を止めないままヤフリーが伸のび上がって刃やいばを向ける。「ちっ」とジローは身をよじって躱かわし、着地と同時に一歩下がった。すべては、あっという間の早はや業わざだ。


「実はここに来たのは、もう一つ理由があるんス」


「何っ？」


「ぜひ手合わせを、と」


　言下に、ヤフリーが斬きり込んだ。


　ジローの刀が翻ひるがえって受ける。再び硬こう質しつな金きん属ぞく音おんが響ひびく。すかさずヤフリーが蹴りを放つ。ジローが躱すと、息つく間もなく間合いを詰つめる。


　たちまちのうちに、両者は一合二合と斬り結んだ。


「また……！」


　ミミコが蒼そう白はくになって呻うめいた。


　オーギュストと戦ったときの、人間では目で追うこともできない高速戦せん闘とうが、再び繰くり広げられた。しかも今回は、徐じよ々じよにだがジローが押されていた。彼の強さを知るミミコにすれば、信じられない光景だ。


　足あし技わざを多分に織り交まぜたヤフリーの攻こう撃げきは、変へん則そく的であり、しかもキレがある。防戦に回るジローからは、


「くっ！」


　と苛いら立だたしげな声が聞こえていた。


　一ひと際きわ高い刃音を鳴らし、二人はパッと跳ね退のくように距離を取った。
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　ジローは隠かくしきれぬ苦く渋じゆうを浮かべて刀をぴたりと青せい眼がんに構かまえる。対照的に、ヤフリーはフードの下に表ひよう情じようを隠したまま腰こしを落として低く構え、ジローのそれより短い刀を逆さか手てに持って相対した。


　ジローの刀は闇やみ夜よに鈍にぶい銀色の輝かがやきを落としていた。


　彼の刀は対吸血鬼ブラツク・ブラツド用に特化された刀だ。鍛きたえ上げた刃の上に、吸血鬼の弱点である銀のコーティングを施ほどこしてある。『銀刀』とは本来、彼の愛用する、この日本刀の名なのだ。


　数えきれぬ数の吸血鬼から血を吸すった刀を、ヤフリーも知っているのだろう。


「どうしました？　こっちはただの鋼はがねっス」


　と笑いもせずに挑ちよう発はつした。


　ジローは返事をせず、じっと銀刀を構えている。


　ミミコだけでなくヤフリーも気付かなかったが、ジローの動きには迷まよいがあった。その迷いが、ジローの剣けん筋すじからいつもの峻しゆん烈れつさを奪うばっている。


「兄あに者じやっ。しっかり！」


　コタロウが叫さけんだ。理由はわからぬまでも、彼だけは兄の剣がいつもと違ちがうことに気付いていたらしい。


　しかし、弟の声を聞くと、ジローの乱みだれはより大きくなった。ヤフリーが再ふたたび前に飛び出したとき、ミミコでもわかるほどに、はっきりと反はん応のうが遅おくれていた。


「──ジローさんっ」


　一方、ジローの手て応ごたえがないことに、ヤフリーは苛立ちを見せていた。攻撃が勢いきおいを増まし、乱らん暴ぼうになっていく。ジローは降ふりかかる刃を残らず防ふせいでいたものの、彼から仕し掛かけることができずにいた。流りゆう麗れいな動きだが、それだけだ。


「舐なめてんスか!?」


　我が慢まんならぬ様子でヤフリーが叫んだ。バッと派は手でな動きでとんぼを切り、蹴りを放つ。守りに徹てつしていたジローは意表をつかれ、ついにあご先に打撃を受けた。


　掠かすめるような一撃だが、衝しよう撃げきが脳のうを揺ゆさぶった。ジローは青い顔で片かた膝ひざを地面に落とした。ミミコとコタロウが悲鳴を上げ、ヤフリーまで舌した打うちした。


　そのときだ。


　遠方の空からヘリが近づいてきた。


　ヘリは洋館に近づくと、地上にライトを照しよう射しやした。高速で上空を飛び、強い光が洋館の庭を横切った。


　──あれは、鎮ちん圧あつチームの！


「ジローさんっ。鎮圧チームよ！　助けが来たわ！」


　ミミコが喜色を込こめて叫んだ。


　鎮圧チームのヘリは一度洋館を行き過すぎたが、すぐに旋せん回かいして庭の上空三十メートルの高さでホバリングした。ライトが縦じゆう横おうに辺りを走る。ミミコは両手を上げて大きく振ふった。


　ヤフリーはしばし無言でヘリを見上げていたが、一度ジローを横目ににらみ、刀を背せ中なかの鞘さやに収おさめた。


「……失望っス」


　と言い置くと、彼はライトの外へと身を翻ひるがえした。鉄てつ柵さくを一いち躍やくして飛び越こえ、瞬またたく間に暗闇に消えた。


　ミミコは慌あわててジローの側に駆かけ寄よった。


「大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がは？」


　ジローは無言のまま答えなかった。心配顔のミミコではなく、ヤフリーの消えた鉄柵をにらみながら、ゆっくりと立ち上がり、銀刀を鞘に収めた。


「ジ、ジローさん？　いったいどうしたの？　やっぱりどこか怪我……」


　言いかけたとき、ジローがミミコに振り向いた。


　目が合った瞬しゆん間かん、安あん堵どとも哀かなしみとも取れない感情がジローの瞳ひとみに浮うかんだ。


　だが、それはすぐに消えてしまった。


「……ミミコさん。ここでお別れです」


「え？」


「どうやら一いつ刻こくの猶ゆう予よもなくなりました。特こ区こはもはや、私たちにとって安全ではない。さっき言ったとおり、私たちは特区を出ます」


「ちょ、ちょっと──」


　たちまち、ジローと交かわしたやり取りが、ミミコの脳のう裏りを過ぎる。しかし、説得する言葉も考えつかないまま、ジローはコタロウを呼よび寄よせた。


「行きますよ、コタロウ。まずはここを離はなれます。いますぐに」


「ええっ？　そんな急なっ」


「そ、そうよ、ジローさんっ。せめてあいつらのことを『カンパニー』に……」


「いいえ。申し訳わけありませんが、こうなった以上、『カンパニー』に関かかわる気もありません。ここで起きたことは、あなたから報ほう告こくして下さい。龍りゆう殿どのとケインなら、すぐに理り解かいし、手を打つでしょう」


「そんな、でもっ……！」


　必死になって言い募つのろうとするが、言葉が何も出てこない。さっきと同じで、頭の中はほとんどパニック状じよう態たいだ。


「待ってよ、兄者！」


　とコタロウもいつになく頑かたくなだ。


「なんでそんないきなりなのさっ。変だよ、兄者。いつもの兄者じゃないよっ」


「いまお前と言い争う気はありませんっ。大人しく指し示じに従したがいなさい」


「だ、駄だ目めだよっ。お願いだから、兄者っ。どうしても特区から出てくんなら、それでもいいから。だから、もうちょっとだけここにいようよ。みんなと一いつ緒しよに──」


「コタロウ！　決めたことです。兄の言いつけが守れないのですかっ」


「だって、だって……」


　コタロウがもどかしそうに地じ団だん駄だを踏ふむ。兄を見上げ、ミミコに振り返り、また兄に向き直って言った。


「その……さ。なんて言うか、上う手まく言えないんだけど、とにかく……とにかく、いまみんなと別れるのはよくないんだよ！　一回セイやケインさんとちゃんと話そう。その方が絶ぜつ対たいいいから！」


　ハッとしてジローは一瞬コタロウをにらんだ。その目が、普ふ段だん弟を見る眼まな差ざしと違ちがっている。まるで恩おん師しの叱しつ責せきを受けた弟で子しのようだ。


　だが、すぐにジローは視し線せんを引き剝はがして弟を無視した。


　ミミコに向き直る。その真しん剣けんな表ひよう情じように、ミミコが気け圧おされる。


「すみませんでした」


「あ、謝あやまらないでよっ！　待って。待って、ねえ、こんなの無む茶ちや苦く茶ちやだわ。勝手すぎるじゃない。お願いだから、あたしの話も聞いて」


　ミミコはジローの腕うでにしがみついた。絶対に行かせたくなかった。


　が、ジローの目がゆらりと妖よう光こうを湛たたえた途と端たんに、ミミコの腕は独ひとりでに彼の腕を放した。


　手が勝手に動いたのだ。啞あ然ぜんとしたミミコだったが、すぐにジローが何をしたか悟さとった。視経侵攻アイ・レイドだ。視線を介かいした催さい眠みん術じゆつで、ミミコの腕を操あやつったのである。


　そればかりか、急きゆう激げきな眠ねむ気けが襲おそってきた。意い志しに反して霞かすむ視界の先で、ジローが沈ちん痛つうな面おも持もちを浮かべている。非ひ難なんするコタロウの声が聞こえる。


「こんな……ひどいよ、ジローさ……」


　うわごとのような台詞せりふを最後に、ミミコは深い眠りに落ちた。


　彼女が鎮ちん圧あつチームの隊員によって揺ゆり起こされたとき、兄弟の姿すがたはどこにもなくなっていた。





２







　部屋は重苦しい空気に包まれていた。


　陣内の口から、オーギュスト邸ていでのあらましが語られたところだった。報ほう告こくを受けた男たちの顔は一様に厳きびしい。人も、吸血鬼ブラツク・ブラツドも、軽口を叩たたく素そ振ぶりすらない。


　場所は新市街区ニユー・ヤードの『ホテル・キャメロン』。ジローの扱あつかいと先日の事じ件けんについて語られていたはずのトップ会議が、一度の休きゆう憩けいも挟はさむことなく、いまだ続いているのである。


　出席者は特区の舵かじを取る実力者たちだ。


『真しん祖そ混こん沌とん』の直ちよつ系けいたる『東の龍りゆう王おう』セイ。


『魔ま女じよモーガン』の血けつ統とうに連なるウォーロック家の極東代表者、ケイン・ウォーロック。


『カンパニー』会長、尾根崎ミタカ。


　その片腕である『カンパニー』情報部部長、張ジヤン雷レイ考カオ。


　そして、『カンパニー』調停部部長、陣内ショウゴ。


　人と吸血鬼の別なく、真の意味で特区に必要不ふ可か欠けつな五名だった。


　もう一人、『夜会カヴン』のゼルマン・クロックだけは、すでに会議から身を退ひいていた。もとより協力的とは言いい難がたい人物である。事じ態たいの深しん刻こくさを認にん識しきしていながら、口うるさいケインが席を離はなれている間に姿を消してしまった。


「……もはや方ほう針しんを論ろんじ合う段だん階かいではないな」


　真っ先に断だんじたのは、尾根崎だった。


　日ひ頃ごろはその権けん勢せいを感じさせない、柔じゆう軟なんな物もの腰ごしの男である。それがいまや、あごを固くかみ締しめ、双そう眸ぼうに火の如ごとき眼がん光こうを宿している。


「特区内での一次感かん染せん……しかも感染源げんは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の二世で、いまだ逃とう亡ぼう中。考えられ得る最高レベルの非常事態エマージエンシーだ。これより『カンパニー』は総そう力りよくをあげて、その吸血鬼を捕ほ獲かく、もしくは抹まつ殺さつする。ミスター・セイ、ミスター・ケインにも協力を要よう請せいしたい。よもや異い論ろんはありますまいな？」


「むろんだ。協力を惜おしむ気はない」


　ケインが即そく答とうした。その傍かたわらで、セイも無言のまま頷うなずいた。


　ケインは三十前後の男だん性せいで、スリーピースのスーツに身を固めていた。一見すると精せい力りよく的な青年実業家に見えるが、ジローより年長の古血オールド・ブラツドである。髪かみと瞳ひとみの色はグレイ。体たい格かくがよく、鷹たかのように鋭するどい目つきをしている。


　一方のセイは数千年を生きた大吸血鬼だ。幾いく度どか転生しており、いまは十歳さい前後の少年の姿をしていた。つやの良い黒髪を首の後ろで結び、目にはなぜか丸いサングラスをかけている。幼おさない外見に似に合あわぬ重苦しい表ひよう情じようで顔を伏ふせ、何かを思し索さくするかのようにひと言も喋しやべらなかった。


　両者とも『カンパニー』とは持ちつ持たれつの関係である。表面的には手を携たずさえているが、裏うらに回れば特区の支し配はい権けんを巡めぐって様々な駆かけ引きを行っている。


　だが、いまこのとき、協力を惜しまないという彼らの言葉には一いつ片ぺんの噓うそもなかった。


　彼ら二人は、十年前香港で起こった『九クー龍ロンショック』を経けい験けんしている。それは、歴史上初めて吸血鬼が公的に確かく認にんされた事件であり、同時に、昼と夜とに棲すみ分けながら続いてきた人類と吸血鬼たちの関係を、決定的に破は壊かいした事件でもある。


　当時を知る二人にすれば、いま特区が置かれる状じよう況きようは、『九龍ショック』直前の香港を想起せずにはいられない窮きゆう状じようといえた。『九龍ショック』を巻まき起こし、香港聖せい戦せんへと発はつ展てんさせたのは、まさにいま特区に侵しん入にゆうを果たしている、呪のろわれた血族なのだ。


「すでに鎮ちん圧あつチームは逃亡中の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を捜そう索さく中です」


　と陣内が報告した。


「ただし、見つけられる可か能のう性せいは低いでしょう。何分まだ夜明けまで間がある」


　陣内の台詞せりふに、ケインが頷く。


「うむ。あの血統とて陽光は嫌きらっている。勝負は日中になるだろうな」


「……とはいえ油断はできません」


　と、情報部の張が口を挟はさんだ。


「気象情報によると嵐あらしが近づいています。降こう水すい確かく率りつこそ低いですが、明日は一日、ろくに日が差さないでしょう」


「ならば、条じよう件けんはこちらも同じだ。俺おれや龍殿どのも、昼間動くなら日差しのない方が都合がいい。全力で狩かり出してやる」


　ケインの台詞に、張は頷いた。そして、


「もう一度情況をまとめておきましょう」


　と一同を見回した。


　張は枯かれた風な初老の男である。冷静沈ちん着ちやくを旨むねとし、感情を見せることがない。『カンパニー』が誇ほこる情報部を統とう括かつする、社内随ずい一いちの切れ者だ。吸血鬼ハンターという異色の過去を持っており、荒あら事ごとの経験も豊ほう富ふだった。


「逃亡中の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、名をヤフリー・趙。外見はミドル・ティーンの少年で、目もく撃げきされたときはパーカーにワークパンツという服ふく装そうでした。本人の言によれば転化されたのは聖戦時、つまり転化後十年しか経たっていません。元は人間だった純じゆん血けつ種しゆであり、よって他血統の特とく殊しゆ能力はないはずです」


「しかし『銀刀』は討うち逃のがした」


　と尾根崎が付け加える。


「はい。始祖ソース・ブラツドの直ちよつ系けいということですし、その実力は本物なのでしょう。ただ、彼単体で見れば、ミスター・ケインや、ましてミスター・セイの敵てきではない。おそらく条件さえ調ととのえば鎮圧チームだけでも対たい処しよ可能と思われます。憂ゆう慮りよすべきは、やはり感かん染せんです。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は転化直後でも強い力を発はつ揮きする血けつ統とうだ。彼が血を吸すい、仲間を増ふやせば、あっという間に香港の二の舞まいになる」


　張の指し摘てきに、一同は硬かたい面おも持もちで頷うなずいた。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を相手にするとき何よりも注意せねばならないのは、彼らの爆ばく発はつ的感染力なのである。特に、力のある吸血鬼ブラツク・ブラツド──長い歳さい月げつを生きて力を増ました古血オールド・ブラツドと呼よばれる吸血鬼が彼らの血に染そめられると、手に負えないことになる。頼たよりとするはずの味方が、突とつ然ぜん敵になるのだから。


「すでに特区に住む血族には、協定に賛さん同どうしない者たちも含めて、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の侵入を知らせてあります。ですが、人間の方は対処のしようがない。ＣＥＯ組合マネー・キヤビネツト には報ほう告こく済ずみですが、彼らとて身内の守りを固める以上のことはできないでしょう。そもそも、付け焼き刃ばでは、それとて効こう果かはありますまい」


「……詳くわしい事情は伏せ、吸血鬼の生き残りが現あらわれた、とだけ情報を流すことは不可能か？」


　再ふたたび尾根崎が意見したが、張は、


「無理です」


　と上司の提てい案あんを即そく座ざに却きやつ下かした。


「その情報を得たとして、一いつ般ぱん市民に自じ衛えいの方法などありません。悪戯いたずらにパニックを誘さそうばかりか、他の吸血鬼にまで害が及およぶ。また、今後の我われ々われの捜索にも支し障しようを来きたします」


『九龍ショック』以降、人類は全世界的に吸血鬼の殲せん滅めつ活動を続けてきた。それは結局失敗に終わったわけだが、世間的には吸血鬼はほぼ絶ぜつ滅めつしたということになっている。特区でもその認にん識しきに変わりはないのである。特区に暮くらす一般市民たちは、自分たちが吸血鬼の大都市にいるとは夢ゆめにも思っていないのだ。


　現げん在ざいでも、世界各地で吸血鬼による事じ件けんは発生し、そのニュースは一般に報道されている。だが、特区でその手の事件が起きれば、秘ひ密みつ裏りに生きる吸血鬼たちの立場は極きわめて苦しいものになるだろう。


「わかった。その件はいい。続けてくれ」


　と、張の反はん論ろんを聞いた尾根崎は簡かん潔けつに告げた。


　そのとき陣内は苦しげな表ひよう情じようを見せたが、結局何も言わなかった。


　尾根崎のように割わり切ることはできないが、陣内の意見も張と同じなのである。無自覚な一般の人々を救うには、少しでも早く『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の脅きよう威いを取り除のぞくしかないのだ。


　同どう僚りようの苦く悶もんを知ってか知らずか、張は尾根崎の指し示じ通り説明を続けた。


　そして、


「もう一つ忘わすれてはならないのは、ヤフリー・趙の仲間の存そん在ざいです。というより、こちらに比くらべれば彼の跳ちよう梁りようなど、ものの数ではない」


　と厳きびしい口調で続けた。


「先ほど陣内部長が議題に上げましたが──特区にはミスター・セイが張はり巡めぐらせた『結界』がある。『招まねかれなければ入れない』という『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の性質を利用した防壁です。しかし、ヤフリー・趙は『結界』を越こえて特区に侵しん入にゆうした。これは、彼を特区に『招いた』内通者の存在を意味します。また、内通者が存在する以上、特区に侵入を果たした『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、彼一人とは限らない。いや、すでに複ふく数すう名の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が特区にいると考える方が妥だ当とうでしょう。そして、彼らが一定規き模ぼ以上の組そ織しき的な活動を取っているとすれば、もはや第二の『九龍ショック』を逃れる術すべはありません」


「……なっ」


　会議の出席者は、一人残らず声を失った。


　迂う闊かつにも、目の前の危き険けんに気を取られるあまり、そこまで考えが至いたらなかったのだ。


　張は、会議が再さい開かいされてから、まだひと言も発言していない人物に視し線せんを向けた。


「ミスター・セイ。『結界』内に吸血鬼を招くための、厳げん密みつな条じよう件けんをうかがいたい」


　一同の視線がセイに集まった。彼はようやく伏ふせていた顔を上げた。


「……ただ招けばよい」


　と、特区最年長たる吸血鬼の長老は、幼おさない声で短く答えた。


「言葉にしようと、手紙を送ろうと構かまわぬ。相手を吸血鬼と知った上で、招く意い志しを伝える。それだけ」


「……例えば、内通者がヤフリー・趙に『特区へ入れ』と言えば──」


「『結界』は反はん応のうしない」


　張が微かすかに顔をしかめ、尾根崎も動どう揺ようを見せた。それほど安あん易いに『結界』を破やぶれるとは思わなかったのだろう。


「ただし、招く側にも資し格かくがある」


「それは？」


「特区に住む者であること。人であること」


「……前者の区別はどうつけます？」


「本人の意識。この地に暮らし、特こ区こを己おのれの居い場ば所しよと本心から思う者なら、誰だれでもよい」


「なるほど……少なくとも内通者は吸血鬼ブラツク・ブラツドではなく、また『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が送り込こんだ僕しもべでもない、ということですな」


　張はそう言って頷うなずいた。それで事じ態たいが好転したわけではないが、何しろいまは情じよう報ほうが足りない。


「……わかりました。ともあれ、内通者の割り出しは急きゆう務むですな。ただ、さきほどは悲観的な意見を述のべましたが、正直申し上げて、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が特区に潜ひそんでいるとしても、その数は少数であり、また時期も最近に限かぎられるでしょう。ジョアン・曾ツアンの例もあるように、あの血けつ統とうは宿命的に狂きよう気きをはらむ傾けい向こうにある。幾いく人にんもの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が集まれば、そこになんらかのトラブルが発生する確かく率りつは相当高いはずですし、またそうした兆候があれば、我わが情報部が見み過すごすはずはありません」


「確たしかなんだろうな？」


　張の説明に、尾根崎が鋭するどく念を押おした。「はい」と張は素す直なおに答えた。


「もっとも、彼らもそうした己の欠点は考こう慮りよに入れているはずです。ならば、潜せん入にゆうしている者──また、これも当然考えねばならぬことですが、今後侵入してくる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、数こそ限られようとも、熟じゆく練れんした吸血鬼であると見て間ま違ちがいありません。おそらくは古血オールド・ブラツド。それも単に強力な力を持つだけでなく、狡こう猾かつで用心深い者たちのはずです」


　と、そこで張は一度言葉を切り、出席者たちを見回した。


「敵がどれだけの規模を持っているか、現げん時点では推すい測そくすることも難むずかしい。ただ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の生き残りが大規模な集しゆう団だんとして存在する可か能のう性せいは低いはずなのです。『九龍ショック』から十年経たったいまも、世界中の血族と対吸血鬼組そ織しきが、彼らを狩かり出し、根こん絶ぜつすべく目を光らせているのですからな。ですが、逆ぎやくに言えば、この過か酷こくな条件下で生き残っている者は、強い団結力を誇ほこる少数精せい鋭えいの集団であると考えねばなりません。たとえ数名でもそうした強きよう敵てきを特区で迎むかえ撃うつのは、極きわめて困こん難なんなことです。いま、何より優先して為なすべきことは、彼らの情報を得ること。どのような類たぐいの情報であれ、知りうる限りのことをすべて」


　それ以上は言わず、張はただ黙だまってケインに視線を向けた。


　張が言わんとすることは、ケインには明白だった。彼は踏ふん切りを付けるように一度目を閉とざし、ゆっくりと決意を新たにした。


「よろしい。もとより隠かくす気はない」


　ケインは重々しく口を開けた。セイと陣内。共に香港聖せい戦せんで戦った者たちは、複ふく雑ざつな視し線せんを戦友に向けた。


「その、ヤフリー・趙なる男に心当たりはない。が、彼が『銀刀』に言った『姉』の名は知っている。同一人物と見て間違いないだろう」


「……『カーサ』と呼よばれる人物ですな」


　ケインはぐっと口元を引き締しめたまま頷うなずいた。


「本名は、カサンドラ・ジル・ウォーロック。元は我がウォーロック家の重じゆう鎮ちんであり、私が仕えていた女性。十年前、九龍地区にかの血統の始祖ソース・ブラツドが生まれたとき、おそらくは一番最初に奴やつらの血へ染そまった──裏うら切ぎり者だ」


「……やはり。噂うわさには聞いていましたが……最悪ですな」


　と、あの張が、苦しげな声でつぶやいた。


「──待て」と尾根崎が質しつ問もんを挟はさむ。彼の両目は驚きよう愕がくのあまり見開いていた。


「元ウォーロック家の女吸血鬼だと？　それはまさか、九クー龍ロン王おうの副ふく将しようだった古血オールド・ブラツドのことか？　聖戦で奴らの陣頭指し揮きを執とったという……」


　呆ぼう然ぜんと尋たずねる尾根崎に、ケインは渋じゆう面めんで首しゆ肯こうした。


「『黒くろ蛇へびカーサ』。他にも異い名みようは腐くさるほどあるがな。まさに貴き君くんの言う人物だ」


「なんという……生きていたのか！」


　尾根崎が呻うめいた。彼とて『カンパニー』の最高責せき任にん者である。直ちよく接せつ香港聖戦には関かかわらなかったが、当時の知ち識しきは人一倍有している。


　聖戦時、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちを指揮し、人類社会へ牙きばを剝むいたのは、『九龍王』と自ら名乗った彼らの始祖ソース・ブラツド本人だ。そして彼の直ちよつ系けいたちは、彼の子らを統とう率そつし、彼の意い志しに従したがって戦せん闘とうを指揮してきた。


　その中でも今日まで悪名を残すのが、副将格かくであった『黒蛇カーサ』。そして軍ぐん師しとして数々の権けん謀ぼう術じゆつ数すうを用いた『ウォーカーマン』なる吸血鬼だ。共に強力な古血オールド・ブラツドであり、それ以上に、奸かん知ちに長たけた策さく略りやく家かとして知られている。


「……彼女がこの件けんに嚙かんでいるとなれば、事じ態たいはいよいよ深しん刻こくだ。ミスター・ケイン。例えばあなたなら、一対一で彼女に勝てますか？」


　張の問いかけに、ケインは苦く笑しようすら浮かべた。


「無理だな。過か去こ私は、本当の意味で彼女に勝利したことは、ただの一度もない。私より年長なだけでなく、我が血統の始祖ソース・ブラツド『魔ま女じよモーガン』の再さい来らいとまで呼ばれた、魔術の使い手でもある。第一、彼女が持つ資し質しつの中で、もっとも危き険けんなのは『力』ではなく『知ち恵え』だ。いや、『気き質しつ』と言うべきか……」


　自じ嘲ちようじみて言うケインの隣となりで、セイもまた口を開ける。


「ケインだけではない。余よも、かの者とは些いささか因いん縁ねんを持つ。いや、あの聖戦に関わった主おもだった者なら、皆みななんらかの思いを抱いだいておろう。特に……ジローは」


「『銀刀』が、ですか？」


「うむ。ヤフリーなる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。どれほどの者かは知らぬが、ジローの手に余あまるとも思えぬ。あやつ、カーサの名を聞き、浮うき足だったに違ちがいない」


　セイが答えると、ケインが「あの未み熟じゆく者ものめ」と毒づいた。彼もセイと同意見なのだろう。


　問いかけた張は再ふたたび感かん情じようを殺し、黙もつ考こうした。


　沈ちん痛つうな空気が、辺りを支し配はいする。


　と、唐とう突とつに、それまで議ぎ論ろんを静観していた陣内が尋たずねた。


「どうでしょう、セイ？　あなたなら彼女に勝てますか？」


　セイは一いつ瞬しゆん幼おさない顔に意外そうな表情を浮うかべた。が、すぐに腑ふに落ちた様子でコクリと頷いて見せた。


「──勝てる。特区では、余とゼルマンなら問題あるまい」


「よかった。それを聞いて安心しました」


　陣内は穏おだやかに微ほほ笑えんだ。答えのわかっている問いをあえて口にすることで、少しでも場の空気を好転させたかったのだ。


　だが、


「しかし、問題は彼女だけではない」


　と、陣内の意図を察しながらも張が水を差した。


　あくまで楽観を許ゆるさぬ厳きびしい口調で、


「九龍王亡なき後、カサンドラ・ジル・ウォーロックは血けつ統とうの代表──いわば血族の長となったはずです。聖戦を生き延のびた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が何人いるかは不明ですが、その中でも主要な立場にいた将しよう校こうクラスの古血オールド・ブラツドは、残らず彼女と行動を共にしていると見て間違いない。悪ければ……いや、かなりの確かく率りつで、我われ々われはそうした吸血鬼たちすべてを相手に、事を構かまえねばならなくなる。しかも、すでに我々は彼らの後手に回っているのです」


　それは目を背そむけたくなるような事実だった。


　セイも、ケインも、陣内も、全員奥おく歯ばを嚙みしめて押し黙った。指し摘てきした張自身でさえ、自らの呈てい示じした未来予想図に暗あん澹たんとした色を隠かくせなかった。


　広々としたホテルの一室が、音もなく静まりかえる。


　そのとき、


「……だがやらねばならない」


　尾根崎が言った。


「特区は香港の意い志しを継つぐ都市として、聖戦のあとに開発された。香港と末路を同じくすることは、なんとしても阻そ止しせねばならない」


　それは、セイやケインら、年経へた古血オールド・ブラツドにすら居い住ずまいを正させるほどの力強い断だん言げんだった。そして、彼の決意は部屋にいる全員に共通のものだった。


　彼らはそれぞれ、特区に価か値ちを──他の何にも代かえ難がたい価値を見み出いだしている。だからこそこうして、この部屋に集つどっているのである。


「──諸しよ君くん。奴やつらの命脈を断たつのだ。可か及きゆう的てき速すみやかに」


　特区の有力者たちは、強く同意し、頷うなずいた。
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　暗く乱らん雑ざつな部屋で、その青年はノートパソコンと向き合っていた。明かりは消され、ディスプレイの淡あわい光だけが、青年の顔に反はん射しやしている。


　ひょろりと瘦やせた青年である。二十代なのだろうが、童顔なためずいぶん若わかく見える。あごには無ぶ精しようひげが残り、着ている物も安っぽいデニムシャツとチノパンだ。なんとも冴さえない印象なのだが、どこか人なつっこい愛あい嬌きようがあった。


　以前『カンパニー』でミミコの後こう輩はいと接せつ触しよくし、その後オーギュストの襲しゆう撃げきを運うん河がの上から観察していた青年である。


　いま彼は薄うす汚よごれたデスクに着き、無心にキーボードを叩たたいている。四角い眼め鏡がねの奥で瞬まばたきをしない目が、怪あやしく輝かがやいていた。


　そこへ、


「兄あに貴き」


「ひゃああっ！」


　突とつ然ぜん肩かた越ごしに呼よびかけられ、青年はたまげたような悲鳴を上げた。


「なっ、なっ、何者だ！　……って、ああ。なんだヤフリー君か。お帰り」


「……こっちがビビるような声、出すなよな」


　あっさり平静に戻もどった兄に、ヤフリーはむすっとしてぼやいた。身内相手だからだろう。ジローに対していたのとは違う、砕くだけた言葉づかいだ。


　背せ中なかに背負っていた日本刀を下ろし、目ま深ぶかに被かぶっていたパーカーのフードを外す。現あらわれたのは、目の下にタトゥーを入れ、髪かみを短く刈かり込んだ少年だった。


　彼らのいる部屋は、倉庫のように大量の木箱が積み上げられていた。ヤフリーはその中から、「ＤＡＮＧＥＲ」などとわざとらしく刷り込まれた木箱を抜ぬき出し、デスクの側に寄よせて椅い子す代わりにした。木箱を抜いた拍ひよう子しに、積み上げられた箱が雪崩なだれを打って崩くずれたが、そちらの方は見向きもしない。むすっとした様子で黙然としている。


　もっとも、かわいげのない不ふ機き嫌げんな態たい度どはいつものことだ。青年は気にする様子もなく、それどころかいそいそと椅子から立ち上がって、これまたテーブル代わりにしている木もく製せいコンテナに向かった。


　コンテナの上に並ならぶビニール袋ぶくろをガサガサさせて、


「どうする？　なんか食べる？　カップ麵めんあるよ。味み噌そとんこつ味と塩バター味。それともスナック菓が子しの方が良い？　あ、煎せん餅べいも残ってたな。湿し気けってるけど」


「……その後変わりは？」


　兄の台詞せりふを頭から無む視しして、ヤフリーが聞き返した。


　青年は振ふり返ると「うふふ」と薄うす気き味みの悪い笑えみを見せる。


「お姉ちゃん登場」


「うっ」


　のどを絞しめられたような声をもらし、ヤフリーが青ざめた。


「……マジ？」


「マジマジ。しかも超ちようノリノリ。あれはもう、放っておくしかないね。下手に釘くぎ刺したら、何されるかしれたもんじゃないね。目つきが尋じん常じようじゃないんだもん。最悪」


「……いまは？」


「それが、さっそく夜遊びに行ってんだよ、あのアマ。どう思うヤフリー君？　こっちがせっせと調ちよう査さしてるのに、手伝いもしないでさ。勝手に動いて、勝手にかき回して、ほんと好き放題。ただでさえジョアンのせいで時間がなくなってる情じよう況きようだってのに、迷めい惑わくな話だよねー。何しに来たんだよテメエは、って感じ？　つくづく自じ己こ中ちゆうっていうか、自分本意っていうか、自分のことしか考えないっていうか、あ、チョコバーも発見。ドリアン味？　こんなの買ったけか？」


　のべつ幕なし一方的に喋しやべり、最後には不思議そうに首を傾かしげて頭を搔かいている。


「姉貴、なんか言ってた？　俺おれのこと……」


「いや。特に」


「そ、そっか」


　とヤフリーはつぶやいた。彼の声は安心したというより、少し寂さびしそうであった。


「ふふん。安心するのは早いぞ。君もここんとこわがままだったもんな。同情はするけど、全部報ほう告こくさせてもらったよ。いちいち『銀刀』を挑ちよう発はつしたことも含ふくめて。あ、恨うらんでくれるな？　お兄ちゃんだってお姉ちゃんに隠かくし事なんかできるわけないんだから」


「別に……言われて困こまることじゃねえよ」


　ヤフリーは意地を張はってそっぽを向いた。


　そんな彼を横目に眺ながめ、青年は微び苦く笑しようを浮うかべる。空から威い張ばりする弟を見る目つきは、家族らしい暖あたたかなものだ。


「ま、そんなに怒おこっちゃいないみたいだったから、安心しなよ。それより、これからは君にも、こっちの手伝いをしてもらうよ？　いまごろは『カンパニー』の連中も血ち眼まなこになって僕ぼくらを捜さがし始めてるはずだしね。少しでもやれることやっとかないと……で、ほんと何も食べない？」


「……チョコバー」


　弟の返事に青年はにっこり微ほほ笑えむと、チョコバーを放って渡わたし、自らはデスクに戻もどった。そして、「ああ忙いそがしい忙しい」と嬉うれしそうにキーボードを叩たたき始めた。


　ヤフリーは受け取ったチョコバーを齧かじりながら、いつもと変わらぬ兄の背せ中なかを眺ながめた。


　面と向かっては不機嫌そうな突つっ張ぱった態度しか見せないのだが、黙だまって兄の背中を眺めているときの彼は、弟らしい神しん妙みような様子を見せている。


　やがて、


「……なんで聞かねえの？」


「……んー？　何を？」


　青年はディスプレイに向かったまま生返事をした。


「置き手紙、見たろ。俺、さっきまで『銀刀』とやり合ってたんだぜ？」


「知ってるよ。見てたもん」


　何気ない兄の台詞に、ヤフリーはぎょっとした。


「噓うそだ。周りには誰だれも……」


「『夜会カヴン』の死しに損ぞこないが転がってたでしょう、庭に？　そこから見てた」


　と、青年はキーボードを叩く手を止めて少し首を捻ひねり、背後のヤフリーを横目に見た。


　童顔の飄ひよう々ひようとした表情だ。が、一いつ瞬しゆんだけ眼め鏡がねの奥おくの瞳ひとみが、銃じゆう口こうのような威い圧あつ感をのぞかせた。


「勇み足が過すぎる。二度としないこと」


「…………」


　ヤフリーは唇くちびるを嚙かんだ。反はん抗こう的な彼が何も言い返さない。


　弟の反はん応のうを見た青年は、「うん」と微笑を返して再ふたたび仕事に戻った。カタカタカタと軽けい快かいなリズムでキーを打ち続けている。


　兄が背を向けると、ヤフリーは舌した打うちして、


「……悪かったよ。勝手に手を出したことは謝あやまる。余よ計けいなことして、『カンパニー』に感づかれちまったんだからな。けど、オーギュストが暴ぼう走そうしたからには、遅かれ早かれ俺たちのことだって──」


「こらっ。問題をすり替かえない。わかってるだろ？　お兄ちゃんが言ってるのは、そういうことじゃない。身みの程ほどを弁わきまえなさいと言ってるんだ。命を無む駄だにするもんじゃない」


　青年は背中を向けたまま、穏おだやかに弟を諭さとした。しかしヤフリーはたちまち目を吊り上げ、食べかけのチョコバーを板いた張ばりの床ゆかに叩き付けた。


「なんだよ、くそっ。見てたならわかるだろっ？　俺、『銀刀』に勝ってたんだ。そりゃあ、結局決着はつかなかったけどよ。あれは邪魔が入ったからで──あのまま続けてれば、間ま違ちがいなく俺が勝ってた。違うか、兄あに貴き？」


　吐はき捨すてるように問いかけたヤフリーに、しかし青年は何も答えない。軽い打だ刻こく音おんだけが、わずかな乱みだれもなく響ひびいている。


　ヤフリーは鼻息を荒あらくした。


「ふん。どうせ姉貴が特区に入ったのだって、結局はあいつが現あらわれたからなんだろ？　昔どれほど腕うでが立ったんだかしらねえが、いまの奴やつなんかどうってことねえじゃんか。姉貴も兄貴も、なんだってあんな野や郎ろうにこだわるんだ。わかんねえよ」


　苛いら立だちも露あらわに、ヤフリーは木箱に座すわり直した。


　彼は十五のときに吸血鬼ブラツク・ブラツドに転化し、それから十年を生きている。とはいえ、吸血鬼は精せい神しん的に成長しにくい存そん在ざいだ。彼の時間は十五のまま停止しているのである。ときとして、己おのれの感かん情じようをもてあますこともある。


　そんなヤフリーの主しゆ張ちように、青年は黙って耳を傾かたむけていた。


　キーを叩く手はそのままに、至し極ごく真しん剣けんな声で、ぼそりと、


「……やっぱ焼き餅もちか」


「なっ!?　いまなんつった、クソ兄貴っ！　表出るか？　ああっ」


「えー、お兄ちゃんなんにも言ってないよう？　ましてや、焼き餅、なんて全然言ってないよう？　だってヤフリー君が『銀刀』に焼き餅焼くわけないじゃない。あれ？　それともほんとに焼き餅焼いちゃったりしちゃったりしたのかなあ？」


　もの凄すごく楽しそうな兄の台詞せりふに、ヤフリーは顔を真っ赤にしつつ歯は軋ぎしりした。怒おこってしまえば相手の思うつぼとわかっているので、必死になって激げき情じようを堪こらえている。
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　弟のリアクションに満足したのか、青年はそれ以上はからかうのを止めておいた。


　そして、


「でもねえ、ヤフリー君。これだけは言っておくけど、たとえあのまま続けていても、結局君は『銀刀』には勝てなかったよ。彼は根っから『護衛者』なんだ。ま、あのときの彼なら、彼の方も君に勝つことはなかったろうけどね。たださ。僕にしろお姉ちゃんにしろ、彼を警けい戒かいするには、それなりの理由があって、それは別に、彼が飛び抜ぬけて強きよう敵てきだからってことじゃないんだよ。強敵って意味なら、『東の龍りゆう王おう』やウォーロック家の坊ぼうやの方が厄やつ介かいだ。龍王なんかは遥はるかに──それはそれは遥かに強敵だよ。だろ？　そういう強い弱いって問題じゃなくて……色々あるんだ、あの血統には」


　聞き分けのない弟に言い聞かすように、静かな声で淡たん々たんと説いた。


　が、ヤフリーはまだ納なつ得とくのいかない様子だった。木箱に足組みして座ったまま、苛々と爪つま先さきを揺ゆすっている。


　ちらっとその素そ振ぶりを盗ぬすみ見た青年は、やれやれと肩かたを竦すくめた。


「まあ、この話はここまでにしようか。忙いそがしいってのは噓うそじゃなくて、ほんとに切せつ羽ぱ詰つまってきたからさ。このあとヤフリー君には、『カンパニー』の捜そう索さくをかき回す役を買ってもらう。実じつ際さいに動くのは夜が明けてからだから、詳くわしい指し示じもそれからだ。いまはゆっくり休んでなさい。オーケー？」


「……わかった」


「うん。いい返事だ。あ、それから『銀刀』に限かぎったことじゃないけど、くれぐれも無む茶ちやはしないでよ？　君はまだ本物の強敵との実戦経けい験けんがない。相手が誰であれ、古血オールド・ブラツドとの戦せん闘とうは避さけるんだ。これもわかったね？」


　ヤフリーは低い声で「わかった」と答えた。


　しかし、彼の目は、明らかに口にした返事と逆ぎやくの答えを浮うかべていた。
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　美しい月夜だった。


　人里離はなれた針しん葉よう樹じゆ林りんの奥おく地ち。忘わすれられた街かい道どうの、埋うもれ行く石いし畳だたみ。その他のことは、もう覚えていない。記き憶おくの底に沈しずんでしまった。


　襲しゆう撃げき者しやは七人いた。四人までは問題なかったが、五人目が手て強ごわかった。ジローの刃やいばを素す手ででつかみ、繰くり出される蹴けりが骨ほねを砕くだいた。傷きずつきながら倒たおしたが、そのときには残る二人が、彼の闇の母ナイト・マムのすぐ側に迫せまっていた。


　幼おさなさの残る彼女の顔に、彼女には似に合あわない緊きん張ちようが走った。


　始祖ソース・ブラツドなのだ。


　本来なら、七人すべてを相手取ろうと、そもそも勝負になるはずがない。だが、彼女の力には様々な制せい約やくが伴ともなっていた。そのための護ご衛えい。そのための自分だ。


　なのに、間に合わない。


　ジローが血を吐はき、必死に走る。


　その眼がん前ぜんで──


　突とつ然ぜん、敵の片かた割われが、仲間を襲おそった。


　隠かくし持っていたナイフが翻ひるがえり、もう一人の胸むねに突つき刺ささる。刺された男は愕がく然ぜんと目を剝むき、石畳に倒れ伏した。やがて灰はいとなり、落ち葉の中に消えた。


　ジローが駆かけつけたときには、突然裏うら切ぎった最後の敵は、変身を解といていた。





　びっくりしたね、ジロー、と彼女は目を丸めて笑った。ジローは笑えなかった。


　てんでなってないな、と彼女を救った人物は揶や揄ゆした。ジローは唇くちびるを嚙かんだ。


　敵に成り済すまし、入れ替かわっていたのだ。まるで気付くことができなかった。


　その人物は、ジローよりずっと昔から彼女の側にいた。彼女の側にいるのに相応ふさわしい力量を持ち、彼女に欠けている類たぐいの知ち恵えと知ち識しきを身につけていた。彼女も心を許ゆるし、自分の一番の親友なのだと、いつも嬉うれしそうに話していた。


　その人物は、流れるような長い黒くろ髪かみの女ひとだった。


　無む邪じや気きな彼女とは好対照に、妖よう艶えんで、隙すきがなく、触ふれれば切れそうな鋭えい敏びんさを帯びていた。


　護衛ねえ、と。


　彼女の親友は意味ありげにささやき、ジローを値ね踏ぶみするように眺ながめた。翠みどり色いろの瞳ひとみに、意地の悪い光があった。


　どちらかというとお守かな。爺じいやの代わりにはもってこいだ。


　そんな風に言うたびに、闇の母ナイト・マムはカンカンになって怒おこった。彼女の親友も、本気で言っているのではない。彼女をからかうための、ちょうど良い口実にしていたのだ。


　本気で言っているのではない。


　だが、悔くやしかった。


　その女じよ性せいを見返すべく、ジローは必死に鍛たん練れんを重ねた。闇の母ナイト・マムの護衛に相応しいように。何より、間ま違ちがいなく、彼女の生命を守れるように。常つねに気を抜ぬかず危き険けんに目を光らせ、敵の考えを読み、己おのれの力を的てき確かくに使う術すべを身につけた。


　そうするうち、自然とその女性を見習うようになっていた。彼女の友人は、これまでずっとそうした注意を払はらい、陰かげから彼女の身を守っていたのだ。


　その女性は、いつしかジローの目標になっていた。


　やがて長い時間が流れ、彼自身が古血オールド・ブラツドと見なされ始めたころ。ジローはようやく彼女の護衛として、その女性から一目置かれるようになっていた。





　だが、それでもついに、ジローは彼女を守りきることができなかった。


　彼が銀の刃やいばに手を伸のばし、修しゆ羅らに落ちたのは、そのすぐあとだ。
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　そろそろ夜明けのはずだった。しかしまだ、空は暗い。


　寂さびれたホテルの屋上に、ジローは独ひとりたたずんでいた。街はまだ目覚めていない。旧市街区オールド・ヤードの街まち並なみが、朝あさ靄もやの中に煙けむっている。静かで、寂しげな眺ながめだった。


　ジローは両目を細めた。己の気配を殺したまま、そっと感覚を四方に伸ばす。


　念入りに周辺を探さぐって他の血族はいないと確認すると、今度は完全に目を閉とざした。


　じっと立ったまま自らの血の循じゆん環かんを意識する。


　血流は落ち着いていた。


　だが、細い。


　少し衝しよう撃げきを受けるだけで激はげしく乱みだれてしまいそうな、ひどくか弱い脈動だ。重心が定まらないまま、上うわ辺べだけ取り繕つくろっている感覚である。


「──くそっ」


　聖せい域いきを出ると決めたときから、かの血けつ統とうと相対する覚かく悟ごはしていたはずだ。なのに、いざカーサの名を耳にしただけで、この体ていたらくだった。


　やはり、心のどこかに、その日が来るまで密ひそやかに暮くらせるかもしれない、という淡あわい希望が残っていたのだろう。いまさらながら、自らの甘あまさに嫌いや気けが差す。


　──カーサ……どこまでつかんでいる？


　ヤフリーはカーサの弟と名乗った。噓うそではあるまい。そのヤフリーが直ちよく接せつジローの許もとまで出向いた以上、カーサの手はすぐそこまで迫せまっていると考えねばならない。いまこうしているときも、彼女の目はジローを捉とらえているかもしれないのである。そして、一度そう考え出すと、もはやいても立ってもいられなくなる。


　あの、カーサが相手なのだ。どれだけ警戒を重ねたところで、気休めにはならなかった。


　──問題は、カーサがどこまで特区に根を下ろしているかだ……


　特区はセイの守しゆ護ご下にある。また、カーサの手管を熟じゆく知ちしたケインもいる。いかにカーサといえど、その手しゆ腕わんを存ぞん分ぶんに発はつ揮きすることはできないはずだ。


　しかし、一方でオーギュストの件けんがある。


　オーギュストの暴ぼう走そうは、彼を転化した者にとっても予想外だったに違ちがいない。本来なら彼は周囲に知られることなく感かん染せんし、特区の一勢せい力りよくである『夜会カヴン』内部に、敵てきの先兵として紛まぎれ込こんでいたはずなのだ。


　また、いまにして思えば、ジローが特区入りする際に偶ぐう然ぜん居い合あわせた、曾ツアンという『九龍の血統クーロン・チヤイルド』も、カーサの息がかかった人物だったのではないだろうか。そうだとすれば、彼が先せん導どうしていた『断絶血統ブラツド・オーフアン』の難なん民みんたちも、全員『九龍の血統クーロン・チヤイルド』となり、特区に蔓延はびこっていた可か能のう性せいすらある。


　カーサは特区に対し、着々と手を打ってきていた。ジローは、彼女が網あみを張はるただ中へと、飛び込んでしまったのだ。


　──しかし、まだ網は完成していない。


　オーギュストにせよ、曾にせよ、結果的にとはいえ、ジローが絡からんだことで計画は潰ついえている。ヤフリーの登場も、あのときの言動を見る限かぎり、彼自身の独どく断だんによるものと思われる。おかげでジローはカーサの存そん在ざいを知ることができた。もしカーサの指し示じでヤフリーが動いたなら、あのような中ちゆう途と半はん端ぱで済すんだはずがない。


　──それとも……


　ただの嫌がらせだろうか？


　いまジローは胃に重たい鉛なまりをのみ込んだような心しん境きようでいる。そうさせることが目的で、わざとこんな控ひかえ目な手出しをしてきたのだろうか。


「あり得うるな……」


　たとえ『カンパニー』の──ひいてはセイやケインの注意を引こうが、ジローが嫌がることなら、嬉々として彼女はやる。少なくとも、ジローはそう信じている。


「……あの蛇へび女おんなめ」


　ジローは毒づいて黙もつ考こうした。


　が、やがて諦あきらめたように首を振ふって踵きびすを返した。屋上を離はなれ、ホテルの階かい段だんを部屋まで下りていく。


　──いまの段階であれこれ考えても埒らちが明かない。


　もとより、カーサを相手に心理戦で勝ち目などないのだ。それに、現げん在ざい特区やジローを巡めぐる情じよう況きようは、極きわめて不安定なまま、たゆたっている。新参者の自分が小こ賢ざかしく立ち回ったところで、己おのれの有利を得られる可能性は薄うすいだろう。自分は自分の信念で動くだけである。


　──なら、いまは逃にげの一手だ。


　どの勢力とも関かかわらず、誰だれの手も借りることなく、ひたすらに身を隠かくす。卑ひ怯きようであろうと、卑ひ屈くつであろうと、まったく構わない。ジローはそう思っていた。ミミコに対しては本当に済まないと思うが、それでも自分の決意を翻ひるがえすつもりはなかった。


　香港で、ジローは一時、血ち眼まなこになってカーサを捜さがしたことがあった。あのときは、自分の闇の母ナイト・マムを裏切ったカーサを草の根分けても見つけ出し、刺さし違えてでも殺すと覚かく悟ごを固めていた。当時の自分は、まさに放たれた矢だった。自分のことなどましてや周囲の事情など一いつ顧こだにせず、ひたすらにカーサをつけ狙ねらった。


　──しかし、いまは違う。


　ふっ、と厳きびしかったジローの眼まな差ざしが、一いつ瞬しゆんだけ柔やわらかくなった。


　いまのジローには何に代えてでも守るべき者がいる。至し上じようの喜びをもって己の剣けんを捧ささげる、主がいるのだ。


　それがコタロウだった。


　ジローの闇の母ナイト・マムであり、師しであり、主であり、同どう胞ほうであった女性。彼が長い生しよう涯がいでただ一人、心から愛した女性は、香港で死に、生まれ変わった。ジローは自分のすべてをかけて、今度こそ彼女を──彼女の生まれ変わりである弟を守るつもりだった。


　だが瞳ひとみが優やさしげになったのは一瞬で、すぐにまたジローの顔は苦く渋じゆうの滲にじむものになった。


　いまみんなと別れるのはよくない、とコタロウは言った。


　なぜそんなことを口走ったのか、本人もよくわかっていないだろう。だからこそ問題なのだ。日ひ頃ごろのほほんと構える弟が、あのときばかりは必死だった。あの台詞せりふは、コタロウが自分の意い志しで言ったのではない。彼の中に流れる「血」が彼に言わせた台詞に違いないのである。


　血けつ統とうの祖そが、己の血族に送った警けい鐘しようだ。ジローの立場なら、心して拝はい聴ちようすべき助言のはずだった。


　だが、


「それで……それで、どうにかなると言うのか　あのときだって貴女あなたは言っていたではないか？　『何も心配はいらない』『自分は大だい丈じよう夫ぶだ』と！」


　しかしそうはならなかった。ジローは目を閉とじ、血が滲むほどに両手を握にぎり締しめた。


　どれほど時が過すぎようと、思い返すたび、言語に絶する悔くいが身を焼く。いますぐにも自分の身体を八つ裂ざきにしてしまいたい、劫ごう火かのような悔いだ。


　あんな思いは二度と御ご免めんだ。


　もし仲間を頼たより、それでコタロウの身が守れるのなら、ジローは喜んでそうするだろう。己のプライドなどかなぐり捨すてて、彼らの庇ひ護ごを請こうだろう。


　しかし、そんな保ほ証しようはない。セイやケイン、かつての戦友たちの善ぜん意いを疑うたがうのではない。だが、彼らにも彼らの立場があり、優ゆう先せんすべきことがある。現に二人は、ジローたち兄弟の受け入れを拒こばんだのだ。『カンパニー』など言わずもがなだ。


　自分以外に絶ぜつ対たいといえる味方は存そん在ざいしない。


　真の窮きゆう地ちにあるとき、信しん頼らいできるのは己自身と剣だけだ。


「それとも……」


　あれは違ちがう意味で言った言葉なのだろうか？　何か、もっと別のことを彼に伝えているのだろうか？


　不意に、ジローの脳のう裏りに古い会話が甦よみがえってきた。


　──だからさ。


　と彼女はジローに言った。もうずいぶんと昔のことだ。


　──君はもっと周りに目を向けなきゃ。


　──向けていますとも。そうでなくては、貴女あなたの護ご衛えいなど務つとまらない。


　──そういう意味じゃないよ。うーんなんて言うのかなあ……


　彼女は額ひたいに皺しわを寄よせ、うーんうーんと首を捻ひねった末、こう言ったのだ。


　──ジロー。君は「水」って強いと思う？


　──え？　い、いいえ。


　──なら「河かわ」は？


　──強い……のでしょうか？


　──なら「海」はどう？　強いと思わない？


　──それは……強いといえば強いのかもしれません。ですが、そもそも強い弱いという問題ではないでしょう？


　当とう惑わくしながら答えると、彼女は我わが意を得たように「うん」と笑った。


　──そう。「海」にまでなっちゃうと、もう強いかどうかなんて問題じゃなくなるんだ。ぜんぶ同じ水なのにね？　「血」も同じだよ、ジロー。ぼくらはそういうものなんだ。ぼくらの真しん価かは、「水」ではなく「海」たり得えることにある。


　ジローは海になれるかな、と彼女は楽しそうに聞いた。よくわからないまま「精しよう進じんします」と答えると、彼女は満足げに頷うなずいた。


　いまでもやはり、彼女の言う意味はわからない。所しよ詮せん、自分は剣けんを振ふるしか能のうのない男なのだ。


　いまみんなと別れるのはよくない、とコタロウは言った。


　なぜ？　何なに故ゆえそのように言うのか？　どうしてもわからない。自分のしようとしていることは間違っているのか？　ならもっとはっきりと、そう警けい告こくしてくれればよいものを。


　もっと、はっきりと。


　彼が無む条じよう件けんで従したがえるほどに、はっきりと、彼女の言葉で。


「我が君きみ……」


　弱々しく、ジローはもらした。


　──貴女あなたに会いたい。


　それはジローがどれほど願っても、叶かなわぬことだった。


　階かい段だんの途と中ちゆうで、ジローの足は止まっていた。が、やがてのろのろと歩き出し、彼が部屋を借りた一階に着いた。


　安っぽいドアを開け、部屋の中に入る。


　コタロウの姿すがたが消えていた。


　全身が凍こおりついた。


「ばっ」


　──馬ば鹿かなっ。コタロウ!?


　間髪を容いれず周囲へ感覚を広げる。


　ジローたち兄弟の血けつ統とうは、血を吸すった吸血鬼の性せい質しつを自分のものとする力を持っている。その力の影えい響きようで、血を吸った対象と感覚を共有するという特とく徴ちようも有していた。


　それ故ゆえか、ジローとコタロウの兄弟は、常つねに感覚の一部を共有している。五感すべてというわけではないが、相手がどこにいて、どのような心しん情じようでいるかが、なんとなく伝わってくるのである。普ふ段だんは意い識しきしないが、集中すればするほど、その共感は強くなる。


　なのに、そのときジローはコタロウの居い場ば所しよがわからなかった。


　どれほど意識を集中しても、どこにも手て応ごたえがない。まるで自分独ひとりになってしまったかのようだ。


　恐きよう怖ふがジローを襲おそった。


　ジローは為なす術すべもなく全身を震ふるわせた。


「落ち着け。落ち着けっ！」


　コタロウの身に何かあったとすれば、その前に自分にはわかったはずだ。生命の危き機きに直面したとき、感覚の共有は一段と強くなる。それがなかった以上、コタロウは無事でいるはずだ。


　しかし弟の存そん在ざいが感じ取れない。


　なら、考えられる結けつ論ろんはひとつしかなかった。


「あいつが私を拒んでいる？」


　コタロウに、兄との共感能力を操そう作さするような力はない。これは無意識に行っていることだ。いや、彼の「血」がそうさせているのだ。


「どうして……」


　ジローは死人のように青ざめていた。こんなことは初めてだった。確たしかに、オーギュストの館やかたでミミコを置き去りにしたことへ、コタロウは強い反感を示しめしていた。それでも、兄の苦く渋じゆうを察して、大人しくついてきたのだ。


　しかし、打ちのめされている場合ではない。いま特区は危き険けんなのだ。たとえ弟から──あるいは彼女から拒こばまれようと、自分は側についていなければならない。


　ジローは必死になって鼓こ動どうを抑おさえ、気を落ち着けた。


　すると、粗そ末まつなベッドの枕まくら元もとに置かれた、一通の書き置きが目に入った。





『ミミちゃんにきちんとお別れを言ってきます。すぐ帰るから心配しないで』





　子こ供どもの文字。コタロウの字だ。


　手紙をつかみ、ジローはホテルを飛び出した。





　こうして、『銀刀』の特区来らい訪ほう後、二日目の朝が明けた。









　　二章　嵐に踊る者










１







　微睡まどろみの中、違い和わ感がした。


　ふかふかの枕まくらに、さらさらのシーツ。わずかに嗅かぎ慣なれぬいいにおいがする。それで、完全に目が覚めた。覚めた瞬しゆん間かんに、寝ね過すごした、というのがわかった。


　──あ、遅ち刻こく……


　寝ぼけ眼まなこで身体からだを跳はね起こすと、見覚えのない豪ごう勢せいな部屋にいた。どこかのホテル。いや、どこか、ではない。『ホテル・キャメロン』の一室だ。それもツイン・ルームである。


　ようやく、ミミコは思い出した。


「……そうだ」


　──昨日、部長がここに泊とまれって……


　ため息が落ちた。


　窓まどはカーテンに閉とざされているが、それにしても暗い。サイドテーブルに時計が載のっていた。もう午前十時を回っている。外は曇くもりらしかった。昨夜、穴あなに落ちるように眠ねむったのは、何時ぐらいだっただろう。


　──なんにしろ……


「……また、遅刻」


　と、ミミコは自じ嘲ちよう気味につぶやいた。おっくうな手つきで髪かみをかき上げ、のろのろと足を床ゆかにおろした。


　改めて室内を見回す。


　ベッドにサイドテーブル。備そなえつけのクローゼットとライティングデスク。シンプルだが品の良い装そう飾しよくの部屋だった。このホテルは、ウォーロック家が経けい営えいするホテルである。吸血鬼ブラツク・ブラツドでありながら、彼の一族は人間社会で大成している。特区には、彼らの息のかかった企き業ぎようや施し設せつが多くあり、ここもその中のひとつだった。


　ツイン・ルームなのは、ここがジローとコタロウのために用意した部屋だからだ。昨さく晩ばんミミコはアパートを爆ばく破はされたあと、トップ会議が行われるこのホテルへと呼よび出された。その際さい、二人にここで待つように告げたのである。


　なのに、二人は去り、ミミコ自身がこの部屋で寝ている。なんとも皮肉だった。


　ミミコは昨日の朝の情じよう景けいを思い出していた。


　コタロウに起こされてバケツをひっくり返し、自分の部屋を自じ慢まんし、窓から見える景色を見せ、それから遅刻したことに気付いて、目覚まし時計を壊こわしたジローへ頭から水を被かぶせた。そんな、とんでもなくドタバタした朝の光景が、静まった室内で、いやに胸むねに痛いたい。


「……おはよう」


　とミミコはささやいた。


　ぽつんと放たれた挨あい拶さつは、広い部屋に戸と惑まどうように消え去った。当然、返事をする者などいない。


　昨日。


　兄弟の住む場所を求めて特区中を駆かけめぐった帰り道、苦労をかけると詫わびるジローに、ミミコは笑って首を振ふった。そのとき彼女は、当分兄弟を自分のアパートに泊めてやる気になっていた。共に寝起きをして、気長に宿探さがしにつき合おうと思っていた。


　しかし、いまやアパートの部屋は跡あと形かたもなく、一いつ緒しよに暮らし、「おはよう」と言いい交かわす相手も行ってしまった。


　──だから、なんだっていうのよ？


　ミミコが兄弟の面めん倒どうを見ていたのは、彼女が調停員コンプロマイザーだからである。


　兄弟がいなくなった以上、彼女の仕事は終わった。『銀ぎん刀とう』などという厄やつ介かいな吸血鬼との縁えんも切れ、これでまた自分は一いつ介かいの『カンパニー』職しよく員いんに戻もどれるのだ。


　ひとりぼっちの、葛かつ城らぎミミコに。


　気が付くと、ミミコはうなだれ、ベッドに座すわったまま自分の膝ひざに視し線せんを落としていた。


　まだ『カンパニー』の制せい服ふくを着たままだ。そう言えば顔も洗あらっていない。何もかも昨日のままなのに、何もかも昨日とは違ちがってしまっていた。


「……仕事、失敗しちゃった」


　苦く笑しようする。


　自分は仕事を失敗した。特区に来た吸血鬼の面倒を見るという仕事が果たせなかった。ただ、それだけのことなのに、こんなにも気持ちが沈しずんでいる。


　──どうして？


　決まっている。「それだけのこと」ではなかったからだ。


　──でも、ただの仕事じゃない。ジローさんだって、そう言ってたじゃない。


　だからジローは、「それだけ」の関係に過ぎないミミコを残して、自分たちだけで去っていったのだ。引き留とめるミミコを、強ごう引いんに黙だまらせて。


「くそう」


　とミミコは悪あく態たいを口にした。


「ちくしょう……」


　肩かたが震ふるえる。目め頭がしらが熱くなった。


　そのとき、控ひかえ目なノックの音が聞こえた。ミミコは弾はじかれたように顔を上げた。


　ノックはすぐに止やんだが、しばらくして、カチ、と鍵かぎの開く音がした。誰だれかが入ってくる。ミミコは思わずベッドから立ち上がった。


　現あらわれたのは、彼女がよく知っている少女だった。


「あ、先せん輩ぱいっ。よかった。起きてたんですね」


「ヒバリちゃん……」


　調停員見習いの楠くすのきヒバリだ。ミミコより二つ年下の十五歳さいで、彼女の後輩である。


「どうしてここに？」


「ああ。部長に頼たのまれたんです。済すみません。鍵も勝手に預あずかっちゃって」


　ヒバリはちろっと舌したを出して謝あやまった。


　元気で活発な感じのする少女だった。団だん子ごにした髪かみも活動的な印象だ。ミミコと同じ制服を着て、ニコニコ笑いながら彼女の側に歩み寄よった。


　近づくと、ハッとしたように、その足取りが鈍にぶくなる。ミミコの目に光るものがあるのに気付いたのだ。


　しかし彼女は、すぐに変わらぬ笑え顔がおを浮うかべた。


「部長からの伝言です。今日は仕事休んでいいって。先輩、なんだか大活かつ躍やくだったんですってね。お疲つかれ様でした」


「ううん、そんな……」


　後輩の笑顔がまともに見れず、ミミコはつい顔を背そむけた。


　ヒバリはどこまで知らされているのだろう？　たぶん、詳くわしいことはほとんど知らないに違いない。ミミコはもう一度ベッドに腰を下ろし、それから後輩を見上げた。


　落ち込んでいるミミコに、ヒバリは黙って親しげな笑みを向けている。その何も言わず、何も聞こうとしない心こころ遣づかいがありがたかった。


「……大活躍なんかじゃないよ。仕事だって、失敗しちゃったんだし」


「そうなんですか？　でも気にすることないですよっ。そんなのいつものことじゃないですか！」


「あ。言ったな」


「ああ。口が滑すべりました」


　ヒバリが慌あわてて口を押おさえる。つられるようにミミコが微ほほ笑えんだ。


「……いま事じ務む所しよはどう？　結けつ構こう大変なことになってない？」


「結構なんてもんじゃないですよ！　もう蜂はちの巣をつついたみたいになってます。本部の方はもっと大騒さわぎらしいですよ？　先輩たちもずっと出っぱなしだし……わたし、なんだかハブにされてるみたい」


　とヒバリは頰ほおを膨ふくらませた。もうすっかり普ふ段だんのペースだ。


　一方ミミコも、ようやくいま特区が置かれている情じよう況きようを思い出した。


　本当なら、調停員コンプロマイザーである彼女は、ジローがいなくなったことに傷きずついている場合ではないのだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が、特区への侵しん入にゆうに成功したのである。その吸血鬼はまだ特区の中に潜ひそんでいるのだ。ヒバリが「大変」というのも当然で、いま『カンパニー』は死に物狂いで、あのヤフリーという若わかい『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を捜さがしているはずだった。


「だから、先輩のところに行けって、仕事もらえてよかったですよ。上の人が詰つめてるから電話番の出番もなさそうだし。このあとのことだって特に何も言われてないから、わたしも今日はサボっちゃおうかなって」


「駄だ目めよ。ただでさえ人手は足りてないはずだし。ヒバリちゃんにできる仕事だってきっとあるわ」


「えー？　いいですよ、そんなの。平気ですって。夕方にもう一回顔出しとけば、誰も気にしませんよ。楠くすのきヒバリ。今日は一日、ミミコ先輩のお側にいます！」


　ヒバリは宣せん言げんすると、真顔でぴしっと敬けい礼れいした。


　仕事熱心な彼女らしくない提てい案あんだった。ミミコは苦く笑しようを浮かべて後輩を見上げた。


「ヒバリちゃん、ひょっとして気を遣つかってくれてる？」


「う。いえ、別にそんな……」


「いいんだよ。気持ちだけで十分嬉うれしい。ありがとうね」


　優やさしく言うと、ヒバリはなぜか唇くちびるを嚙かみしめた。そして我が慢まんできない様子で、「先輩っ」とミミコの両手を握にぎり締しめた。


「どうか元気出して下さいっ。先輩は何も悪くないんです。悪いのは全部『銀刀』です。あの吸血鬼が全部悪いんです。ああもうっ。あんな奴やつ、ちょっとでもいい人みたいに喋しやべってた自分が嫌いやになるっ。何が聖せい戦せんの英えい雄ゆうよ。特区に案内してくれた先輩に対して、こんな仕打ち、あんまりです！」


　ヒバリは憤ふん慨がいし、悔くやしそうに吐はき捨すてた。その様子があまりに激はげしかったので、逆ぎやくにミミコが驚おどろいてしまった。


「ヒバリちゃん。あなた、部長からジローさんのこと聞いてきたの？」


「いいえ！　部長は何も言いません。でもわかります。だって昨日、先輩はあいつと一いつ緒しよにいたじゃないですか。先輩なんでしょ？　『銀刀』を特区に招まねいた調停員って。一昨日の横浜や『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の事じ件けんだって、先輩は現げん場ばにいたんじゃないんですか？」


「あー。そっか。もうすっかりバレちゃったんだ。ごめんね？　昨日黙だまってて」


　ミミコが言うと、ヒバリはぶんぶん頭を横に振ふった。


「そんな、謝あやまらないで下さいっ。先輩は事件に巻まき込まれたのに、頑がん張ばってそれを乗り越こえたんじゃないですか。それもこれも『銀刀』に関かかわったばっかりに。なのに特区に入って用が済すんだら、一方的に先輩を捨てるなんてっ。しかもこんな……こんなホテルなんかに連れ込んで……！」


「……え？」


　ぴくんとミミコの眉まゆが微び動どうする。


　そんな彼女の反はん応のうなど見向きもせずに、ヒバリは涙なみだまで滲にじませた。


「先輩の人の良さにつけ込むなんて、最低の男です！　ああ、でも安心して下さい、先輩。調停員わたしたちが吸血鬼ブラツク・ブラツドに血を吸すわせたときは厳げん罰ばつに処しよされる決まりですけど、無理矢理襲われた場合はそんなことないって、わたしここに来る前に社しや則そくを調べて来ましたから！」


「……あれ？」


　猛もう烈れつに嫌な予感がした。


「ヒバリちゃん？　あなた、部長からどんな説明を受けて……」


「聞いてませんっ。いえ、そもそも聞かなきゃならなかったことなんて、何もなかったんです！　先輩もこんなこと、犬に嚙まれたと思って、さっさと忘わすれて下さいっ。そうだ。今日は第七地区セブン・ヤード辺りでバーンと豪ごう遊ゆうしましょう！　わたし、奢おごります。お酒飲めないけど、つき合います。ガンガン飲んで騒さわいで、何もかも水に流すんです！　……あ、でも」


　とヒバリは一いつ瞬しゆんもの凄すごく気まずそうな顔になり、


「びょ、病院には行った方がいいですか？」


「この妄もう想そう娘むすめ……！」


　ミミコは茹ゆでられたように顔面を真っ赤に染そめた。


「誰が誰といつ、そういうことになったのよ!?　たいがいにしときなさいよっ？　そんな噂うわさ言いふらした日には、裸はだかにひん剝むいて屋上から吊つるすからね!?」


「え？　ち、違ちがうんですか？」


「当たり前ですっ！　何考えてるのよ、まったくっ」


　大声で否ひ定ていすると、ヒバリは、あれれ、という顔になって目を丸くした。


　ミミコは手短に、昨夜遅おそく自分がまたしても事件に巻き込まれ、危あぶない目にあったのだと説明した。それで、気を遣った陣じん内ないが、ここに泊とまるよう手配してくれたのだ、と。


　説明を聞いたヒバリは、心から安心したように、


「なーんだ」


　と息を吐はき出した。


「額ひたいに皺しわを寄よせた部長に呼よばれて、先輩がホテルにいる、気を落としてるから側にいてやれ、なんて言われたもんだから。わたしってば、てっきり──」


「てっきり……何かしら？」


　ギロリとにらむと、ヒバリは「あ、あ、なんでもないです」と引きつった笑えみを浮うかべて手を振った。


　──まったく、この早とちりはっ！


　これではコタロウといい勝負だ。ミミコは腕うで組ぐみして荒あら々あらしくため息をついた。


　が、少なくとも元気は出たようだ。ひょっとして、こうなることを見み越こして、陣内はヒバリを寄越したのだろうか？　だとすれば、こんな緊きん急きゆう時にも部下を気き遣づかう陣内には感かん謝しやしなければならない。ヒバリ本人に感謝する気にはなれないが。


「でも、それじゃあやっぱり、『銀刀』は極ごく悪あく人にんってわけでもないんですね。色々事じ情じようもあるみたいだし。あの人が言ってた通りだったな」


「あの人？」


　ヒバリのもらした独ひとり言を耳にし、ミミコが後輩に尋たずねた。


　するとヒバリは思い出したように、


「そうそう。わたしの他ほかにも先輩を訪たずねて来た人がいるんですよ。ほら。昨日先輩が言ってた女の人。事じ務む所しよでちょうど一緒になれたんです。いま下のロビーに──」


　と言いかけたとき、入り口の方からタイミング良くノックの音が聞こえた。「あれ？」とヒバリが先に入り口に向かい、ドアを開ける。


「ああ、なんだ。下で待ってて下さいって言ったじゃないですか」


「済まない。下りてこないものだから、どうにも気になってしまって」


　廊ろう下かから女じよ性せいの声がした。聞き覚えのある声だ。


　ミミコが反はん射しや的に腰こしを上げる。すると、ヒバリのあとに続き、その女性が部屋の中に入ってきた。


「やあ、ミミコ。相変わらず、大変なことになってるみたいだな」


「黄ウオンさんっ」


　驚おどろくミミコに、ケリー・黄は打ち解とけた笑え顔がおを向けた。
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　ケリー・黄は一昨日知り合った女吸血鬼である。特区に移い住じゆうしようとする『断絶血統ブラツド・オーフアン』の難なん民みんたちを率ひきいていたリーダーだ。


　化け粧しよう気つけはないが美しい女性で、実用性重じゆう視しのトレンチコートを着て、首の後ろでくくった長ちよう髪はつを背せ中なかに流している。修しゆ羅ら場ばを経けい験けんしてきただけに、黙だまっていても凛りんとした芯しんの強さが感じられた。


「そうか、『銀刀』が」


　話を聞いた黄は、重たい口調で言った。


　黄とミミコは一時対立しかけたが、その後和わ解かいすることに成功した。難民たちの窮きゆう状じようを知ったミミコは、彼女らを特区に受け入れると黄に対して約束したのだ。


　あいにく、そのときの言げん質ちを逆さか手てに取られ、難民に紛まぎれ込んでいたジョアン・曾ツアンの手で、黄の仲間は全員『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そめられた。そのため鎮ちん圧あつチームとジローの手にかかり、生き残っているのは彼女一人になった。


　それでも、黄はミミコを逆さか恨うらみするような素そ振ぶりは見せなかった。事じ件けんが終結したあと、「独りにして欲ほしい」と告げてミミコたちの側を離はなれていたのである。


「本当なら昨日のうちに礼を言わねばならなかったのだが……」


「そんな気を遣わないで下さい。それにあたし、昨日は一日事務所を空あけてましたから」


　黄が仲間を失ってから、まだ一日しか経たっていない。それなのにミミコの許もとを訪おとずれ、いまもこうして気を遣ってくれることが嬉うれしかった。


「それにしても、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がな……曾の奴やつを止めたばかりなのに、まさかそんなことになっていたとは」


「え、え、えらいことですう。このままじゃ特区は、香ホン港コンみたいになっちゃいますよ～」


　深しん刻こくな黄の隣となりで、一緒に話を聞いたヒバリも顔色を失っていた。二人とも『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の恐おそろしさは理解しているだけに、ミミコの話が相当ショックだったようだ。


「で、そのヤフリーという少年は、『銀刀』のことを知っていたのだな？　『銀刀』も心当たりがあるようだったと？」


「ええ。その吸血鬼が姉と言った『カーサ』って名前は知ってたみたいです。それもかなり深い関かかわりがあったみたいで」


　ミミコが答えると、黄は難むずかしい表情になった。『銀刀』は香港で名を挙げた剣けん士しだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』との間にどのような禍か根こんがあるか想そう像ぞうもつかない。


　いま三人がいるのは、『ホテル・キャメロン』のロビーにあるカフェである。遅おそい朝食を食べながら、別れてからの出来事を黄に話しているところだった。


　さすが新市街区ニユー・ヤードの一流ホテルだけあってモーニング・セットは申し分のない味である。もっとも、せっかくのバター・トーストやベーコン・エッグも、のんびりと味わう余よ裕ゆうがなくては台無しだった。話が進むほど、三人の胸きよう中ちゆうを表すかのように、コーヒーが冷たくなっていった。


「それにしても直ちよつ系けいとはな。特区も恐ろしい相手に侵しん入にゆうを許ゆるしたものだ」


「怖こわいですー。おっかないですよ、先せん輩ぱいー。あたしたち、いったいどうなっちゃうんでしょう？」


　いまにも泣き出しそうなヒバリに、気休めとわかっていながら、ミミコは「心配ない」と言った。


「『カンパニー』だってむざむざ連中の好きにはさせないわ。いまだって全力であいつらを見つけようとしてるはずだもの。それに、あたしたちだけじゃない。特区中の血族が力を貸かしてくれるはずよ。大だい丈じよう夫ぶ。特区は絶ぜつ対たい、香港の二の舞まいになんかならないから」


　まるで自分に言い聞かせるような台詞せりふだったが、ヒバリはうんうんと何度も頷うなずいた。


　もっとも顔は晴れない。見習いとはいえ、ヒバリも『カンパニー』の一員である。ミミコの言葉を信じたいと思う一方で、そんな簡かん単たんな話ではないとわかっているのだ。


「しかし、そうなると『銀刀』がいないのは痛いたいな。あの血けつ統とうを敵てきに回すなら、他の誰だれよりも頼たよりになる男だというのに」


「そ、そうですよっ。香港じゃ『九龍の血統クーロン・チヤイルド』相手に大手て柄がらを挙げた人じゃないですか。この大事なときに、どうして『銀刀』は、逃にげるようにいなくなっちゃったんですか？　そんなの無む責せき任にんですっ」


　ヒバリは腕うでを振ふり上げて八つ当たり気味に主しゆ張ちようした。もっとも、


「……ごめん。あたしにジローさんを止めることができてたら……」


　とミミコが悄しよう然ぜんとすると、慌あわてて「そんな意味で言ったんじゃないですっ」と必死になった。


「しかしミミコ。本当に心当たりはないのか？　ヒバリの言うとおり、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を前にして『銀刀』が行方ゆくえを晦くらますとは、いまいち腑ふに落ちない」


　黄は真剣な口振りで尋たずねたが、ミミコは首を振るしかなかった。


　オーギュスト邸ていでジローが見せた態たい度どは、ミミコにも意外なものだったのだ。


　短いつき合いとはいえ、ジローの性せい格かくはわかったつもりだ。皮肉屋で捻ひねくれている様でいても、ジローは基き本ほん的に紳しん士し的な青年である。そのジローが、あんな風に度を失うのもおかしいし、訳わけも話さず、話も聞こうとしないまま強ごう引いんな行動に移うつるのもらしくない。


　あのときミミコは動転して、パニックに陥おちいっていた。しかし、一夜明け、少しは落ち着いたいまならわかる。オーギュストが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に感かん染せんしていると知ったときも過か剰じような反はん応のうを見せたものだが、ヤフリーに会ったあとのいや、カーサという名前を聞いたあとのジローは、明らかに冷静さを欠いていた。


　──カーサ……いったいどんな人なの？　ジローさんとどんな関係が……


　それに、ジローが消えた理由は、他ほかにもありそうな気がする。


「……ジローさんだって、好きで戦ってたわけじゃない。昨日もずっと言ってたもの。『銀刀』なんて評ひよう判ばん、下らないって。実じつ際さい、そのせいですごく苦労してたし……『銀刀』として扱あつかわれることが重荷みたいだった。ほんとは、ただ静かに暮くらしたいだけなんです。だから、いなくなったことを一方的に責せめるのは、違ちがう気がする」


　ミミコがそう言うと、黄もヒバリも何も言えなくなった。ミミコの台詞に、というより、彼女が話す口振りや表ひよう情じように、安あん易いには反はん論ろんできない何かを感じ取ったようだった。


　チェックアウトの時間帯も過ぎ、ロビーには人が少なかった。よく訓練されたボーイや受付たちも、リラックスした様子を見せて小声で雑ざつ談だんを交かわしている。


　彼らはまだ何も知らない。たとえ知らされたところで本気にはしないだろう。吸血鬼ブラツク・ブラツドの存そん在ざいは知っていても、それは彼らにとって、ニュース番組の中にしか生息しない存在なのだ。


　彼らが真実を知ったときは、何もかも手て遅おくれだ。そうならないために、『カンパニー』は存在している。


　三人が座すわるテーブルでは会話が途と切ぎれていた。ミミコはそっと、壁かべ一面を覆おおうウィンドウの外に目をやった。


　窓まどの向こうは英国風の庭園だった。外は暗く、昼間なのに照明が灯ともっている。


　空には黒い暗雲が立ち込こめていて、いまにもひと雨きそうな空模も様ようだった。流水はジローの弱点のひとつである。


　──雨……ジローさん、大丈夫かな……


　兄弟二人。初めて訪おとずれた大都市で仲間からも身を隠かくし、ジローはこれからどうするつもりなのだろうか。


　特区を出る、とジローは言っていた。その決心は、いまもやはり変わらないのだろうか。


　もう、会うこともないのだろうか。


「──ミミコ」


　と、長い沈ちん黙もくを経へて黄が口を開けた。


「『銀刀』を捜さがそう」


「え？」


　ミミコは驚おどろいて言葉をなくした。なぜか、その選せん択たく肢しは頭になかったのだ。


「彼が消えたのは、色々訳わけがあるらしいことはわかった。だが、その訳がなんなのか、ミミコは何も知らないんだろ？　それで、ミミコは納なつ得とくできるのか？　いま特区は、彼を必要としているんだぞ？」


「でも……」


　ミミコは言い淀よどんで顔を伏ふせた。しかし胸きよう中ちゆうは激はげしくざわついていた。


　──ジローさんを、捜す？


　そうだ。いなくなったなら捜せばいい。納得できないなら、納得できる説明を聞き出せばいい。


　だが、できるだろうか？　ジローは自分から去ったのである。話す気があるならミミコに話していたはずだ。


「だ、駄だ目めですよ、そんなのっ。危き険けんです。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、発見されるのを覚かく悟ごでわざわざ『銀刀』の前に現あらわれたんですよ？　いまだって捜してるに決まってます」


　ヒバリは反対のようだった。


　確たしかに、彼女の懸け念ねんはもっともなことだろう。昨さく晩ばんミミコは、ジローとオーギュスト、ジローとヤフリーの戦いを目まの当あたりにした。はっきり言って、あの場にまた立ち会いたいとは思わない。


　だが黄は、


「確かに危険だろうな。だがそれは『銀刀』も同じ事だ」


「全然違いますよっ。だって『銀刀』は吸血鬼なんですよ？　しかも古血オールド・ブラツドじゃないですか。人間の先せん輩ぱいを一いつ緒しよにしないで下さい」


「いや。程てい度どの差こそあれ、違いはないよ。君たちからすれば、私は異い質しつで特別な生き物に思えるかもしれない。事実、吸血鬼は人ではない。だが、同時に吸血鬼は人なんだ。百年や二百年生きたところで、人以外のものにはなれない。人と同じように、悩なやみ、恐きよう怖ふし、そして苦しむ」


　黄の台詞せりふに、ミミコは思わず顔を上げた。


　黄が口にしたことは、人レツド・間ブラツドと吸血鬼ブラツク・ブラツドという呼こ称しように要約される、『カンパニー』が掲かかげる思想のひとつといえた。二つの種族は、異質であると同時に等しい重みを持つ生命だ、という理念である。ミミコの一番好きな言葉だった。


「ミミコ。いま『銀刀』は苦しんでいる。それは彼の自じ業ごう自じ得とくでもあるが、だからといってそのままにしていていいのか？」


「待って下さい、黄さん。協力を拒こばんだ以上、先輩が介かい入にゆうするいわれはないんです。そこまで面めん倒どう見るのは、調停員コンプロマイザーの仕事じゃありません！」


　なんとか止めようとするヒバリに、「すまないヒバリ。私はミミコに聞いているんだ」と、黄は厳きびしい目を向けた。


「どうだ、ミミコ？　君は『銀刀』に、調停員として彼の身み柄がらを引き受けると約束したんだったな。だが、いまはそんな約束はどうでもいい。ただ正直な気持ちを聞かせてくれ。君は彼を、このまま見み捨すててしまっていいのか？」


　黄は優やさしく尋たずねた。


　ミミコはすぐには答えられなかった。


　ジローが特区を去ると告げたとき、ミミコは本当に悲しかった。ジローが敵てきと戦っているとき、ミミコは本当に恐おそろしかった。彼を捜さがし、彼に会って、それで事じ態たいが好転する保ほ証しようはない。もう一度拒きよ絶ぜつされ、もう一度危険な目に遭あうかもしれない。


　だが、それでも──


　ミミコの胸中がざわめきを増ました。苦く渋じゆうを浮うかべる彼女の奥おくで、血が激しくざわついていた。


　突とつ然ぜん、その血の感かん触しよくが、あるときの事を思い起こさせた。黄が関かかわった事件。中ちゆう華か街がいで曾が裏うら切ぎったあと、ミミコがジローに血を吸すわれたときのことだ。


　ジローは満身創そう痍いで、それでも奪うばわれたコタロウを取り戻もどそうとしていた。いまにも倒たおれそうで、それでも必死だった。そんな彼を助けようと、ミミコは自分の血を与あたえたのだ。


　血を吸われたミミコは、ジローの感覚や感かん情じようを一時的に共有した。だから間ま違ちがいなく断だん言げんできる。


　あのときジローは、ミミコの協力に、言葉に尽つくせぬほど感かん謝しやしていた。


　本当に、喜んでいたのだ。


「捜します」


　迸ほとばしるように、ミミコは返答していた。


「ジローさんを捜して、きちんと話をします」


　黄がフッと微び笑しようをこぼし、ヒバリが「先輩～」と情なさけない声を出した。


「でも先輩、捜すったって無理ですよう。相手は名うての吸血鬼ブラツク・ブラツドなんですよ？　『カンパニー』だっていまは大変なんだし、先輩一人でこの広い特区から、どうやって見つけ出すっていうんですか？」


「いや、ヒバリ。それは困こん難なんだが不ふ可か能のうではない。彼とて歴戦の戦士だからな。ただ逃にげ惑まどうよりは、身を隠かくしつつも敵の情じよう報ほうを求めるはずだ。その方がより安全だと知っているだろう」


「そんなの、『カンパニー』がやってます」


「うん。だから、彼らとは違う方法で敵に迫せまる。そうすれば、結果的にでも『銀刀』の居い場ば所しよをつかむことができるかもしれない。敵も彼を捜している可か能のう性せいは高いしな。危き険けんだが、他に手はない」


　語るうちに黄の目が力強く輝かがやき始めた。彼女は元もと闇やみ社会で傭よう兵へい稼か業ぎように身を置いていた。この手の探たん索さくも経けい験けんしているのかもしれない。


「それに、実は手がかりもある。曾のことだ」


「曾って、あの？」


　とミミコが尋ねる。黄は頷うなずいた。


「ミミコも上司から聞いたそうだが、あいつはどうやらカーサという一いつ派ぱの息がかかっていたらしい。その曾がよくもらしていた。特区には一人、顔見知りの人間がいる、とな。特区に入るときの段だん取どりは、そいつが整えてくれる手て筈はずだった」


「えっ。待って下さい！」


「黄さん。それって──！」


　愕がく然ぜんとするミミコとヒバリに、黄は秘ひ密みつを打ち明けるようにニヤリと笑った。


「ああ。『カンパニー』が言う『内通者』って奴やつだ。おそらくな」


「そんな……それはすぐ部長に報告しないと！」


「いや。言っても無む駄だだろう。というより、その程てい度どのことは『カンパニー』もつかんでいるはずだ。重要なのはここからでな。実は私もついさっき思い出したんだが、一度だけ、曾がもらしたことがあるんだ」


「そ、それは？」


　ミミコとヒバリが生なま唾つばを飲む。


　黄は声を落として、


「奴はこう言った。『そいつは第十一地区にいる』と」


　そう、二人に告げた。


　すると……


　なぜかミミコは、ぽかんとした顔になった。その反はん応のうに黄も戸と惑まどいを見せた。


「な、なんだ？　どうした。私は何か変なことを言ったか？」


「それはまあ……」


　ミミコは口を濁にごらせた。なんと言えばいいのか困こまったような様子だ。


「本当に第十一地区イレブン・ヤードって言ったんですか？」


「間ま違ちがいない。確たしかにそう言った。それが何かおかしいのか？」


「えーと……黄さんは知らないでしょうけど、第十一地区イレブン・ヤードって、特区に昔からある都市伝説なんですよ」


「都市伝説？　なんだ、それは？」


　聞き返す黄に、ミミコは肩かたを竦すくめて説明した。


「特区って、全部で十の地区に分かれてるんです。それが第一地区フアースト・ヤードから第十地区テン・ヤードっていうんですけどね。だから、本当は第十一地区イレブン・ヤードなんか存そん在ざいしないんです」


「え？　存在……しない？」


「はい。ただ昔から変な噂うわさ話があって……黄さんはご存じかどうかわかりませんが、特区は香ホン港コン聖せい戦せんのあと、香港に代わる経けい済ざい都市として開発された都市なんですよ。それで、開発に着手されるとき、戦後のどさくさに紛まぎれて香港の遺産が特区に移された、っていう風に言われてるんです。それが秘密裏に収められているのが、存在しないはずの第十一地区なんだって。もちろん、なんの証しよう拠こもない、ただの噂ですよ？　でも、話としては結けつ構こう面おも白しろいもんだから、いまでもときどきネットなんかで話題になります。果たして第十一地区イレブン・ヤードはどこにあるのか。遺い産さんとはなんなのか、って」


「そ、そうだったのか……」


　黄はしばらく目を丸くしていたが、そのうち力なく肩を落とした。


「済すまない、ミミコ。知らなかった。期待させてしまって……」


「いいんです。あたし、決心しましたら。たとえ、なんの手がかりがなくても──」


「……わたし、聞いたことあります」


　ヒバリが言った。ミミコと黄が彼女を見た。


「え？」


「あ、ごめんなさい。わたし、第十一地区イレブン・ヤードのこと人から聞いたことがあるんです。その、面白半分な噂話とかじゃなくて、香港の戦後に関かかわることで、学がく術じゆつ的てきに調べてる人なんですけどね。当時の資し料りようとかから、何らかの遺産が実存する可能性は十分あるって。それで、第十一地区イレブン・ヤードがどこにあるのかってのも、本ほん格かく的に調ちよう査さしてて……」


　ヒバリはしどろもどろになって説明した。その態たい度どを見ると、適てき当とうなことを言っているようではない。そもそも彼女は勘かん違ちがいの多い少女だが、噓うそは吐つかない。それに社内切っての噂好きなため、顔も相当に広いのだ。


「……それ、誰だれなの？」


「『カンうパニちー』に出入りしてる情報屋さんです。普ふ段だんはハッカーまがいのことしてるらしくて……あ、昨日も事じ務む所しよに来て、ずいぶん熱心に『銀刀』のこと聞かれました。わたしも先せん輩ぱいのこととかぺらぺら喋しやべっちゃったんだ。ごめんなさい」


　ヒバリが頭を上げた。が、ミミコはそれどころではなかった。


　嚙かみつくように「詳くわしく聞かせてっ」と言い寄よると、ヒバリは言っていいのかどうか迷まよいながらも、渋しぶ々しぶ説明を続けた。


「悪い人じゃないですよ？　ひょろっとして、眼め鏡がねしてて。恰かつ好こう良くはないけど、いつも笑ってる男の人で。たぶん大学生か、それ以上だと思うんですけど。見た目がすごく子こ供どもっぽいっていうか──そうそう、童顔なんですよね。それで──」





２







　ヤフリー・趙チヤオの居い場ば所しよは杳ようとして知れなかった。


　特区第八地区エイト・ヤードの、とあるハイテクビル。その四十五階から最上階の五十階が、『カンパニー』本部だ。現げん在ざいここには、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の侵しん入にゆうという非ひ常じよう事じ態たいに対たい応おうするべく、危き機き対たい策さく本部が設せつ置ちされていた。『カンパニー』の幹かん部ぶのみならず、特区の協定血族の中でも、特に『カンパニー』に協力的な血族の有力者たちが顔を揃そろえている。


　人と吸血鬼ブラツク・ブラツドの共存のために存在する『カンパニー』だが、こんな風に吸血鬼たちが集つどうことは極きわめて稀まれだ。それだけで、いま特区が置かれている情じよう況きようが想そう像ぞうできるというものだった。


「……くそっ。時間が惜おしい」


　時計を確かく認にんしながら、ケインは毒づいた。


　すでに正午を回っている。日が沈しずむ前にケリを付けねば、事態はより面めん倒どうなことになる。


　ここ、第一情じよう報ほう管かん制せい室しつでは、キーを叩たたく音がうるさいほどに反はん響きようしている。職しよく員いんも激はげしく行いき交かい、あるいは端たん末まつにかじりついていた。


　特区中から様々な情報が集められ、そのひとつひとつに片かたっ端ぱしから当たっているのだ。だが、寄よせられる情報はどれも曖あい昧まいなもので、徒いたずらに情報が交こう錯さくしている感がある。張ジヤンの率ひきいる情報部はフル稼か働どうしているものの、あまりに手がかりが少なすぎた。


　──いったい何を企たくらんでいる……


　それがわかれば手の打ちようもあるのだが、あまりにも信しん頼らいできる情報が少なすぎる。いま『カンパニー』はヤフリーを捜さがしながら内通者の割わり出しを急いでいるが、どちらの進しん展てんも芳かんばしくない。


　何よりカーサだ。


　彼女はいま特区にいるのかどうか。そんなことすらわからないのである。


「……いつもいつも、あの人は……！」


　ケインはギリギリと奥おく歯ばを嚙かみしめた。鋭するどい犬歯が、唇くちびるを割わって垣かい間ま見えていた。


　ケインとカーサのつき合いは、ジローよりずっと長い。もともと彼は、カーサの護ご衛えい兼けん世話役、そして監かん視し者としてウォーロック家に見み出いだされ、血族に加えられたのだ。


　カーサはウォーロック家の忌いみ子こだった。


　ウォーロック家の長おさは『魔ま女じよモーガン』の直ちよつ系けいたる三姉し妹まいであり、一族は彼女たちに支し配はいされている。カーサはある特別な経けい緯いを経へて一族に加わった吸血鬼だ。そのため、長たちに勝まさるとも劣おとらぬ力を誇ほこりながら、傍ぼう流りゆうであり、はみ出し者だった。血族の中にも心やすい者はなく、いつも世界中を放ほう浪ろうしていた。そんなとき、旅の供ともをさせられるのは、ケイン一人と決められていた。


　長たちがケインをカーサの側に置いたのは、異い端たん児じとはいえ彼女がウォーロック家の血を引いているからだ。逆ぎやくにいえば、それだけの理由でしかなかった。彼女がウォーロック家の名に泥どろを塗ぬらないよう、一族の利り益えきを損そこなわないようにと、目付役をつけたに過すぎない。実じつ際さい、カーサはケインより遥はるかに腕うでも立ち、世よ慣なれてもいた。供をするときも、彼女が彼に命じるのは雑ざつ用ようばかりだった。


　もっとも、本音を言えば、ケインはその立場を厭いとっていなかった。彼は、冷れい徹てつな長たちにも、プライドばかりが先に立つ血族たちにも、好感を持てずにいたのだ。


　その点カーサは違ちがった。扱あつかいにくいことは事実だが、彼女の自由気ままさを、ケインは好ましく思っていた。散々振ふり回されたし、事あるごとに彼の目をかいくぐって行方ゆくえをくらましもした。嫌いや気けが差し、愛あい想そが尽つきかけたことは一万回を下らないだろう。


　それでも、彼女の雑用をこなし、いなくなった彼女を追って世界中の夜を旅することを、ケインはそれなりに楽しんでいた。旅は彼の見けん識しきを広めたし、彼の力を高めてくれた。いまでは同じ歳さい月げつを生きた古血オールド・ブラツドでも、故こ郷きようで無む為いに過すごした同族に比くらべると、彼の方が明らかに強力な存そん在ざいとなっている。特区に代表者として任にんじられているのも、彼が血族内でもっとも外の世界を知る男だからだ。血けつ統とうの別を越こえて彼が師しと敬うやまうセイに出会えたのも、ある意味カーサのおかげである。


　一方、ケインの監かん視しを撒まいたカーサは、よく『賢けん者じやイヴ』と呼よばれる始祖ソース・ブラツドと行動を共にしていた。彼女は、カーサが心を許ゆるすただ一人の吸血鬼だった。


　そこに、もう一人が加わったのは、つい百年前のことである。


「…………」


　我われ知らず、ケインは微び苦く笑しようを浮かべていた。


　いまやカーサはウォーロック家の汚お名めいそのものだった。『九クー龍ロンショック』の直後、イギリスの闇やみに住む長たちは、彼女を絶ぜつ縁えんし、彼に彼女の抹まつ殺さつを命じた。無む責せき任にんな話だった。長たちとて、彼がカーサに敵かなうはずなどないと、わかっているはずなのだ。


　ウォーロック家は結局、聖せい戦せんにも参戦しようとしなかった。古い時代に生きる長たちにすれば、香港の動どう乱らんなど、はるか東方の変事に過ぎなかったのだ。ウォーロック家の名が聖戦の英えい雄ゆうとして名高いのは、ひとえにケインの活かつ躍やくがあるからである。


　そのくせ、いざ戦争が終結すると、ケインに命じて資し本ほんを操あやつり、莫ばく大だいな富とみを手に入れた。


　正直気にくわない。が、それ以上に興きよう味みがなかった。


　──……ふんっ。何をつまらんことを。


　ケインは目を閉とじ、首を振って、益やく体たいもない回想を打ち切った。


　改めて、いま直面する危き機きに意識を戻もどす。


　張はよくやっている。これだけの人員を手足の如ごとく使い、組織のポテンシャルをギリギリまで引き出しているのだ。現げん場ばを指し揮きするバドリックの奮ふん闘とうは言うまでもないだろう。


　陣内も見事だった。気き難むずかしい吸血鬼ブラツク・ブラツドたちを説き伏ふせ、協定に賛さん同どうしない血族の許もとにまで出向いて、いま余よ計けいな騒さわぎを起こすことだけは止めるよう説いている。彼の下の調停員コンプロマイザーたちも、肝きもの据すわった仕事をしていた。


　そして尾お根ね崎ざきだ。トップ会議で彼が見せた姿すがたは、ケインをして瞠どう目もくせしめた。あれほど気き骨こつのある男とは思っていなかったのだ。『カンパニー』の舵かじを取る手しゆ腕わんは評ひよう価かしていたが、ただそれだけの男ではないようだった。


　だが、それでもやはり、


　──足りない……


　と思わざるを得ない。それは理り屈くつというより、香港聖戦で苦く汁じゆうをなめたケインの、体験から来る勘かんであった。


　──龍殿。これは、かなり厳きびしいですぞ……


　いまセイは本部最上階のコンベンションルームに籠こもっている。側につく者はいない。彼一人だ。


　セイは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配を捉とらえるべく、特区中に感覚網もうを広げているのである。


　だが、特区は狭せまいようで広い。ましてやセイは特区全ぜん域いきをすっぽり覆おおい尽くす『結界』を張はることで、本来の力の大半を費やしているのだ。それを維い持じしたまま『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配を探さぐることは、彼ほどの大吸血鬼であっても困こん難なんなことだった。敵てきも当然、居い場ば所しよを悟さとられぬよう気配を殺している。向こうがアクションを起こすまでは、セイもケインも動きが取れなかった。


　尾根崎は、


「内通者がいる以上、『結界』を張っても意味はないでしょう。いっそ『結界』を解とき、ミスター・セイにも探たん索さくに加わってもらうわけには参りませんか？」


　とセイに提てい案あんした。


　もっともな意見だといえる。が、そのときケインは、セイに代わってその提案を拒きよ否ひした。理由については適てき当とうに誤ご魔ま化かした。


　たとえ自由に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が侵しん入にゆうできる情じよう況きようになろうと、特区から『結界』を解くことはできないのだ。聖戦を経けい験けんしたメンバーしか知らない、秘ひ密みつの事情があるのである。


「……くそっ。もどかしい」


　ケインは舌した打うちして、第一情じよう報ほう管かん制せい室しつを出た。


　本部の喧けん噪そうは廊ろう下かに出ても変わらない。書類を抱かかえてひた走る者。真しん剣けんに打ち合わせながら足早に進む者。部屋を出入りしつつ携けい帯たいで指し示じを仰あおぐ者。ウォーロック家の代表者であるケインにすら、ろくに気付かない。それどころではないのである。


　ケイン自身は、いざというときに外すことのできない戦せん闘とう要員だ。そのため、いまのところは待機して事じ態たいの進しん展てんを見守るしかない。せめて彼らの邪じや魔まにならぬよう、非ひ常じよう階かい段だんから屋上を目指した。


　──特区も、今度ばかりは無む傷きずでは済すむまいな……


　と、ケインはすでにそこまで覚かく悟ごしていた。


　屋上に出る。途と端たんに東京湾から吹ふきつけてくる強い突とつ風ぷうが身体からだを叩たたいた。


　嵐あらしが近づいているのだ。もっとも、人間ならいざ知らず、ケインにとってはどうということのない強風だ。むしろ、その荒あら々あらしさが心ここ地ちよかった。厚あつい雲くもに遮さえぎられ、太陽光も届とどいていない。


　新市街区ニユー・ヤードのビルの屋上からは、本部と同じかそれ以上の高さのビルが並ならんでいるのが目に入る。とぐろを巻まく黒雲の下、それでもなお壮そう観かんな摩ま天てん楼ろうの群むれだ。


　と、ケインは突然ぎょっとして目を剝むいた。


　屋上の一点を見つめる。


　そこに、隣となりのビルから百メートル近い距きよ離りを飛び越こえて降おり立った者がいた。


　身にした赤いスーツを確かく認にんするまでもない。


「ジロー！」


　ケインは啞あ然ぜんとして叫さけんだ。ジローは無言のまま、にらみつけるように彼を見つめた。
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「賢けん者じや殿どのが失しつ踪そうした!?」


　そう叫んだきり、ケインは絶ぜつ句くした。


　ジローはケインの前に立ったまま、じっと唇くちびるを嚙かみしめている。わずか数時間のうちに、驚おどろくほどやつれていた。もともと色の白い顔からは一いつ切さいの血の気が失うせている。そのくせ、両目は据すわり、瞳ひとみの奥おくに狂きよう犬けんにも似にた眼がん光こうを湛たたえていた。


　ケインはしばし自失していた。


　が、やがてわなわなと全身を震ふるわせると、凄すさまじい怒ど声せいを張はり上げた。


「馬ば鹿か者ものがっ！　奴やつらから逃にげ出しながら、貴き様さまいままで何をしていた！　いま特区がどれほど危き険けんな情況にあるかわかっているのか！」


　強風の吹き荒すさぶ中でありながら、大気がビリビリと震えるほどの大だい喝かつだった。一いつ瞬しゆん、彼ほどの古血オールド・ブラツドが自じ制せいを失い、己おのれの気配を火か炎えんの如ごとく噴ふん出しゆつさせた。


　ジローはケインの罵ば声せいを正面から浴びた。避さけようとも、構かまえようともせず、まともに受けた。それでいて、瞬まばたきひとつせず、ケインを凝ぎよう視ししていた。


「弟を、捜さがしています」


　年長者の叱しつ責せきには答えず、ジローは言った。低く掠かすれた、ヤスリのような声だ。


「『カンパニー』は弟の所しよ在ざいをつかんでいませんか？」


「いないっ。いまここがどういう状じよう態たいか、わからぬはずはなかろう。賢者殿のことを知る者とてろくにおらんのだ。消えた子こ供どもに気をかける余よ裕ゆうなどあるものかっ」


　吐はき捨すてるように言ったが、ジローは諦あきらめなかった。


「どんな些さ細さいなことでも構いません。お願いです、ケイン」


　声に、目に、狂くるおしいばかりの焦しよう燥そうが滲にじんでいる。ケインは苛いら立だちも露あらわに、「くどいっ」と怒ど鳴なった。


「貴様はともかく、賢者殿の身を俺が疎おろそかにするものかっ。だが、重ねて言うが、いまここはそれどころではないのだ。事態は深しん刻こくで、しかも刻々と切せつ迫ぱくしている。貴様が腹はらを切って懇こん願がんしようと、知らぬものは知らんのだ！」


　言ってケインは腕うでを組んだ。その表情は険けわしかったが、同時に必死になって熟じゆつ考こうしているようだ。


　口では怒鳴りつつも、コタロウを捜す手だてを考えているのである。だが、やはりどう考えても、そちらに割さける人手はなかった。そうでなくても「足りない」と痛つう感かんしていたばかりなのである。


　一方ジローはケインの答えを聞くと、両目をカッと見開いたまま、視し線せんを足あし下もとに落としていた。


　帽ぼう子しはホテルに置いてきている。強風がジローの黒くろ髪かみを乱みだし、まるで幽ゆう鬼きのようだった。左手に提さげた銀刀が、鞘さやに収おさまったままカタカタと震えていた。


　ジローはしばらく足下をにらんでいたが、やがて押おし黙だまったまま背せを向けた。その背中へ、


「待て」


　とケインが呼よび止める。


「どこへ行く気だ？」


「弟を捜します」


「どうやって？　共感も断たたれた状態なんだろ？」


　共感のことをケインが口にした瞬間、ジローは髪を振ふり乱して向き直り、殺気すらこもった眼光を叩たたき付けた。


「他ほかに手があるのかっ!?　あるなら言ってくれ。望み通り、腹のひとつやふたつ、かっ捌さばいてやるっ。だが何もないなら黙っていろ。私は特区を虱しらみ潰つぶしにしてでも、弟を見つける！」


　牙きばを剝むき、唾つばを飛ばしてジローは喚わめいた。


　完全に取り乱している。ジローの狂態を目まの当あたりにして、かえってケインは冷静さを取り戻もどしていた。


「見苦しいぞ。落ち着け、ジロー」


「落ち着けだ!?　特区が危険と言ったのは、あなたでしょう！　どうして落ち着いていられるかっ？　いまにもカーサが、弟を見つけ出すかもしれないんだぞっ。それがどうして──どうして落ち着いていられるのだっ！　くそっ。私は行く。助ける気がないなら、それ以上我わが血けつ統とうに口を挟はさむな！」


　猛もう然ぜんと踵きびすを返すジローに、ケインはギラリと半眼になった。


　瞬時に全身へ、必要にして十分な力を漲みなぎらせる。


「ジローっ！」


　さっきの大喝とは違ちがう。しかし、より鋭えい利りで無む駄だのない、鞭むちのような一声が飛んだ。


　ジローがほとんど反はん射しや的に身を竦すくめ、半身を開いて振ふり向きながら、抜ぬき手を走らせる。


　が、ジローの指先が銀刀の柄つかに触ふれたときには、ケインの巨きよ体たいが彼の懐ふところに入っていた。


　ズン、と地鳴りのような音が響ひびく。


　ケインの踏ふみ足を中心に、ビルの屋上に亀き裂れつが走った。同時に、至し近きんから放たれた彼の拳こぶしが、ジローの下した腹ばらに叩き込こまれていた。


「ガッ……ハ!?」


　一ひと溜たまりもなく、ジローが屋上に崩くずれ落ちた。口から胃い液えきを吐はき出し、全身が痙けい攣れんしている。ただ殴なぐったのではなく、直ちよく接せつ撃うち込まれた力場思念ハイド・ハンドで血脈を乱されたのだ。
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　力場思念ハイド・ハンドや視経侵攻アイ・レイドはどの血統もよく使う技わざであるが、古くは「魔ま術じゆつ」とひとくくりにされていた。そして、ケインの血統は魔術の大家だ。彼は自らの血の素そ質しつに格かく闘とう技ぎを組み合わせた、独どく自じの武ぶ術じゆつを身に付けているのである。


　一いち撃げきで沈しずんだ若じやく輩はいの吸血鬼ブラツク・ブラツドを、ケインは傲ごう然ぜんと見下ろした。


「立て」


「…………」


「立て。それでも貴き様さま、賢けん者じやの選んだ護ご衛えい者か」


　頭上から降ふり注ぐ言葉に、ジローの目が生気を取り戻した。


「ぐっ」


　と呻うめきながら歯を嚙かみしめ、必死の形相で立ち上がった。


　じっと自分をにらみつけるジローに、


「少しは正気付いたか？」


「…………」


　ジローは答えない。だが、ケインを見る瞳ひとみには、普ふ段だんの彼が戻っていた。ケインは鼻を鳴らした。


「聞け。特区は危き険けんであり、賢者殿どのの身は一いつ刻こくも早く確かく保ほせねばならん。だが、少なくとも敵てきの狙ねらいはお前たち血族ではない。少なくとも最初は違ったはずだ」


「──？」


　ジローの目に疑ぎ問もんが浮うかんだ。「考えればわかることだ」とケインは続ける。


「お前たちが特区に来たのはほんの二日前だぞ。今回の計画は、明らかに昨日今日で用意されたものではない。もっと長い時間をかけて周しゆう到とうに練られたものだ。それがお前の来らい訪ほうで破は綻たんした。その点については、俺おれたちの方こそ貴様に礼を言わねばならんだろう」


　思わぬ台詞せりふを聞き、無言のジローは戸と惑まどう様子を見せた。


「……なら、なぜです？」


　とジローは問いかけた。


「なんのために、カーサは特区を？　どうしてわざわざ、あなたや龍りゆう王おうのいる特区に手を出すのです」


　ジローの問いに、ケインは答えなかった。


「貴様が知る必要のないことだ」


　と冷たく言って、それ以上の質しつ問もんを許ゆるさなかった。


「いずれにせよ、いまどうだかは断だん言げんできん。敵はお前らのことを知ってしまったのだからな。ヤフリーという吸血鬼のこともある。たとえ目的と違ちがおうと、余よ計けいな手出しをしないとは限かぎらない。いや……」


　──むしろ本来の目的などそっちのけで、こいつらにちょっかいを出しかねん。


　何しろ、あのカーサなのだ。彼女の行動に予よ測そくをつけることは、ケインでも難むずかしい。


「昨日の公園は覚えているな？　あそこに行け。リンスケを遣やる」


「え？」


「あれは、いわば遊撃手だ。いまのような組そ織しき戦せんでは、抜ぬけたところで大した痛いた手でにはならん。あの男が役に立つかは知らんが、少なくともお前よりは特区に詳くわしい」


　ジローの表ひよう情じようが改まった。


　彼は唇くちびるを嚙みしめてケインを見た。まだ攻こう撃げきの余よ韻いんでふらついていたのを、全身に力を込めて背せ筋すじを伸のばした。


　姿し勢せいを正したジローが、何か言おうと口を開けかける。


　が、


「止よせ。何も聞きたくはない。そんな時間は、貴様にもあるまい」


　機先を制せいしてケインが言った。


　そして、ぞんざいな素そ振ぶりであごをしゃくり、


「とっとと行け。俺とてこれ以上、貴様に割さいてやる時間はない。だが覚えておけ。もし賢けん者じや殿どのの身に何かあったときは、貴様がどこに隠かくれようと見つけ出し、痛いためつけてやる。いまくれてやった一撃が、そよ風に思えるほどな」


　と憎にく々にくしく言い放はなった。


　ジローは言われたとおり何も口にせず、じっとケインの鷹たかのような双そう眸ぼうを見返した。そして身を翻ひるがえし、ビルの屋上から飛び移うつっていった。


　ビル街に消える赤いスーツを眺ながめ、ケインはなんとも言えない表情を浮かべていた。


「……いつまで経たっても成長せん奴やつだ」


　だがケインにはわかっている。あんな男だからこそ、『賢者イヴ』は彼を己おのれの血族に選んだのだ。


　いまはジローの資し質しつが悪い方に出ていた。が、それは正しく導みちびかれたとき、他の吸血鬼には見み出いだすことのできない力となって、彼と血族とを導みちびくのである。まだひよっこのジローが思いも寄よらぬ底力を発はつ揮きする場面を、ケインは何度も目にしてきたのだ。


　──しかしなぜだ？　賢者殿も、何もこんなときに失しつ踪そうせずとも……


　しかも共感を切ってまで。


　ケインの血けつ統とうにはジローとコタロウのような共感能のう力りよくはない。だが、どんなものかは、ある程てい度ど想そう像ぞうできる。ましてやジローは一度主を失った過か去こがあるため、過か剰じようなほどに忠ちゆう誠せいを捧ささげているように見える。そんな彼が、共感を一方的に切られたのだ。我われを失うのも無理からぬことだろう。


「何もかもがバラバラに──だが一いつ斉せいに動いている……」


　良くない兆候だ。と、そう顔をしかめたとき、懐ふところの携けい帯たいが鳴った。


　張からだった。繫つながるとすぐに、


『ミスター・ケイン。いまどこに？』


「すまん。屋上だ。何かあったか？」


『連中の巣を発見しました』


　ケインの目が剣けん呑のんな光を放った。


「いま行く」


　携帯を切り、ケインは屋内に戻もどった。慌あわてず、だが力強い足取りで階かい段だんを下りていく。


　何もかもがバラバラに、一斉に動いていて──


　──しかも止まりそうにない。


　なら、行き着くところまで行くだけだ。


　張の許もとへ急ぎながら、ケインは静かに闘とう志しを燃もやした。
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　さて、そのころコタロウは迷まい子ごになっていた。


　ジローが取った宿から、てくてく歩くこと丸々一市街区。第五地区フイフス・ヤードの端はしっこの、場末の区画の、そのまた裏うら通どおりだ。所々フェンスに区切られた空き地があり、空き缶かんやビニール袋ぶくろの浮うかぶ細い用水路が、ちょろちょろ流れていた。


　空は曇どん天てん。周囲は無人。大都会特区の雑ざつ踏とうも、ここまでは届とどかない。


　そんな路地の真ん中にぽつんと立ち、


「ここどこー？」


　と頭を抱かかえている。


　これでも一いち応おうはミミコに再さい会かいすべく、昨日案内された『カンパニー』事じ務む所しよを目指していたのである。ただ、いま特区が危き険けんであり、どうやら兄が敵てきから逃にげていることはコタロウにもわかっていた。だから、あえて昨日通ったような表通りを避さけ、人目につかない裏道ばかり選んで、隠かくれん坊ぼうの要よう領りようで移い動どうすることにしたのだ。


　我ながら名案だと思った。隠れん坊は得意だし、今回の鬼おには──詳くわしくは知らないが──すごい強敵なのだ。しかも見知らぬ街である。実にスリリングであった。途と中ちゆう、子犬を連れたお婆ばあさんに発見されるというアクシデントもあったが、老ろう婆ばは彼を応おう援えんしてくれた上に飴あめ玉だままでくれた。とても美お味いしかった。


　いまにして思えば、あのとき老婆に事務所までの道を尋たずねればよかったかもしれない。ただ残念ながら、そのときはそこまで考えつかなかったのだ。もちろん、これは不ふ可か抗こう力りよくであって、隠れん坊に気を取られる余あまり当初の目的を忘わすれていた、なんていうのではない。誰だれにだって失敗はあるものだ。


　ともあれ、親切そうな野の良ら猫ねこや、棒ぼう倒たおしに最さい適てきな枯かれ枝えだに誘ゆう導どうされながら、コタロウは先を進んだ。が、気が付くとどこがどうなっているのか、まったくわからなくなっていた。


「ミミちゃんやーい。どこだよー」


　朝早くに兄の目を盗ぬすんでホテルを抜ぬけ出したが、もうすでに昼過すぎである。その間、もらった飴玉ひとつしか口にしていない。


　お腹なかも空すいたし疲つかれたしで、さすがに心細くなってきたコタロウである。


「すぐに戻るつもりだったのになー」


　兄は心配しているだろう。そう思うと心が痛いたんだ。


　すごく怒おこってもいるだろう。そう思うと身体からだまで痛い気がしてきた。


「それにしても……」


　兄のあの態たい度どは、やはり納なつ得とくがいかないと思う。コタロウにも、催さい眠みん術じゆつで相手の意い志しを奪うばう行こう為いが、乱らん暴ぼうで、何より相手に失礼な行為だということぐらいはわかる。それを、よりにもよってミミコに行うのはひどいではないか。


　第一、なんだってあんなことをしたのだろうか？　確たしかにあのとき、突とつ然ぜん現あらわれた吸血鬼ブラツク・ブラツドに、兄はいつになく手こずっていたようだった。しかし、あのときの兄は本気を出していなかった。いや、本気を出せずにいるように思えた。実に兄らしくない。手て加か減げんするならするで、普ふ段だんはもっと上う手まくやる兄なのだ。おまけに、最後は味方が到とう着ちやくし、敵も逃げ出して、一いつ件けん落着だったはずなのだ。


　なのに兄はミミコを残して去り、逃げ隠れするようにコソコソしている。それが悪いとか恰かつ好こう悪いとかは──少しは思うけど──コタロウは気にしない。兄には兄の考えがあるのだし、その点、兄はよく考えて行動する人なのだ。


　でも、納得がいかないのである。


　いや、違ちがう。


　そうではない。


　納得がいかないのではない。それでは駄目なのだ。


「……ん？」


　コタロウは足を止めた。


　駄だ目めって──何が駄目なのだろう？


「……んー？」


　コタロウは口をへの字にして眉まゆ根ねを寄よせた。しかし、結局よくわからなかったので、それ以上難むずかしいことを考えるのはやめた。


「とにかくミミちゃんに会おう。うん。それがいいや」


　ホテルで一人になったときにも思ったのだ。これはミミちゃんでなきゃ駄目だ、と。なんでそう思ったのかは覚えていないし、何が駄目なのかもやっぱり思い出せないが、とにかくそうなのだ。だからコタロウはもう一度ミミコに会おうと、こうして骨ほねを折っているのである。


「ミミちゃん、なんか食べさせてくれるかなあ」


　お腹をさすってつぶやきながら、コタロウは一人路地を歩いた。


　そのうち少し活気のある場所になり、商店街の裏うら道みちらしき場所に出た。


　薄うす汚よごれたところである。裏道を曲がって、建物と建物の隙すき間まに入った。ポリエチレンのゴミ箱が並ならび、その隣となりに置かれたゴミ袋ぶくろを、カラスがつついている。


　壁かべから突つき出したダクトからいいにおいがもれていたので、コタロウは思わず足を止めた。食堂か何からしい。


　お腹が鳴る。ため息がこぼれる。このままではお腹が空きすぎて死んでしまうかもしれない。いったいどうすれば──


「……ハッ。食い逃げっ」


　と、コタロウに悪あく魔まがささやいたときだ。彼が誘ゆう惑わくに屈くつするより先に、彼の前後を柄がらの悪い少年二人が塞ふさいでいた。


「おい。見ろよ、こいつ」


「毛け並なみがいいな。どこの金持ちのガキだ？」


　十五、六歳さいの少年たちである。前に二人。気が付けば後ろにも一人。全部で三人いたが、全員似にたような恰好の、似たような少年だった。


「だ、誰？」


「あー、名乗るほどのもんじゃねえよ」


「なあ。こいつ、いかにも金持ってそうじゃねえ？」


　コタロウを前に、平然とそんなことを言う。悪者だ、とコタロウは直感した。というか直感するほどのことでもない。とてもわかりやすい。


「み、見くびるなよ！　ぼくはこれでも強いんだからな！」


　と言って、コタロウはファイティング・ポーズを取った。


　実は事実である。コタロウとて吸血鬼ブラツク・ブラツドの端はしくれだ。その力と頑がん丈じようさは、見かけからは想そう像ぞうもつかない。


　そして、想像がつかないだけに、少年たちは真ま面じ目めに受け取らなかった。


「おい。お前、金持ちのボンボンじゃねえの？　俺らにも分けてくんねーか？　大人しくすりゃあ拉ら致ちったりはしねえよ。まあ金がねえなら仕方ないけどな。そんときゃ身ぐるみ剝はいで、その手の趣しゆ味みの奴やつに売りつけるって手もある」


「な、なんてハレンチな！　もう許ゆるさないぞ。お前ら全員成せい敗ばいしてやるっ」


「ケッ。うるせえガキ。いいよもう。痛いためつけちまおうぜ」


「だな」


　にやけた笑いを薄っぺらな怒いかりに変えて、少年たちはジリジリとコタロウに迫せまった。コタロウも「ぬうう」としかめ面をして彼らを待ち構かまえる。


　だが、コタロウの三番勝負を待つまでもなく、乱らん入にゆう者しやが登場した。


「よう。手ぇ貸かすか？」


　と背はい後ごから聞くや、返事をするより先に後ろの一人が派は手でに蹴けり飛ばされた。


　驚おどろいて背後を振ふり向くと、一人の少年がジャージのポケットに両手を入れたまま、だるそうに蹴り足を戻もどしているところだった。


　コタロウを囲んだ三人と同年代の少年だ。が、同じなのはそれだけで、他は何から何までかけ離はなれていた。


　耳にはゴールドのピアス。ブラックのニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、ブラックのジャージを着たラフなスタイルだが、身につけた物はいずれも高級ブランドの一流品である。


　そして、そんなブランドも裸足はだしで逃にげ出しそうな、絶ぜつ世せいの美少年だった。


　怜れい悧りな顔立ちに浮うかぶニヒルな笑えみ。ニット帽からはみ出した襟えり足あしは火のように赤く、鋭するどくもどこか茶ちや目めっ気を感じさせる双そう眸ぼうは、さらに鮮せん烈れつなまでに赤い。


　ゼルマン・クロック。


『夜会カヴン』最年長の古血オールド・ブラツドにして『緋ひ眼がんのゼルマン』と恐おそれられる、特区ナンバーツーの実力者である。


「ゼルマンさん！」


　コタロウが満面を輝かがやかせた。対して三人の少年は恐きよう怖ふに凍こおりついた。


　ゼルマンの正体を知らずとも、また人間の少年に過すぎずとも、彼から放たれる威い圧あつ感は十分すぎるほど感じ取れる。さっきの異い常じような蹴りを思い起こすまでもなく、到とう底てい勝ち目のない相手だ。


　三人は悲鳴や捨すて台詞ぜりふを口にすることもできず、脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。「あっ、待て」と叫さけんだコタロウだったが、追いかけようとまではしなかった。所しよ詮せん小こ悪あく党とうである。わざわざ彼が手を下すまでもない連中だ。


　それよりずっと気になる相手がここにいる。


「また会ったな、コタロウ。兄あに貴きはどうした？」


　気さくな口調でゼルマンが尋たずねた。


　コタロウは少し返事に困こまった。というのも、彼は兄も用心するほどの「ワル」なのである。何しろ、本人がそう主しゆ張ちようしているのだ。兄が側にいないことを、正直に告げていいものだろうか？


　しかし、彼が悩なやんでる間に、


「グウ」


　と彼の胃い袋ぶくろが返事をした。


　ゼルマンがぽかんとする。コタロウは「えへへ」と照れ隠かくしに笑った。
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「こんなに美お味いしい食べ物が、世の中にあったなんて！」


　コタロウは大いに感かん激げきして、ラーメンのスープを最後まで飲み干ほした。「ぷはあ」と大きく息を吐はき出した顔は、まさに教会の賛さん美び歌かに耳を傾かたける天使のそれである。


　カウンターにもたれるようにして椅い子すに座すわるゼルマンは、


「そいつはよかった」


　と気のない様子でつぶやき、煙草たばこをくゆらした。


　さっきの商店街にあるラーメン屋『ニボシ亭てい』のカウンターである。ゼルマンの前にも、先に食べ終えた器うつわがある。空くう腹ふくを訴うつたえたコタロウを連れ、二人してこの店の暖簾のれんをくぐったのだ。もちろんコタロウはお金がないので、ゼルマンが奢おごることになった。


「ありがとう、ゼルマンさん。ごちそうさまでした！」


「この恩おんを忘わすれるなよ、コタロウ。これでお前は、オレに借りができたわけだからな」


「うんっ」


　どこまで本気なのかわからないゼルマンに、コタロウは疑うたがう素そ振ぶりも見せず頷うなずいた。


　一列に並ならぶカウンターの他ほかに、仕切りで仕切られた座ざ敷しきが三つ。神かみ棚だなを飾かざった壁かべには、色褪あせたメニューが下げられ、天てん井じよう付近に型落ちして久ひさしいテレビが置かれていた。


　味はともかく、内ない装そうは古くさい感じの店だ。本来なら、貴公子然としたゼルマンも、天使のようなコタロウもマッチしないこと、この上ないはずである。


　ところが、どういうわけか、この二人は店の雰ふん囲い気きに溶とけ込こんでいた。昼飯時は過ぎて混こん雑ざつのピークではないにしても、店に人は少なくない。なのに、これだけ人目を引く容よう貌ぼうの二人に、誰一人として目を向けようとしていなかった。


　実はこれは、ゼルマンの力である。ただ己おのれの気配を消すのではなく、周囲のそれに紛まぎれ込ませているのだ。コタロウも彼の力の影えい響きよう内にいるのだった。


　二人が初めて出会ったのは昨日のことだ。


　ジローやミミコと特区を巡めぐる途と中ちゆう、立ち寄よった浮き市フロー・マートで、コタロウはオーギュストたちの襲しゆう撃げきを受けた。これはジローが返かえり討うちにしたのだが、そのあとで白しら峯みねサユカという女じよ性せいが現あらわれ、三人をゼルマンに引き合わせたのである。


　コタロウは知らないことだが、このときジローは警けい戒かいに警戒を重ね、ミミコも緊きん張ちようの極きよく致ちにあった。ゼルマンが属ぞくする『夜会カヴン』とは、吸血鬼が人間より優すぐれているという偏かたよった思想を掲かかげる集しゆう団だんで、『カンパニー』や協定血族の敵てき対たい勢せい力りよくなのだ。


　また、それを抜ぬきにしても『緋眼のゼルマン』といえば、『闇やみ』の血族の中でも世界的に名の知れた吸血鬼なのである。『銀刀』望もち月づきジローであろうと、ウォーロック家のケイン・ウォーロックであろうと、正面から戦って勝てる相手ではない。


　その上、彼と対面したとき、ジローたちはゼルマンの敵に回る可か能のう性せいが大いにあった。結果だけ見れば驚おどろくほど紳しん士し的な会談に終わったが、その実、一いつ触しよく即そく発はつといっていい緊きん迫ぱくした局面だったのだ。ただ、ゼルマン自身の態たい度どは始終好意的で、彼は兄弟を自分の勢力に誘さそうことさえした。その真意は、謎なぞのままである。


　そのゼルマンがコタロウと二人、ラーメン屋のカウンターに並んで醬しよう油ゆラーメンを啜すすっていたのだ。


　思えばこれほど妙みような組み合わせもない。こんな場面を見れば、ミミコなど卒そつ倒とうするだろう。
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「……にしても」


　とゼルマンはわずかに気にくわない様子で言った。


「『銀刀』が敵前逃とう亡ぼうとはな。『同族殺し』ともあろう者が、存ぞん外がい不ふ甲が斐いない」


　おっくうな口振りだったが、すかさずコタロウはむっとした。


「兄あに者じやには兄者の深い考えがあってのことだよっ」


「でも逃にげたことに変わりはないだろ？」


「む。逃げるのは別に悪いことじゃないもん」


「ほう。よくわかってるじゃないか」


「でしょ？」


「だが、付き添そった調停員コンプロマイザーを残して消えるってのはどうだ？　ミミコって言ったよな。『銀刀』はそいつに恩があるはずだぜ？」


「むむ。それはだから……そうかもしれないけど……」


　コタロウが悔くやしそうに口をつぐむ。


　ゼルマンの言い方は、シンプルで乱らん暴ぼうだ。それは子こ供どもの理り論ろんである。


　だからコタロウにもわかりやすく伝わる。そして、反論が難むずかしい。


「どうも冴さえないな、お前の兄あに貴き。ヤフリーってのはそんなに腕うで利ききだったのか？　オレが感じたところじゃ、ただ者じゃないにしても、騒さわぐほどでもなかったぜ？」


　ヤフリーが特区に入ったことを、いち早く察知したのはゼルマンである。もっとも、そのときは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とまでは見み抜ぬいていなかった。


「わかんない。でも兄者はなんだが、他のことに気を取られてたみたい」


「勝負の最中にか？」


「うん……あのね、ゼルマンさん……」


　とコタロウはそのときの様子を詳くわしく話して聞かせた。


　ゼルマンは相変わらずだらしない様子でカウンターに寄よりかかっていたが、


「ふーん」


　と、ときおり相づちを入れ、思いの外、真ま面じ目めに耳を傾かたむけた。


　そしてカーサのくだりになると、


「なに、カーサ？　ヤフリーってのは『黒くろ蛇へびカーサ』の手の者か？」


　と彼には珍めずらしく驚いて見せた。


「え、なに？　ゼルマンさん、カーサって人、知ってるの？」


「噂うわさでな。蛇みたいな女だそうだ。へえ。なるほどねえ。まだ生きてたんだな、あの女」


　何やら興きよう味み津しん々しんである。『銀刀』にも会う前から興味を持っていたゼルマンだったが、同じように九龍王の副ふく将しようにも以前から関心を寄せていたらしい。


「あいつが特区に狙ねらいを定めたってことは、いよいよ特こ区こも騒がしくなるな。あの女の許もとには『老ろう牙がニザリ』の血を引く、凄すご腕うでの殺し屋もいたはずだ。名前は忘わすれたが、ケインを叩たたきのめしたって両刀遣づかいもいたな。いや待てよ。カーサが生きてるってことは、ひょっとすると『ウォーカーマン』も生きてるかもしれん。ふふ。あの策さく士しが生きて手を貸かしてるとすると、これは益ます々ます厄やつ介かいだぞ。セイですら何度も出し抜かれたそうだしな。そうかそうか。うん、他にもいるんだろうな。何しろ九龍王の許には、ヤバイ血けつ統とうの生き残りが名を連ねてたんだ。なるほど、カーサがその跡あとをねえ。へええ」


「……なんか楽しそうだね」


「いや、コタロウ。これはちょっとした事じ件けんだ。よく教えてくれた。退たい屈くつしなくて済すむ」


「そう？　喜んでもらえたなら、ぼくも嬉うれしい……のかな？」


　いつになく複ふく雑ざつそうなコタロウである。


　ゼルマンはそんなコタロウを余よ所そに、一人で盛もり上がっている。「怠たい惰だ」を常つねとするゼルマンだ。彼に仕えるサユカが見れば、目を丸くしたに違ちがいない。


「さてさてどうなることか。敵てきはずらりと宿将揃ぞろいだが、特区こつちの陣じん営えいはセイを筆頭に、ケインと『銀刀』か。いや、『銀刀』が抜ぬけたとなると、あとは誰だれだ？　足しになりそうなのは鎮ちん圧あつチームぐらいかな？　それも厳きびしいな。何しろ神父が不ふ在ざいだ。聖せい騎き士しペンテウスもいまはない。どうも分が悪いんじゃないか？」


　まるでサッカーチームの下げ馬ば評ひようを論じるような態たい度どである。いつしかカウンターから身を起こし、片かた足あしを膝ひざに乗せる恰かつ好こうで前のめりになっている。


　そのくせ、彼の分ぶん析せきは鋭するどい。なまじ主観的な思い入れがない分、情じように流されることなく彼ひ我がの戦力を計っている。そもそも彼は八百年の長きを生きた吸血鬼ブラツク・ブラツドなのだ。物事を客観的に見る力は卓たく越えつしている。


「待ってよ、ゼルマンさんっ。何を一人ではしゃいじゃってるのさっ」


「うん？　だってお前は知らないだろ？　それとも詳しく解かい説せつしてほしいのか？」


「そうじゃないってば！」


　コタロウは頰ほおを膨ふくらませた。


「特区の一大事なんだからね？　真面目にしないと駄だ目めじゃないっ」


「硬かたいこと言うなよ」


「硬くないっ。それに、敵ばっかり褒ほめないでよ。ゼルマンさんだって強いんでしょ？　それとも、いま言った人たち相手だと、ゼルマンさんでも勝てないの？」


　名うての古血オールド・ブラツド相手に、恐おそろしい質しつ問もんをするコタロウである。が、ゼルマンも、日ひ頃ごろ彼にそんな口を利きく者がいないだけに、コタロウの無礼な問いを面おも白しろがった。


　しかも、


「そうだな……」


　と口元に手をやり、しばらく考えた末、


「『ウォーカーマン』以外なら楽勝だ。あいつだけは得体が知れんから」


　そう、ぬけぬけと言ってのけた。


「だったら、いまもこんなところでラーメン食べてる場合じゃないじゃないっ。いい？　特区はいま、未み曾ぞ有うのピンチなんだ。崩ほう壊かいの危き機きに直面しているのだからねっ？」


「ここはお前のリクエストだ」


「むむう。そう言えばそうだった。あ、けど、ゼルマンさんだって、この辺を散歩してたじゃない。特区に暮くらす一人の吸血鬼として、果たすべき義ぎ務むがあるはずだよ。ケインさんやセイと手を組んで、共に悪と戦わなきゃ！」


「オレも悪なんだ。昨日言ったろう」


「うわあ。それもそう言えばそうだった」


　コタロウが頭を抱かかえる。ゼルマンはくわえていた煙草たばこの灰はいを灰皿に落とすと、カウンターのコップに手をやり、水を飲んだ。


　実はゼルマンがこの付近を散策していたのは、彼が最初にヤフリーの気配を察したのが、この近くだからである。


　コタロウに宣せん言げんしたとおり、ゼルマンはセイやケイン、そして『カンパニー』と共同戦線を引くつもりはない。だが、特区は彼のテリトリーだ。そのテリトリーに土足で踏ふみ込む愚おろか者がいるならば、それを捨すてておくほど『緋ひ眼がんのゼルマン』は甘あまくない。これは、特区の闇やみという荒こう野やに生きる、一匹ぴきの野生動物としての性さがだった。


「そういうお前はどうなんだ。正義の吸血鬼、望月コタロウ？　逃とう亡ぼう中の兄あに貴きからも離はなれて、たった一人。こんなところで迷まい子ごとは何事だ？」


「ま、迷子になんかなってないよっ。ぼくはミミちゃんに会いに来たんだ」


　迷子と見抜かれ、コタロウは真っ赤になって反はん論ろんした。気付かれていないと思っていたのである。


「昨日の調停員コンプロマイザーに？　いまさらなんの用で？」


「それは、その……兄あに者じやを説得してもらおうと思って」


「説得？　連中から身を隠かくすってのは、『銀刀』が決めたことだろう。弟のお前が、それに逆さからうつもりか？　しかも兄貴を説得するのが、なぜ昨日の調停員なんだ？」


　おかしそうなゼルマンに、コタロウはなんと言えばいいのか言葉に迷まよった。自分でもよくわからない理由なのだ。ゼルマンにそれを伝えるのは難むずかしい。


　それでもコタロウは、自分の感じていることを正直に話した。


　ゼルマンは自分で言うとおり、決して褒ほめられた吸血鬼ではない。特区にあって協定を無む視しし、ならず者たちの集しゆう団だんに平然と身を置いている男だ。彼の血ち生なま臭ぐさい本ほん性しようを知れば、コタロウなどは震ふるえ上がっていただろう。


　が、人を見み抜ぬく勘かんは兄も驚おどろくほど鋭するどいコタロウが、なぜかゼルマンには気を許ゆるしてしまっていた。


　ゼルマンにしろ、本来は人食い虎とらの如ごとく気き性しようの荒あらい男である。普ふ段だんは鷹おう揚ように構かまえているが、いざ癇かんに障さわれば情なさけ容よう赦しやなく命を奪うばう。


　それが、なぜかコタロウ相手にはどこまでもおかしそうな、剽ひよう軽きんですらある態たい度どを取りたがっていた。彼自身意外なことに、彼は『銀刀』の弟と気が合うらしいのだ。


　そして、このとき、コタロウの告白を聞いたゼルマンは、彼の長い生しよう涯がいでも、ここ百年は一度もなかったような真しん摯しな眼まな差ざしを向けていた。


「とにかく、このままじゃよくないと思うんだよ。兄者のためにならない気がするんだ。自分でもよくわかんないけど、とにかくそうなんだ。そんな気がしてならないんだ」


　コタロウはまるでうわごとのように筋すじの通らない説明を、それでも必死に口にした。


　ゼルマンはじっとコタロウを見ている。いつしか彼の異い名みようとなった赤い瞳ひとみが、鋭するどく狭せばめられていた。


「でも……やっぱりぼくが間ま違ちがってるかな？　ぼくには兄者の考えてるような、難しいことはわからないし。色んな事じ情じようも知らないし……」


　いざ他人に話すため口にしてみて、自分の言っていることの支し離り滅めつ裂れつさに気付いたらしい。コタロウはずいぶん悄しよげた様子でつぶやいた。


　しかし、


「……いや」


　とゼルマンは彼の自じ己こ評ひよう価かを否ひ定ていした。


「……そうでも、ない。確たしかにお前の言うことはまとまりがなく、あるいはただの勘かん違ちがいかもしれん。だがな」


　ゼルマンは真まっ直すぐにコタロウを見み据すえた。コタロウも、彼の赤く美しい瞳に見入るような顔になった。


「覚えておけ。吸血鬼が、自らの血のささやきに耳を貸かすことは、決して間違いではない。我われ々われの本質は、つまるところ『血』だ。『血』の積み重なりだ。脈々と受け継つがれる一族の『血』こそ、吸血鬼ブラツク・ブラツドの真実だ。その声を聞くことは難しい。多くの者には不ふ可か能のうだし、また自己本位な解かい釈しやくをつけたがる。だがそれでも、道を失い、迷ったとき、心を澄すまして『血』の流れに耳を傾かたむけることは、間違いではないんだ」


　言葉を切り、ゼルマンはコタロウの胸むねに指を突つきつけた。


　そして、続けた。


「いいか、コタロウ。お前の『血』は、お前を裏切らない。自らの『血』を信じられなくなったとき、その血けつ統とうは自おのずと絶たえる。『血』を信じろ。いや、信じるまでもなく、己おのれのものとしろ。それこそが吸血鬼おれたちの、真の在あり方だ」


　その一連の言葉は、不思議な響ひびきをもってコタロウの胸に染しみ入った。


　八百年という歳さい月げつを感じさせる、重く、血の通った言葉だった。セイが聞いていれば瞠どう目もくし、次いで微ほほ笑えんだだろう。ゼルマンの言葉は彼が彼の生しよう涯がいでつかんだ言葉であり、そしてそれは真実だった。


「……うん」


　とコタロウは素す直なおに頷うなずいた。そのときほど素直になれたのは、身内以外ではこれが初めてかもしれなかった。


　そうして、二人はしばらく見つめ合っていたが、やがてゼルマンが先に目を逸そらした。


「ありがとう、ゼルマンさん」


　とコタロウが礼を言うと、ゼルマンは新しい煙草たばこをくわえて、投げやりに手を振ふった。


　柄がらにもないことをした、と彼の横顔が語っている。


「ぼく、ミミちゃんを捜さがしてみるよ」


「……一人でか？」


「うん」


　すっかり元気を取り戻もどし、コタロウは頷いた。


　すると、何を思ったか、


「……つき合おう」


「え？」


「ミミコって奴やつ。オレももう一度会っておく」


「ほ、ほんとに!?　捜すの手伝ってくれるの？」


「本当だ。興きようが乗った」


　興が乗った、というわりに、つまらなそうな口調でゼルマンは請うけ負った。それでもコタロウは「やったー！」と破は顔がんして歓かん声せいを上げた。


「じゃあさっそく行こうっ。特区はいままさに、大絶ぜつ賛さんピンチ中なんだもん」


　と、カウンターの椅い子すから飛び降おりる。


　それから、ふと思いついたように振ふり返った。


「ねえ、ゼルマンさん。ゼルマンさんって強いんだよね？」


　さっきと同じ質しつ問もんに、ゼルマンは怪け訝げんな顔をする。


「だからなんだ？」


「カーサって奴と、どっちが強いかな？　ゼルマンさんなら勝てる？」


　わざとらしい質問に、ゼルマンはいつもの調子に戻って、ニヤリと唇くちびるを歪ゆがめた。


「楽勝だ」









　　三章　踊り手たちの交こう錯さく
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『ホテル・キャメロン』を出たミミコは、ヒバリに頭を下げて依い頼らいした。


「一度事じ務む所しよに戻って欲ほしいの。事務所なら、さっき話してくれた情じよう報ほう屋やの資し料りようがあるはずよ。それを捜しだして、見つけたら携けい帯たいに電話してちょうだい」


　ヒバリは乗り気ではなかった。ミミコが『銀ぎん刀とう』を捜すことに、まだ反対しているのだ。


　それでも、ミミコの性せい格かくはよく弁わきまえている。気が弱いようでいて、一度決めたら頑がん固こなのである。


「いいですけど……とにかく、わたしが戻るまで無む茶ちやなことしないで下さいね。黄ウオンさんも、先せん輩ぱいのことよろしく頼たのみましたよ」


　そう、くどいほどに念を押おして二人と別れたのだった。


　ヒバリに頼んだミミコも、ただ待ってはいなかった。第十一地区イレブン・ヤードのことは、あまりにも雲をつかむような話だ。それ以外でも地道に、ジローとコタロウが身を隠かくしそうな場所を捜して回った。


「黄さんならこんなとき、どこに身を隠します？」


「……難むずかしいな。土地勘かんもないのだし、追っ手の数もわからない。だが、いまは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の方こそ、『カンパニー』から追われる身だ。となれば、間かん接せつ的に奴やつらの動向を知るためにも、『カンパニー』の動きは把は握あくできる場所がいい。特区の中心地から離はなれすぎる場所は好ましくないな。訳わけありの客でも目立たない──猥わい雑ざつなダウンタウンなどかな？」


　その言葉に従したがい、旧市街区オールド・ヤードを中心に、場末のホテルへ手て当あたり次し第だいに電話をかけた。とはいえ、その手のホテルの電話番号が案内に載のっていることは少なく、また電話口で尋たずねたところでまともな返事は寄よ越こさない場合が多い。ミミコは自らの足でも歩いて回り、寸すん暇かを惜おしみながら聞き込こみを繰くり返した。


　もはや彼女は、意地でもジローを見つけ出す気になっていた。


　なんとしてももう一度会って、


「納なつ得とくさせてもらおうじゃない」


　と腹はらをくくっていたのだ。


　嵐あらしの到とう来らいが近いのか、風は刻こつ々こくと勢いきおいを増ましている。もともと海風の強い特区だけに、場所によっては台風もかくやという突とつ風ぷうを生じていた。


　ただ、不幸中の幸いか、雨が降ふる気配はない。天気予よ報ほうも確かく認にんしたが、降こう水すい確かく率りつは低かった。降り出すのは、夜半過すぎからだ。


　──なら、それまでになんとしても。


　それまで落ち込んでいた反動か、ミミコは疲つかれる素そ振ぶりもなく、精せい力りよく的に動き回った。


「しかしミミコ。相手は百年も生きてきた古血オールド・ブラツドだ。手当たり次第に捜したところで、余よ程ほどのことでもないと見つかるとは思えない。それより的を絞しぼって、相手が現あらわれるのを待った方がいい。こんな情じよう況きようでも『銀刀』が頼たよりそうな人間に心当たりはないのか？」


　ない。というより、ジローは誰だれも頼らないだろうとミミコは思う。もし頼る者がいるとすれば、それは自分だと信じたい。


　そのミミコを置き去りにしてまで姿すがたをくらましたのだ。これはもう、徹てつ底てい的に自分たちだけで身を潜ひそめるという覚かく悟ごの証あかしだと思うのだ。


　──待って、でも……


　昔の仲間──それも、特区の重じゆう責せきを負う立場にない、身軽な人物ならどうだ？


　例えば赤あか井いリンスケだ。彼は香ホン港コン聖せい戦せんにも参加したジローの戦友である。ミミコと同じく『カンパニー』に身を置く人物だが、一昨日会ったばかりのミミコにも、彼がかなりいい加か減げんな不ふ真ま面じ目め社員であることは見て取れる。ジローに頼たのまれれば──あるいは脅おどされれば──『カンパニー』には黙だまったまま、あっさり彼に手を貸かすのではないだろうか？


　吸血鬼ブラツク・ブラツドではなくただの人間だから、戦力としては頼りにならない。しかし、彼の個こ人じん的な情じよう報ほう網もうや、手配屋としての手しゆ腕わんは、特区で身を隠すには打ってつけだ。


　──でも、連れん絡らくが取れないわ。


　あいにくミミコは、彼に連絡を取る術すべがない。事じ務む所しよにいるヒバリへ電話してみたが、


『赤井リンスケ？　あ、知ってます。あの変な言葉づかいで、変な恰かつ好こうした、髪かみの毛が紫むらさき色の、査さ察さつ部の人ですよね？　うーん。待って下さい』


　と調べてはくれたものの、


『ごめんなさい。査察部の情報はすぐにはわかんないですね。あそこって情報部の部長の直ちよつ轄かつだから、色々管理が厳きびしいんですよ。え、わたしですか？　ごめんなさい。さすがに連絡先は知らないです』


　そう、電話越しに申し訳わけなさそうに言うだけだった。


　ヒバリには引き続き情報屋のことを調べてもらい、ミミコは再ふたたび、当てもないままジローの行方ゆくえを捜すことに没ぼつ頭とうした。


　時間はあっという間に過ぎていった。


「なあ、ミミコ」


　と、諦あきらめることなく次のホテルに向かうミミコに、黄は言いにくそうに呼よびかけた。


「やはりこれは無む茶ちやだ。こんなことを続けていても、『銀刀』に当たる可か能のう性せいは万に一つもない。いっそ、彼から出てきてくれるよう呼びかけてみてはどうだ？　何か、君たちの間だけで通じるような符ふ丁ちようを使って、会ってくれるよう頼むんだよ」


「駄だ目めよ、黄さん。ジローさんは一回、あたしの前から逃にげてるんだから。いまさらどんなに呼びかけたって、会いに来てくれやしないわ。こっちからあいつを捕つかまえないと」


　そう語るミミコの瞳ひとみは、今朝ホテルのベッドでうなだれていた少女と同一人物とは思えない。汗あせにまみれた顔に、静かな決意が刻きざまれている。


　それを見て、黄は苦く笑しようしながら、ひとり肩かたを竦すくめた。


「……若いな。いや、これこそ──」


　赤き血レツド・ブラツドの力か、とこっそり独どく白はくする。


　人の何倍も長く生きようと、決して軽かろんじるべきでない力だ。


「ところでミミコ。気を逸そらすような話題で悪いんだが──」


　黄が切り出したのは、隣となりの地区に移い動どうするため、水上タクシーに乗り込んだときだった。


　普ふ段だんより揺ゆれが激はげしいのは、それだけ水面が荒あれているからだ。嵐が近い証しよう拠こだろう。風も強い。タクシーはよくあるモーターボートを改かい装そうしたもので、座ざ席せきにも覆おおいや風避よけはなかった。黄は気にせず髪かみをなびかせているが、ミミコは前髪を押さえっぱなしだ。


「さっきロビーで言った、第十一地区イレブン・ヤードの話。あれは本当に、単なる都市伝説なのか？」


「ええ。あたしが知ってるのは、そうです」


『九クー龍ロンショック』が起こったのは、いまから十年前。一九九七年のことである。


　当時香港は東アジア最大の貿ぼう易えき都市であり、世界経けい済ざい全体の一角を担になう金きん融ゆう拠きよ点てんだった。聖せい戦せんの勃ぼつ発ぱつによりその機能を失った経済界は、大至し急きゆう香港に代わる都市を用意せねばならなかった。


　そこで白羽の矢が立ったのが、ここ、特区だ。


　特区は二次大戦終結後から開発が始まった埋うめ立て地であり、元もと経済戦せん略りやく的国こく際さい都市を目指すことが考えられていた。しかし、バブル崩ほう壊かい後、開発は頓とん挫ざ。誰からも見放されたまま不法入国者や犯はん罪ざい者、経済難なん民みんなどが住み着き、一種の独どく立りつ領りよう的様相すら呈ていしていた。


　それが、『九龍ショック』後、海外有力企き業ぎようの積極的介かい入にゆうによって一変する。


　いまや特区は東京に匹ひつ敵てきする──ある面においては凌りよう駕がする──大都市へと変へん貌ぼうを遂とげていた。すべてはパイオニア精せい神しんに富とんだ複ふく数すう企業が、大だい胆たんな資し本ほん投下を決行した成果である。特区において日本政せい府ふの名が有名無実化しているのは、今日の特区を作ったのが、彼らではなく企業連合だからだ。現げん在ざいも、特区を支ささえるのは有力企業の経けい営えい陣じんなのである。


　中でも、香港を主体としていた大企業のほとんどは、その拠きよ点てんを特区に移うつした。営利団だん体たいだけではない。香港に暮らし、聖せい戦せんを生き延のびた人々も、大おお勢ぜい特区に移り住んでいる。特区が『第二の香港』『香港の生まれ変わり』と目される所以ゆえんである。


「それだけに、さっきの話もあながち根こん拠きよがない噂うわさ話ばなしとは思えないんだ」


　と黄はよく通る声で言った。


「私も聖戦の経けい験けん者しやだ。幸いにして、その終結に生きて立ち会うことができた。だからわかるんだが、あのころの香港はまさに混こん乱らんの極きわみにあった。遺い産さんというのが何を指すかは知らないが、あのときの香港ならば、人知れずそれを持ち出すのも難むずかしいことではなかっただろう。事実、聖戦前後でどれほどの資産──美び術じゆつ品ひんや金きん銭せん、人材が闇やみに消えたかわからない。戦火に消えたものも多いだろうが、すべてがそうでないことは確たしかだ」


　その辺りの事じ情じようはミミコも知っている。好むと好まざるとにかかわらず、特区に住む者なら、香港に関心を寄よせぬわけにはいかないのだ。


「だとしても、それはあたしたちとは無む縁えんな話ですよ。きっと大企業の社長とか、そういう人たちがこっそり隠いん匿とくしちゃったんでしょう」


　強風に顔をしかめながら、ミミコは風に負けない声で答えた。香港の遺産などと聞いても、ミミコのイメージでは金きん塊かいの山ぐらいしか思いつかない。


　しかし黄の意見は異ことなった。


「どうかな？　特区と香港の結びつきは強く、因いん縁ねんは深い。だが、もっとも重要な関連性は経済なんかじゃないぞ。私たち、吸血鬼だ」


「…………」


　なんとなくミミコは口くち籠ごもった。黄がニヤリとして続ける。


「私も、ここに来る前に色々調べた。特区発はつ展てんの歴史は、『カンパニー』の歴史とそっくり重なっている」


　黄の言うとおり、対吸血鬼ブラツク・ブラツドトラブル処しよ理り組そ織しき『オーダー・コフィン・カンパニー』が秘ひ密みつ裏りに設立されたのも、聖戦終結後、間もなくしてのことだった。唸うなりを挙げて成長しつつあった特区は、その混こん沌とんの中に夜の住人たちをも悠ゆう々ゆうとのみ込んだのだ。


「特区を支し配はいするのは、海外企業の連れん盟めいだ。俗ぞくに言うＣＥＯ組合マネー・キヤビネツト ってやつだな。だが、それがあくまで表向きに過すぎないのは、ミミコの方こそ詳くわしいだろう。本当の意味で特こ区こを牛ぎゆう耳じっているのは、他でもない『カンパニー』だ。仮かりに香港の遺産が実在するとするなら、果たして『カンパニー』は、それと無関係だろうか？」


　黄の問いかけに、ミミコは答えられなかった。彼女はもう何年も『カンパニー』で働いているが、そんなことは、これまで考えたこともなかったのだ。


「……荒こう唐とう無む稽けい過ぎません？　香港の遺産がなんなのかもわからないのに」


「だが、現に遺産の実在を信じる人物が、情じよう報ほう屋やとして『カンパニー』に近づいているじゃないか。なぜわざわざそんな真ま似ねをする？　その男の狙ねらいはなんだ？」


「それは……さあ？」


　答えられない。ミミコは困こまった顔で口を閉とざした。


「よく考えてみてくれ」


　と黄は彼女らしくもない執しつ拗ようさでこだわった。


「ミミコが知らない以上、おそらくそれは一いつ般ぱんの職しよく員いんには伏ふせられていることなんだろう。下手をすると、上じよう層そう部も大半は知らないことかもしれない。だが、香港帰りのメンバーなら必ず知っているはずだ。『カンパニー』が設せつ立りつされたそもそもの理由も、いや、それが特区に選ばれた理由も、そこにあるかもしれない。なんだって、こんな場所なんだ？　吸血鬼の大都市が、よりにもよって埋め立て地だと？」


　黄が薄うすく笑いながら言う。まるで質たちの悪いブラック・ジョークでも口にしているかのようだ。


「そして、その遺い産さんが秘ひ匿とくされたいう、存そん在ざいしない場所、第十一地区イレブン・ヤード。どうだ、ミミコ？　些さ細さいなことでいい。心当たりはないか？　それがどのような種類のものであれ、『秘密』とは、隠かくそうとすればするほど、その周辺に何らかの歪ひずみを生むものだ。たとえ正体は知らなくても、『カンパニー』内部の人間ならば何か思いつくことがあるかもしれない。きっと、ある」


「ちょ、ちょっと。ちょっと待って下さいよ、黄さん」


　熱に浮うかされたような黄に、ミミコは呆あきれ半分、困こん惑わく半分となった。


「なんでそんなに気にしてるんですか？　何度も言いますけど、単なる都市伝説なんですよ？」


「それはだって……お宝たからと聞けば血が疼うずくのも当然じゃないか」


「い、意外だなあ。黄さんがそんなこと言うなんて……」


　思わず苦く笑しようするミミコに、黄は「ふふ」と面おも白しろそうに唇くちびるを曲げた。もともとが凛りんとした美び貌ぼうの女性なのだが、そうしているとまるで別のタイプの美女に見える。


「それに忘わすれたのか？　曾ツアンを手引きした内通者は第十一地区イレブン・ヤードにいるんだ」


「そ、そうかもしれないですけど……その、よくよく考えてみたんですけどね。せっかく黄さんが提てい案あんしてくれたことなんですが、その線からジローさんを辿たどるのは、正直言って厳きびしいんじゃないでしょうか？」


「しかし他に手がかりがない。それともミミコは、このままホテル回りをしていて『銀刀』がつかまると本気で思っているのか？」


　そう言われると言い返せない。なんとしても見つけ出すという決意に噓うそはないが、いまのままでそれが可か能のうかと言えば、おそらく無理だろう。どうしようもない。


「それに、だ……」


　と、迷まようミミコに、黄が畳たたみ掛かける。


　うっすらと、だが、やけに意味ありげな流し目を投げ、


「疑ぎ問もんに思ってたんだ。彼は──『銀刀』は何をしに特区に来た？　彼は香港の英えい雄ゆうだ。案外、その遺産とやらに関かかわりがあるんじゃないのか？」


「え」


　完全に意表をつかれて、ミミコは口籠もった。


　──そういえば昨日……


　ジローから「自分たちにあまり深入りするな」と忠ちゆう告こくされたとき、ミミコは意い趣しゆ返しのつもりで彼が特区を訪おとずれた理由を尋たずねた。そのとき彼は、変に慌あわてた様子で返答を避さけたのだ。


　──まさか、本当に……


　香港の遺産を求めて、ジローは特区を訪れたのだろうか？　だからあのときも理由を答えなかったのか？


　特区に入ったとき、ジローはミミコに、彼らの血けつ統とうが背せ負おう、ある宿命について話してくれた。彼はその宿命を成し遂とげるために聖せい域いきを出たのだと言っていた。だが、単に彼の話した宿命に添そうだけならば、何も聖域を出たり、特区にまで来ることはなかったはずなのだ。なぜジローは、あえて安全な場所を出たのか。


　ミミコは真しん剣けんな面おも持もちで黙だまり込こんだ。口を閉じて思いを巡めぐらせる彼女を、黄がいよいよ面白そうな眼まな差ざしで眺ながめている。長い黒くろ髪かみが強風にさらわれ、まるで生きているように蠢うごめいていた。


　そこで携けい帯たいが鳴った。


「あっ」


　とミミコが慌てて制せい服ふくのポケットに手を入れる。


「もしもし、ヒバリちゃん？　どうだった？　例の情じよう報ほう屋や──え？　え、なに？　ごめん。もう少し大きい声で言って！」


　ミミコは大声で携帯に返事をしながら、座ざ席せきの下にしゃがみ込むようにして風を避よけた。


「……ふむ」


　と黄が視し線せんを彼女から対岸の街まち並なみに向ける。


　運うん河がの幅はばは二百メートルというところだろう。進行方向の右側が第五地区フイフス・ヤード。左側がさっきまで聞き込みを続けていた第三地区サード・ヤードである。第三地区サード・ヤードでは、河か岸しぎりぎりまで張はり出した民家が続いている。黄はそちらをなんとなく眺め、次いで首を捻ひねって反対側へと顔を向けた。


　第五地区フイフス・ヤードの河岸には、遊歩道が続いていた。堤てい防ぼうの上を続く道で、街がい路ろ樹じゆが等とう間かん隔かくに植えられている。天候のせいか人も疎まばらで、街路樹の枝えだがゆさゆさと揺ゆれていた。


　と、その堤防の上に、少年が一人駆かけ上がってきた。


　遠目にも目立つ鮮あざやかな金きん髪ぱつ。そして吸血鬼の視力は、その下の天使のような容よう貌ぼうも、明めい瞭りように見て取った。


　黄の顔色がはっきりと変わった。


　彼女の知っている人物だった。


　が、そのあと口をついて出たのは、少年の名ではなかった。


「アリス──」


　まるでその声が聞こえたかのように、少年がこちらを見た。


　目があった。


　かなりの距きよ離りが空あいていたが、互たがいが互いを認にん識しきしたのが確かく信しんできた。少年が驚おどろいた顔になる。それは一いつ瞬しゆんのことだったが、彼女には十分な時間だった。


　やがて運河を横おう断だんする橋の下をくぐり、対岸は見えなくなった。風が嘲あざ笑わらうかのように水上タクシーの上を吹ふき抜ぬけていく。


　ミミコが携帯を切った。


「黄さんっ。情報屋の住所がわかりました──あれ、黄さん？」


　ミミコがきょとんとする。


　黄の表ひよう情じようが固まっていた。両目がわずかに大きく開かれ、口はなんとも言えない皮肉っぽい、だが隠かくしきれない驚おどろきを滲にじませて結ばれている。


　そして次の瞬間、


「──は、はははっ。あははははっ」


　と、固まっていた表情が崩くずれ、黄は軽かろやかに笑い出した。


「なんだあいつ。ほんとにそのまんまじゃないか。あはははっ」


「え、えっ？」


　目を白黒させるミミコの前で、黄はシートに背を預あずけ、胸むねを反らすようにして笑った。


　嬉うれしそうな声。聞いている方まで楽しくなってしまいそうな──そのくせなぜか、胸の奥おくを落ち着かなくさせる笑い声だ。


「黄さんっ！　どうしたんです、急に。何があったんですか？」


「ああ、いや。すまないすまない。こっちのことだ。ちょっと昔のことを思い出してね。で？　情報屋の住所がわかったんだって？」


「え、ええ。ヒバリちゃんから電話が……」


　まだ怪け訝げんな様子だったが、それでも取りあえずミミコは頷うなずいた。「そうか」と黄も頷き、


「じゃあ、どうする？　行ってみるか？」


　再確認されてミミコは迷まよった。


　が、結局黄の提てい案あんに従したがい、情報屋の許もとを訪たずねてみることにした。


　──無関係だとは思うけど……


　可か能のう性せいはほとんどなくても、これしか手がかりがないのは事実なのだ。それに、ジローが特区を訪おとずれた理由というのも気になる。行って無む駄だ足になったなら、また地道な捜そう索さくに戻もどればいい。


　ミミコは水上タクシーの運転手に、行き先の変へん更こうを伝えた。


　その後ろで、


「しかし……思っていたとおりだな」


「え？」


　ミミコが振ふり向く。彼女に、黄は不ふ敵てきに笑いかけた。


「来てよかった。特こ区こは、面おも白しろい」
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「おい。先に先に進むな」


「……あ、ごめんなさい」


　とコタロウは背はい後ごを振り返った。そこには、わずかに遅おくれて堤てい防ぼうに上がったゼルマンが立っていた。コタロウにつき合うと言った約束を守り、こうして一いつ緒しよにミミコを捜さがしているのである。


　遊歩道の上も風が強く、コタロウの金きん髪ぱつが派は手でに躍おどっている。小こ柄がらな彼など、気を抜ぬくとよろけてしまいそうだ。


　一方のゼルマンも細身なのだが、こちらはまるで危あぶなげがない。


「さっきの奴やつ……」


「え、ゼルマンさんも見えたの？」


「一いつ瞬しゆんだけな。お前の知り合いか？」


「うん、それが……」


　コタロウは言葉に迷まようように視し線せんを彷徨さまよわせた。


「ぼくの知ってる人かなあと思ったんだけど……なんか違ったみたい。すごくよく似にてたんだけどな。でも……」


　前にどこかで会ったような、とコタロウは自信のない口くち振ぶりでつぶやいた。


　もちろん、そんなはずはない。彼は特区に来るまで、ずっとロシアの奥おく地ちにある聖せい域いきで過すごしてきたのだ。外の世界に顔見知りがいるはずはないのである。


「……髪かみの長い方だな」


「うん。あれ？　他にもいたの？」


　問い返すと、ゼルマンは呆あきれ顔になった。


「ちなみに言うと、もう一人は『カンパニー』の制せい服ふくを着た女だったぞ。顔を伏ふせていたから確信はないが、体たい格かくは昨日会ったミミコって女に似ていた」


「えっ。うそ！　ミミちゃんが？」


　慌あわてて水上タクシーの去った方角を見るが、当然もう何も見えない。「しまった～」と悔くやしがるコタロウだったが、彼の後ろに立つゼルマンも神しん妙みような態たい度どで同じ方向をにらんでいた。


「……追うぞ」


「え？　うん。そうだね。ミミちゃんかもしれないし──でも、どこ行ったかわかる？」


「気配を辿たどる。髪の長い女、あれは吸血鬼ブラツク・ブラツドだ」


　コタロウよりわずかな一瞬しか見なかったと言いながら、ゼルマンはその女じよ性せいを吸血鬼と見み抜ぬき、彼女の気配まで捉とらえてしまったらしい。


　目を丸くするコタロウを無む視しして、今度は自分が先に立ってゼルマンは歩き始めた。


　その仕し草ぐさから、さっきまでのだらけた態度が消え去っていた。





２







『カンパニー』が発見した『九龍の血統クーロン・チヤイルド』のアジトは第四地区フオース・ヤードにあった。


　第四地区フオース・ヤードは特区の工業地帯で、造ぞう船せん所じよなどもこの地区に集中している。小さいが飛行場もあって、稀まれに小型ジェットが低空を飛び去っていった。


　当然市街地からは遠く離はなれている。再さい開かい発はつ途と上じようなためか、空き地も広大な物が多かった。


「ラッキーですな。ここなら存ぞん分ぶんにやれる」


　つぶやいたのは、対吸血鬼戦せん闘とう部隊、鎮ちん圧あつチームのバドリック・セリバンだった。


　褐かつ色しよくの肌はだをした偉い丈じよう夫ぶで、見るからに軍人気質の雰ふん囲い気きを持っている男だ。いまはチームの戦闘服に身を包み、視経侵攻アイ・レイドを防ぐバイザーをかけている。


　目指す目標は、背せの高い雑ざつ草そうに埋うもれるようにして残る、古い乾ドックだ。艦かん船せんの製せい造ぞうや修しゆう理りに用いられる建物である。この手の廃はいドックは第四地区フオース・ヤードには腐くさるほどあった。背後は運うん河がに面し、周囲は鉄てつ条じよう網もうに囲まれている。むろんのこと一いつ般ぱん人はいない。


　だが、


「妙だな……他にも吸血鬼がいる」


　と、バドリックの横に控ひかえていたケインが口にした。


　二人が──そして重装そう備びに身を固めた鎮圧チームがいるのは、鉄条網の外である。なまじ開けた場所だけに、身を隠かくして近づくことが困こん難なんなのだ。幸い見み張はりはいないようだから、雑草の中に身を屈かがめながら、ドックに接せつ近きんしているのである。


「他にも!?　まさか感かん染せんした……！」


「いや。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』ではない。どこの血族かまではわからんが……」


「では目標は？」


「それもまだわからん。吸血鬼が一箇か所しよに密みつ集しゆうしていては、個こ々この気配を判はん別べつするのが難むずかしいのだ」


　ケインが苦い顔で言った。バドリックも相づちを打つ。


「いずれにせよ厄やつ介かいだ。まさか『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に協力する血族がいるとは思えませんが」


　二人が同じ作戦に関かかわるのは、珍めずらしいことだが初めてではない。ケインは特区の血族の中でももっとも協力的な一人で、しかも極きわめて力のある古血オールド・ブラツドだ。鎮圧チームだけでは手に余あまるケースや、大規き模ぼな人員を動員するのが困難なケースがあると、たいていの場合ケインが現場に出向く。バドリックは吸血鬼嫌ぎらいで知られる男ながら、幾いく度どか戦場を共にしたケインには相そう応おうの敬けい意いを払はらっていた。彼の見けん識しきと実力は、対吸血鬼戦で極きわめて頼たよりになる。


「張ジヤンの説明では、たれ込みによる情じよう報ほうだったそうだからな。罠わなである確かく率りつも高い」


「しかし情報部が出動を命じたのです。それなりの根こん拠きよがあるのでしょう」


　すでに包囲は完成していた。あとはバドリックの突とつ撃げき命令を待つだけだ。


「他の血族の中に潜ひそんでいるなら、いよいよ急がねばならない。いつ一次感染が起こるかわからないのです」


「……ああ。もとより、引き返すつもりはない」


　ケインの全身が引き締しまり、双そう眸ぼうが険けわしさを増ます。バドリックは小さく頷うなずいて、無線から前進を命じた。


　すぐさま、雑草の中に身を隠かくしていた隊員たちがドックに迫せまる。聞こえるのは雑草をかき分ける足音だけだ。彼らの動きは厳きびしく訓練されたものだった。恐きよう怖ふもなければ、必要以上の気負いも感じられない。相手は人間を上回る身体能のう力りよくを持った吸血鬼であるが、鎮圧チームは世界でも有数の対吸血鬼戦闘部隊なのだ。


　部下の練度を誇ほこらしく思うバドリックだったが、緊きん張ちようと不安があることも否ひ定ていできなかった。今回のケースは、彼が体験した中でももっとも重要なケースだ。失敗は許ゆるされない。


「……情なさけない話ですが、今日ばかりは隊長の不ふ在ざいを呪のろいたい気分です」


　と思わずケインにもらしていた。


　バドリックは現げん在ざい鎮圧チームの指し揮きを執とっているが、正式にはチームの隊長ではなく隊長代理だった。


　鎮圧チームの隊長は、「神父」という愛あい称しようで呼よばれる人物だ。群ぐんを抜ぬいた指し導どう力とカリスマ性せいを誇る人物で、チームの全隊員から圧あつ倒とう的な信しん頼らいを勝ち取っている。『カンパニー』の中でも鎮圧チームは独どく立りつ色が強い集しゆう団だんなのだが、それは彼らの業ぎよう務むが特別なものだからというだけではない。彼らが『カンパニー』という組織ではなく、神父の理念と人じん格かくに共感し、忠ちゆう誠せいを誓ちかう集団だからなのだ。


「そうだな。美お味いしいところは全部持っていく奴やつのくせに」


　とケインまで苦く笑しようした。


　神父もまた、香港で戦ったケインの戦友だ。というより、彼こそが、吸血鬼ブラツク・ブラツドたちに傷つけられ自じ棄き的になった人間たちをひとつに束ねた、香港聖せい戦せん最大の英えい雄ゆうなのである。


　しかし、現在彼はアメリカにいる。米軍対吸血鬼部隊の特別顧こ問もんとして、長らく特区から離はなれていた。


「……行くぞ。神父は何も伊だ達てや酔すい狂きようでお前に隊を預あずけたのではない」


「はっ」


　そして、二人もまたドックに向かい音もなく忍しのび寄よった。


　屋根や外がい壁へきがあるのが、特区のドックに多く見られる特とく徴ちようだ。そのため、外観は航空機などの格かく納のう庫こと大差なかった。フェリーなどの大型船せん舶ぱく用のドックではないから、体育館二個こ分程てい度どの大きさである。


　ドック正面の入り口は封ふう鎖さされている。他にも複ふく数すう出入り口があり、そのすべてに隊員が張はりついた。


　斥せつ候こうの報告によると、確かく認にんできる限かぎりでは人ひと影かげはないようだった。通つう常じようのセオリーならカメラを入れて内部の様子を探さぐるところだが、相手は吸血鬼である。この距きよ離りまで近づいてもたついていては、気配を悟さとられるおそれがあった。それに、建物の図面はすでに情報部が入手しており、隊員全員に伝えられている。図面は古い物だが、長く放ほう棄きされていた建物であるから、大きく構こう造ぞうが変わっていることはないはずだ。


　周囲に広がる雑ざつ草そうが、強風に波打っている。


　配置完かん了りよう後、バドリックは突入を命じた。


　ドアの蝶ちよう番つがいを吹ふき飛ばし、窓まどガラスをブーツで蹴け破やぶって、隊員たちがドック内に雪な崩だれ込んだ。


　バドリックも部下に続き、ケインはさらにそのあとに続く。


　ケインの狙ねらいはヤフリー一人だ。他の吸血鬼はチームに任まかせ、最優ゆう先せんで彼を確かく保ほ、もしくは殺害せねばならない。


　だが、中に入った鎮圧チームは、そこに予期せぬものを見た。


　地面に掘ほり下げられたドックの底。その隅すみに、十人以上の吸血鬼が横たわり、苦しげな呻うめき声を上げていたのだ。


「これは……？」


　場数を踏ふんだ隊員たちも、さすがに取るべき行動に迷まよった。ケインも絶ぜつ句くして、その光景を眺ながめている。


　チームは罠わなに警けい戒かいしながらドックの底に下りた。


「まさか嚙かまれたのか!?」


　銃じゆう口こうを向けつつ、バドリックが疑ぎ問もんを口にした。


　だが、ケインがそれを否ひ定ていする。


「……違ちがう。そうだとすれば、すぐにも転化が始まっているはずだ。いったい……」


　警戒しつつ近寄った隊員が、吸血鬼たちに話しかけた。だが、まともに返事ができる者はいなかった。見たところ目立った外がい傷しようは何もないのに、誰だれ一人立つことさえできない。


　吸血鬼たちの顔には見覚えがあった。この付近を根ね城じろにする、少人数の血族だ。特区に数ある弱小血族のひとつである。


「しっかりしろっ。いったい何があった？」


　倒たおれていた血族の長おさに尋たずねるが、目はうつろでケインの声に反はん応のうを示しめさない。


　すると、


「早かったっスね」


　頭上から声がした。


　ハッとして見上げる。ドックの天てん井じよう。船体を吊つるすクレーンに、一人の少年が立っていた。


　サイズの大きすぎるパーカーを着て、フードを目ま深ぶかに被かぶる少年。


「ヤフリー・趙チヤオ！」


　気配に気付かなかった。なぜ、と思う間もなく、少年はぶかぶかのパーカーの下から、分ぶ厚あつい銀紙を幾いく枚まいも取り出し、下に落とした。「くっ!?」とケインが歯は嚙がみする。


　吸血鬼は血けつ統とうによって弱点が違うが、銀はあらゆる吸血鬼に共通する万ばん能のうの抗吸血鬼材アンチ・ブラツク・ブラツド・マテリアルである。身につければ血のもたらす力を損そこなう代わり、吸血鬼が発する気配も遮しや断だんしてしまうのだ。


「基き本ほんっスよ」


　とヤフリーは舐なめた口を利きいた。


　とはいえ、今回は完全にケインの落ち度だ。彼もまた、遠くない将しよう来らいにカーサと戦うことが念頭にあった。やがて来る強きよう敵てきとの戦せん闘とうを意い識しきするあまり、初歩的な詐さ術じゆつに足あし下もとをすくわれたのだ。


　しかしバドリックの反応は敏びん捷しようだった。また、彼の部下たちも素す早ばやかった。


「撃うてっ！」


　号令一下、鎮ちん圧あつチームの銃口が火を噴ふく。対吸血鬼ブラツク・ブラツド用銀頭弾シルバーチツプが、逆流する滝と化して頭上に放たれた。


　銃声がドック内に反はん響きようする。だが弾だん丸がんはことごとく外れた。ヤフリーの力場思念ハイド・ハンドが、弾道を曲げたのだ。銀は吸血鬼の力を無む効こう化する。それだけに、これほど大量の銀頭弾シルバーチツプを弾はじき返す彼の技ぎ量りようは、並なみ々なみならぬものといえた。


「少なくとも、その程てい度どは使えるわけか」


　ケインが少年を見上げてつぶやいた。


　裏うらをかかれた狼ろう狽ばいは、すでに微み塵じんもうかがえなかった。憤いきどおりや焦しよう燥そうもない。


　ヤフリーの力が強いとはいえ、この程度のことは彼やジローでも造ぞう作さないことだ。感かん染せん者もなく、周りに他の敵が隠かくれている様子もなかった。


　この作戦が開始される前、独ひとり籠こもっていたセイがわざわざケインの見送りに出向いて、


「気を抜ぬくな」


　と忠ちゆう告こくした。


　そのときは素す直なおに頷うなずいたが、正直に言うと心外だった。ケインは多くの経けい験けんを積んだ古血オールド・ブラツドである。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とも、嫌いやになるほど戦って、そして勝利を収おさめてきた。カーサを見くびるつもりは毛頭ないが、油ゆ断だんのあろうはずがない。


「一人とは拍ひよう子し抜けだ。ジローのときといい……どういうつもりだ？」


　銃じゆう撃げきが途と絶だえたタイミングを計って、ケインがヤフリーに話しかけた。


「どう、というほどのこともないでしょう。一人でいけない理由はないっス」


　ヤフリーは素そっ気なく答える。「まあいい」とケインが肩かたを竦すくめた。


「灸きゆうを据すえる必要もあることだ。じっくり話を聞くとしよう」


「余よ裕ゆうっスね。……ったく、『銀刀』といい」


　ヤフリーが気にくわない口くち振ぶりで言った。後ろの台詞せりふは口の中でもらしたぼやきだ。


　しかしケインはヤフリーの表ひよう情じようの変化から、早くも彼の内面を見抜いていた。あえて悠ゆう然ぜんとした態たい度どを見せ、


「さあ下りてこい。逃にげても無む駄だだ」


「……誰も逃げるとは言ってませんよ？」


「聞きたいことがある。お前の姉とやらはどこだ？」


「姉あね貴きより先に、俺おれの相手を考えたらどうですか？　ぞろぞろとお仲間を引き連れてるみたいだが、そいつらから先に始末した方がよろしいですかね？」


　ズケズケと物を言うヤフリーに、バドリックが怒ど気きを見せた。片かた腕うでを上げて彼を制せいしておいて、ケインはわざとらしく肩を竦めた。


「はっきり言おう、少年。お前が一人で俺の前に現あらわれた時点で、この場は詰みだ。このあとどう足あ搔がこうと結果は変わらん。いいから大人しく下りてこい」


　虚こ仮けにするような台詞に、ヤフリーの目がぴくりと痙けい攣れんした。涼すずしい顔をする古血オールド・ブラツドを憎にく々にくしげににらみつけると、


「……それはどうっスかねっ」


　と言い置き、クレーンを蹴けって飛び上がった。


　飛び降おりたかと思ったがそうではない。天てん井じようを突つき破やぶってドックの外に飛び出した。


　同時に爆ばく発はつが起こった。ドック内に爆弾を仕し掛かけていたのだ。壁かべが吹ふき飛び、轟ごう音おんを立てて天井が崩くずれた。


　鎮圧チームたちの口から悲鳴が上がった。彼らがいるのはドックの底。とっさに逃げ場がない。


　が、


「小細工を！」


　粉塵を舞まい上あげて落下していた天井が、突とつ如じよ空中で停止した。そのまま持ち上がり、唸うなりを上げて運うん河がに放ほうり投なげられる。下手な合成映えい像ぞうにも似にた凄すさまじい光景だ。運河で巨きよ大だいな水飛沫みずしぶきが上がり、その水すい滴てきが音を立ててドック内に降ふり注いだ。


　ケインが力場思念ハイド・ハンドで崩ほう壊かいする天井を跳はね飛ばしたのだ。一いつ瞬しゆんで操あやつった瓦が礫れきの総そう量りようを考えると、尋じん常じようでない力である。


　大きく跳ちよう躍やくしドックの外に降り立ったヤフリーは、その光景を見てさすがに驚きよう愕がくを隠せなかった。


　だが、怖おそれはしない。フードの奥おくの瞳ひとみが、煌こう々こうと闘とう志しに輝かがやき始める。


「……おもしれえ。少なくとも『銀刀』よりはやりがいがあらあ！」


　ヤフリーは牙きばを剝むき、ドックから運河沿ぞいに走り出した。


　一方、思わぬ攻こう撃げきに晒さらされた鎮圧チームは、被ひ害がいこそなかったがすぐに跡あとを追うこともできない。屋外に待機していた隊員たちが発はつ砲ぽうしたが、走り去るヤフリーにはまるで届とどかなかった。


　場所を変えて戦うつもりらしい。当然逃がす気はない。


「任まかせろ。仲間と合流する前に捕ほ獲かくする」


　言うや、ケインの姿すがたが搔かき消えた。
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　ドックに接せつしていた運河沿いを、ケインは疾しつ走そうしていた。


『カンパニー』にいたときと同じスーツ姿だが、その動きに窮きゆう屈くつな印象はまるでない。革かわ靴ぐつの底が力強く大地を蹴けりつけ、わずかに前方へ沈しずみ込こむ姿し勢せいで、猛もう然ぜんとしたスピードに身体からだを乗せていた。


　周辺は雑ざつ草そうに覆おおわれた広大な空き地。所々、草に埋うもれた用水路が横たわっている。少し離はなれた場所に古いビル群ぐんが見えた。再さい開かい発はつのために取り壊こわされるのを待つ、無人の公こう営えい住じゆう宅たくだ。ゴースト・タウンの郊こう外がいを走っているような気がしてくる。


　前方を行くヤフリーは、気配を隠かくそうとしなかった。それどころか、徐じよ々じよに強めている。明らかにやる気だ。


「……手間が省ける」


　昼間とはいえ日差しはない。開けた土地。人目は皆かい無む。文句なしのシチュエーションだ。


　──だが、奴やつはあくまで敵てきの一人。


　時間をかけるのは危き険けんだった。一気に片かたをつけて、次に備そなえねばならない。


　まだヤフリーの姿は見えない。が、ケインは構わず精神を集中した。前方を行く『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配。その気配目がけて「念」を飛ばす。長ちよう距きよ離り間の力場思念ハイド・ハンドだ。


　イメージは突つき刺ささる砲ほう弾だん。


　即そく座ざに反はん応のうが返った。ヤフリーの気配が撥はね上がる。彼は直進を止めて攻撃を躱かわし、運河から空き地に逃のがれた。


　その気配を追つい尾びしながら、ケインも草地の中に入った。肉体を操そう作さして右手の爪つめを伸のばす。刃は物もののように尖とがった爪で、指先を切る。傷きずから滴したたる血を、空中に弾はじく。


　空中に浮うかんだいくつもの血の滴しずくを、瞬時に力場思念ハイド・ハンドで固定。己おのれの念を十分込めてから前方へ散開させた。そうしておいて、自らは気配を殺した。


『力場思念ハイド・ハンド』とは、吸血鬼ブラツク・ブラツドが操る念動力──テレキネシスを指す呼よび名だ。ごく簡かん潔けつに言えば、精神の力だけで物体を動かす力である。


　吸血鬼に関する様々な名めい称しようは『九クー龍ロンショック』後、戦後処しよ理りを行ったシンガポール協定で大まかに統とう一いつされた。『古血オールド・ブラツド』や『始祖ソース・ブラツド』、『視経侵攻アイ・レイド』などがその例になる。『吸血鬼』という名称も、これ以降『ヴァンパイア』ではなく『ブラック・ブラッド』と呼ばれるようになった。曖あい昧まいな伝承やオカルトへの迷めい信しんから脱だつ却きやくし、彼らを現げん実じつの脅きよう威いとして認にん識しきするための処置だ。


　だが、呼び名がどう変わったところで、その本ほん質しつが改まるわけではない。『吸血鬼』とひと口に言ってみても、血けつ統とうが異ことなればまるで別の生物のような性せい質しつを持っているのだ。『力場思念ハイド・ハンド』も同様で、特にこの「念」の力は、血統によって様々な用いられ方をする。吸血鬼が発はつ揮きする超ちよう常じよう能のう力りよくの、根底を成す力といえた。


　散開させた血の滴は、浮ふ遊ゆうしたまま雑草の中を駆かけ抜ぬけていった。血は吸血鬼の力の源みなもとである。念を込めた血の滴は、ケインの気配を発しながらヤフリーに迫せまった。包囲する形で移い動どうさせると、相手が動きを止めたのがわかった。


　ヤフリーの気配が乱みだれていた。魔ま術じゆつの仕し業わざと感づきつつも、いきなり気配の分散したケインに囲まれて動どう揺ようしているのだ。彼はカーサの弟だが、彼女の血を受け継ついでいるわけではない。吸血鬼の魔術は、すべからくその血に依い存ぞんする。彼女から魔術の手て解ほどきを受けていたとしても、彼女のように魔術を行使することはできないのだ。


　ケインは血の滴──己の分身を次々にヤフリーに突とつ撃げきさせた。ただし、一いつ斉せいにではない。タイミングをずらして、敵てきの逃にげ道を誘ゆう導どうする。ヤフリーの気配が、そうと気付かぬまま近づくケインの側に移動する。


　前方の雑草が揺ゆれた。低く跳ちよう躍やく。パッと視し界かいが広がる。すぐ前に敵てき影えい。ヤフリーが振ふり返る。フードが外れ、意表をつかれた少年の顔が現あらわれる。


　目が合う。視経侵攻アイ・レイド。チェックメイトだ。


　必死の抵てい抗こうを易やす々やすとねじ伏ふせ、ケインの精神がヤフリーの中に潜もぐり込んだ。瞬しゆん時じに彼の意識を彼の肉体から切り離す。同時に記き憶おくを探さぐり、情じよう報ほうを抜き取ろうとした、そのとき、


　──『相変わらず、せっかちだな、ケイン』


　耳元で、いや、侵しん入にゆうしたヤフリーの中で、ケインの精神に直接笑い声が突き刺さった。


　カーサの笑い声。


　罠わなに気付いたときには、もう遅おそい。ケインの精神を茨いばらの鞭むちが締しめ上げた。


　酷こく薄はくで容よう赦しやない牙きばが、ケインの自じ我がに鋭するどく突き刺さる。声に出せない絶ぜつ叫きようを嚙かみ殺し、ケインは全力で防ぼう御ぎよに集中した。彼がヤフリーの中に視経侵攻アイ・レイドすることをあらかじめ見み越こし、そこにトラップを仕し掛かけていたのだ。自らの意識を他者の中に残ざん留りゆうさせる、視経侵攻系統アイ・レイドけいとうの高等技ぎ術じゆつだった。


　──不覚！


　カーサの牙──イメージのみの、だが鋭さは些いささかも変かわらない牙に引き裂さかれつつ、ケインは己の肉体に飛び戻もどった。ふらつきながらも無事地面に着地したのは、ケインが彼女の攻こう撃げきに慣なれていたからだろう。ダメージを無視してただちに体たい勢せいを立て直し、眼がん前ぜんの少年をにらみつけた。


　ケインの視経侵攻アイ・レイドが解け、ヤフリーも身体の制せい御ぎよを取り戻していた。古血オールド・ブラツドの侵入に青ざめながらも、まだ戦意を損そこなっていない。


「……忘わすれるところでした。あなたは姉あね貴きの血族なんでしたっけね」


　そう言うと、ヤフリーは改めて姿し勢せいを正し、おもむろに片かた膝ひざをついた。


「ケイン・ウォーロック。聖せい戦せんの英えい雄ゆう。ウォーロック家の重臣。『アザミ邸ていの騎き士し』。『魔ま女じよモーガン』の血けつ統とうに連なりし、剛ごうなる血よ。俺の名はヤフリー・趙。九龍王の直ちよつ系けいにして、カサンドラ・ジル・ウォーロックの弟。ドックでの力。また、いまさっきの手て並なみ。とくと拝はい見けんしました。見事な腕うで前まえ、感服します。肝きもが冷えた。古血オールド・ブラツドたる者、そうでなくては──」


「……若わか造ぞうが。名乗りを上げるなど百年早い」


　ケインが吐はき捨すてる。ヤフリーはニマリと笑って立ち上がった。


「手合わせ、願えますよね？」


「前置きはいい」


　ヤフリーが首しゆ肯こうし、肩かたに手を回した。彼は背せ中なかに短い日本刀を背負っていた。その柄つかをつかみ、スラッと刃やいばを抜ぬいた。


　敵が構かまえるのを待ち、ケインがわずかに腰こしを落とす。そのまま感情を殺し、鉄の仮か面めんのような顔でヤフリーと対たい峙じした。


　見捨てられた草原の真ん中で、二人の吸血鬼ブラツク・ブラツドは戦せん闘とう態たい勢せいに入った。


　どちらも時間をかけるつもりはなかった。ケインは一いつ刻こくも早くカーサの情報を聞き出さねばならず、ヤフリーは鎮ちん圧あつチームの横やりが入る前に決着をつけねばならないのだ。


　先にヤフリーが仕掛けた。が、均きん衡こうが崩くずれた直後、ケインが力場思念ハイド・ハンドを叩たたきつけ出鼻を挫くじいた。


「クッ!?」


　飛び出しかけたまま、たたらを踏ふむヤフリーに向かい、ケインは一気に間合いを詰つめた。左の拳こぶしを突き出す。形はジャブだが、その鉄てつ拳けんは唸うなりを上げてヤフリーを襲おそった。彼が身を捻ひねって躱かわしたところに、すかさず右のフックを見み舞まう。


　残ざん像ぞうの残るコンビネーション。しかしヤフリーはこれも躱した。地面を這はうように身体を伏ふせつつ、日本刀の切っ先を、下から跳はね上げた。


　表情を消していたケインが、わずかに驚おどろきを見せた。後ろに避よけつつ力場思念ハイド・ハンドでヤフリーを地面に押おさえつけようとする。すると同じほども強力な手て応ごたえが返り、ケインの思念はヤフリーの思念に相そう殺さいされた。


　──なんとっ。


　驚く間もなく、ヤフリーが体勢を立て直す。地面すれすれを這って死角に回ったかと思うと、反転し、斜ななめ上から斬きり込んできた。刀はジローの銀刀のように銀のコーティングがされたものではない。だが、その鋭えい敏びんな斬撃は十分な脅きよう威いだった。ケインは力場思念ハイド・ハンドを防ぼう壁へきのごとく張はり巡めぐらせ、切っ先をわずかに逸そらして難なんを逃のがれた。


　──こいつ、やる!?


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は転化直後でも強い力を発はつ揮きする。それは膂りよ力りよくの強さであり、体力の甚じん大だいさであり、肉体の頑がん健けんさである。だが、何よりも強いのは、その意い志しだ。闘とう争そう心しんが並なみでないのである。


　ケインは牽けん制せいの蹴けりを放った。ヤフリーは鋭するどく反はん応のうしたが、それでも攻せめ手を緩ゆるめようとはしない。幼おさなさの残る少年の容よう貌ぼうが、暴ぼう力りよくの快かい感かんに紅こう潮ちようしていた。剝むき出しになった牙きばが、遥はるか年長の吸血鬼を威い嚇かくしている。


　再ふたたびヤフリーの一刀が迫せまった。ケインは彼ではなく、彼の刀に思念を叩きつけた。


　ヤフリーが慌あわてたように日本刀に力場を展てん開かいする。その隙すきをついて、ケインは己おのれの気配を一気に解とき放った。それまで抑おさえられていた古血オールド・ブラツドの気配が、力場思念ハイド・ハンドに匹ひつ敵てきする圧あつ力りよくで若い吸血鬼を打ち据すえた。ヤフリーの顔に苦く渋じゆうが刻きざまれる。身体の動きが一いつ瞬しゆん止まる。ケインはすかさず足を踏み出すと、念の乗った拳をヤフリーの身体の中心目がけて放った。本部でジローを叩き伏せたのと同じ技だ。


　流れるようなタイミングだ。決まったと思った。が、インパクトの直前、延えん髄ずいに衝しよう撃げきを受けた。ヤフリーの回し蹴り。懐ふところのガードを空けたまま放った、恐おそろしく命知らずな攻こう撃げきだ。


　力場思念ハイド・ハンドによるガードは、この手の不意打ちに脆もろい。衝撃は一瞬でケインの首くび筋すじから脳のう天てんに突き抜けた。目め眩まいに襲われつつ本ほん能のう的に力場を固めると、まさにその瞬間刀の切っ先が胸むねを穿うがった。


　心しん臓ぞうの真上。心臓は吸血鬼の生命線だ。ぎりぎりのガードが功を奏そうし、切っ先は肋ろつ骨こつで停止した。両手の掌しよう底ていを打ち合わせて刀を折ろうとしたが、それより早くヤフリーが刃を引き抜いた。


　真っ赤な血が尾おを引く。出血は軽いが、一歩間ま違ちがえば倒たおされていた。


「まだ、まだ！」


　ヤフリーが立て続けに攻撃を仕し掛かけた。


　開き直ったかのような不ふ規き則そくで変速的な動きは、まるでジルバかブレイク・ダンスのようだ。ケインは突とつ然ぜんの変化に呼こ吸きゆうを乱みだした。


　日本刀の攻撃はジローで慣なれている。が、彼の剣けんはヤフリーのそれより遥かに苛か烈れつでも、その剣筋は真まっ直すぐで噓うそがない。そうと予測していても脅威なのが、ジローの剣である。


　対してヤフリーの剣は乱れ打ちだった。正せい統とうな剣けん術じゆつではあり得ない攻撃だ。人の振ふるった剣なら当たったところで皮を切られる程てい度どの斬撃を、吸血鬼の膂力で強ごう引いんに補おぎなっている。しかも速い。キレがある。


　──拙まずいっ。


　力場思念ハイド・ハンドの展開が追いつかない。ヤフリーの刃は風かぜが幾いく度ども耳元を掠かすめた。


　変則的故ゆえに防ぼう御ぎよに徹てつすれば致ち命めい傷しようをくらうことはない。だが、鋼こう鉄てつの刃やいばはケインの隙を貪どん欲よくに攻せめ立て、彼の身体からだを切り裂さいた。身を包むスーツは、たちまち切り刻まれ、血に染まっていった。


　視経侵攻アイ・レイドが使えれば、攻撃の幅はばが一気に広がる。だが、それはカーサによって封ふうじられていた。弟の弱点を知った上での、的てき確かくなサポートだ。


　ヤフリーの靴くつ底ぞこが、ケインの膝しつ関かん節せつを横殴なぐりに打った。がくんと身体が崩くずれる。いかん、と思ったときには飛び上がったヤフリーが宙ちゆう返がえりをしながら剣を振るい、奇き声せいと共にケインの右みぎ肩かたを切り裂いていた。


　冷たい鉄が体内を通り過すぎる感かん触しよくがした。勢いきおい良く噴ふき出す血しぶきが、ケインの横顔を汚よごした。


　それでも、力場思念ハイド・ハンドをぶつけて次の攻撃は防ふせいだ。防ぎはしたが、我われながら舌した打うちしたくなるような、まとまりのない思念だ。


　背はい後ごを振り向き、ヤフリーと向き合う。吸血鬼の回かい復ふく力りよくは、早くも傷きず跡あとを治ち癒ゆしつつある。だが、失われた血は大きく、しかも徐じよ々じよに増ふえている。ケインは協定血族の盟めい主しゆという立場上、可か能のうな限かぎり吸きゆう血けつを控ひかえていた。それが裏うら目めに出ている。昨夜の事じ件けんが起こった直後、血を吸すって戦いに備そなえておくべきだった。


　刀を構かまえるヤフリーを、ケインは無言でにらみつけた。


「いいですね、その目。カーサの弟じゃなく、ヤフリー・趙を見る目だ」


　長く伸のびた牙きばを、ヤフリーの舌先が舐なめる。戦いの興こう奮ふんに酔よっている。


　ケインはうっすらと笑った。


「少年。剣を振るときは腰こしを入れて振れ。若いのはすぐに基き礎そを疎おろそかにしたがる。それが恰かつ好こういいとでも思っているのか？」


「貴き様さまっ──！」


　ヤフリーの両目が狂きよう気きに輝かがやいた。


「減へらず口を叩たたくな！　その様ざまでまだ偉えらぶるつもりかっ」


　怒ど濤とうのような力場思念ハイド・ハンドが襲おそってきた。力場思念ハイド・ハンドはすなわち念。思念であり、感かん情じようの力だ。九龍の血が持つ怒いかりと闘とう志しが、空間を歪ゆがめる勢いきおいでケインの全身を打ちつけた。


　ヤフリーが突とつ撃げきしてきた。これまで以上の猛もう攻こうだ。剣と拳こぶしがケインを乱らん打だし、蹴けりが骨こつ格かくを揺ゆるがした。


　ケインの舌打ち。悪い癖くせと知りながら、挑ちよう発はつされるとつい応おうじてしまう。


　もはや防御を捨すてたとしか思えないヤフリーの攻こう撃げきは、次々にケインを切り裂いていった。斬ざん撃げきが身体を抉えぐる。傷は間を置かず回復するが、無む意い識しきに刃に込こめられた思念が、一刀ごとに叩き込まれ、蓄ちく積せきされていく。


　──情なさけない。俺おれはこれほど鈍なまっていたのかっ。


　香港での経けい験けんが激げき烈れつだっただけに、わずか十年戦いから身を退ひいたことがケインのコンディションを狂くるわせていた。格かく下したの敵てきを相手にこれほどの醜しゆう態たいを示すとは、彼自身想そう像ぞうもしていなかった。


　──いや。


　これは彼の油ゆ断だんだ。ドックで気配を察知できなかったときもそうだった。ケインは、弁わきまえているつもりでいて、その実感を忘わすれていたのだ。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の戦せん闘とう力りよくというものを。


　しかもヤフリーは始祖ソース・ブラツドの直ちよつ系けいであり、紛まぎれもない血けつ統とうの二世である。香港で相対した九龍王配下の将しよう軍ぐんたち。彼らとの戦いは、まさに命がけだった。彼らがどれほどの強敵だったか、ようやくケインは──彼の「血」は、思い出していた。出撃前のセイの忠ちゆう告こくは、このことを意味していたのだ。


　ケインは自らの失しつ態たいを認みとめたが、そのときには遅おそ過すぎた。ヤフリーの身体が大きく翻ひるがえる。反はん射しや的に身構えたあとで、それがフェイントと気付いた。気付いたときには、高速で差し込まれた切っ先が、力場思念ハイド・ハンドの隙すき間まを縫ぬい、ケインの頸けい動脈を断たち切っていた。


　それまでと比くらべものにならない血量が噴ふん出しゆつする。意い識しきが遠のいた。抵てい抗こうできず膝ひざが落ちる。両手が地面に着く。


　そこへ、ヤフリーの蹴りがあごを捉とらえた。ケインの巨きよ体たいが吹ふき飛んだ。


「……一丁上がり」


　さすがに息を荒あらくしてヤフリーが快かい哉さいを上げた。ケインは立てない。辛かろうじて意識は繫つながっているものの、震ふるえる身体を浮うかせ、片かた膝ひざを立てるのがやっとだった。


　膝を折ったまま見上げる古血オールド・ブラツドを、ヤフリーは悠ゆう然ぜんと見下ろした。


「たわいない。香港の英えい雄ゆうつっても、その程てい度どっスか」


「…………」


　さすがに軽口を叩たたいている場合ではない。ケインの眼まな差ざしがまだ折れていないことを見て、ヤフリーは素す直なおに称しよう賛さんした。


「ふん……まあ、頑がん固こなのは姉貴の言ってた通りっスね。実じつ際さい楽しかったですよ。昨日の『銀刀』とは大おお違ちがいだ」


　ぴくりとケインの眉まゆが動いた。


「……なんだと」


「あなたも知ってるでしょう。俺は昨日、名だたる『銀刀』にも勝負を申し込んだんス。まったく失望しましたよ。ろくな勝負にならなかった」


「…………」


　ケインは無言。口を挟はさまない。それをいいことに、ヤフリーは高こう揚ようも覚めぬまま、軽々と舌したを動かした。


「野郎は噂うわさの銀刀を持ってた。それが、ろくに斬きり合いもしねえでよ。何が剣けん士しだ。くだらねえ。あんな腑ふ抜ぬけにどうして姉あね貴きがこだわるのやら。ああゆう軟なん弱じやくなのが好みなのかね。姉貴の趣しゆ味みもわかんねえよな」


　と半ば独ひとり言のようにつぶやいた。昨日の戦いを思い起こしているのか、ヤフリーはにやけた唇くちびるに侮ぶ蔑べつを混まぜて冷れい笑しようしていた。


　それを目にした瞬しゆん間かん、スッ──とケインの中で、何かが変化した。


　身体からだの奥おく底そこに流れる血が、静かにざわめき始めた。


「あのときは逃にがしたが、どのみち近いうちにやり合うんだ。次は逃がしやしねえ。あくまで逃げ回るつもりなら、昨日の女やガキをさらって、焙あぶり出してやる。見てろよ。吠ほえ面づらかかせてやらあ」


　くつくつと笑って、ヤフリーは『銀刀』の戦友に視し線せんを投げた。


「さてさて。兄貴はあんたと戦うなって言ってたもんだから、これからどうするか決めてねえや。どうします？　古血オールド・ブラツドの誇ほこりってもんもあるでしょうし、ここは潔いさぎよく殺された方がいいですか？　それとも死ぬ前に、昔仕つかえてたご主人様と一目会いたいってんなら、俺だって少しは──」


　と──


　ヤフリーの語ご尾びが途と切ぎれた。地面に倒たおれていたケインが、顔を伏ふせ、笑っていたのだ。


　低い、地を這はうような不気味な笑い声だった。それだけではない。目に見えない気配が、タールのように大地にもれだし、広がっているのがわかった。


　眩リーク・霧ブラツドと呼よばれる現げん象しよう。真に力のある吸血鬼ブラツク・ブラツドが、その威いを振ふるう際、発生する現象だ。


　幻まぼろしの霧きりがヤフリーの足あし下もとを撫なでたとき、肌はだが粟あわ立だったのがわかった。眩リーク・霧ブラツドの漏ろう出しゆつは留とどまる気配がない。こんこんとケインの身体から湧わきだし、辺り一面に広がって行く。思わず周囲を見回したヤフリーは愕がく然ぜんとした。広大な草原がのみ込まれそうな勢いきおいだ。


　その中心で、ケインがゆっくり立ち上がった。


　スーツは切り刻きざまれ血ち塗まみれで、もはや見る影かげもない。


　が、それを身に着つけたケイン自身は、さっきまでと打って変わった力感を伴ともなっていた。


　顔を上げたケインと、ヤフリーの目が合った。


　全身が総そう毛け立った。鷹たかのような目が猛もう獣じゆうのそれに変わり、ヤフリーより太く長い牙きばが、唇を割わって伸のびていた。様相が激げき変へんしている。まるで別人だ。


　ヤフリーは無む論ろん知らない。


　だが、それこそ吸血鬼、ケイン・ウォーロックの顔だった。


「愚おろか者め」


　とケインが言った。ただのつぶやき声が、雷らい鳴めいの如ごとく耳に響ひびく。


　ヤフリーに言ったかと思ったが、そうではなかった。それは、ケインが自分自身に向けて放った言葉だった。


「戦いに臨のぞみ、これほど当たり前のことを忘わすれるとは……龍りゆう殿どのに顔向けできぬわ」


「な、なんのことだ!?」


　とっさにヤフリーが問い返す。ケインがぎろりと彼を見み据すえた。


「あアっ!?　なんの、だぁ？」


　ついさっきまでは青年実業家を連想させた顔立ちが、引きつるように歪ゆがんだ。眉まゆを撓たわめ、右目を半はん眼がんに、左目を見開いてケインは怒ど鳴なった。


「怒りをだよ、クソガキっ！　テメエの面ぶん殴なぐって、胸むなくそ悪い舌した引き抜いてやるって、当たり前のことをだ！」


　そして眩リーク・霧ブラツドが爆ばく発はつした。


　天をつく勢いで爆ばく煙えんと化した眩リーク・霧ブラツドに、ヤフリーが両手を上げて顔を庇かばう。呆ぼう然ぜんと目を剝むいた先で、分ぶ厚あつい霧の奥おくから炯けい々けいと輝かがやく双そう眸ぼうが彼をにらんでいる。
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　ケインが霧の外に一歩踏ふみ出した。


　それだけで地面が揺ゆれた気さえした。ケインが大きくあごをあける。その口が裂さけ、牙がさらに長く、鋭するどく伸びる。皮ひ膚ふを剛ごう毛もうが覆おおい出す。両手の爪つめがかぎ爪へと変化する。そればかりか、骨こつ格かくすら変身を始める。


　ヤフリーの脳のう裏りに、さっきの名乗りで付け加えるのを忘れた、ケイン・ウォーロックのもう一つの異い名みようが閃ひらめいた。


『青せい狼ろうケイン』。


　彼は『魔ま女じよモーガン』の血けつ統とうに連なる、魔術に長じた戦士なのだ。


　ケインの雄お叫たけびが天をついた。


　落雷の如き衝しよう撃げきが、ヤフリーの興こう奮ふんを残らず吹ふき飛ばした。


「畜ちく生しようっ！」


　変身させては拙まずい。九龍の血に従したがい、ヤフリーは恐きよう怖ふを無む理り矢や理り押おさえ込んで前に飛び出した。もはや自分のスタイルにこだわっている場合ではない。絶ぜつ叫きようを上げながら、遮しや二に無む二に刀を振ふり下ろした。


　渾こん身しんの力を込めた一撃を、ケインはなんと左ひだり腕うでで受け止めた。スーツの生き地じが裂さけ、肉が弾はじける。血が勢いきおい良く噴ふん出しゆつする。


　が、ヤフリーの斬ざん撃げきは骨ほねを断たつことなく動きを止めた。筋きん肉にくが刃やいばを挟はさみ、引き抜ぬく間もなく固定される。ジローなら刀を捨すてて後ろに退しりぞいただろう。が、ヤフリーはそうせず、


「くそおっ！」


　と左手でケインを殴なぐりつけた。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドに転化して以来、初めて味わう手て応ごたえがした。鈍にぶい音を立て拳こぶしが砕くだけたのだ。傷きずはすぐに回かい復ふくする。だが啞あ然ぜんと動きを止めたところで、左手の手首を、万力のような指につかまれた。


　外そうとするがびくともしない。自じ慢まんの膂りよ力りよくが完全に凌りよう駕がされている。そればかりか、つかまれた手から、古血オールド・ブラツドの──彼に流れる血より遥はるかに古い血の脈動が、ダイレクトに伝わってきた。まるで人間だったときのような無力感に、忘れていた恐怖が全身を侵しん食しよくした。


　右手の刀がケインの左腕に、左の手首がケインの右腕に押さえ込まれて、ヤフリーの身体からだが一いつ瞬しゆん宙ちゆうに浮うく。両手が塞ふさがった無む防ぼう備びなのど元に、獣けものに変化しつつあるケインの双そう牙がが迫せまった。


　だがヤフリーは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だ。その血は呪のろわれており、牙を立てればケインは自じ滅めつする。


　だから嚙かまれないと判はん断だんしたヤフリーの顔面に、ケインの頭突きがめり込んだ。


　それまで経けい験けんしたことのない衝撃だった。目の奥おくで閃せん光こうが弾け、視し界かいが真っ白に染そまった。頭ず蓋がい骨こつが砕くだけるのがわかった。「カハッ!?」と声にならない驚愕がもれた。


　ケインが左腕を振るって、食い込んでいた刃を外す。空いた左手でのどを鷲わしづかみにし、そのまま握にぎりつぶす勢いで締しめ上げる。


　ヤフリーの口から苦しげな苦く悶もんがこぼれた。日本刀を放した手が、弱々しくのどをつかむ腕を搔かきむしる。


　鋭い爪が傷きず跡あとを残したが、ケインは微み塵じんも力を緩ゆるめなかった。少年の身体を宙づりにしたまま、つかんだ左腕をむしり取るかのように引いた。


　バキバキと骨の折れる音が伝わってきた。ヤフリーが声に出せないまま絶叫した。そのまま両手の握あく力りよくのみで、のどを潰つぶされ、手首を潰された。感電するように少年の身体が痙けい攣れんを繰くり返した。


　ケインが両手を放す。ヤフリーは、そのまま地面に崩くずれ落ちた。


　そこに、ケインが革かわ靴ぐつの先を叩たたき込こむ。


　ヤフリーの身体が吹ふき飛び、かと思うと背せ中なかに拳こぶしを振り下ろされ、轟ごう音おんと共に大地に叩きつけられた。もはや身動きの取れないヤフリーへ、追い打ちのようにケインの蹴りがねじ込まれる。一撃。二撃。そのすべてに尋じん常じようでない威い力りよくの力場思念ハイド・ハンドが込められており、ヤフリーの脈動をかき乱みだした。しかもひとつとして同じ波動のものがない。まるで荒こう野やを更さら地ちにするかのように、ケインは完かん膚ぷ無きまでにヤフリーの血の流れを寸すん断だんしていった。これは、吸血鬼にとって手足を切断するのと同じほど容よう赦しやのない攻こう撃げきである。彼がようやくにして足を下ろしたとき、大地に横たわるヤフリーは、あと一回蹴れば死ぬだろうというところまで、嫌いやみなほど正せい確かくに追い込まれていた。


　血脈がちりぢりになり、吸血鬼の回復力が動きを止めた。ヤフリー・趙は完全に沈ちん黙もくした。


「……一丁上がり」


　とケインはヤフリーがほざいた台詞せりふをそっくりそのまま彼に返した。


　空を仰あおぎ、大きく深しん呼こ吸きゆうをする。


　頭上では真っ黒い雲が、渦うずを巻まきながら高速で流れていた。


　血流に乗って全身を駆かけめぐる魔ま力りよくが、徐じよ々じよに徐々に沈静化していった。長く吐はいた息が止まったとき、ケインは元通り人間の姿すがたに戻もどっていた。


「……ふん。『獣化フアング・アツプ』まではせずに済すんだか。まあ『九龍の血統クーロン・チヤイルド』相手では、出番のない術じゆつだからな」


　あっと言う間の逆ぎやく転てんだった。


　ただ、勝つには勝ったが、予想だにせぬ苦戦を強しいられた。カーサの残ざん留りゆう思念がなければ、もっと早く勝負がついたはずだが、それは言い訳にしかならない。やはり、この血けつ統とうは一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。


　──しかもこいつ。ジローに名乗ったときは確たしか……


　姉し弟ていの七番目、と名乗ったはずである。敵てきを下した気分など、あっという間にどこかへ行ってしまう。


　ともあれ、こうしている場合ではなかった。ケイン自身も血を流しすぎている。急いで本部に戻り、血を摂せつ取しゆして次に備そなえねばならない。次は間ま違ちがいなく、この戦いなど数に入らないような激げき戦せんになるはずだ。


　が、


「……覚えておけ、若わか造ぞう」


　とケインはヤフリーの意い識しきがないのを承知で言った。


「あの男が我わが身みを捨すてて剣けんを抜ぬけば、貴き様さまはおろかカーサ様とて手は出せぬ。奴やつは紛まぎれもなく、いまの世を救った『始祖ソース・ブラツド殺し』の英えい雄ゆうだ。いや……」


　一度言葉を切り、太ふて々ぶてしい微び笑しようを浮うかべて、言い直した。


「違うな。ただ一いつ徹てつなだけの、護ご衛えい者しやか」


　そしてケインはヤフリーを担かつぎ上げ、肩かたに背せ負おってドックへと引き返し始めた。


　このあとヤフリーから情じよう報ほうを引き出すためには、カーサの残留思念を解かい除じよせねばならない。たとえ本人の意識がなくとも、時間のかかる作業になるだろう。あるいはセイに助力を頼たのむことになるかもしれないが、彼とて他の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を捜さがし出すのに手一いつ杯ぱいだ。さっきドックに倒たおれていた吸血鬼ブラツク・ブラツドたちも気になる。つくづく人材が足りなさすぎる。


　──かといって、ジローの奴を頼たよることもできん。


　いまのジローは弟を捜すことに血ち眼まなこになっている。しかし、それ以前の問題として、彼をカーサに──カーサが狙ねらう特区の秘ひ密みつに関かかわらせたくないのである。そのために、彼を特区から追い出すという決定を下したのだ。


　──しかし……


　そんな配はい慮りよが果たして無事に通せるだろうか。ヤフリーですら、これほどの脅きよう威いだった。ならばカーサはどうなのだ？　自分たちだけで片かたをつけられるのか？


　知らず知らず、ケインは足を早めて先を急いでいた。





３







「ジローちゃん。いまはほんっとに拙まずいんだけど。こんなのバレたら、張ジヤンのジジイに括くびり殺されちゃうわ」


　赤あか井いリンスケはそう言って悩なやましげにため息をついた。


「ケインは、お前なら抜けたところで痛いた手でではないと言っていました」


「ひどっ！　何それ？　査さ察さつ部のエースを捕つかまえてさ。言っとくけど、内通者の割わり出しなんて言ったら、査う察部ちの十お八は番こなんだからね？　そりゃあ、『カンパニー』の人間が裏うら切ぎってるとは思えないけど……それにしたって、情報部をあんだけ持ち上げといて、査察部だけ蔑ないがしろにするなんて許ゆるせないわ。てか、そもそも査察部って情報部から分ぶん離りした部ぶ署しよよ？　何よこの扱あつかいの違いったら。あーモチベーションさがるわあ」


　と、アイスコーヒーのストローをくわえたまま、リンスケはやる気のなさを組そ織しきのせいにして愚ぐ痴ちった。


　そもそも他部署の内情を探さぐりはしても、上にはろくに報告していないリンスケである。いまさら正せい論ろんを説いたところで説得力があるはずもなかった。


　いまジローとリンスケは、流は行やらない様子の喫きつ茶さ店てんに入っていた。ケインの指し示じ通り公園で落ち合い、情報を交こう換かんし合っているところだ。


　時間はすでに夕ゆう刻こくに差さし掛かかっている。外は相変わらずの曇くもり空だが、だんだん薄うす暗ぐらくなっていた。


　夜の足音が聞こえ始めている。


　吸血鬼たちの時間。ジローの時間でもあるが、同時にカーサや『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの時間でもある。


「愚痴はあとにして下さい、リンスケ。私の事情はさっき話したとおりです。こうしているいまも、内心気がおかしくなりそうだ。お願いだから力を貸かして下さい。この通り、頼みます」


　そう言って、ジローはテーブルの上に頭を下げる。「わっ、わっ、止よしてよ、ジローちゃん」とリンスケの方が慌あわててしまった。


　リンスケは二十代後半の青年だが、髪かみを紫むらさきに染め、普ふ段だんからおちゃらけた言動を取っているため、実じつ際さいよりも若く──というより年ねん齢れい不ふ詳しように見える。『カンパニー』の制せい服ふくの上から、こってりとアクセサリーを飾かざっている始末だ。組織内部の規き律りつを正すはずの査察部職しよく員いんとは思えない装よそおいであるが、本人は社内でもこの姿すがたのまま平然としている。


　リンスケは十代のころ、香港でジローと出会った。終戦後はジローが聖せい域いきに身を隠かくしたため音信が途と絶だえていたのだが、二人の腐くされ縁えんはいまも健けん在ざいである。聖域から出るというジローのために、取りあえず特区まで来られるよう手配したのもリンスケなのだ。


　しかし、ジローがこんなにも神しん妙みような態たい度どで頭を下げるのは初めてのことだった。面おも映はゆいというか調子が狂くるう。何しろ彼は、人間の中で一番多く、ジローの拳げん骨こつを経けい験けんした人物だ。怒ど鳴なられたところで堪こたえないが、懇こん願がんされては参ってしまう。


「まあ、ジローちゃんが焦あせる気持ちはわからないでもないけど……コタロウ君だって吸血鬼なんだしさ。車に轢ひかれたぐらいじゃ死なないんでしょ？　家出ってわけでもなし、大人しく待ってれば帰ってくるんじゃないの？　下手に大おお騒さわぎする方が、周りの注目を集めて厄やつ介かいなことになりかねないわよ」


「何を悠ゆう長ちようなことを」


　ジローは嚙かみつきそうな勢いきおいで、テーブルに身を乗り出した。


「いま特区にはカーサがいるかもしれないんですっ。コタロウを放っておけるわけがないでしょう！」


「こ、こら。大声出さない」


「真ま面じ目めに聞いて下さい、リンスケっ。あれは吸血鬼ブラツク・ブラツドですが、いまはまだ子こ供どもだ。どれほど未み熟じゆくか、私が一番よく知っている。力の問題ではなく、カーサに対たい抗こうできるはずがないのです！」


「だーから平気だって。ケインの旦だん那なが言ったとおりよ。あの女がほんとに来てるかは知らないけど、いま特区に入ってる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、あなたたちを狙ねらって侵しん入にゆうしたわけじゃないの。繰くり返すけど、ジローちゃんが騒ぎを大きくする方が危き険けんだってば」


　リンスケは冷や汗あせをかきながらジローを鎮しずめた。何しろ吸血鬼だ。にらまれているだけでも生きた心ここ地ちがしない。


　ジローも、リンスケの台詞せりふが、全面的でないにしろ、一理あることを認みとめたらしい。歯は軋ぎしりし、憤いきどおりを堪こらえながら、嫌いやみひとつ口にしないで椅い子すに座すわり直なおした。まったくもって、日ひ頃ごろ斜しやに構かまえたジローからは想そう像ぞうできない神妙さだ。


「ほんと、変わんないわねー。彼女のこととなると、頭に血が上っちゃってまあ」


　苦笑じみた感想を、リンスケは口にした。


　十年前、リンスケはジローより年下で、彼の弟分のようなつもりでいたこともあった。もちろんいまでも年下なことに違ちがいないが、少なくともリンスケは十年の歳としを取った。そしてジローは当時のままだ。


　吸血鬼と人の時間は異ことなる。いまリンスケがジローを見る眼まな差ざしには、以前はなかった種類の優やさしさと思いやりがあった。


「いずれにせよ協力はするわ。喜んでね。ケインの旦那の指示なんだから、張のジジイもうるさいことは言わないでしょうし。ただ、あんまり思い詰つめないでちょうだい。いまのあなたはすごくバランスを崩くずしてる。そんなんじゃいい結果は生まれないわよ。心の友リンスケからの、ア・ド・バ・イ・ス。オッケー？」


「…………」


「こら。ジローちゃん、しっかりなさいよ。あなたがそんなんじゃ、それこそコタロウ君の行く末が心配──」


「なんなのですか？」


　リンスケの台詞を遮さえぎって、ジローが硬かたい声で問いかけた。


「確たしかにケインも言いました。カーサの狙いは、我われらではないと。では、なんなのです？　彼女はいったいなんのために、危険を冒おかしてまで特区に入ったのです？　そうするだけの値ね打うちが、特こ区こにはあると？　それはいったい、なんなのです？」


　ジローの視し線せんが、食い入るようにリンスケを貫つらぬいていた。


　リンスケの頰ほおが引きつる。「そ、それは」と口くち籠ごもりながら視線を逸そらすと、彼を凝ぎよう視ししていたジローは目を光らせた。


「知ってるんですね？」


「いや、その、まあ、なんていうか……」


「知って、いるの、ですねっ？」


「だから、ええと……うん」


　必死の愛あい想そ笑わらいで首しゆ肯こうし、リンスケが頰をかく。


　途と端たんにジローの舌ぜつ鋒ぽうが火を噴ふいた。


「言って下さい、リンスケっ。私も昨日からずっとひっかかっていた。ここに何があり、なぜ特区なのか。この街は矛む盾じゆんだらけです。なるほど吸血鬼の大都市という言葉に偽いつわりはないようですが、なぜこんな場所にそれを築きずいたのです？　特こ区こは埋うめ立て地で、水上都市だ。そんなことってありますか？　流水は多くの吸血鬼にとって弱点であるはずなんですよ？　おまけに周囲から隔かく離りされ、閉とじこめられている。もし人類に発見されれば、大規き模ぼな爆ばく撃げきを受けて一いつ巻かんの終わりだ。何より結界です。中に入ってみてよくわかりました。あれは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を侵しん入にゆうさせないための防ぼう壁へきではない。無む論ろん、その役やく割わりも果たしていますが、それは本来の目的とは違った副次的な効こう果かでしょう。特区を覆おおう結界は、あの血けつ統とうを外に出さないために張はられたものだ。特区は封印されているのです。龍りゆう王おう自らの手によって！　なぜ？　なんでそんなことをするのです？　これではまるで聖せい戦せん時の香港だ」


　ジローは容よう赦しやなく疑ぎ問もんを爆発させた。


　じっと人間の旧きゆう友ゆうを見み据すえ、


「教えて下さい。──言いなさい、リンスケ！　カーサの狙いはなんだ？」


　ジローの追つい及きゆうにリンスケは泡あわを食って首を振ふった。


「ゴメン。それは言えないの。事じ情じようがあるのよ！」


「どういうことです。協力を惜おしまぬと約束した矢先でしょう！」


「それとこれとは話が別っ。悪いけど、それだけはホントに言えないんだってば。いや、私個こ人じんは言ってもいいと思ってるのよ？　でもその、深いわけが──」


　なんとか言い逃のがれようと足あ搔がくリンスケを見て、とうとうジローがしびれを切らした。


　リンスケの目をのぞき込こんでいたジローが、瞳ひとみを妖あやしく光らせる。視経侵攻アイ・レイドだ。強引に口を割わらせようとしたのである。


　が、たちまちリンスケの血相が変わった。全身を硬こう直ちよくさせたかと思うと、そのままテーブルに突つっ伏ぷし、横よこ倒だおしになって床ゆかに倒れた。


　もちろんジローの仕し業わざではない。自らの引き起こした反はん応のうに、彼こそ驚きよう愕がくして腰こしを浮うかせていた。


　異い変へんを見かけた店員が駆かけ寄よってくる。救急車を呼よぼうとするウェイトレスを、リンスケは必死になって止めた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ……単なる発ほつ作さで、もう収おさまったから。いまのはちょっと咳せき込んでひどかっただけよ。心配要らないわ」


　説明されてもウェイトレスは心配そうな様子だった。それでもリンスケがしつこく食い下がったので、渋しぶ々しぶテーブルを片かたづけて席を去った。去り際ぎわに、連れの発作になんの行動も起こさなかったジローへ非ひ難なんの視線を投げたが、彼の方は気がつかなかった。


「ああ、ひどい目に遭あった」


　と、もう元通りの態たい度どに戻もどったリンスケへ、ジローは驚おどろきを隠かくして確かく認にんする。


「ケインですね？　暗あん示じで口を封ふうじている」


「その通りよ。まったく。そのことを説明しようとしたとこだったのにさ。ここ、ジローちゃんの奢おごりだからね」


　リンスケは子こ供どものように頰を膨ふくらませた。つまりは仲間の口を封じる必要があるほどの秘ひ密みつなのだ。ジローは鈍にぶく呻うめくしかなかった。


「だからか？　ケインが私たちを特区の外に追いやる理由は、それなんですね？」


「……ま、ね。ともあれ、その話題は止よしましょ。私がこんなだから、話進まないもん」


「だが、カーサの動向は無視できません。どうなんです？　まだ『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は見つかっていないのでしょう？」


　ジローの質しつ問もんに、リンスケは肩かたを竦すくめた。


「ヤフリーってのは見つかったわ。ここに入る前に確認したけど、ケインの旦だん那ながとっつかまえたみたい」


「ケインが!?」


「そう。いまじゃ支配人の椅い子すにふんぞり返ってるけど、さすが元海かい賊ぞくよね。喧けん嘩かとなるとめっぽう強いわ」


　リンスケが昔むかしなじみならではの感想をもらす。ウォーロック家代表の過か去こは、特区ではトップシークレットなのだ。


　ジローもつい苦く笑しようし、


「……そうですか。昨夜の、あの少年を……」


「あ。そういやジローちゃんは引き分けたんだっけ？　やっぱ悔くやしい？」


「いいえ」


「そ？　まあ旦那も手こずったみたいよ。鎮ちん圧あつチームの知り合いの話じゃ、十年ぶりでわんちゃんになりかけたそうだから。若わかいつっても、あの血けつ統とうはおっかないわね」


　と言って、戦友の苦戦をネタにケラケラ笑う。ケインがいれば命はないだろう。彼がリンスケの命に、ユーモアに見合う価か値ちを認みとめる可か能のう性せいは皆かい無むだ。


「だが、そういうことならカーサの居い場ば所しよは割われたはずでは？　なんと言っても、こちらには龍りゆう殿どのがいる。居場所さえわかればカーサとて……」


「それが、さすがっていうか頭の中ロックされてるんだそうよ。私と同じね。これからその暗示を解とくそうなんだけど……当然向こうも仲間が捕つかまったことはわかってるでしょうからね。ヤフリーが一人じゃないなら、いよいよ忙いそがしくなるかもよ」


　ニヤっとリンスケが笑う。惚とぼけているようで、目のつけどころは鋭するどい。


　ヤフリーが連れ込まれたのは、『カンパニー』本部ビルの地下だ。特区の血族にも公表されていないが、本部ビルの地下には抗吸血鬼材アンチ・ブラツク・ブラツド・マテリアルで作られた吸血鬼ブラツク・ブラツドを拘こう禁きんする部屋があるのだ。ヤフリーの気配を追っていたなら、ビルに運び入れられたことは突つき止めているに違ちがいない。そうなれば、仲間を奪だつ還かんしに来る可能性も出てくる。


「もっとも、あいつら仲悪いし、あっさり見み捨すてちゃうかな？」


「……いえ。それはないでしょう。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は世界中の血族から孤こ立りつしている上、血を吸すい、転化した己おのれの子すら殺さねばならぬ宿命にある。それだけに、直ちよつ系けいの──それも堂々姉し弟ていを名乗る同世代の身内なら、その結束はただの血族よりずっと強いのです。見殺しにするはずがない」


「ふむ……ま、それならそれで連中の目はコタロウ君から外れるわけだし。私たち的には悪くないわよね」


　と、リンスケはジローが驚くほど身勝手なことを言う。


　だが、確たしかにリンスケの言うとおりだ。ケインはジローを遠ざけた。これは、彼らの始末は彼らでつけるという意思表示に他ほかならない。その気き遣づかいに報むくいるにも、ジローはジローの大切な者を守らねばならないだろう。それこそ、いまも昔も変わらない、ジローの使命だ。


「コタロウは、ミミコさんに会いに行くと書き置きを残してホテルを出ました」


「だそうね。でも、確認したけどミミコちゃん、とっくに『ホテル・キャメロン』を出てるみたい。事じ務む所しよにも顔出してないらしいし、アパートなくなっちゃったわけだし、はてさてどこにいるのか。可哀想かわいそうに」


　最後のひと言はジローをねめつけながらの台詞せりふだった。ジローは気まずそうに唇くちびるを嚙かんだ。


「あ、そうだ。ジローちゃん、私が協力する代わり、条じよう件けんがあるわ」


「……なんです？」


「ミミコちゃんに会って、謝あやまんなさい。でないと私まで嫌いやな思いしたままになる」


　いつになく真ま面じ目めな口調でリンスケが言った。ジローの顔がいよいよ情なさけない様子に歪ゆがんだ。


　ミミコにした仕打ちは本意ではない。しかし、ああでもせねばミミコは諦あきらめなかっただろう。そして、ああする必要は確かにあったのだ。もしミミコと無理にでも別れていなければ、いまごろ彼女も特区を巡めぐる暗あん闘とうに巻まき込まれていたに違いない。


　ミミコは調停員コンプロマイザーだが、『銀刀』との関かかわりを考えなければ、『カンパニー』の一職しよく員いんに過すぎない。彼女はただ、自分を案内しただけなのだ。それだけのことで彼女の運命まで狂くるわせてしまったのでは、それこそ悔くやんでも悔やみきれない。


　そして、その程てい度どのことはリンスケにもわかっているはずである。


　なのに彼は、ミミコと会って謝れと言う。


「……私は人にとって害にしかなりません」


「私、ジローちゃんを『害』だなんて思ったことないけどな」


　リンスケは、本人を前にのうのうと言った。ジローは舌した打うちして目を逸そらせた。


　旧きゆう友ゆうの言葉は嬉うれしい。そんな風に言ってくれる友の存そん在ざいは、ジローにとって得え難がたい宝たからなのだ。だが、それでもやはり違う。どれほど理由を重ねてみても、決して変わることのない事実がある。


「私は、吸血鬼なんです」


　ジローは砂すなを嚙むように言った。それこそ、彼が何度も繰くり返した結けつ論ろんのはずだった。


　ところが、リンスケは平然と微ほほ笑えむ。


「ここは、特区よ」


　ジローは視し線せんを戻もどした。リンスケは両りよう肘ひじをテーブルにつき、組んだ指にあごを載のせてジローを眺ながめた。


「特区の人間、舐なめないで、ね」


「…………」


　ジローの瞳ひとみが複ふく雑ざつな感かん情じように揺ゆれた。彼の困こん惑わくを、リンスケは胸きよう中ちゆうの量れない、不思議な眼まな差ざしで見つめていた。


「……ま、ジローちゃんもそのうち思い知るでしょ。とにかく、私たちはミミコちゃんに再さい会かいするところから始めましょうか。異い存ぞんはないわね？」


　いつしか完全にリンスケのペースになっていた。昔からそうなのだが、彼は吸血鬼であるジローを恐おそれず、気がつけば上う手まく乗せてしまうのだ。いまもジローは、リンスケの手管にはまっていると自覚しながら、渋しぶ々しぶ承しよう諾だくするしかなかった。


「ミミコさんの居い場ば所しよに心当たりは？」


「全然。だって、あの子と会ったのって一昨日よ？　ジローちゃんより、ずっと面識少ないんだから」


「ではどうやって彼女を捜す気です？」


「そこはほら。私、査さ察さつ部だし。社内の情じよう報ほうには精せい通つうしてるの」


　不気味なウィンクを放って、リンスケは携けい帯たい電話を取り出した。手早く操そう作さし、番号を呼よび出す。


「ミ、ミミコさんの番号がわかるんですか？」


「もち。職員の携帯番号は九割わり方押おさえてるもの。つっても内ない緒しよよ、これ？」


　それは明らかに査察部の仕事とは関係ないことだったが、ジローはあえて何も言わなかった。


　リンスケは悠ゆう然ぜんと携帯を耳に当てた。ところが、すぐに「おやあ？」と顔をしかめた。


「──電でん源げん切られてる。そうか。あの子、昨日はホテル泊とまったわけだし、その前も朝から充じゆう電でんしてないはずだもんね。バッテリーが切れたのかも」


　リンスケはぶつぶつ言いながら、携帯の操作を続けた。ジローは長いこと聖せい域いきにいたため、この手のデジタル機器がまったく使えない。リンスケが携帯のボタンを押すのを不安そうに眺ながめている。


「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。そんな顔しなくても、あの子と親しい友人に当たってみるから。いま調停員はみんな忙いそがしいでしょうけど、確たしか一人見習いの子がいたはずよ。あの子なら、手が空いてるかも──ほら、繫つながった」


　リンスケがもう一度ウィンクする。それから携帯に向かい、いかにも軽けい快かいな口調で、滑なめらかに喋しやべり出した。


　が……


「ああ、もしもし？　調停部の楠くすのきヒバリさんね？　初めまして。私、『カンパニー』査察部の赤井リンスケって言う者です。急に電話してごめんなさい。実は──え？　うん。ええ、そうよ。その赤井リンスケ。……え、何？　『銀刀』って……うん。うん、そう。いま？　いるわよ。一いつ緒しよに。なんで知って……ちょ、ちょっと落ち着いてよ、あなた。そんないっぺんに言われても……」


　あのリンスケがありありと困惑を浮うかべている。電話口から興こう奮ふんした少女の声がもれ聞こえてきた。


「リンスケっ。何かあったのですか？」


「ま、待ってジローちゃん。……ああ、いや、こっちの話。うん。うん、そう。ミミコちゃんはいないわ。そう。そうなの。だから私、あなたに彼女のことを聞こうと思って……ああ、いや、だから落ち着いてね？　え？　え、何？　情報屋？　あなたさっきから何を言って……はあ？　内通者ですって？　ちょと待って。最初からきちんと説明……待ちなさい！　いまあなたなんて言ったの!?　なんでミミコちゃんが第十一イレブン──」


　と、そこで突とつ然ぜんリンスケが引きつけを起こした。顔面を硬こう直ちよくさせ、手から携帯を落とした。


　さっきと同じ反はん応のうだ。だが、今度はもっとひどい。慌あわててジローが彼を支ささえた。


　ケインが施ほどこした暗あん示じの、禁きん忌き事じ項こうに触ふれたのである。だが、どうして急に？


　ジローは息をつまらせるリンスケを椅い子すにもたれさせた。顔が苦しそうに歪ゆがんでいる。だが、彼の目はジローに、まだ大丈夫だと伝えていた。ジローは頷うなずき、彼に代わって床ゆかに落ちた携帯を拾った。


　携帯から少女の叫さけび声が聞こえる。まだ繫つながっているのだ。


　ジローは恐おそる恐る電話を耳に当てた。たちまち、子こ供どもっぽい少女の声が耳に響ひびいてきた。


『もしもしっ？　リンスケさん？　どうしたんです。返事して下さい！』


　ただならぬ様子だった。ジローは思わず唾つばを飲んだ。


「……もしもし」


　話しかけると、ぴたりと声が途と切ぎれた。一いつ瞬しゆん切れたのかと思ったが、そうではない。しばらくして、返事が戻もどってきた。


『だ、誰だれですか？　リンスケさんじゃないですよね？』


「あ、ああ。済すみません、急に。私は──」


　ジローは名乗ろうとしたが、それより早く『あーっ！』という叫び声がした。


『あなたが「銀刀」なんですね？　望もち月づきジローさんっ。そうでしょ？』


　どうやらミミコから話を聞いているらしい。そうだ、と答えようとしたが、またしても先に相手が怒ど鳴なっていた。


『ちょっとあなた、ひどいじゃないですかっ。どうして先せん輩ぱいのこと置き去りにしたりしたんですか！　先輩泣いてたんですからね！　女の子泣かせるなんて、いくら英えい雄ゆうでも最低です！』


　いきなりそんなことを責せめられるとは思わなかった。しかも相手は見ず知らずの少女である。ジローは目を白黒させた。


「あ、あの……私は……」


『いいですか。今日だって先輩、あなたのこと捜さがして、特区中を駆かけ回ってるんですからねっ。わざわざ危き険けんに首突つっ込こんでまで！』


「ミミコさんがっ？」


　ジローは驚おどろいて絶ぜつ句くした。あんな目に遭あえば諦あきらめてくれるものと決めつけていただけに、少女の台詞せりふには意表をつかれた。


『きっと、一度面めん倒どう見るって約束したから、その約束を果たそうとしてるんです。あんなに必死になって……なのにあなた、先輩と勝手に別れて、しかも「九龍の血統クーロン・チヤイルド」から逃にげ回ってるって言うじゃないですかあっ！　それでもあなたは男ですか！　もし先輩に何かあったら、どう責せき任にん取るつもりなんです！』


「……だからですよ」


『え？』


「だから私は、ミミコさんから距きよ離りを取ったのです。彼女をつまらない争いに巻まき込まないために」


　ようやくジローは、それだけのことを伝えた。電話の向こうで少女が黙だまり込んだ。


　ジローは一度深しん呼こ吸きゆうをし、穏おだやかな声で話しかけた。


「しかし、どうやら裏うら目めに出てしまったようですね。あなたの仰おつしやる通り、私の責任、私のミスです。許ゆるして下さい。私は……私はどうも、昨日から周りに迷めい惑わくをかけてばかりだ。そうならないことだけを考えてきたのにね。面めん目ぼくないことです。本当に、申し訳わけない」


『…………』


　電話の少女は何も答えない。しかし、ジローの言葉を聞いているのはわかった。だからジローは彼女に懇こん願がんした。


「実はミミコさんに聞きたいことがあります。あなたも聞いたでしょう？　私には弟がいます。とても大切な、私の唯ゆい一いつの家族です。その弟が、ミミコさんに別れを告げてくると言って、いなくなってしまいました。いま私は、弟を捜しているのです。それで、ミミコさんに会いたいのです。つまり、彼女に謝あやまるためではなく、弟の行方ゆくえを聞こうと思っていたのですよ。自分勝手に別れておいて、恥はじ知らずなお願いであることわかっています。けれど──どうかお願いします。彼女の居い場ば所しよを教えて下さい。いま、彼女はどこにいるのです？」


　最初に怒鳴られ、変な意地を吹ふき飛ばされたからだろうか。自分でも驚くほど、素す直なおな言葉が口からこぼれた。


　そうだ。自分はいま、様々なしがらみに足を取られている。けれど、こうして口にすれば、言うほど複ふく雑ざつな問題ではない。ひとつずつ片かたづけていけばいいのだ。何が大切かを忘わすれさえしなければ、きっと自分は役目を果たせる。


　電話の少女はしばらくの間黙っていた。


　そして、何かを探さぐるような口くち振ぶりで、再ふたたびジローに問いかけた。


『どうしてそんなこと、わたしに教えたんですか？』


「え？」


『弟さんのこと。そんなこと黙ってて先輩に謝るって言えば、わたし嫌いや々いやでも先輩の居場所、教えたでしょう？』


「ああ……そういえば、そうかもしれませんね。気がつかなかった」


　ジローは苦く笑しようして答えた。


　またしても少女は黙り込んだ。が、やがて小さく、


『……ふーん』


　というつぶやきが聞こえてきた。わずかに笑った気配が伝わる。嫌な感じの笑えみではなかった。


『なるほど。これは案外先輩も本気で……ああ、いや。わかりました、望月さん。ジローさん、でいいですよね？　改めまして、わたし、ミミコさんの後輩で、楠ヒバリと言います。あなたの仰ることはよくわかりました。仕方ありません。先輩のお願いでもあるし、先輩の居場所、お教えします』


「……感かん謝しやします。ヒバリさん」


『ただ、急いで欲ほしいんです。実はいまはわたしの方も、あなたのこと必死に捜してたんです。さっきも言いましたけど、先輩、あなたを捜す手がかりがなくて、危あぶない場所に向かってるんです』


「危ない？」


　ジローの声がわずかに鋭するどさを帯びる。『はい』と返事がした。こうして冷静に話していると、若わかいながらも調停員コンプロマイザーらしい喋しやべり方になっている。


『先輩、ジローさんを捜すには、敵てきに近づくのもひとつの手だって考えたんです。昨さく晩ばんヤフリー・趙って吸血鬼ブラツク・ブラツドがあなたの許もとに現あらわれたでしょ？　敵がジローさんを捜していることがわかったし、ジローさんも敵の動向は気にしているはずだから、敵に近づくことで、結果的にあなたにも接せつ近きんできるんじゃないかって』


　少女の説明を聞いて、ジローは絶ぜつ句くした。


　とんでもない話だ。あまりに無む謀ぼうであり、第一筋すじが通っていない。


「無茶苦茶ですっ。そんな理り屈くつがありますか。ミミコさんがそんなことを？」


『ええ。確たしかに、いま話してるとわたしも無茶だって思います。でも、そのときはそれぐらい必死だったし──それに、その提てい案あんをしたのは先輩じゃありません。ジローさん、ケリー・黄ウオンって女性ご存ぞんじですよね？　あなたと一いつ緒しよに特区入りした』


「黄さん？　もちろん知ってます。彼女と会ったのですか？」


『ええ。黄さんも先輩を訪たずねてきたんです。それで、彼女の口から、彼女の仲間を手引きしていた曾ツアンって「九龍の血統クーロン・チヤイルド」の話が出ました。その曾って人の仲間が特区に住んでるって。例の内通者です。それを聞いたら、放っておくこともできなくて……いま先輩は、その内通者の居い場ば所しよを知るために、ある情じよう報ほう屋やを訪たずねてるんです』


　再びジローは絶句する。


　自分と別れたあと、ミミコはいったい何をしようとしていたのだ。その内通者こそ、今度の事じ件けんの中ちゆう核かくにいる人物だ。間ま違ちがいなくカーサと通じているはずである。決して近づいてはならない危き険けん人物ではないか。


　にしても、少女の言うミミコの行動は、あまりにジローの知っている彼女から離はなれていた。ジローを捜そうと決意したまでは、まだなんとなく想そう像ぞうがつく。負けん気の強い少女だ。誠せい実じつでもある。コタロウと同じように、昨夜の別れに納なつ得とくできないのは、わからないでもない。


　しかし、だからといって敵にちょっかいを出すというのが腑ふに落ちない。昨日兄弟の住すみ処かを求めて歩き回っていたときも、また一昨日二人を特区に導みちびいたときもそうだ。彼女はいつも奮ふん闘とうし、頑がん張ばっていたが、その行動はとても真正直なものだった。ジローを捜すため内通者を独どく力りよくで割わり出すなど、そんなトリッキーな行こう為いは彼女には似に合あわない。


　嫌いやな予感がした。


　ミミコの行動は、まるで何者かの誘ゆう導どうを受けているようだ。彼女の真しん摯しな熱意が、第三者に利用されている節がある。黄も黄だ。彼女は難なん民みんたちをまとめて特区まで導いたほどの女じよ性せいである。どうしてミミコを諫いさめようとしなかったのか。


「なぜ内通者のことを『カンパニー』に知らせなかったのです？　どれほど危険か、わからないはずがないでしょう！」


『それが……その内通者の居場所っていうのが、すごく微び妙みような場所でして。……黄さんの話だと、内通者は特区の第十一地区イレブン・ヤードにいるって言うんですよ』


「第十一地区イレブン・ヤード？　昨日ミミコさんに聞いた話では、特区は一から十の地区に分かれているということでしたが？」


『はい。その通りです。第十一地区イレブン・ヤードって、もともとただの都市伝説なんですよね。ほんとは存そん在ざいしないはずの場所なんです。だから上に報告してもまともには聞いてくれないでしょうし、せめて情報屋のところで第十一地区イレブン・ヤードに関することを詳くわしく調べてからってことにしたんです』


「…………」


　わからない。何か、話を聞くほどに情じよう況きようが見えなくなってくる。まるでどこかの迷めい宮きゆうに誘さそい込まれていくようだ。都市伝説？　存在しない場所？　またしても特区の謎なぞだ。


　が、ハッとしてジローはリンスケを振ふり向いた。すると、話を聞いていたのだろう。彼もジローを見つめていた。まだろくに口が利きけないようだが、彼の顔は青ざめていた。


　そうだ。さっきリンスケは第十一地区イレブン・ヤードという言葉を口にした途と端たん、こうなったのだ。つまり、ケインが封ふうじていた禁きん忌きとは、まさにその場所を指していることになる。


　背せ筋すじに冷たいものが流れた。嫌な予感がますます強まり、ジローの鼓こ動どうが速くなった。


　リンスケに説明を求めたい。だが、ジローの力ではケインの暗あん示じを解とくことは不ふ可か能のうだ。


　ならば──


「すみません、ヒバリさん。もう少し詳しく第十一地区イレブン・ヤードのことを教えて下さい。都市伝説と言われましたね？　それはどのような内ない容ようなのです？」


　電話越ごしに尋たずねながらリンスケを見る。彼はジローの意図を悟さとって頷うなずいた。首を振るだけなら、暗示は反はん応のうしないのだ。


　電話から返事が戻もどる。


『簡かん単たんに言うと、そこには香港から持ち込まれた遺い産さんが隠かくされている、という内容です。それがなんなのかは謎ってことになってるんですけど』


「……香港の、遺産？」


　呆ぼう然ぜんとジローがつぶやく。リンスケが強く頷いた。彼は鋭するどい視し線せんでジローを直視している。嫌な予感が確かく信しんに変わった。


　では、それがそうなのか？　カーサの狙ねらい。香港の遺産が？


　遺産とは、いったいなんだ？


「……ミミコさんはまだ、第十一地区イレブン・ヤードには行ってないんですね？」


『もちろんです。まだ第十一地区イレブン・ヤードというのがどこを指してるかもわかってません。それを知るために情報屋のところに行ってるんですから。ただ、先せん輩ぱい、携けい帯たいの電でん源げんが切れちゃったみたいで、ちょっと前から連れん絡らくがつかないんです。だからすぐ先輩の許もとに行って下さい。お願いします』


「わかりました。その情報屋とやらの居場所を教えて下さい。それと、黄さんはまだミミコさんと同行しているのですね？　間違いなく？」


『はい。最後に情報屋の住所を伝えたときは、まだ一緒にいるって言ってました。協力するって約束してくれたし、いまも一緒だと思います』


　なら、少なくともミミコ一人の単たん独どく行動ではないのだ。これは大いに安心できる要よう因いんといえる。


　黄は聖せい戦せんで転化した吸血鬼ブラツク・ブラツドで、吸血鬼としてはまだまだ若わかい存そん在ざいだ。しかし、聖戦後傭よう兵へいとして生きてきた経けい験けんがあり、戦せん闘とうの心得もある。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と戦えるとは思わないが、彼女もそれは弁わきまえているだろう。慎しん重ちような行動を取って、ミミコの安全に気を使ってくれるはずだ。


　しかし、そのときジローの腕うでをリンスケがつかんだ。


　切せつ迫ぱくした素そ振ぶりだった。ジローがリンスケに視線を向ける。彼はいまや蒼そう白はくになって、弱々しく口を開けた。


「ケリー……黄。おかし、い……」


「な……どういうことです？」


　ジローがリンスケに顔を寄よせる。リンスケは必死の面おも持もちで舌したを動かした。


「昨日……接せつ触しよくしたの。陣じん内ない……彼女に……」


「な、なんですって？」


「情じよう報ほう……提てい供きよう者しや。当然、じゃない……」


　そうか。『カンパニー』も曾がカーサの一いつ派ぱと見み抜ぬいたなら、当然黄から情報を求めるはずだ。しかもリンスケの話が確たしかなら、陣内が昨日のうちに彼女と接触していたことになる。


「しかし……それがどうしたのですか？　知っていることを話したあとで、彼女はミミコさんの許に行った。別に不自然なことでは──」


「いまも……」


「え？」


「いまも彼女は、本部に……いるの！」


　リンスケが何を言っているのか、すぐには理り解かいできなかった。


　理解できたとき、今度こそ正しよう真しん正しよう銘めいの戦せん慄りつがジローの全身を貫つらぬいた。


　ケリー・黄は、いまも『カンパニー』本部に残って、彼らの捜そう索さくに協力している。


　なら、いまミミコと一いつ緒しよにいるのは誰だれだ？　ミミコは黄と面めん識しきがあるのである。顔を知っているのだ。別人ならわからないわけがない。


　別人の顔ならば。


「ヒバリさん！」


『は、はいっ？』


「いますぐ情報屋の場所を教えて下さい！　大至し急きゆうっ。急いで！」









　　四章　交錯の運うん河が
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　情報屋が住んでいたのは、運河沿ぞいにある古びた小屋だった。


　場所は第四地区フオース・ヤードの外れ。住じゆう宅たく街がいから遠い、寂さびしい場所である。離はなれた場所に点々と民家らしき物があるが、どの家も荒あれ果て、人が住んでいるか危あやぶんでしまうほど風雨に傷いたんでいた。


　情報屋の住む小屋というのも、そんな半ば廃はい屋おくと化した建物のひとつだった。なんとなく、アメリカかどこかの、過か疎そ化が進んだ漁村のような場所だ。風景がすべて鈍にび色いろに沈しずんでいる。


「……ハッカーって言うから、もっとにぎやかなところにいるのかと思ってたわ……」


　と、地上の灯台のように残された街灯の下で、ミミコは小屋を見ながらつぶやいた。


　小屋は杉すぎ材ざいでできていた。土手から運河に下りる傾けい斜しやの上に建っていて、高たか床ゆか式になっている。元もとは個こ人じん経けい営えいの水上タクシーか何かをやっていた建物らしい。一階部分の地面には乾かわききったボートが一艘そう、腹はらを見せて横たわっていた。


　その隣となり。二階に続く階かい段だんの脇わきに、ちょこんと小さくスクーターが止まっていた。これも中古車に見えるが、このスクーターだけは、まだ使用されている形けい跡せきがある。


　二階の窓まどにカーテンはないが、すべて内側から塞ふさがれていた。荷物か何かを積んでいるらしい。明かりももれていない。


　ミミコは腕うで時計で時間を確かく認にんした。もう午後五時を回っている。空はいよいよ荒あれ始め、ときおり黒雲の狭はざ間まに稲いな光びかりが走った。


「どうする？」


　と黄ウオンが尋たずねた。


「中に吸血鬼ブラツク・ブラツドがいるかわかりますか？」


「いないな。小屋の中だけじゃなく、この近くに気配は感じない」


「わかりました。では行きましょう。そのために来たんです」


　ミミコはそう言って階段を上り始めた。


　一歩足を載せるごとに、腐くさりかけた板が頼たよりない音を立てる。


　二階のポーチには埃ほこりの積もったベンチが置かれていた。奥おくに、壊こわれた扇せん風ぷう機きや割われたビール瓶びんが放置されている。玄げん関かんドアは、その手前にあった。


　ミミコはドアをノックして声をかけた。


　室内から返答はなかった。しばらく続けてみたが、やはり物音ひとつ聞こえない。


「留る守すかな？」


　ミミコはなんとなくドアノブを捻ひねった。するとドアが開いた。鍵かぎがかかっていなかったのだ。


「開いちゃった……」


　──ここ、ひょっとして空き家じゃないの？


　ヒバリの情じよう報ほうが間ま違ちがっていたのだろうか？　ミミコは「失礼します」と室内に声をかけながら、恐おそる恐る中に入ってみた。


　明かりは点ついていなかった。中は雑ざつ然ぜんとしている。外から見たより広いようだったが、それでも狭せま苦くるしい印象を受けるほど、至いたる所に木箱が置かれていた。おかげで部屋の奥が見通せない。どうやら物置として使われているらしい。


「明かり……」


　電気は通っているはずなのだ。ミミコは入り口付近の壁かべを探さぐり、スイッチを探り当あてた。


　天てん井じようから下がる電球が、夜中に起こされた老人のように瞬またたきしながら点灯した。弱々しい照明だ。明かりを点けたあとでも、まだ薄うす暗ぐらい印象が残っている。


「すみません。誰かいませんか？」


　床ゆかがぎしぎしと軋きしむ。乱らん雑ざつに置かれた木箱が、部屋に複ふく雑ざつな陰いん影えいを落としていた。どことなく不気味で、ヒバリの言っていた情報屋のイメージと違い和わ感があった。


　仕切り代がわりになっている木箱の山を迂う回かいし、ミミコは部屋の奥おくをのぞいた。


　大きな木もく製せいのコンテナ。その上にコンビニエンスストアのビニール袋ぶくろが散さん乱らんしている。スナック菓が子しの空き袋や、カップ麵めんの容よう器き、缶かんコーヒーの空き缶が見える。


　コンテナの奥にデスクとチェス。


　そのチェアに人ひと影かげがあった。


「──わっ」


　と思わず声をもらしてから、慌あわててミミコは頭を下げた。


「す、すみませんっ。ご在ざい宅たくとは思いませんで……あ、あたし、『カンパニー』の調停員コンプロマイザーで葛かつ城らぎミミコといいます。同どう僚りようの楠くすのきヒバリから、あなたのことをうかがって参りました」


　ミミコは平身低頭しつつ自じ己こ紹しよう介かいをした。


　その途と中ちゆうで、ふと気がついた。


　椅い子すに座すわる人物は、いつまで経たっても返事をしない。そればかりか身動きすらしない。人の気配がないのだ。


　ミミコが顔を上げて身み構がまえる。それでも相手は微び動どうだにしなかった。眼め鏡がねをかけた青年だ。レンズの奥の瞳ひとみが、虚うつろな眼まな差ざしを虚こ空くうに投げている。思わずぎくりとした。


「まさか、死──」


「いや。生きてる」


　いつの間にか後ろに立っていた黄が断だん言げんした。「え、えっ？」と戸と惑まどうミミコを余よ所そに、青年に近づくと、彼の首くび筋すじに指を当てた。


「……ちゃんと脈もある。意い識しきがないだけだ」


「だ、だって。気を失ってるようには見えないですよ？」


「うん。これは意識や運動能のう力りよくが損そこなわれた状じよう態たいの──いわば植物人間だ」


　黄はミミコに振ふり向きながら、そう説明した。ミミコは呆ぼう然ぜんとして息をのんだ。


「わ、わかるんですか？」


「まあな」


「でも……どうしてそんな。あっ。まさか吸血鬼に──！」


「違うよ。ほら。首筋にも嚙かまれたあとはない。こいつは元からこうなんだ」


　平然と言って、黄は肩かたを竦すくめた。ミミコは唾を飲みながら、ゆっくりと青年に近づいた。


　眼鏡をかけた童顔の青年。おそらくヒバリが言っていた情じよう報ほう屋やは、この人のことなのだろう。


　しかし……


「植物人間ですって？」


　──そんな……だってヒバリちゃんは、昨日この人に会って、話をしてるのよ？


　突とつ発ぱつ的な事じ故こに遭あったのか？　いや、それにしても、一人でこんな小屋にいるのはおかしい。詳くわしい知識はないが、植物状じよう態たいに陥おちいる原げん因いんの多くは大だい脳のうの障しよう害がいにあるはずだ。こんな部屋の中にいて、急に植物状態に陥るはずがない。そもそも、彼はこうして、きちんと椅子に座っているではないか。まるで訪ほう問もん者を迎むかえる準じゆん備びでもしていたように。


　ぞくりと背せ筋すじに悪お寒かんが走った。ミミコは両りよう腕うでで肩かたを抱だき、子こ供どものように部屋の中を見回した。


　得体の知れないシチュエーションだ。気味が悪い。黄が落ち着き払はらっているのが頼たのもしかった。独ひとりなら逃にげ出していたかもしれない。


「と、とにかく病院に連れん絡らくしましょう。このまま放っておくことはできません」


　半ば自分に言い聞かせながら、ミミコは携けい帯たいを出そうと制せい服ふくのポケットを探さぐった。


　だが、そのとき青年の後ろのデスクに視し線せんが止まった。


　ノートパソコンが置かれている。思わずミミコは携帯を取り出す手を止めた。


「そうだ。この人、ハッカーなんだ」


　これを調べれば何かわかるかもしれない。ミミコはそう思ってデスクに近ちか寄より、ノートパソコンの電でん源げんを入れてみた。


　すぐにディスプレイに光が灯り、ＯＳの画面が立ち上がる。しかし、起動はそこで止まってしまった。


「……駄だ目めだ。パスワードがかかってるわ」


　パスワードを外すような技ぎ量りようはミミコにはなかった。しかも、これはプロのハッカーがかけたプロテクトだ。『カンパニー』に持ち込こめば専せん門もんの技ぎ術じゆつ者が中を開けてくれるだろうが、本人に無む断だんでそこまでしてもいいものだろうか？


　──ええい。ここまで来て躊躇ためらっててもしょうがない。


　ミミコは電源を落とし、パソコンを畳たたんだ。他ほかにも何かあるかも知れないと思い、散らかったデスクの上を調べてみる。黄はミミコの後ろに立ったまま、彼女の行動を何も言わず見守っている。


　デスクはきちんと整せい頓とんされていた。ウェブサイトをプリントアウトした用紙や、走り書きのメモがバインダーに挟はさまれている。他にも、特区の地図が十地区分すべて揃そろっていた。どの地図にも小さい付ふ箋せんが複ふく数すう貼はられている。本も六冊さつあった。すべて香港と特区の歴史に関する物で、うち三冊は、終戦後、開発が始まった時期の特区について書かれた物だった。どうやら、この青年は本当に香港の遺い産さんを探さがしていたらしい。


　デスクの脇わきに粗そ末まつな棚たながあり、書しよ架かとして活用されていた。ミミコはそちらにも近寄ろうとしたが、そのとき、足あし下もとの暗くら闇やみに足を引っかけて転びそうになった。


　壁かべに沿そって積み上げられていた木箱が、崩くずれて横よこ倒だおしになっていたのだ。誰かが、下にあった箱を強ごう引いんに抜ぬき取ったらしい。倒れた箱のひとつが口を開け、中に入っていた物がこぼれ出ていた。


　木箱の中身は、発はつ泡ぽうスチロールの屑くずに梱こん包ぽうされた、分ぶ厚あついビニールのパックだった。


　大量にある。


「……え？」


　ミミコの目は、そのビニールパックに釘くぎづけになった。


　パックの中身は赤い液えき体たいだ。


　血液パックである。


「な、何、これ？」


　ミミコは言葉を失った。


『カンパニー』は、特区に住む吸血鬼ブラツク・ブラツドたちのために血液センターを運うん営えいしている。彼らの「餓うえ」を満たすため、血液パックを供きよう給きゆうしているのだ。だから、調停員のミミコも、この手の物はよく見知っていた。


　しかし、いま木箱からこぼれているのは、『カンパニー』の血液パックとは別物だった。ビニールの作りが粗そ悪あくで、ラベルが貼られていない。表面にマジックでナンバーが振ふってあるが、それも手書きだった。


　まるで密みつ造ぞう品である。しかし、なんのために？　血液の密造など聞いたこともない。しかもこんな古びた小屋だ。木箱などに詰つめていたのでは、すぐに腐くさってしまうではないか。


　人の血液なら──


　と、自らの想そう像ぞうに、ミミコは鳥とり肌はだを立てた。


　人の血液なら腐ってしまう。しかし吸血鬼の血液ならどうだ？　黒い血ブラツク・ブラツドなら？


　通つう常じよう、吸血鬼の血液は、身体からだから抜き取ってしまえば灰はいになる。しかし、一部の血族の間では、それを防ふせぐ方法が代々伝えられていることを、ミミコは上司から教わっていた。


　人は吸血鬼に血を吸すわれても転化しない。それはただの迷めい信しんである。


　が、人が吸血鬼の血を吸えば、吸血鬼に転化することができる。『九クー龍ロンショック』以い降こう、吸血鬼に対する恐きよう怖ふと嫌けん悪お感は、かつてないほどに高まっている。だが、それでも吸血鬼に強いあこがれを持つ人間は多い。何しろ不老不死なのだ。どんな汚お名めいを被かぶろうが、のどから手が出るほど欲ほしがる人間は少なからず存そん在ざいした。そういう闇やみの商売があることも、調停員であるミミコは知ち識しきとして知っていた。


「た、大変だわ……」


「なんだ？　どうした？」


「こ、これ見て下さいっ。これ、たぶん吸血鬼の血液です！　なんてこと……特区で黒い血ブラツク・ブラツドの密売だなんて！」


　ミミコは改めて室内を見み渡わたした。部屋は木箱で埋うめられている。これがすべて吸血鬼の血液だとすれば、下手な国の国家予算に匹ひつ敵てきする額がくが稼かせげるだろう。使い方次し第だいでは、世界中を混こん乱らんに陥おとしいれることもできる。


　この青年が『カンパニー』に近づいた狙ねらいも、吸血鬼の血にあったのかもしれない。都市伝説にかまけている場合ではない。これは大犯はん罪ざいだ。


「部長に……部長に連れん絡らくしないと！」


　ミミコは携けい帯たいを取り出した。番号を呼よび出そうとして指が止まる。


「しまった。バッテリーが！」


　そういえばしばらく充じゆう電でんしていない。ミミコは舌した打うちして外に出ようとした。そこへ、「ミミコ。私のを使え」


　と言って、黄が自分の携帯電話を放って寄よ越こした。


　礼を述のべ、ミミコは記き憶おくにある上司の携帯番号を叩たたいた。いま陣じん内ないは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』捜そう索さくにかかりきりなはずだ。しかし、この件けんは耳に入れないわけにはいかない。


　コール二回で、陣内は電話に出た。


「部長っ。葛城です。急に電話してすみません」


『君か。いまどこにいる？』


　緊きん急きゆう事じ態たいのはずなのに、上司の声は普ふ段だん通り落ち着いている。その声を聞いて、ミミコも動どう悸きを鎮しずめることができた。


　彼女は手早く──混こん乱らんを避さけるため第十一地区イレブン・ヤードの話は省いて、自分が発見したことを伝えた。


　さすがに陣内は理り解かいが速い。ミミコが我われを失いかけた事実も、ろくに動どう揺ようを示しめさず受け止めた。だが、声には緊きん張ちようが走っていた。彼ならばミミコ以上に、黒い血ブラツク・ブラツドという「商品」の危き険けん性せいを理解しているはずだ。


「とにかく、この情じよう報ほう屋やは危険です。なぜ植物状じよう態たいにあるのかわかりませんが、仲間がいる可か能のう性せいも高いと思います。いますぐは難むずかしいでしょうが、誰だれか人を回して下さい」


『よろしい。その件はこちらで手を打とう。すぐに現げん場ばを押おさえる。ただし、それまで君が一人で残るのは危険だ。ちょうどいい人物がいるから、その人に行ってもらう。まずは彼女と合流したまえ』


「あ、待って下さい。あたしなら大だい丈じよう夫ぶです。一人じゃありませんから」


『そうなのか？　だが、いずれにせよ、彼女と合流してからにするんだ。本当は外部の人間を当てにするべきではないが……情じよう況きようが情況だしな。本人も君に会いたがっている』


「あたしに？」


『ああ、いま代わる』


　陣内の声が離はなれた。


　代わって、携帯の向こうから、ミミコのよく知る女性の声がした。


『ミミコか？　私だ。ケリー・黄だ。一昨日は世話になったな』


　──え？


　頭の中に空白が生じた。


　胸むねに穴あなが開いたようだった。


　電話の声は続ける。


『君たちと別れたあと、チャンの遺い灰はいを特区の土に埋まい葬そうしていたんだ。連絡を取らず、済すまなかった。あのあとのことは「カンパニー」で聞いたよ。色々と厄やつ介かいなことになっているようだな。とにかくもう一度会ってくれ。私に何ができるかわからないが、君に借りを返したい。だから……ミミコ？　どうした？』


　どうかしたのか、と電話の向こうで黄が心配そうに尋たずねていた。


　ノロノロとミミコの眼がん球きゆうが動く。その視し線せんの先では、黄がコンテナの上のビニール袋ぶくろを興きよう味み深そうに手に取っていた。ドリアン味のチョコバーを取り出し、「へえ」などと物もの珍めずらしげに眺ながめている。


　ぐらりと視界が揺ゆれたような気がした。


『おい。返事をしてくれっ』


　と、黄が耳元で呼よんでいた。


　ミミコは返事をせず、携帯を手のひらで押さえて、


「……ウォ、黄さん？」


　と室内にいる黄へ声をかけた。声が否いや応おうもなく震ふるえる。歯の根が合わない。


「どうした？　上司と連絡は取れたのか？」


「……はい。でも、なんかここ、電波の受信が悪くって……あ、あたし、ちょっと外で話してきます」


　投げ捨すてるように言うと、返事も聞かずに歩き出した。だが、慌あわてては駄だ目めだ。絶ぜつ対たいに慌ててはいけない。落ち着いて。何事もないかのように外に出るのだ。


　デスクの側を離れ、積まれた木箱を避よける。黄の横を通り抜ぬけるとき、相手に聞こえやしないかと思うほど心しん臓ぞうが脈打った。床ゆかがぎしぎし軋きしむ。まるでガラスを搔かきむしるような嫌いやな音。膝ひざが震えだした。出口への道のりが遠かった。足取りがどんどん速くなった。


　最後には小走りになって、ミミコはドアのノブに飛びついた。


　勢いきおい良くドアを引き開ける。


　外に黄が立っていた。


　悲鳴を上げてミミコは後あと退ずさった。手に持った携けい帯たいから『どうした！』と叫さけび声が聞こえる。かと思うと、その音が途と切ぎれた。気付いたとき、携帯は黄の手の中に戻もどっていた。


「悲しいな」


　と黄は言った。


「そんなに怯おびえないでくれ。今日一日、一いつ緒しよに遊んだ仲じゃないか」


「な、ど、どうして……!?」


　黄は──いや、彼女は、部屋の奥おくにいた。それが、どうして先回りされたのかわからなかった。


　すると彼女はなんでもない様子で、


「ん？　ああ。ちょっとしたトリックさ。視経侵攻アイ・レイド。その冴さえた応おう用よう」


　と穏おだやかに微ほほ笑えんだ。


　よく知った表情。仲間の難なん民みんたちと一緒にいたとき、いつも黄が見せていた笑え顔がおだ。なのに、あのときと同じ笑顔が、氷のような手て触ざわりでミミコの心臓を鷲わしづかみにする。


「誰なんです！　あ、あなたいったい誰なのっ！」


　ミミコが叫んだ。彼女は再ふたたび笑った。今度は正反対の印象の笑みだ。双そう眸ぼうが妖あやしい炎ほのおを浮うかべ、濡ぬれた唇くちびるの端はしがゆるりと持ち上がった。


　そして、凝ぎよう然ぜんとするミミコの目の前で、彼女の姿すがたが変化した。


　長い黒くろ髪かみはそのままに、よりつややかさを増ましてひとつの流れを作る。身体からだの輪りん郭かくが変わり、肌はだが蠟ろうのように白くなる。


　肌の色と対照的な、黒いルージュが引かれた唇。唇からのぞく、美しい牙きば。切れ長の瞳ひとみが翠みどり色いろに変わって、ミミコの身体に視線を絡からみつける。


『化身メタモフイシス』


　選ばれた血けつ統とうのみに許ゆるされる高等魔ま術じゆつ。『獣化フアング・アツプ』や『霧化フオグ・ラン』と並ならぶ、伝説の中の吸血鬼の力だ。


　彼女の姿を見て、ミミコは両目を見開いた。


「……カーサ」


「おっと」


　カーサは本気で驚おどろいて、ミミコをマジマジと眺ながめた。


「これはしたり。ここまで引っ張ぱったあげく正体を見せたのに、最後の最後に出し抜かれるとは。よく察したな。驚いたよ」


　感心したように腕うで組ぐみをして、カーサは頷うなずいた。


　そうではない。カーサの素す顔がおを見て、ミミコは「思い出した」のだ。


　カーサという名前を聞いたときも、同じことがあった。彼女のことをミミコは知っていた。一昨日の晩ばん、ジローたちをアパートに泊とめたとき、夢ゆめで見たのである。いま目の前にいるカーサは、まさに夢に出てきた女じよ性せいと同一人物だった。


　そんな馬ば鹿かな、だ。


「あらためて自じ己こ紹しよう介かいさせくれ。私はカサンドラ・ジル・ウォーロック。しがない流れ者の吸血鬼ブラツク・ブラツドさ。騙だまして悪かったね。何しろ特区には不案内なものだから」


　まるで悪びれた様子もなく、カーサはにっこりと微笑みかけた。


「私のことはジローから聞いてる？　どうせひどい悪口しか聞かされてないだろ？　あの男は、あれで結けつ構こううじうじしたところのある奴やつでね。昔のことをいつまでも根に持つんだ。騙されてはいけないぞ、ミミコ。そうは見えないだろうが、あいつはオンナにとっては質たちの悪いオトコなんだ。本人が自覚してないから、余よ計けいに始末に負えないのさ」


　と、おどけるように片かた目めをつぶってみせる。


　スマートな、気さくな態たい度どだった。悪ぶる様子もなければ物もの怖おじする様子もない。社交的なのに気取らない口くち振ぶりは、ちょうど、隣となり合わせた乗客に会話を求める旅人のようだ。


　彼女は紛まぎれもない、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だというのに。


　ミミコは魅入られたように目が離はなせないまま、ジリジリと後ろに下がった。ミミコが下がった分だけ、正せい確かくにカーサが詰つめ寄よる。彼女の視し線せんも、片かた時ときもミミコから離れない。


「うーん。まだ、怯えてるね？」


「…………」


「心配するな。君に危き害がいは加えない」


「……うそ」


「ビンゴっ。また見抜かれた。ふふふ。どうしてどうして、君は手て強ごわいな。ジローなんかよりずっと鋭するどい。しかも勇気がある」


「…………」
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「その上、可愛かわいい」


「──！」


　ミミコの頰ほおがわずかに赤くなる。からかわれているのだろうか？　しかし、怒いかりより恐きよう怖ふが大きくて身動きできない。


　ミミコの背せ中なかが木箱の壁かべに当たった。カーサが足を止め、口づけでもするかのように顔を近づける。


　長い髪かみが肩かたからこぼれてミミコの手に触ふれた。焼けた鉄に触さわったようにミミコが手を引っ込める。カーサはミミコの顔を至し近きんからのぞき込みながら、長い指で髪をかき上げた。


　形の良い白い耳が現あらわれて、また隠かくれる。そんな仕草ひとつが、ひどく美しい。


「ようこそ我われらがアジトに。葛城ミミコ君」


「……え？」


「気付かなかったか？　ここは特区における、私の家族の隠れ家だ」


　ぎょっとしてミミコは思わず室内を見回した。再ふたたび、情じよう報ほう屋やがいる木箱の向こうへ視線が移うつる。「うん」とカーサが頷く。


「紹介しよう。私の弟だ。いまは少し元気がないが、どうか気にしないでくれ。ちょっと留る守すにしてるだけだから」


「留守？」


「変わり者なんだ。君が望むなら落書き用のサインペンを進しん呈ていするよ。油ゆ性せいのを」


　そして、パッと手品のように手首を閃ひらめかせ、本当にサインペンをミミコの鼻先に差し出した。しかし、ミミコがクスリともしないでいると、残念そうにそれをトレンチコートの胸むねポケットに差した。


「なあ、ミミコ。お願いだから、そうつれなくしないでくれ。正体を明かした途と端たんにこれでは、私は傷きずついてしまう」


　悲しげにカーサは首を振った。しかしそれは、明らかに演えん技ぎとわかる仕草だ。


　やはりミミコをからかっているのだ。だが、あっさりと話題を逸そらされたことにも、ミミコは気付いていた。彼女の思おも惑わくが読めない。


「……ジローさんになんの用です？」


「ん？」


「だからあたしに近づいたんでしょう？」


「ああ。そういう意味か。察しがいいじゃないか。そんなに震ふるえているくせに」


「答えて下さい！」


「ハハ。怒おこられてしまった」


　恐怖に耐たえながらミミコが怒ど鳴なると、カーサは楽しそうに首を竦すくめた。


　そして突とつ然ぜんミミコから身を離はなすと、


「ジローになんの用かって？　別に！　とくに大した用はない！」


　と、芝しば居いがかった様子で両手を広げ、得意満面に言い切った。


「あいつが十年ぶりに顔を出したから、ただ会いに来ただけだ。まったく、ザザといいヤフリーといい、どうしてみんな、そう事を大きくしたがるんだろうな？　ただちょっと、古い友人をからかってやろうと思っただけだぞ？　私はこの日のために、それはそれは手の込んだ嫌いやがらせを用意してきたんだ。ジローの嫌がる顔を、胸に思い描えがいてきたんだ。ザザの馬ば鹿かめ。やるなと言われたら、じゃあやってみるかと思うのが、『黒くろ蛇へびカーサ』じゃないか」


　そう高らかに宣せん言げんして、「……もちろん」と意地の悪い視し線せんをミミコに向ける。


「他の用事がない、とは言わないがね」


　──この人は……


　ミミコは、カーサの突飛な言動に、幾いく分ぶん気け圧おされていた。しかしミミコは調停員コンプロマイザーとして訓練されている少女だ。暴ぼう力りよくではなく会話を交かわすうちに、徐じよ々じよに落ち着きを取り戻もどしていた。


　カーサのふざけた態たい度どは、吸血鬼ブラツク・ブラツド特有の狂きよう気きとは無む縁えんのものに思える。おそらく、こういう態度を好んで取っているのだろう。易やす々やすと『化身メタモ・フイシス』を操あやつるからには、由ゆい緒しよ正しい血けつ統とうに属ぞくする古血オールド・ブラツドに違ちがいない。ミミコは、彼女がウォーロックの姓を名乗ったことを思い出した。同時に、昨日ケインたちと公園で話していたときのことも思い出す。彼が一度口に出してそれを取り消した「お嬢じよう様さま」という言葉。その人物は、ジローも知っていたようだった。ひょっとして、このカーサが？　さらに思い出す。聖せい戦せん時、ウォーロック家は一人の裏うら切ぎり者を出した。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』へ寝ね返がえった血族がいたはずだ。確たしか、蛇とあだ名されていたのではなかったか？


　ミミコはあごを引き締しめた。視経侵攻アイ・レイドを防ぐため、気付かれない程てい度どに相手の目から視線を逸らす。まだ足が震えているが、頭は猛もう烈れつな勢いきおいで回り出した。


　この女性、カーサは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だ。


　昨夜ヤフリーが姉と言っていた女性。つまり、彼の仲間であり、『カンパニー』の敵てき。


　そしてジローの過か去こに関かかわりを持っている。


　他には？　手持ちのカードはまだある。しかし、どれから切っていく？　どう攻せめる？


　短い沈ちん黙もくの中、ミミコは死に物狂ぐるいで考えた。


　カーサ自身が認みとめたとおり、彼女が自分に近づいたのはジローに繫つながる接せつ点てんだからだ。しかし、他の用事とは？　こんなところにまで自分を連れてきた狙ねらいはなんだ？


　──……違うわ。この場所は関係ない。


　ミミコがここに来たのは、ヒバリの情じよう報ほうあってこそだ。カーサがそこまで予よ測そくしていたとは思えない。彼女はミミコを誘ゆう導どうしようとしたが、それはここに来させるためではなかった。そもそもの始まりから、彼女が繰くり返しこだわっていたのは……


「……第十一地区イレブン・ヤードには何があるの？」


　ぼそりと、だが渾こん身しんの思いで、ミミコは強大な敵に一刀を放った。


　カーサの瞳ひとみが鮮あざやかに輝かがやいた。気安い笑みの下から、鋭えい利りな牙きばが音もなく閃ひらめいた気がした。


「いい質しつ問もんだ。戦せん術じゆつ的に見て、とても優すぐれている。だが戦せん略りやくが誤あやまっていないか？　その質問は身を守るために相応ふさわしいものではないぞ？」


「……今日一日、一いつ緒しよに遊んだ仲じゃないですか」


　必死の思いで太ふて々ぶてしい笑みを浮うかべる。するとカーサは目を丸めた。次いで、


「あははは！」


　と軽かろやかに笑った。


　それまでの含ふくみのある笑い声ではなかった。演えん技ぎでもない。若わかい女じよ性せいらしい、涼すずやかな声だった。


　そんな風に笑っていると、得体の知れなかったカーサが、まるで無む邪じや気きな少女のように見える。そのあけすけな姿すがたに、ミミコは少し驚おどろいた。


「そうか。そうだな。嬉うれしいよ、ミミコ。君とは本当に友達になれそうだ。いっそ『魅了チヤーム』してもいい？」


「なっ!?　だ、駄だ目めですっ」


「よし。ならこうしないか？　君に遺い産さんの秘ひ密みつを教える。私たちの目的も。他にも聞きたいことがあれば、なんでも話してあげよう。そうそう、ジローの昔話なんかも聞かせてやるぞ。傑けつ作さくなのがいくつもある。その代わり──」


「……その代わり？」


「血を吸わせてキスさせてくれ」


　不意に真顔になって、カーサはミミコの瞳をのぞき込んだ。思わず木箱に背せ中なかを押おし付けて身を竦めると、カーサは覆おおい被かぶさるように片手を木箱に置いた。


　印象的な翠みどり色いろの瞳が、ミミコの内側をのぞき込む。視経侵攻アイ・レイドされる恐きよう怖ふを感じたが、カーサはミミコの中に押し入ろうとはしなかった。


「……私を娘に？」


「うん」


「そして殺すのね？」


　息のかかりそうな距きよ離りで、ミミコはカーサをにらみ返した。恐怖が瞳に滲にじまないよう祈いのる。心しん臓ぞうが派は手でに飛び跳はねて主の無む謀ぼうを非ひ難なんしている。


　ミミコの問いに、カーサは直接答えなかった。怒おこった素そ振ぶりもなく、優やさしい口調で語りかけた。


「ミミコ。私は君に好感を持っている。君が昨日どんな事じ件けんに巻まき込まれたか、私は知っている。ヤフリーの無礼は許ゆるしてくれ。ジローの馬ば鹿かもだ。つくづく女性に対するデリカシーに欠けた奴やつらさ。でも、君はジローを捜すことに同意した。一匹ぴきの吸血鬼のために、自ら危き険けんに身を投じた。君の後こう輩はいのヒバリ君な。あのとき彼女が言っていたことは、何から何まで正せい論ろんなんだ。なのに君は、彼女の忠ちゆう告こくではなく、自らの信念に従したがった。わかるかい？　君は、自分がそうと決意すれば、なんの打算もなく吸血鬼のために行動できる人間なんだ。いや、少し違ちがうな。君は吸血鬼を普ふ通つうに『人』として見てしまえる子なんだよ。吸血鬼がどういうものか、よく知っているくせに。ジローのことだって、そうだろう？　あいつは百年、人の生き血を啜すすってきた。でも、そんな風に見てないだろ？　『見えてない』んじゃなく」


「…………」


「ジローが好きなのかい？」


「なっ」


　こんなときなのにミミコは赤くなり、「違います！」と大声で否ひ定ていした。


「そ、そんなんじゃありませんっ。あしたはただ、ジローさんとコタロウ君を特区に住ませてあげるって、そう約束したから」


「照れない照れない」


「て、照れてるんじゃないです！」


　必死になって唾つばを飛ばすと、急にカーサが指でミミコのあごを持ち上げた。子こ猫ねこののどを撫なでるような手つきだ。柔やわらかく繊せん細さいな感かん触しよくだったが、ミミコはたちまち硬こう直ちよくした。


「……ジローのにおいが残ってる。血を与あたえたな」


「あ」


　カーサがにんまりと唇くちびるを曲げた。見み抜ぬかれた。カーッといよいよ頭に血が上る。


「ち、違うんですっ。それもだから、あのときはコタロウ君がさらわれて──」


「……やめておけ」


　静かにカーサが言った。


　それまでと何か違う響ひびきが含ふくまれたひと言だった。ミミコの口が止まる。じっと見つめる先で、カーサの瞳ひとみが奥おくの見えない影かげを落としていた。


「あいつは血の一滴てきまでアリス・イヴのものだ。可哀想かわいそうだが、どう足あ搔がいても君に勝ち目はないよ。他の誰だれであれ。これから先もずっと。……無む邪じや気きなようで欲よくの深い吸血鬼ブラツク・ブラツドでね。ジローと同じで、本人が自覚してないから、余よ計けいに始末に負えない」


「…………」


　ミミコは驚おどろきと困こん惑わくを抱かかえて黙だまり込こんだ。


　なんだろう、これは？　独どく白はくに似にたカーサのつぶやきは、思いもよらずミミコの胸むねの奥に染しみ入った。


　悲ひ哀あいでもない。憎にくしみでもない。愛いとしさでも、懐なつかしむ感かん情じようでもない。なのに、それらの思いすべてが巨きよ匠しようの手による油絵のように、繊細な筆先で緻ち密みつに塗ぬり込まれている。


　カーサはミミコを、吸血鬼の中の「人」の部分を見る人間だ、と評ひようした。そして、そのときのミミコは、自分では意い識しきしないまま、カーサという一人の女じよ性せいの心を見ていた。それは、十七歳さいの少女には到とう底てい推おし量はかることのできない、長い長い時間を生きてきた者の複ふく雑ざつな機き微びの一いつ端たんだった。


　そして、そのときミミコがカーサに対して抱いだいた感覚は、ひとつの名前に集約されて、彼女の胸に刻きざまれた。


　──アリス・イヴ？


　誰だ、と自問する一方で、その答えは速すみやかにミミコの中で形を結んだ。


　それが、ジローを転化した、闇の母ナイト・マムの名前。


　と──


　突然カーサが渋じゆう面めんになり、やってられないとばかりに頭を振った。


「……参った。つくづく始末に負えん」


「え？」


　ミミコが聞き返したとき、小屋のドアが勢いきおい良く開かれた。そして、曇くもり空の下でも輝かがやかんばかりの金きん髪ぱつが飛び込んできた。


「そこまでだ悪者！　ミミちゃんから離はなれろ！」


「コタロウ君!?」


　現あらわれたのはコタロウだった。ミミコが啞あ然ぜんとする。昨さく晩ばんあんな別れ方をして、今日こんな再さい会かいをするとは思ってもみなかった。それに、どうしてここが？　彼がいるということは……


「大丈夫、ミミちゃんっ？　怪け我がはないっ？」


「コタロウ君っ、ジローさんはっ!?」


「兄あに者じやはいない。でも平気だよ。ミミちゃんはぼくが守ってあげるから！」


　気き概がいだけは一人前だ。身長がもう五十センチほども高く、目つきに兄の半分も鋭するどさが備そなわっていれば、絵に描かいたようなヒーロー登場のシーンだっただろう。


　開け放たれたドアをバックに、両足を踏ふん張ばり、指を突つきつけてコタロウは言い放つ。


「お前、さっきボートに乗ってた奴やつだな！　ちゃんとわかってるぞ。何者だ！」


　せっかくの勇ましい台詞せりふだが、コタロウ一人と聞いてミミコは顔を青くした。


　──どうしてっ？　ジローさん、なんで一いつ緒しよじゃないのよ！


　これは拙まずい、と直感する。カーサはコタロウの正体を知っているのだろうか？　もしそうなら、最悪の展てん開かいだ。彼女はジローに再会するつもりで、しかもその再会を平和で友好的なものにするつもりはない。ミミコだけならまだしも、いまここでコタロウまで彼女の虜とりことなっては、ジローは極きわめて危き険けんな立場に追いやられてしまう。


　そして、もちろんカーサはコタロウの正体を知っていた。さっきもらした台詞だけでなく、乱らん入にゆうした少年を見る表情が、雄ゆう弁べんにそれを物語っている。


　だが、カーサが示しめした反はん応のうは、ミミコの予想と異ことなった。彼女は慨がい嘆たんするかのように指で髪かみをかき回したのだ。


「ああまったくっ。お前は本当に成長ということを知らんなっ！　護ご衛えい者しやの言うことも聞かず、のこのここんなところに顔を出して！　そのくせちゃんと手は出せないよう、周りを動かしているっ。ずるいぞ！　こっちは知ち恵えを捻ひねって策さくを巡めぐらせてるってのに、いつもいつも行き当たりばったりで台無しにしやがって！」


　そして、言い放つと同時に高速でバックステップを踏んだ。


　直後、ついさっきまでカーサの顔があったミミコの鼻先に、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが燃もえ上がった。


「熱つっ！」


　幻げん覚かくではない本物の炎だ。何もない空中に、突とつ如じよ真っ赤な炎の大輪が咲さいた。


　炎は空中で渦うずを巻まき、赤々とした光の残ざん滓しを残して消え去った。が、目ま蓋ぶたに焼きついた閃せん光こうが残るうちに、次から次へと第二、第三の火球が生じて、鎖くさりのように連なった。


　紅蓮の鎖はカーサを追った。熱波を放ち、だが完かん璧ぺきに制せい御ぎよされた動きで空間を蠢うごめいた。カーサはそれまでの余よ裕ゆうをかなぐり捨すてて追つい撃げきを避よけた。木箱を蹴けり、部屋を縦じゆう横おうに飛びながら、最後には跳ちよう躍やくして天井に着地した。


　空気の焼けるにおいを残し、最後の火球が消失した。荒あら々あらしい閃光が失うせ、明かりがまだ点ついているにもかかわらず、部屋が薄うすい闇やみに閉とざされる。


　ぎし、と床ゆかの軋きしむ音がした。


　ミミコがハッとして入り口に振ふり返ると、炎の乱らん舞ぶにぽかんとなったコタロウの背はい後ごで、一人の少年が立っていた。


　昨夜見たときと同じ、黒のニット帽ぼうにジャージ姿すがたの少年。何より、非ひ常じよう識しきなまでの美び貌ぼう。意外すぎるコタロウの同行者に、ミミコは我わが目を疑うたがった。


　一方、天てん井じようのカーサも逆さかさまのまま立ち上がり、大おお仰ぎような仕草で胸むねに手を当てて、腰こしを折った。床に向かって垂たれる長い黒髪が、水草のようにゆらりと揺ゆれた。


「ご機き嫌げんよう、ゼルマン・クロック！　古き闇の狩かり人うど。火神の御み子こにして、緋ひ眼がんの虐ぎやく殺さつ者。『闘とう将しようアスラ』の血けつ統とうに連なる孤こ高こうの血よ。手前はカサンドラ・ジル・ウォーロック。『魔ま女じよモーガン』の血統にして、九クー龍ロン王の庇ひ護ごを受けし者。恐おそれながら、魔ま導どう士しの端はしくれとして、神かみ代よの火を継つぐ者に、畏い敬けいと感かん嘆たんとこんちくしょうを申し上げるっ。『闇』に名高い螺ら炎えんの使い手が、賢けん者じやに肩かた入いれとはいかなることです？」


「黙だまれ黒くろ蛇へび。ひとの庭先に忌いま々いましいもん持ち込みやがって」


　不ふ敵てきなカーサの名乗りに対し、ゼルマンは剣けん呑のんな視し線せんで応おうじた。ジャージのポケットに両手を入れた、気け怠だるげな姿し勢せいだ。だが、唇くちびるからは鋭えい利りな牙きばがのぞき、赤い瞳ひとみが爛らん々らんと燃もえ上がっている。


　その瞳の視線が部屋中に積まれた木箱を行き来した。


「ぷんぷんにおうぜ。テメエらいったい何人血族を手にかけた」


「これは『緋眼のゼルマン』の言葉とも思えぬ。我われら寄よる辺べなき弱者の身なれば、使える武ぶ器きは使う覚かく悟ご。とはいえこれは私ではなく、我わが家やの誇ほこる軍ぐん師し殿どのの案だ。生理的嫌けん悪お感満点なところが、いかにも彼らしいでしょう？」


　慇いん懃ぎん無礼な言葉づかいでカーサがゼルマンを挑ちよう発はつする。彼は鼻を鳴らすと、ギラリと赤い双そう眸ぼうを閃ひらめかせた。


　即そく座ざにカーサは回かい避ひ行動に入った。


　紅蓮の炎が生じ、音を立てて天井を舐なめる。真っ赤な絨じゆう毯たんは天井を覆おおい尽つくすと、一匹ぴきの獣けものの如ごとく身をよじりながらカーサを追った。変へん幻げん自じ在ざいで強力無む比ひ。カーサは真剣そのものだが、ゼルマンはいまだ一歩も動かず、ただ彼女を目で追っているだけである。


　再ふたたび熱が室内を満たし、ミミコとコタロウは泡あわを食って火の粉から逃にげ惑まどった。


　──こ、この力！　これが噂うわさの……


　視経発火アイ・イグナイト 。


　無から高温の炎を生じさせる発火能力パイロキネシスだ。視線を媒ばい介かいとする点で視経侵攻アイ・レイドと同系けい列れつに数えられるが、その破は壊かい力たるや催さい眠みん術じゆつの類たぐいとは比くらべものにならない。極きわめて限かぎられた血統のみが操あやつる特とく異いな力である。


　そもそも火は、十じゆう字じ架かや杭くいに並ならび、古くから吸血鬼ブラツク・ブラツドを滅ほろぼす武器として用いられてきた。だが、十字架が血統によっては効こう果かを示さず、杭が結局は心しん臓ぞうを破壊する手しゆ段だんのひとつに過すぎないのに対し、火は銀と同様、ほとんどの吸血鬼に確かく実じつなダメージを与あたえることができた。なぜなら、剣や銃じゆう弾だんでは破壊することのできない「血」を、火は焼き尽くすことができるからだ。


　吸血鬼を滅ぼすには、その血の流れを断だん絶ぜつさせることが肝かん要ようとなる。銀は吸血鬼の血から魔力を奪うばうが、火は血を直接灰はいにする。この能のう力りよくを有する者が、同じ吸血鬼からも畏い怖ふされてきた所以ゆえんだった。


　中でも、『闘将アスラ』の血統は火の神アグニの火か炎えんを操るとされ、その力は螺ら炎えんと呼よばれて恐おそれられていた。そして、カーサが言ったとおり、ゼルマンは現げん在ざい知られる中で、もっとも卓たく越えつした螺ら炎えんの使い手である。


「……面めん倒どうだ。コタロウ。調停員コンプロマイザー。床ゆかに伏ふせて、神に祈いのれ」


「え？」


　調子の変わらぬ警けい告こくに、ミミコは聞き返し、すぐさま蒼そう白はくになってコタロウもろとも床に伏せた。


　次の瞬しゆん間かん、気き圧あつが変化した。凄すさまじい爆ばく音おんが頭上を走り抜ぬけ、鼓こ膜まくを打ち据すえた。
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　ずしりと重たい熱波が降ふりかかり、肌はだを焙あぶって、のどと肺はいを焦こがす。一瞬でローストされたようだった。必死に這はいつくばるすぐ真上で、灼しやく熱ねつの炎ほのおがフラメンコを舞まっている。火炎放ほう射しや器きのレベルではない。まるでナパーム弾だんだ。


　熱波が去り、ふわりと外気が肌に触ふれた。


　ミミコは顔を上げ、息をのんだ。外が見えた。天井と壁かべが消えている。力場思念ハイド・ハンドで吹ふき飛ばしたのではない。焼き尽くしたのだ。その証しよう拠こに、ドア付近の木箱が辛かろうじて燃え残り、消し炭と化して燻くすぶっている。


　──カーサは!?


　ミミコは慌あわてて身体からだを起こしながら彼女を捜さがした。小屋はあらかたなくなっている。四方が開け、まるで物見台のような有様だ。情じよう報ほう屋やが倒たおれているのが目に入った。しかしカーサの姿はどこにも見えない。


「すばしこいな」


　ゼルマンがぼそりと言って後ろを振り返った。すると、四角く残ったドア枠わくから、小屋の外の地面に立つカーサの姿が見えた。


「ど、どうやって!?」


「ミミちゃん、穴あな！」


　起きあがったコタロウが指を指さして叫さけんだ。振ふり返れば、奥おくの床に穴が開いている。この小屋は高床式だ。ミミコとコタロウがいたため、ゼルマンの攻こう撃げきには死角があった。その死角を狙ねらい、床を突つき破って屋外へ逃にげたのだ。


「いや噂うわさ以上だ！　自じ慢まんの髪かみが台無しになるところでしたよ。やはり私の敵かなう相手ではなさそうだ。ここは大人しく退たい散さんするとしましょう」


「切れ者とは思えん台詞せりふだな。オレから逃げ切れると思うのか？」


　ゼルマンの冷れい徹てつな問いに、カーサは平然と首を竦すくめた。


「『夜会カヴン』の方々は豪ごう快かいだが、少々警けい戒かい心に欠けている」


「何？」


「我われらの差し入れを喜んで受け取って下さった。ちなみに言うと、間もなく日が沈しずみます」


　カーサは不ふ敵てきな微び笑しようを見せた。ゼルマンの視し線せんが、再ふたたび焼け残った木箱に飛んだ。


「貴き様さま……！」


「では失礼する、『緋ひ眼がんのゼルマン』。さらばだ、ミミコ。そして──望もち月づきコタロウ！」


　カーサはひと跳とびで土手の上に立つと、長ちよう髪はつをなびかせて走り去った。ゼルマンは一瞬追撃の気配を見せたが、結局あとは追わなかった。


　──逃げた……


　いや、ここは助かった、と言うべきだろう。ミミコは立ち上がると、ゼルマンに頭を下げた。


「ありがとうございました、ゼルマンさん。危あぶないところを……」


「……あいにくだが、ほっとしてる場合じゃなさそうだぜ」


　と、礼を述のべるミミコを遮さえぎって、ゼルマンは近くにあった木箱を蹴けった。軽い蹴りなのに、箱は粉々になる。


　その箱の中身も、やはり血けつ液えきパックだった。それをにらみ、ゼルマンがぼそりと言う。


「……奴らの血だ」


「え？」


　ゼルマンの視線がミミコに移うつった。彼の赤い瞳ひとみを見るうちに、ミミコの中で言葉が意味を結ぶ。全身が強こわ張ばる。


「……え？」


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血。その血は呪のろわれている。彼らに血を吸すわれるだけでなく、彼らの血をのんだ者も、血の呪いに感かん染せんするのだ。それにカーサは去り際ぎわになんと言った？　差し入れ？　『夜会カヴン』の吸血鬼たちに？　待て。彼らだけか？　部屋にはこんなに大量の血液パックがある。


　絶ぜつ句くするミミコを無視し、ゼルマンはコタロウに目を向けた。


「もういいな。あとは自分でやりな」


「うんっ。ゼルマンさん。ありがとう！」


　まだ事じ態たいをよくわかっていないコタロウが、満面の笑え顔がおでゼルマンに礼を言った。


　ゼルマンは、じっとコタロウを眺ながめていた。


「兄貴に言っておけ。奴やつは……」


　彼は何か言いかけたが、「いや」と途と中ちゆうで首を振った。


「……ふん。どうもお前といると調子が狂くるう。じゃあな。コタロウ。どうやらオレもやることができたようだ。またラーメン食おうぜ」


「うんっ」


　そして、ゼルマンは背せを向け、ポケットから抜ぬいた手を振りながら、階かい段だんを下りて去っていった。


　ミミコはまだ自失して立ち尽つくしている。


　──ぶ、部長に……部長に知らせて……


　しかし携けい帯たいはバッテリーが切れたままだ。「ミミちゃん？」と怪け訝げんそうなコタロウが、ミミコの腕うでを引ひっ張ぱる。


　その背はい後ごで──


　死体のように床ゆかに倒たおれていた情じよう報ほう屋やの身体からだが、ぴくり、と身動きをした。
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カーサは夕ゆう暮ぐれの運うん河が沿ぞいを走っていた。小屋から続く土手の上の道。対岸では、ほとんどの民家に明かりが灯ともっている。夜が近い。


「さて……」


　ミミコと移い動どう途中に、ザザから連れん絡らくがあった。ヤフリーがケインに捕つかまったらしい。いまザザが救出に向かっている。彼なら問題はないだろうが、そろそろ潮しお時どきだ。特区から脱出せねばならない。


　結局遺い産さんの情報はほとんど手に入らなかった。だが、成果がなかったわけではない。彼女自身は十分に楽しめた。


　特にミミコだ。彼女を知ることができたのは、大きな収しゆう穫かくだった。


　ザザの話では、調停部のトップは、あの陣内だという。かつて、香港で数々の交こう渉しよう──彼女や彼女の仲間たちが夢ゆめにも思わなかった交渉をまとめ上げ、ついには人と吸血鬼ブラツク・ブラツドの共同戦線を実じつ現げんしてしまった男。神父が人間側の英えい雄ゆうとするなら、彼は裏うら舞ぶ台たいの立役者だ。特区で何をしているのかと思えば、あんな少女を育てているとは。


　しかもあの少女はジローの案内をしている。おそらくは陣内の差し金だろう。彼の思おも惑わくが、なんとなく想そう像ぞうできる。油ゆ断だんできない。そして、それ故ゆえに愉ゆ快かいでならない。調停員コンプロマイザー。実に興きよう味み深い人種だった。


　──そして……


　望月コタロウ。


　カーサの表情が和なごむ。次いで、ナイフのように鋭するどくなる。


「また会えたな。友よ」


　部下は大おお勢ぜいいた。同どう志しも数多く、いまでは己おのれの半身ともいえる家族まで得た。


　だが、五百年以上にわたるカーサの人生で、友と呼よべる存そん在ざいは、いまも昔も二人だけだった。


　その二人はかつて恋こい人びと同士で、いまは兄弟になっている。


　と──


　カーサの足が止まった。


　彼女の翠みどりの双そう眸ぼうが、驚おどろきとともに見開かれる。その瞬しゆん間かんだけ、彼女は外見のままに、まだ若わかい一人の女じよ性せいに戻もどっていた。


　カーサの感覚に、懐なつかしい気配が伝わってきた。十年前のまま、一心不ふ乱らんになって、自らの血族の元へ駆かけつけようとしている。彼女はその気配がする方向へと目を向けた。


　運河沿いの道は、周囲の大地よりやや高い。間に雑ぞう木き林ばやしを挟はさんで、その向こうが第四地区フオース・ヤードの町工場が並ならぶ地ち域いきだ。カーサが捉とらえた気配は、そこを真まっ直すぐ小屋に向かっていた。距きよ離りにしておよそ八百メートル。頭の中がミミコやコタロウの安あん否ぴで占しめられているのだろう。気配を制せい御ぎよしているとはいえ、まるで彼女に気付こうとしない。


「……間抜けな護ご衛えい者しやめ。いまさら、そんなに必死になって」


　そうつぶやく表情が、まるではにかむかのようだ。


　この距離なら。カーサはそう思い、目を閉とじて精せい神しんを集中させた。自らの脈動を統とう一いつし、一定のリズムに練り上げる。そして己の気配を操あやつり、長なが槍やりの如ごとく突つき出した。


　カーサの気配がもう一つの気配に触ふれる。その瞬間、彼は狙そ撃げきされたように動きを止めた。大いに狼ろう狽ばいする気配が伝わってくる。彼女はじっと待った。すると、彼は慎しん重ちように彼女の方向へ感覚を向けてきた。ジリジリ忍しのび寄よってくる感覚。それが十分な距離に届とどいたところで、彼女はがっしりと捕つかまえた。


　──やあ、ジロー。


　思念を送る。すると、感覚が繫つながった相手から、言葉ではない、より原始的な思念が返ってきた。


　──カーサ……


　思念には様々な感かん情じようが付ふ随ずいしていた。恐おそれ。怒いかり。怯おびえ。悔かい恨こん。そして、抑おさえきれない懐なつかしさと、それを否ひ定ていしようとする意い志し。変わっていない。相変わらず、念話で話すのが下手だ。自分の感情を、まるきりさらけ出している。


　──ミミコさんをどうしました！


　──安心しろ。無事だ。あいつも、な。


　ジローの動どう揺ようが伝わってくる。弟がミミコといることを知らなかったらしい。カーサはクスリと噴ふき出した。彼が狼狽うろたえる様が懐かしかった。思わず胸むねが熱くなる。


　──愚おろか者め。君は、なんのために側にいる。単たん独どくで私に会わせるとは、愚ぐの骨こつ頂ちようだ。


　再ふたたびジローの感情が乱みだれた。ほとんど我われを失っている。


　カーサはやれやれと肩かたを竦すくめ、


　──狼狽えるな。今回は見み逃のがしたよ。邪じや魔まが入ったからさ。


　カーサは親切にも、小屋での一部始終をイメージにして伝えて遣やった。ゼルマンの姿すがたにジローが驚くのがわかった。だが、彼が聞いてきたのは別のことだった。


　──何をする気です、カーサ。


　──それは内ない緒しよだ。


　──死にますよ。特区には龍殿がいる。


　──香港にもいた。奴やつは死に、私は生き残った。


　──ふざけないで下さい。九クー龍ロン王はもういない。あなた方に勝ち目はない！


　とっさに自らの感情を隠かくしながら、カーサはうっすらと笑った。


　それは、どうかな？


　──お前はどうなんだ、ジロー？　私はいま、ここにいる。どうして斬きりにこない？


　問うと、ジローは黙だまり込こんだ。重い煩はん悶もん。迷まよいと苦く悩のう。が、やがて彼は言った。


　──あなたは我わが君を裏うら切ぎった。だが……弟の恩おん人じんだ。


　やっぱりか、とカーサはしかめ面をした。


　ヤフリーへの対たい応おうを聞いたときから、なんとなく想そう像ぞうはしていたが……


　──あのとき、あなたが我が君の遺灰を守ってくれていなければ、彼女が転生することはなかった。


　ジローの闇の母ナイト・マムは始祖ソース・ブラツドである。そして、始祖ソース・ブラツドの中には、自らが死んだあと、その遺灰の中から甦る力を有する者がいる。彼女はその一人だった。そうやって甦よみがえった姿すがたが、いまのコタロウなのだ。


　コタロウは彼女の生まれ変わりだが、記き憶おくを持っていない。灰はいになった時点で、何千年にわたる記憶は失われている。しかし、彼女は己おのれの死期を悟さとったとき、血族であるジローへと記憶を渡わたした。自らの記憶と力の根こん源げんである血を、ジローに吸すわせたのである。


　やがて時が来たとき、ジローは預あずかった血を彼女へと戻もどす。そのとき彼女は、自らが預けた血とともに、ジローの血をも丸ごと飲み干ほして一体と化すことになる。そうなって初めて、彼女は完全な転生を遂とげるのだ。そして、この血の伝でん授じゆこそ、ジローたち『賢けん者じやイヴ』の血けつ統とうが背せ負おった宿命なのである。


　ジローは彼女に吸きゆう収しゆうされるために、聖せい戦せんのあとを生き延のびてきたのだ。


　──カーサ。あなたを許ゆるす気はない。だが、自分のことはよくわかっている。私はあなたに向かって剣けんを振ふるうことはできないでしょう。


　鬱うつ屈くつしたジローの感情に、


　──暗い奴……


　とカーサは髪かみをかき上げ、嘆たん息そくした。


　──戦わないならどうする？


　──……逃にげますよ。もとより、あなた相手に剣を取って、勝てるとも思わない。


　──ほほお……


　だんだん苛いら々いらが募つのってきた。カーサは殊こと更さらに酷こく薄はくな感情を向けた。


　──甘あまいな。私は私の家族と共に王の意を継ついだ。私たちは、必ずや人の、そして他の血族たちの世界をひっくり返してやる。そして、たったいま決めたぞ。次は情なさけなどかけん。君も、アリスも、始末する。君たちは、刃は向むかわないからといって見逃すには危き険けんな血統だ。何より、もしあいつが甦れば、間ま違ちがいなく我われらの大たい望もうを妨さまたげんとするだろう。今後私はどこまでもつけ狙ねらい、『賢者イヴ』の血統を断たつ。


　──……！


　ジローの苦く渋じゆうがありありとうかがえた。カーサは、「ふん」と鼻を鳴らした。


　──ま、今日のところはここまでだ。だいぶ時間が差し迫せまってきた。


　──時間？　なんのことです。まだ何か企たくらんでいるのですかっ？


　──それが趣しゆ味みなんでね。


　冷れい笑しようを残して、カーサは念話を打ち切った。


　目を開ける。道の脇わきにある雑ぞう木き林ばやしは、何もなかったように強風に揺ゆれていた。


　カーサはしばらくそのまま立っていた。念話は切れたが、まだジローの気配は察知している。ジローもしばし立ち尽つくしていたが、やがて動きだし、追い立てられるように小屋の方向を目指して走っていった。


「……やはり、こっちには来ないか」


　カーサはつぶやいた。少しだけ寂さびしそうな響ひびきのするつぶやきだった。


　昔からそうなのだ。ジローは吸血鬼のくせに、いつもいつも一生懸けん命めいだ。だが、その熱意がカーサに向いたことは、ただ一度しかない。香ホン港コン聖せい戦せんにおける、ほんの一時期だけだ。それとて、彼が真に見ていたのは、彼女ではなく、失われた闇の母ナイト・マムだったのではないか。


　カーサは足を踏ふみ出したが、なおしばらく、後ろ髪がみを引かれる様子でジローの去る気配を追っていた。それから背せを向けて走り出した。


　走りながら携けい帯たいを取り出す。


「……ザザか？　情じよう況きようを開始しろ。こちらの用事はすべて終わった。特区から出る」





２







　その急きゆう報ほうがもたらされたとき、『カンパニー』本部第一情報管かん制せい室は騒そう然ぜんとなった。


「区内にて『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の感かん染せん者発生！」


　室内が恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいる中、ミミコからの報告に対たい応おうを進めていた陣内は、とっさに時計へと視し線せんを走らせた。


　日にち没ぼつまであと一時間。夜を待たずして仕し掛かけてくるとは。


「場所と規き模ぼは？」


「第五地区フイフス・ヤード月宮病院！　発はつ症しようしたのは、鎮ちん圧あつチームが収しゆう容ようした、ドックの吸血鬼十四名です！」


「なんだとっ」


　月宮病院は『カンパニー』が運うん営えいする病院だ。基本的に、吸血鬼は病や怪け我がからも自然回かい復ふくするが、銀による外がい傷しようを負ったときなどのために、彼ら専せん門もんの設せつ備びが整っている。ヤフリーを捕ほ虜りよにしたあと、ドックで倒たおれたまま意い識しきの戻もどらない吸血鬼たちを、この病院へ運んでいたのだ。


「病院の被ひ害がいは甚じん大だい。すでに二次感染が始まっている模も様ようですっ。それに、あそこは市街地のど真ん中だ！」


「すぐに鎮圧チームを急行させろ。事じ務む所しよが近いな。職しよく員いんも向かわせて一いつ般ぱん市民の誘ゆう導どうに当たる。対マスコミ班はんは情報操そう作さだ。張ジヤン部長はどこにいる？」


「わかりませんっ。少し前に席を外されて──」


「すぐ呼よべ。ケイン殿どのは地下だったな。彼にもすぐに来てもらえ」


　情報部は優ゆう秀しゆうだ。簡かん潔けつな指し示じにも、即そく座ざに反はん応のうし、行動に移うつり始める。


　──しかし……


　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが感染？


「オペレーター。月宮には『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が現あらわれたのか？」


「いえ。その情報は来ていません。ドックの吸血鬼たちが目覚めたあと、突とつ然ぜん暴あばれ出したと言っています」


　オペレーターの返答に、陣内も微かすかに頷うなずく。間ま違ちがいではないだろう。月宮は『カンパニー』の施し設せつだが、わざわざ襲しゆう撃げきをかけるほど敵てきにとって重要とも思えない。ドックの吸血鬼たちも身元は確かく認にん済ずみだ。特区に住んでいた小規き模ぼな血族のひとつである。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と繫つながりがあった可か能のう性せいは低く、彼らが奪うばい返しに来るとも考えにくい。


　──では、すでに感染していた？


　しかし、ケインの報告では、そんなことはなかった。なぜ意識を失ったままなのか不明ではあったが、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまっていたなら、ケインにわからないはずはない。第一、あの血けつ統とうに嚙かまれたなら、すぐに感染し、転化しているはずである。


　と、陣内の思考が何かに引っかかった。


　──嚙まれたなら、すぐに感染していたはず……


　ごく最近、同じことがあった。


「……オーギュスト・ワイカー」


　そうだ。ミミコの報告では、彼が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に転化する過か程ていも、時間がかかっていた。彼の転化が緩ゆるやかだったのは、彼が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に嚙まれたのではなく、その血をのんで感染したからだ。


「ドックの吸血鬼たちも、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血を……？」


　だが、どうして？　奴やつらの血をのむなど、奴らに襲おそわれるよりずっとあり得ないことではないか。


　──いやっ、待て！


　さっきのミミコの報告。小屋にあったという、吸血鬼の血けつ液えき。


　──……そういうことか……！


「調停員コンプロマイザー全員に緊きん急きゆう連れん絡らく。特区中の吸血鬼に、血液パックから血を吸すうことを禁きんじろ。最優ゆう先せんだ！　また、『カンパニー』製せい以外の血液パックを見た者はいないか至し急きゆう調べろ。今回の感染源げんは、それだ！」


　陣内の指し摘てきに啞あ然ぜんとしながらも、情じよう報ほう部員は下された指示を的確に伝え始めた。


　だが、と陣内は自問する。間に合うのか？　敵はもう発はつ症しようしたのだ。ミミコの話では、パックは大量にあったという。いったいどれだけの黒い血ブラツク・ブラツドが、特区の吸血鬼にばらまかれたのか。それを何人のんでいる？


「……いまの指示に追加。最近『カンパニー』製以外の血液パックを口にした吸血鬼。また、現げん在ざい体調が著いちじるしくおかしい吸血鬼を強きよう制せい拘こう束そくするっ」


　しかしどうやって？　どこに、どれだけいるかもわからない感染者──それも、発症後は脅きよう威いとなる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を、誰だれがどうやって拘束すればいい？


　そんなことが可能な人物は、彼の知る限かぎり一人しかいない。


「……誰か、セイ殿を……いや、いい。私が直ちよく接せつ行く」


　その場を情報部員に任まかせ、陣内は部屋を出た。


　胸きよう中ちゆうを冷たいタールが満たしていく。さっきの電話。ミミコは黄と会話もしないで、いきなり携けい帯たいを切っている。黄に現場へ向かってもらったが、ここからでは、まだ到とう着ちやくもしていないだろう。


「……無事でいてくれ」


　彼女には、これから長い時間をかけてやってもらわねばならないことがある。こんなところで死なれるわけにはいかないのだ。


　陣内は足を速めた。
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　最上階のコンベンション・ルームに籠こもっていたセイは、月宮病院での騒さわぎが起こると同時に『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の一次感染を察知していた。


　だが、動くことはできなかった。その少し前に、他の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配を見つけたからである。


　忘れもしない。香港では散々苦戦を強しいられた相手だ。『黒くろ蛇へびカーサ』その人である。不幸中の幸いにも、彼女は現在退たい却きやくしている。彼女を退けた気配はゼルマンのものだった。


『カンパニー』と敵対する彼が、どうしてカーサと対決することになったかまではわからない。が、そのゼルマンも、現在はカーサを追うことなく移い動どうしていた。『夜会カヴン』の集会所がある方向だ。そして、その集会所でも、いままさに二人の感染者が発症したところだった。


　狙ねらったように次々と現あらわれる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たち。特区の至いたるところに、その兆きざしが見られる。


　セイは聖せい戦せんで一度死んだあと、少年の姿すがたに転生していた。コタロウと同年代の少年だ。サングラスをかけた幼おさない顔が、言いようのない濃こい苦く渋じゆうにまみれていた。


　コンベンション・ルームのドアがノックされたとき、セイは座ざ禅ぜんを組んだまま動こうとしなかった。扉とびらに背せを向けたまま、


「……開いてる」


　と短く答えた。


　ドアが開かれ、本部で働く職しよく員いんの一人が顔を出した。


「失礼します、ミスター・セイ。瞑めい想そう中申し訳わけありませんが、いましがた非ひ常じよう事じ態たいが発生しました。すぐ管かん制せい室にお越し下さいと、陣内部長が──」


「やはり汝なんじか、『ウォーカーマン』」


　ぴたっ、と職員が口を閉とざした。顔が仮か面めんのように無む機き質しつになり、それからゆっくりと苦く笑しようを浮うかべた。


　仰ぎよう々ぎようしく跪ひざまずく。頭こうべを垂たれ、彼は慇いん懃ぎんに口を開けた。


「失礼しました、龍りゆう王おうセイ。東方の賢けん人じん。若わかき四神。香港と特区の夜を統すべ、赤と黒の血を加か護ごする王者。『真しん祖そ混こん沌とん』の直ちよつ系けいたる高こう貴きな血よ。かような姿で、かような拝はい謁えつをすることを、どうかお許ゆるし下さい。再ふたたびお目にかかれ光栄です」


「『ウォーカーマン』……それとも、古いにしえの通り『人渡りマン・ウオーカー 』と呼よぶべきか」


「いまはザザと名乗っております」


　彼は立ち上がり、もう一度頭を下げた。


『ウォーカーマン』と名乗ったが、彼は間ま違ちがいなく『カンパニー』の職員である。吸血鬼ですらない。普ふ通つうの人間だ。


　しかし、いまセイと受け答えしているのは、紛まぎれもない吸血鬼『ウォーカーマン』であった。


「汝は香港で死んだはず」


「はい。あのとき使っていた身体は、確たしかに灰はいとなりました。ただ、幸いにして私は、九龍王の血を継ついでいた。側にいた者を直前に転化させ、そちらに乗り移ったのです。本体を取り替かえたのは久ひさしぶりで、どうなることかと思いましたよ。それに惜おしいことをした。あれは、千年以上使っていたお気に入りの身体からだだったのです」


　唇くちびるに微び笑しようが浮かぶ。


『ウォーカーマン』は香港聖戦で『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に与くみするより遥はるかに古くから、吸血鬼たちの間で噂うわさされてきた長命の古血オールド・ブラツドだ。だが、吸血鬼には珍めずらしく常つねに単たん独どくで行動したため、どの血けつ統とうに属ぞくするのかはもちろん、正体のほとんどが謎なぞに包まれてきた。フィクサーとして知られ、多くの争そう乱らんの裏うらで糸を引いてきた危き険けん人物である。


　ただひとつだけ明らかになったのは、彼の手口だ。彼は常に誰かを操あやつることで、その存そん在ざいを露あらわにしてきた。視経侵攻アイ・レイドと同じ力だが、彼の場合は自分の精せい神しんを完全に対象の中へ憑ひよう依いさせてしまう。人や吸血鬼を次々に乗っ取ることで、夜だけでなく太陽の下でも世界中を渡わたり歩いてきたのだ。それ故ゆえ、いつしか彼は『人渡りマン・ウオーカー 』と呼よばれるようになった。もっとも、それとてローマ帝てい国こくが東西に二分する前の話で、いまでは『ウォーカーマン』の由来となった能のう力りよくを覚えている者は少ない。彼が自ら歴史の表舞ぶ台たいへ登場したのは、十年前の香港が最初で最後──となるはずだった。


「内通者は汝か」


「はい。苦労しました。人の身体からだを乗っ取っただけでは、『特区を自分の居い場ば所しよと思う者』という条じよう件けんに当てはまりませんからね。私は、あの身体を手に入れたあと、自らの記き憶おくを消し、六年間この都市に暮くらした。いまは記憶も元に戻もどしましたが、やはりあの身体に入っている間は、特区こそ私の故こ郷きようだ。白はく状じようしておきましょう。私はこの都市、好きですよ。香港より好きかもしれない」


　彼──ザザはそう言って、穏おだやかに笑った。


「……その街を、汝は牙きばにかけるか？」


「ここは『人と吸血鬼が共きよう存ぞんする都市』なのでしょう？」


　と、皮肉っぽく唇くちびるを吊つり上げる。


「『九龍の血統マイ・フアミリー』も吸血鬼ですよ？　仲間外れはひどい」


「…………」


　セイがゆっくりと座禅を解といた。ザザの顔に緊きん張ちようが走った。


　人の身体でなくとも、『東の龍王』を相手に勝ち目があるとは思っていない。だが、ザザにはザザの戦い方がある。


「龍王。私どもの目的は、とうにご承しよう知ちのはずだ。私は香港同様この都市を愛していますが、例の物さえ渡して頂いただけるなら、大人しく手を引──」


「黙れ」


　ゴオンと耐たえ難がたい圧あつ迫ぱく感がザザを襲おそった。ザザは為なす術すべもなくよろめき、片かた膝ひざを屈くつした。


「愛、と？　どの口がほざく。汝ら血統、我わが香港で何をしたか忘わすれたかっ」


　セイは何もしていない。ただ彼の、外見は子こ供どもにしか見えない偉い大だいな古血オールド・ブラツドの威いが、ザザの全身にのしかかっていた。


　脂あぶら汗あせが流れた。しかし、歯を食いしばって立ち上がる。彼もまた、長い時を生きた大吸血鬼の一人だ。


　座ざ禅ぜんを解いたセイも立ち上がっていた。まだ背せ中なかを向けたままだ。その小さく、底知れぬ背中を、ザザは怯ひるむことなく凝ぎよう視しした。


「取り引き、といたしませんか？　もう察知しておられるでしょう。いまあなたの特区には、我われらの毒が蔓まん延えんしつつある。種を明かしますと、毒というのは我らの血です。我々は絶ぜつ滅めつ寸すん前ぜんの血統でして、大事を成そうにも仲間の数が少なすぎる。ですから血けつ液えきだけをパックに詰つめて持ち込こみ、ばらまきました。この血は濃のう度どを調整していまして、これに口を付けた吸血鬼は、これから日にち没ぼつまでの間に転化を始めるはずです。いま発はつ症しようしているのは、その中の一番早い者たちだけだ。彼らが全員『九龍の血統クーロン・チヤイルド』となれば、特区は滅めつ亡ぼう。再ふたたび全世界を巻まき込んだ吸血鬼狩がりが始まるでしょう」


「…………」


　ザザはあっさりと空恐おそろしい計画を口にした。彼からは見えないセイの表ひよう情じようが、これ以上ないほど厳きびしく引き締しめられている。ザザの言葉が真実だと、セイにはわかっているのだ。このまま行けば、世界は再び暗い時代を迎むかえることになる。


「特区を故郷と思う気持ちは噓うそではありません。『結界』を破やぶったことが、その証しよう明めいです。灰かい燼じんに帰すのは、本意ではないのですよ。いまならまだ間に合います。私は陛へい下かに、いまどこにパックがあり、誰がそれをのんだのか教えて差し上げることができます。代かわりに陛下も、ひとつ私に教えてさえ下されば」


「…………」


「龍りゆう王おう。第十一地区イレブン・ヤードとは、なんです？　それはどこにあるのです？」


　広いコンベンション・ルームの空気が、弦げんのように張はり詰めた。酸さん素その濃度が低くなったかのように、ピリピリと沈ちん黙もくが痛いたい。


　やがてセイが言う。


「覚えておけ、九龍の子。余よは汝なんじらと、いかなる取り引きもせぬ」


「……特区を犠ぎ牲せいにして良いと仰おつしやるか？」


　セイが振ふり向いた。ザザは意外の念に打たれた。幼おさなき龍王の唇くちびるには、笑えみが浮うかんでいたのだ。太ふて々ぶてしく、誇ほこらしい笑みが。


「汝らに屈くつする特区ではない。去れ。いずれその本体、今度こそ灰はいにする」


「…………」


　ザザの口元が苦々しく結ばれた。「仕方ありませんな」とつぶやくと、懐ふところから小型無線のような機械を取り出した。


「では、より直ちよく截せつに陛下の慈じ愛あいに訴うつたえかけるとしましょう。私はこの身体に入ってすぐ、このビルに爆ばく弾だんを仕し掛かけました。あなたや吸血鬼ブラツク・ブラツドたちを吹ふき飛ばすには少量ですが、いま本部に詰める人間の七割わりは死ぬでしょう」


　ぴくっ、とセイの眉まゆが動いた。


「貴き様さま……」


「無ぶ粋すいな脅きよう迫はくで申し訳わけないが、今一度ご再さい考こう願いたい。第十一地区イレブン・ヤードはどこにあるのですっ。我が血統の至宝、返していただく！」


　切りつけるようにザザが問うた。


　そのとき、


「──ご心配なく。その爆弾はただいま解かい除じよして参りました」


　コンベンション・ルームのドアが開いた。ザザがぎょっとして振り返ったとき、飛来した白木の杭が、彼の胸むねの中央を穿うがった。


「が、あっ!?」


　ザザの両目が驚きよう愕がくに見開かれる。彼は口から真っ赤な血を吐はき、床に転てん倒とうした。


「あ、が……な、何者……!?」


「……ふむ。まだ人間でしたか。銃じゆうで済みましたな」


　張ジヤンだった。


　彼は、床でもがくザザを冷然と見下ろしながら室内に入り、落ち着き払はらった仕草で、爆弾の起爆スイッチを取り上げた。


「張っ。その者は……！」


「御お目め汚よごしいたします、ミスター・セイ。ですが、どうぞお構かまいなく。この者とて『カンパニー』職しよく員いん。敵てきの虜りよ囚しゆうとなった以上、こうなる覚かく悟ごはできていて当然でございます」


　涼すずしい顔でセイに告げると、張は再ふたたびザザを見下ろした。もはや彼は虫の息だ。だが、死にかけているのは、いま彼が乗り移うつっている身体に過すぎない。


　張は革かわ靴ぐつでザザの頭部を踏ふみ、視し線せんを合わせられないよう固定した。


「話は途と中ちゆうから聞きました。初めまして『ウォーカーマン』。高名な吸血鬼にお会いできて光栄だ」


「張雷レイ考カオ……『杭打ち師パイル・キラー』！」


「ご存ぞんじでしたか。恐きよう縮しゆくですな」


　この期ごに及およんでなお、張の表情は微み塵じんも揺ゆるがない。彼はいまでこそ『カンパニー』情じよう報ほう部を統とう括かつする立場にあるが、その半生を吸血鬼ハンターとして生きてきた。聖せい戦せんには参加していないが、くぐった修しゆ羅ら場ばの数たるや尋じん常じようではない。


「失礼ながら意見させて頂いただくと、先ほどの取り引きは、いささか釣つり合いが取れぬでしょう。お忘わすれですか？　特区の『結界』は出て行くときにも作用する。それは、一度招まねかれて『結界』を越こえた者も同じです。いかがでしょう？　もしあなた方が撒まき散らした血けつ液えきパックの行方ゆくえを教えて下さるなら、わたくしからもミスター・セイに『結界』を解とくよう嘆たん願がんいたしますが？」


　顔を踏みつけにしたまま、傲ごう然ぜんとして張は言った。ザザの身体が痙けい攣れんするように震ふるえ、血を吐はいた。笑っているのだ。


「貴様と、取り引きするほど……落ちぶれて……ない……」


「なるほど。確たしかにわたくしは、これまでずっと罠わなに嵌はめることで吸血鬼を狩かって参りましたからな。信用がないのは仕方ありません」


「それに……無用……」


「無用？」


「『結界』……は……どのみち……開く……」


　ザザの手が弱々しくセイに伸のびた。セイはその様子を、黙だまって見つめている。


「また……いずれ。再見ゾイー・ギン……セイ……」


　ザザの腕うでが床に落ちた。瞳ひとみから生気が失うせる。む、と張が顔をしかめた。


「……視線を介かいさずとも移い動どうし得うるのですか？」


「一度乗っ取った者なら可か能のうらしい。そやつの力。余よもいまだ量れぬ」


　セイが重苦しく言った。もぬけの殻からとなった死体を見る視線は、沈ちん痛つうである。


　張は死体の頭から足をどけると、セイに向かって謝しや罪ざいした。


「この者の動向がおかしなことに気付いたので、あとをつけたのですが……お騒さわがせして申し訳わけありませんでした」


「よい。それより」


「はい。残念ですが、この者の言うとおり、もはやミスター・セイの力なくして、事じ態たいの収しゆう拾しゆうは不可能かと。ですが、逆ぎやくに言えば、これが彼らの最初で最後の策さくでしょう。やはり『銀ぎん刀とう』の登場で、彼らも準じゆん備びが整う前に行動を起こさざるを得なかったようです。ここを凌しのげば、特区は保もつ。ただ……」


　張の双そう眸ぼうが厳きびしい視線を投げた。


「それには特区の、つまりは第十一地区イレブン・ヤードとやらの封ふう印いんを解いて頂かねばなりません」


「……いずれ話す。約束しよう」


　静かにセイは言った。張はさらに深々と頭を下げた。


　そのとき、階下の管かん制せい室から陣内が駆かけつけてきた。彼は部屋に張がいることに驚おどろき、床の死体を見て愕然とした。


「張部長、これは……!?」


「詳くわしくはあとで。それより、その様子だと下にも一報ぽうが届とどいたようですな」


「ご存ぞんじでしたか」


　陣内は頷うなずいた。彼もまた、セイの力を頼たよるしかないと考えてここに駆けつけたのだ。


　二人の人間の視し線せんを受けて、セイは深く息をついた。


　ゆっくりとサングラスを外す。


　現あらわれた少年の顔は、なぜか両目を閉とざしていた。いまだけのことではない。サングラスに隠かくされていた彼の両目は、特区の開発が始まったとき以来、十年間ずっと閉ざされたままだったのだ。


　その目ま蓋ぶたがいま、ゆっくりと微び動どうし、持ち上がっていく。


「……この場の後事は任まかす。人々の混こん乱らんを鎮しずめよ」


　張と陣内は姿し勢せいを正して拝はい礼れいした。


　そして、『東の龍りゆう王おう』セイの瞳が、十年の時を経へて世界を映うつした。
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　扉とびらが開かれたとき、ヤフリーは混こん沌とんとした意い識しきをそちらに向けた。


　いよいよ尋じん問もんが始まるのか？　吐はくつもりは毛頭ないが、敵てきの吸血鬼は強大だ。彼の意い志しなど木こっ端ぱ微み塵じんにされるかも知れない。


　が、部屋に入ってきた男の第一声を聞くと、たちまち意識が正気づいた。


「うわ。こりゃひどい……大だい丈じよう夫ぶかいヤフリー君？」


「……兄あに貴き！」


　部屋に入ってきた男には見覚えがある。扉の外で監かん視し役についていた鎮ちん圧あつチームの隊員の一人だ。身長が一九〇センチ近い、がっしりした体たい格かくの男である。ところが、ひげを生やした強こわ面もての巨きよ漢かんが、いまは子こ供どものように豊ゆたかな表ひよう情じようを見せている。


　兄のザザが憑ひよう依いしているのだ。そう言えば鎮圧チームの中にも端たん末まつがいるようなことを話していた。


「銀にニンニク、聖せい水すいに十じゆう字じ架か。照明は太陽光。血けつ統とう云うん々ぬんどころか手て当あたり次し第だいだ。人間はこういうとき、ほんとに容よう赦しやないね。自分が正しいと信じてるとき、彼らは平気で醜しゆう悪あくな真ま似ねをする。ま、僕が言うのもなんなんだけど」


　ザザはぷりぷりしながら部屋の奥おくに進み、銀ぎん鎖さで壁かべに磔はりつけにされている弟の拘こう束そくを解いた。ヤフリーは立つこともできず兄の腕うでに倒たおれ込んだ。まだ血脈が乱みだれたままなのだ。


「これはケイン・ウォーロックの仕し業わざだね。彼とやり合ったのか？」


「……ああ」


「なら運が良かった。ほんとなら灰はいになってる」


　当然のように言う台詞せりふが、鋭するどい棘とげとなってヤフリーを傷きずつけた。


　ザザは弟を床ゆかに座すわらせると、一度外に出て、他の隊員を一人引きずってきた。手足を銃じゆうで撃うたれて、ぐったりと気き絶ぜつしている。憑依したあと、他の監視役を殺して、中に入ったのだろう。室内に広がる血のにおいに、ヤフリーの牙きばが疼うずいた。
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「ほら。まだ生きてる。取りあえず血を吸すっておきなさい」


　ヤフリーは獰どう猛もうな声を出すと、すぐさま隊員ののどに牙を立てた。気を失っていた隊員が苦しげな呻うめき声を出す。だが抵てい抗こうはできない。吸血鬼ブラツク・ブラツドは血を貪むさぼり尽つくし、隊員が完全に死に絶たえたあとで、ようやく彼を放した。


「……くっ」


　目蓋の裏うらで火花が散った。


　奥歯を嚙かみしめ、自分の足で立ち上がる。まだふらついたが、新たに取り入れた新しん鮮せんな血が、体内を駆かけめぐるのがわかった。心しん臓ぞうが力強い鼓こ動どうを取り戻もどす。若わかき『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、急速に回かい復ふくし始めた。


「お兄ちゃんの警けい告こくを軽視するからこういうことになるんだ。これでわかったろう。君は強いが、古血オールド・ブラツドとタイマン張はるのは百年早い。肝きもに銘めいじておくがいい」


　吐はき捨すてるように言う兄に、ヤフリーはひと言も言い返せなかった。自分の愚ぐ行こうは、身に染しみてわかっている。戦いに負けたことは悔くやしいが、それ以上に、兄の手を煩わずらわせたことが情なさけなく、申し訳わけなかった。


「……すまねえ」


　と目め尻じりに涙なみだまで滲にじませてヤフリーはうなだれた。


　すると、その様を見たザザが、ふっと苦く笑しようして弟の額ひたいをつついた。


「ＮＧ」


「なっ？」


「戦う前ならともかく、いまその態たい度どは感心しないな、ヤフリー君。いまこそ君は君らしく、『次は負けねえ』と刃は向むかって来なきゃいけない。さっきはああ言ったがね。君は僕らにとって貴重な戦力だ。古血オールド・ブラツドとタイマン張るのに、百年は待てないよ」


「兄貴……」


「さあ。もう行こう。お姉ちゃんも用は済すんだそうだ。これから僕たちは特区を出る」


「これから？　すぐにかよ？」


「ああ。すぐもすぐだ。一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。さっき龍りゆう王おうに拝はい謁えつしてきたところだ。いまにも追っ手が来るぞ。そいつらを蹴け散ちらしての強行軍になる。ついてこれるね？」


　ザザが弟の頭に手を置き、短い髪かみをくしゃくしゃとかき回した。日ひ頃ごろは毛け嫌ぎらいする兄の仕草に、ヤフリーは黙だまって頷うなずいた。





３







　第一情じよう報ほう管かん制せい室しつに飛び込こんだケインは、特区を襲おそった事態に牙を鳴らして歯は軋ぎしりした。


「クソッ。ドックでそうと気付いていれば……！」


　彼もすでに吸きゆう血けつを済ませ、ヤフリーと戦った際の傷は癒いえている。いますぐにも飛び出して行きたいところだが、こうも広こう域いきにわたって感かん染せん者が相次いでは、彼一人ではどうしようもない。


「現げん時じ点てんで確かく認にんされた感染者は三十二名。うち十二名は死し亡ぼうを確認していますが、残りは次々に周囲を襲っています！」


「一番ヤバいのはどこだっ？」


「最初に発はつ症しようした月宮病院ですっ。五分前に鎮ちん圧あつチームが出動。到とう着ちやくは七分後の予定！」


「他は野放しか……」


「報告します！　第三地区サード・ヤードでも『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を確認。協定血族ですっ。現地に向かった調停員コンプロマイザーが負ふ傷しようしました。以後連れん絡らくが途と絶だえています。感染者数は不明っ」


「駄だ目めですっ。マスコミを抑おさえ切れません！　ＳＥＴＶのスタッフが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の映えい像ぞうを捉とらえました。現げん在ざい局に掛かけ合って放映を差し止めさせていますが、他局からはライブ班はんが出た模も様ようです！」


「ナ、第九地区ナイン・ヤードに死者！　目もく撃げき者が出ました。現場は恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいりつつあります！」


　次々届とどく凶きよう報ほうに、鳩尾みぞおちの辺りが冷たくなる。香港聖せい戦せんより十年。セイの理想を求めて心血を注いできた都市が、音を立てて崩ほう壊かいしていくようだった。


　だが諦あきらめるわけにはいかない。『九クー龍ロンショック』以降、夜の世界は昼の世界からの銃火にさらされ、数え切れない吸血鬼が土に還かえった。あの数年間で、いったい何十の血けつ統とうが絶たえたことだろう。千年の長きに匹ひつ敵てきする黒い血ブラツク・ブラツドが、無む惨ざんに流されていったのだ。


　十年が経たって、ようやく夜の世界は安定を取り戻しつつある。だが、いまの夜の世界に、第二の『九クー龍ロンショック』を耐たえ抜ぬく力はない。


　しかし、懸けん命めいに対たい応おう策さくを講こうじるケインの許もとに、さらなる凶報が届いた。


「大変です！　地下の捕ほ虜りよが脱だつ走そうしました。つい先ほどガードを破やぶって、本部ビルの外に！」


「なんだと！」


「映像出ますっ。中央モニター！」


　オペレーターの絶ぜつ叫きようと共に、管制室の壁へき面めんを占しめるディスプレイのひとつが映像を切り替かえた。


　本部ビル正面のライブ映像だ。見た瞬しゆん間かんに戦せん慄りつした。路面にガラスの破は片へんが散らばり、アスファルトにひび割われが走っている。二台の車しや輛りようが大たい破はし、バイクが一台炎えん上じようしていた。


　画面の隅すみには、舗ほ道どうに倒たおれる人ひと影かげが映うつっていた。他に人影がないのは、逃にげ去ったあとだからだろう。音声は入っていないにもかかわらず、いま通りに巻まき起こっている一いつ般ぱん人の悲鳴が聞こえてくるようだ。


　ヤフリーの姿すがたはとっくに消えていた。だが、即そく座ざに解かい放ほうした感覚に、遠ざかる吸血鬼ブラツク・ブラツドの気配をはっきりと捉とらえることができた。彼は表通りを突つき進んでいる。この、新市街区ニユー・ヤードのど真ん中を。


「あのガキ……！」


　怒ど髪はつ天を衝つくようだった。情報を得るため当然の処しよ置ちだったとはいえ、あのとき殺しておけばよかったと痛つう恨こんの思いがした。


　そのときだ。


　ケインの全身が落らく雷らいを受けたように硬こう直ちよくした。彼は頭上を見上げた。最上階の一室。そこに、特区中に拡かく散さんしていた、ある力が集結しつつあった。


　悠ゆう久きゆうの時を自らの力に変えた豊ゆたかな血流。満月の恵めぐみにも似にたその脈動が、刻こつ々こくと鼓こ動どうを高めていく。見つめるケインの顔に歓かん喜きが浮うかび、目が、牙きばが、吸血鬼のそれへと自然に変じていた。


「龍りゆう殿どのっ！」


　即そく座ざに、


　──ケイン。


　まるで天が直ちよく接せつ人界に下したような、荘そう厳ごんな念が降ふってきた。ケインの全身に震ふるえが走った。


　──ここにっ。


　──区内の穢けがれ、余よが払はらう。カーサと『ウォーカーマン』を追え。


　──『ウォーカーマン』ですと!?　まさか生きて……ではヤフリーを連れ出したのは？


　──あやつだ。『結界』は解とかれた。


　そうだ。喜んでばかりはいられない。セイが力を取り戻もどしたということは、特区全ぜん域いきに張はり巡めぐらされてた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を閉とじこめる『結界』がなくなったということなのだ。いま彼らは、自由に外へと逃げ出すことができる。


　──逃のがせばのちの禍か根こんとなる。ここで断たて。できるか？


　──死力を尽つくして。


　全ぜん霊れいで答え、ケインは念話を打ち切った。


　ついさっきまでの怒いかりと焦しよう燥そうは、完かん璧ぺきに払ふつ拭しよくされていた。代わりに、熱した鋼こう鉄てつの如ごとき戦意が、手足の先まで充じゆう満まんしている。ヤフリーを捉えたときなど比くらべものにならない。いまケイン・ウォーロックは、聖せい戦せん時の力を完全に取り戻していた。


「聞けっ。『東の龍王』が自ら特区鎮ちん定ていに出向かれた。情じよう報ほう部はこれより情報規き制せいに全力を挙げろ。また、ヤフリー・趙チヤオの逃とう亡ぼうルートを全面閉へい鎖さ。俺おれも打って出る！」
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「……そうか。よし。わかった。そちらは任まかせるぞ。なんとしても特区のたがを外すな」


　尾お根ね崎ざきは厳きびしく言い放って携けい帯たいを切り、彼を不安そうに眺ながめる面々を睥へい睨げいした。


　場所は本部ビル第一会議室。席を占しめるのは『カンパニー』幹かん部ぶたちである。


「張からだ。たったいまミスター・セイが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』討とう伐ばつに向かった。ミスター・ケインも出るらしい。これで事じ態たい収しゆう拾しゆうへの、取りあえずの目め処どがついた」


「目処がついた？　とんでもない！」


「その通りです！　彼らにこの混こん乱らんを鎮しずめられるという保ほ証しようはありません」


　尾根崎の発言に、幹部たちは一いつ斉せいに反はん論ろんし、罵ば声せいを上げた。哀あわれなほど取り乱みだしている。


「落ち着けっ」


　と尾根崎が声を上げても、一向に効こう果かがなかった。


「鎮ちん圧あつチームは一体何をしているのだっ。こういう非ひ常じよう時のためにこそ、高い予算を割いているのではないか！」


「最終的な被ひ害がい総そう額がくがどれほどになるか想そう像ぞうもつかない。いや、特区そのものの存そん続ぞくも危あやういですぞ」


「……そのようなことは、とうに覚かく悟ごの上だ。それをなんとかすることにこそ、『カンパニー』の存そん在ざい意い義ぎがある。違ちがうか？」


　尾根崎の眼がん光こうが、発言した幹部を貫つらぬいた。しかし、彼は青ざめつつ、きっぱりと首を振ふる。彼もまた、伊だ達てに『カンパニー』上じよう層そう部に籍せきを置いている訳わけではない。


「残念ですが、すでに手て遅おくれです、会長。現げん時点で、目もく撃げき者は膨ぼう大だいな数に上っている。もはや、どうあっても隠いん蔽ぺいは不ふ可か能のうだ」


「その通りです。特区が吸血鬼ブラツク・ブラツドの巣そう窟くつであることは紛まぎれもない真実だ。一度でも疑ぎ惑わくの目を向けられれば、いままで通りにはいかなくなる。遠からず世界中に露ろ見けんするでしょう」


「尾根崎会長」


　と幹部の一人が直言する。『カンパニー』創そう設せつ以来の、古ふる株かぶの一人だ。


「下火になったとはいえ、吸血鬼に対する反感は、あらゆる国家、あらゆる組そ織しきに根強く残っている。そして、特区が企き業ぎよう体たいに支ささえられた都市である以上、世間を敵てきに回した時点で、立ちゆかなくなるのが道理です」


「……いいだろう。君の意見は認みとめよう。だが、ならばあくまで隠かくし通せばいい。特区中の人間に箝かん口こう令れいを敷しいてでも、情報の漏ろう洩えいを遮しや断だんするのだ。特区の真実は厳げん守しゆする。どんな手しゆ段だんを用いてでも、闇やみの中に秘ひ匿とくするのだっ」


　頑がんとして尾根崎は言った。言われた幹部は弱々しく頭を振った。それから、急に口調を改め、きっぱりと返事した。


「二代目。いまは昔とは違う。十年前のようにはいかんのですよ」


　尾根崎の眼まな差ざしが大きく揺ゆらめいた。彼の口元がギリギリと硬かたくなる。


　そんな会長の反はん応のうを知りながら、幹部は切々と続ける。


「二代目のお気持ちはお察しします。痛いたいほどわかる。自分はまだ昨日のことのように覚えてますよ。特区を出てった二代目──まだ二は十た歳ちそこそこだった若わかが、オックスフォードを出て、大企業のお偉えら方を引き連れながら凱がい旋せんされた日のことを。震ふるえましたぜ。あれほど誇ほこらしい思いをしたことはねえ。あのときからずっと、自分は二代目について行くって決めたんだ。その思いは、ここにいる奴やつら全員一いつ緒しよです」


　彼は一度言葉を切って、周りの幹部たちを見回した。一同が一人残らず頷うなずくのを、尾根崎は無言で見つめていた。


「特区を作ったのは、吸血鬼どもじゃあねえ。無む論ろん、金だけ出してでかい面してるＣＥＯ組合マネー・キヤビネツト でもねえ。いまある特区を作ったのは、ここで生まれ、ここで育ち、海外企業を説き伏ふせて連れてきた二代目──あんただ。ゴミ溜だめみてえだったこの街を、あんたがこんなにも立りつ派ぱにしたんだ」


　世辞や追つい従しようではない。彼の言葉には真しん剣けんな思いが込められていた。


　いまではこの部屋にいる人間以外に知る者とてないが、『オーダー・コフィン・カンパニー』の前身は、当時の特区に星の数ほどもあった弱小暴ぼう力りよく団だんの、つまりはヤクザの組だった。尾根崎は、その組長の息子むすことして、この地に生を受けたのだ。


『九クー龍ロンショック』以前、特区と呼よばれる前の埋うめ立て地は、現げん在ざいの旧市街区オールド・ヤードの広さしかなかった。そしてそこは、世界中から行き場をなくした者たちが集まる、吹ふき溜まりに過すぎなかった。日本の政府や企業もとうに見放し、経けい済ざい的発はつ展てんなど夢ゆめのまた夢。暴力と貧ひん困こんが蔓延はびこる一大スラムだったのである。尾根崎は、そのスラムから血の滲にじむ辛しん苦くの末に脱だつ出しゆつし、渡と英えいした。そして、『九龍ショック』直後、第二の香港の候こう補ほ地を探さがす海外企業に誰だれよりも早く新天地特区のイメージを呈てい示じし、荒あれ果てていた埋め立て地から暴力団やマフィアを一いつ掃そうして、彼らを誘ゆう致ちしたのだ。


　香港を追いやられた吸血鬼たちに、いち早く接せつ触しよくしたのも彼だった。陣内という男を招まねくことで夜の世界とのパイプを繫つなぎ、さらに張を招しよう聘へいして彼の豊ほう富ふな経けい験けんと知ち識しきから教えを請こうた。セイの理想とする「人と吸血鬼の共きよう存ぞん」に理り解かいを示しめしたのも、彼ならではの決けつ断だんだ。なんといっても、当時は世界中の人々が血ち眼まなこになって吸血鬼狩がりに奔ほん走そうしていたのである。そんな最さ中なかにあって、彼だけはやがて来るだろう吸血鬼との新たな歩み寄よりを見み据すえていた。それらの行動はすべて、いまようやくにして実を結びつつある。


「だが、いけません。今回ばかりは早過ぎる。世間が吸血鬼ともう一度向き合うには、少なくともあと十年はいるでしょう。それも、今回の件けんが公おおやけになれば、十年が三十、五十年になる。いや、ひょっとすると二度とは来ないかもしれない。逃にげて下さい、二代目。特区を離はなれるんだ。『カンパニー』のケツは自分らが持ちます。だからどうか──あんたは、次の特区を作ることができる人間なんだ。こんなところで倒たおれていい人じゃない」


　直言した幹かん部ぶは、尾根崎の目を直ちよく視しして語った。そこには、ここ数年、彼自身も忘わすれていた、極ごく道どうの面つら構がまえがあった。


　尾根崎の視線が、他の者にも順に移うつっていく。彼らも皆みな同じだった。元もと組員だった者は、いまではここにいる半数に満たない。それでも、彼らは全員、かつての埋め立て地を知っていた。だからこそ、ここでの体験を、血とし、肉とし、骨こつ格かくとして屹きつ立りつする、尾根崎ミタカという男と命運を共にしてきたのだ。


　長い沈ちん黙もくが落ちた。だが、誰一人として身じろぎもしなかった。


　やがて、尾根崎は目を閉とざした。


　目を閉ざしたまま、言った。


「……お前たちの気持ちはわかったよ。礼を言う。そして……ふざけるな」


「二代目っ。自分らは──」


「黙だまれ！　貴き様さまら、私を舐なめるのもたいがいにしろ！」


　凄すさまじい一いつ喝かつだった。恫どう喝かつには慣なれきった幹部たちが、思わず身を竦すくませた。


「逃げろだと？　特区を離れろだと！　誰に向かって口を利きいているっ。私は『カンパニー』会長だ！　組そ織しきを残し、どの面下げてここを出るのだ！　そのような屈くつ辱じよくを、私が良しとすると思うか！」


　ダンッ、と尾根崎の拳こぶしが会議室の机つくえを叩たたいた。火のような眼がん光こうが、一同を圧あつ倒とうしていた。


「よく聞け。二度とは言わん。私は、ここで生まれ、ここで育ち、ここに帰ってきた。死ぬのも、ここだ！　特区が滅ほろびるなら、喜んでもろともに滅びる。誰にも口出しなどさせん。わかったな。二度と戯ざれ言を吐ぬかすな！」


　誰もが息をのんでいた。そして、知らず背せ筋すじを伸のばしていた。


　部屋に入ったときの苦く渋じゆうが消え去っていた。男たちの目に、生気が戻もどっていた。


「もう一度言う。どのような手しゆ段だんを用いても構わん。隠いん蔽ぺい工作と情じよう報ほう操そう作さに、心血を注げ。お前たちは十年にわたり、特区の命脈を保たもってきた。今一度、その力を示しめせ。これは、この地に生きる者の使命だ。いいな。お前たちは、それができるのだ。『カンパニー』の長として命じる。私にお前たちの力を寄よこせ！」


　轟とどろくように、尾根崎は命じた。拒きよ否ひする者はいなかった。


　そして、『カンパニー』はついに、その真しん価かを発はつ揮きし始めた。
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　通り過ぎる通行人に恐きよう怖ふと恐きよう慌こうを振ふりまきながら、ヤフリーは特区の市街を駆かけ抜ぬけていた。


　天候のためか交通量は少ない。が、それでも彼が通ったあとは、阿あ鼻び叫きよう喚かんが起こっている。アスファルトを踏ふみ抜くように走る彼の足音は、そのまま特区崩ほう壊かいの足音として真新しいビル街に轟いていた。


　が、その足音が唐とう突とつに止まった。


「こ、こいつは……」


　強風を全身に受けながら、ヤフリーが背はい後ごを振り返った。


　さっき脱だつ出しゆつした本部ビル。その頂ちよう上じよう付近に、とてつもない気配が現出しようとしていた。特区全ぜん域いきから力が引き寄せられ、一点に集中している。その中心に、一個この意い志しがある。その意志が、まさに動き出そうとしている。


　まるで古代の神が光こう臨りんしているような光景だった。そして、それはある意味正解なのだ。いま、あそこにいる存在は、人の文明と比くらべられるほども長く生きてきた存在である。それを神と呼よばずなんと呼ぶのか。


「あれが……『東の龍りゆう王おう』か……」


　自らの卑ひ小しようさに、ヤフリーは目眩めまいを覚えた。


　だが、兄たちはかつて、あの存そん在ざいと対等に渡わたり合ってきたのだ。一歩も退ひかず、堂々戦火を交えたのだ。その姉弟の一人として、敵かなわぬまでも屈くつ服ぷくするわけにはいかない。


「……けっ。所しよ詮せん同じ吸血鬼ブラツク・ブラツドじゃねえか。天てん変ぺん地ち異いを起こせるわけでもねえ。馬ば鹿かでかい気配なんか、兄あに貴きたちで慣れてらあ！」


　それは強がりだったが、いまのヤフリーは強がることを恥はじとは思わない。ただ強がっている自分を認みとめ、できる限かぎりのことをやるだけだ。


　ヤフリーは再ふたたび走り出した。全身全ぜん霊れいで走った。


　やがて運うん河がに突つき当たった。特区の道は、どの道であってもいつかは運河に当たる。


　そして、河か岸しの手すりの向こうには、小型の高速艇ていが浮うかんでいた。その運転席にいる男が、ヤフリーを確かく認にんして声を上げた。


「こっちだ、ヤフリー！　乗って！」


　あれも兄だ。ヤフリーは大きく跳ちよう躍やくして、高速艇に飛び乗った。


　その直後だ。


「ヤフリーっ。防ぼう御ぎよだ！」


　ザザが叫さけんだ。とっさに──それでも全力で力場思念ハイド・ハンドを展てん開かい。そこへ、怒ど濤とうの衝しよう撃げきが降ふり注ぎ、高速艇が大きく上下した。


　遠距離力場思念きよりハイド・ハンド。この感かん触しよくはケイン・ウォーロック。


「ケインだっ。奴やつが来た！」


「わかってる。出すよ！」


　言下に、ザザは高速艇をスタートさせた。


　もはや嵐あらしの上陸はすぐそこだ。運河上は突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、波は激はげしく揺ゆれている。その乱みだれ狂くるう水面を蹴け立てながら、高速艇は運河を下り出した。


　幸いというか、普段は多くの船せん舶ぱくが行ゆき交かう運河にも、嵐を前にして船の姿すがたはない。高速艇は全速で運河を突き進むことができた。


　だが、背後から迫せまる気配は、刻こく一刻と距離を詰つめている。鬼き気き迫る戦意だ。これだけ離はなれていても鳥とり肌はだが立った。


　次は負けない。そう心の中で呪じゆ文もんのように念じるヤフリーだったが、一度体験したケインとの戦いは、彼の中に拭ぬぐいがたい恐怖を刻きざんでいた。昨日までの彼とは違ちがった。いま再さい戦せんして勝てるとは思えない。


「おいっ。もっと飛ばせよ兄貴！　これじゃ追いつかれるぞっ」


「やってるよ！　でも波が荒れてるんだ。これ以上は無理だって！」


「陸走った方が速いぜっ」


「ひ、ひどいっ。お兄ちゃんは人間の身体からだなんだぞ？　お兄ちゃんを見み捨すてて自分だけ逃にげようって言うのか？　せっかく助けてあげたのに。この恩知らずぅ！」


「お前死んでも平気じゃねえかっ。さっきのゴツイ身体も乗り捨ててきたんだろ!?」


「いやあ。あれはほら。タイプじゃなかったし」


　目を剝むいて怒ど鳴なる弟に、兄はのんきな笑い声を返した。とはいえ、ザザも酔すい狂きようで水路を脱だつ出しゆつ路ろに選んだわけではない。


「流れる水は吸血鬼の感覚網もうにも影えい響きようを及およぼす。運うん河がの上なら龍りゆう王おうの感覚にもノイズが生じるはずなんだ。多少は」


　もちろん、それは微び々びたるものだろう。セイには『カンパニー』のバックアップもついている。彼らの位置を把は握あくするのは容易たやすいことのはずだった。


　しかし、そうした微々たる効こう果かを幾いく重えにも積み重ねるのが、『ウォーカーマン』のやり方なのだ。雨あま樋どいの一滴てきでも、岩に穴を穿うがつことができる。長い時間を生きた彼は、小さな力を結集させることの重要性を弁わきまえていた。


「……ま、気休めだけどね」


　無数の策さく謀ぼうを重ねるよりも、これと定めて放つ一刀が道を切り開くことがある。だが、それは彼の担たん当とうではなかった。彼は十年前の香港で、自らにない資し質しつを仲間に頼たよるということを学習した。数千年生きた彼が会え得とくした中で、それこそが最大の教訓である。


　そして現げん在ざい、彼には必殺の一刀を放ちうる、心強い家族がいる。彼をして姉と認みとめせしめた、気まぐれで豪ごう胆たんな女じよ傑けつが。


「ほらほら、ヤフリー！　しっかり防御して。いまのヤバかったぞ！　またあの地下室に戻もどりたいの？」


「くそっ。嫌いやみなことを……やってるよ！　マジに！」


　だが、ケインの攻こう撃げきは徐じよ々じよに威い力りよくを増ましてきた。まるで底なしだ。しかも力の増ぞう加かだけでなく、攻撃の精せい度どまで上がっている。どうやら、ドックで対たい峙じしたときのような油ゆ断だんは、期待できない情じよう況きようらしい。


　ヤフリーは最初から全力だ。本部で血を存ぞん分ぶんに吸すっていなければ、とうに息が上がっていただろう。


「畜ちく生しよう……いま特区じゃ、例のパックをのんだ連中が、次々転化してるころだぜ？　なのに、あの野や郎ろう、まるで動どう揺ようしてねえ！」


「龍王が動いたからな。ケインは彼の信しん奉ぽう者だ。特区のことは彼に任まかせて、自分は僕らを叩たたきのめすのに集中してるんだろうさ」


　セイとの会談を思い出しているのか、ヤフリーに説明するザザの表情が苦い。交こう渉しようは決けつ裂れつに終わり、とうとうセイを本気にさせてしまったのだ。しかし、結界を解とくにはああするしか手がなかった。いまある情況がベスト。そう信じて行動するしかない。


「わからねえっ。いくらセイがスゲエつっても、奴やつは一人だぜ？　どうやって特区中の感かん染せん者を抑おさえるつもりなんだよ？」


「龍王は奇き門もん遁とん甲こうに通じている。いわんや特区は彼の庭だ。瞬しゆん間かん移い動どうであちこち顔出しちゃ、片っ端ぱしから薙なぎ倒たおしてくんだろうさ。桑くわ原ばら桑原」


　兄の台詞に、ヤフリーはいよいよ青ざめた。それはつまり、そちらが片かたづき次し第だい、セイも彼らの追撃に加わるかもしれないということである。そして、そうなった瞬間、あの巨きよ大だいな気配が高速艇ていの隣となりの座ざ席せきに現あらわれるということだ。


「……愉ゆ快かいなとこだな、特こ区こはっ」


　ヤフリーはやけっぱちにぼやいた。


　他の船がいないため速度が出せるのはありがたい。だが、逆ぎやくにケインの攻撃にも容よう赦しやがなくなりつつある。


　のしかかる重じゆう圧あつに船体が軋きしみ、それが弛ゆるんでヤフリーが息をついた瞬間だった。いきなり重みから鋭するどさに攻撃パターンを変えたケインの力場思念ハイド・ハンドが、高速艇の運転席を貫つらぬき、その屋根をむしり取った。


　船がデタラメにタンゴを踊おどる。ザザとヤフリーの悲鳴が、飛び込こんできた強風に飛ばされた。


　屋根と壁かべが破は壊かいされ、高速艇の運転席が剝き出しになった。前方に続く運河。左右に広がる特区の街並なみ。左手の岸の遊歩道を、一人の男が高速艇と併へい走そうしていた。


　ケインだ。燃もえ盛さかる狼おおかみの眼がん光こうと、ヤフリーはまともに目を合わせた。まだ姉の残ざん留りゆう思念は残っている。視経侵攻アイ・レイドを受ける心配はない。だが、脳のう裏りを過よぎる先の戦いの記き憶おくが、瞬間的に身体から自由を奪うばった。


「ヤバイっ。飛び移うつる気だぞ！」


　ザザが警けい告こくを叫さけぶ。しかし竦すくんだヤフリーは力場を展てん開かいすることもできない。


　ケインが大地を蹴けった。その身体が舞まい上がり、鷹たかのように高速艇に迫せまる。


　そこへ、ケインの数倍鋭く跳ちよう躍やくした影かげが、疾しつ風ぷうのように横から突とつ出しゆつして割わり込んだ。


　二つの人影が空中で交こう錯さくする。驚愕するケイン。嘲あざ笑わらう、黒くろ髪かみの美女。


　ケインは乱らん入にゆう者に弾はじき返され、運河へと落下した。水飛沫しぶきが上がる。その飛沫が落ちきらないうちに、彼の身体が水面下から飛び出す。


　ケインは力場思念ハイド・ハンドで足場を作り、それを蹴って遊歩道に戻った。ケインを蹴飛ばした乱入者は、軽やかに身を捻ひねり高速艇に降おり立った。


　吹ふきつける強風が、黒い長ちよう髪はつを戦旗のようにたなびかせた。


　ザザが安あん堵どの息をつき、ヤフリーが快かい哉さいを上げる。


　岸のケインがずぶ濡ぬれのまま歯は嚙がみし、唸うなるような声を落とした。


「カーサ様……！」


「よう、ケイン坊ぼう。勝負はこれからだ。陽気に行こうぜ」


　カーサは牙きばを剝むき、かつての従じゆう僕ぼくへ笑いかけた。


「もっとも、お前一人じゃ荷が重いかな？　恨うらむなら相あい棒ぼうを恨むんだな。あの不ふ甲が斐いない軟なん弱じやく者ものを……」





４







　カーサが去り、ゼルマンが去った小屋で、まだミミコは動けずにいた。


　ゼルマンがいなくなった直後、もともと腐くさりかけていた階かい段だんが、破壊の余よ韻いんで倒とう壊かいしてしまったのだ。ミミコはコタロウの協力を得て、ようやく小屋の外へ下りることができた。


　──たったこれだけのことなのに……


　カーサやゼルマンの圧あつ倒とう的な力を見せつけられた直後だ。ミミコは砂を嚙むような無力感を味わっていた。


　しかも携けい帯たいが使えないために、ここで起きたことを上司に報ほう告こくすることさえできていない。特区にばらまかれた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血けつ液えき。これほど重大な情じよう報ほうをつかみながら、自分はスカートをまくり上げて、あちこちにできた擦すり傷きずに泣きそうになりながら、小屋の柱にしがみついていたのだ。


　──くそう……くそう……っ！


　何度も何度も繰くり返し罵ののしりながら、気力が尽つきないよう自らを奮ふるい立たせる。それがミミコにいまできる精せい一いつ杯ぱいだった。


　空はもう完全に黒雲に覆おおい尽くされていた。分ぶ厚あつく歪いびつな雲が、特区上空で渦うず巻まいてる。上空でも猛もう烈れつな風が吹き荒あれているに違ちがいない。ときおり大地まで下りてくる風は、それを想そう像ぞうさせて余あまりあるほど強かった。


　ようやく地面を踏ふみしめたミミコは、身体を屈かがめて息をしていた。


「ミミちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「……え、ええ……なんとか……ありがとう、コタロウ君」


　ミミコが礼を言うと、コタロウはなんでもないという顔で笑った。


　彼が駆かけつけてくれなければ、いまごろ自分はどうなっていただろう。そもそも、今日一日、カーサはずっとミミコといたのだ。想像すると背せ筋すじが震ふるえた。


　──あたしは、なんて、危あぶない橋を。


　ヒバリの忠ちゆう告こくが今いま更さらながら胸むねに染しみた。古血オールド・ブラツド同士の戦せん闘とう。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の謀略。特区崩ほう壊かいの危機。これは、一いつ介かいの調停員コンプロマイザーが──いや、十七歳さいの子こ供どもが首を突つっ込んでいい世界ではない。


　──でも……


　汗あせの浮うかぶ顔で、ミミコは固く目を閉とじる。


　でも、これしかないではないか。もう一度、ジローに会うためには。


　もう一度会って、もう一度話すのだ。そうでなければ、自分は納なつ得とくできない。おそらく、二度とこれまでのような気持ちで、調停員の仕事に戻もどることができなくなる。仕事だけではない。特区というミミコの居い場ば所しよに、真まっ直すぐ向き合うことができなくなってしまう。


　──もう一度……もう一度だけ、ジローさんに会って……


　会って──それで？


　それで、何かが変わるのか？


　ミミコの疲ひ労ろうに忍しのび寄よるかのように、その疑ぎ問もんはぱっくり口を開けて彼女をのみ込んだ。


　特区の情じよう勢せいは、今日一日で激げき変へんしている。もしカーサの思おも惑わくが通れば、昨日までの特区は失われてしまうだろう。そんな都市に、ジローを住まわせることができるのか？　ジローがコタロウと共に、生活すると思っているのか？


　そんな馬ば鹿かな。絶ぜつ対たいにあり得ない。カーサの危き険けんが迫せまっただけで、いち早く身を隠かくしたジローではないか。彼女のばらまいた血液に吸血鬼たちが手を出せば、特区は香港と同じ末路へと突き進む。そんな場所に、どうしてジローがコタロウを住ませるものか。


　もう無理だ、と投げ遣やる声と、いやまだだ、と頑かたくなな声がミミコの中でせめぎ合った。


　そのとき、


「ミミちゃん」


　とコタロウがミミコの肩かたを叩たたいた。


　うつぶせていた顔を上げる。すると、少年は、まるでロケットの打ち上げを遠望するかのように、淡あわい憧しよう憬けいにも似にた感かん嘆たんの眼まな差ざしで運うん河がの向こうを見つめていた。


　指を上げて、遥はるかな摩ま天てん楼ろうを指す。


「見て。セイだ。スゴイや。まるで龍りゆう神じん様さまみたい……」


「……え？」


　ミミコは身体を起こしてコタロウの視し線せんを追った。彼女の目には何も映うつらない。いつもの見み慣なれた光景が、暗雲の下で嵐あらしに備そなえているだけだ。


「セイ？　『東の龍りゆう王おう』がいるの？」


「うんっ。スゴイなあ……きっと特区のピンチに駆けつけようとしてるんだね」


「……彼が？」


　セイは特区の大陸系吸血鬼けいブラツク・ブラツドの頂ちよう点てんに立つ吸血鬼だ。紀元前から転生を繰くり返す、特区では群ぐんを抜ぬいて格かく上の古血オールド・ブラツドである。だが、その力の強大さ故ゆえに、自ら動くことがなかった。ただ存そん在ざいするだけで特区をあまねく守しゆ護ごするのが、セイという吸血鬼なのである。


　そのセイが腰こしを上げたという。にわかには実感がわかなかった。


「あ。ケインさんもいるよ！」


「ええっ？　わかるの？」


「うん。なんでだろ。変だなあ。いつもはわかんないのに……あっ！　さっきの悪者がケインさんの方に走ってる！　大だい丈じよう夫ぶかな。ゼルマンさんはどこに──って、うわっ！　いまのあれ、ゼルマンさん？　スゴイ。本気だとあんな迫はく力りよくなんだ。びっくりしたあ……」


　コタロウは独ひとりで盛もり上がっていた。しかし、本当にそんなことがわかるのか？　吸血鬼が他の吸血鬼の気配を探さぐれることは知っている。しかしいまコタロウが口にしているのは、対岸の情じよう況きようだろう。ゼルマンのことが本当なら、もっと離はなれているはずだ。そんな広範はん囲いにわたって他者の姿すがたを見るなど、並なみの吸血鬼にできることではない。


　呆あつ気けにとられるミミコの傍かたわらで、いつしかコタロウは両目を閉とざしていた。


　運河沿ぞいには、いまも途と切ぎれることなく横よこ殴なぐりの風が吹ふきつけてくる。その強風の中に立ち、風の歌声に耳を澄すませながら、コタロウは天使のような顔でゆるやかに笑う。


「うーん、セイがいたってことは、あそこが『カンパニー』の本部だよね？　あ、この人たち知ってるや。昨日のホテルにいた……あれ？　この気配ってフェリーにいた人じゃないっけ？　なんでこんなとこにいるんだろ」


　コタロウが興きよう味み深そうに耳を澄ませる。


　そして閉じていた目を開け、透すき通ったマリンブルーの瞳ひとみをミミコに向けた。


「ここはいい街だねえ、ミミちゃん。ミミちゃんが大好きなのがよくわかるな」


「え？」


「だって」


　コタロウは両りよう腕うでを広げて、まるで特区を腕に包み込むように、ぐるりと回して見せた。


「みんな、こんなに一生懸けん命めいになって、この特ま区ちを守ろうとしてるよ？　ミミちゃんだってそうじゃない。昨日からずっと、あんなに頑がん張ばってくれたのは、ミミちゃんがそれだけ特こ区こを好きだからでしょう？　だからぼくたちにも住んでほしいって思ってくれたんだよね？　みんなにそんなに好かれてるなんて、すごく素す敵てきな街だと思うよ」


　コタロウは莞かん爾じとして笑った。


「ありがとう、ミミちゃん」


「…………」


「ミミちゃん、とてもいい場所に連れて来てくれたよ。ぼくらラッキーだ」


　ミミコは立ち尽つくす。伸のばした両手でスカートを握にぎり締しめる。


　強い風がミミコの全身に吹きつけていた。髪かみは乱みだれ、スカートの裾すそは派は手でに翻ひるがえっている。顔中煤すすまみれ。手足は打ち身と擦すり傷きずでズキズキ痛いたい。


　しかしミミコはじっと立ち、唇くちびるを嚙かみしめてコタロウを見つめた。


　大きく開けた瞳に、涙なみだが滲にじんでいた。


　いまにも泣き出しそうだった。


「ねえ、ミミちゃん。お願いがあるんだけど」


「……なに？」


「兄あに者じやのことさ。ミミちゃんからもう一回説得してみてよ」


　ね、とコタロウが両手を合わせる。ミミコの視し界かいが揺ゆれた。彼女はうつむき、いよいよ固く唇を嚙みしめた。


「でも……ジローさんは……」


「うーん。そうだよね。兄者ってば頑がん固こだからなあ……でもぼくが言っても聞いてやくれないし。ぼくさ。なんとなく、ミミちゃんしかいないなって思って会いに来たんだ。お願いだよ、ミミちゃん。ぼく、特こ区こに住んでみたい。そのために来たんだから」


　──え？


　最後のひと言に、ミミコの心しん臓ぞうが大きく跳はねた。


　ジローが特区に来た目的。コタロウはそれを知っているのか？


　ミミコはしゃがみ込こんでコタロウに視線の高さを合わせた。


「コタロウ君。ジローさんはどうして特区に来たの？　その目的を君は知ってるの？」


　問いかけると、コタロウは「ああっ」と泡あわを食って目を泳がせた。


「いや、それは、その……」


「知ってるのね」


「で、でも、兄者からは絶ぜつ対たい秘ひ密みつだって……指切りしちゃったし……」


　コタロウが困こまった様子で頰ほおをかく。ミミコはたまらず、彼の肩かたを両手でつかんだ。


「お願い！　聞かせて、コタロウ君。あたし、どうしても知りたいの。ジローさんは何をしに特区にやって来たの？　ここで何をするつもりなの？」


　第十一地区イレブン・ヤード。香港の遺い産さん。カーサとの因いん縁ねん。今日一日、ミミコの胸むねを苛さいなんだものたちが、いま一いつ斉せいに彼女の中に湧わき起こった。


　ジローはいずれ死ぬ。他でもない、弟のために。でも、その死を前に聖せい域いきを離はなれたのはなぜか？　死を覚かく悟ごした彼は、何を思ってここに来たのか？


　ミミコは縋すがりつくようにコタロウに懇こん願がんした。無言のプレッシャーに、コタロウは眉まゆ根ねを寄よせて散々唸うなったあと、


「あ、兄者には内ない緒しよだよ？」


　ミミコは頷うなずいた。ようやくコタロウは笑え顔がおに戻もどると、あっけらかんとして言った。


「ぼくの友達を作りに来たんだ！」


「……え？」


「ほら。ぼくずっと聖域にいて、友達っていったらクマのバウワウしかいなかったからさ。姫ひめさまやクロウはずっと年上だしね。だから兄者が、それではいけないって、外の世界に出ることにしたんだ。外の世界を学びながら、人や吸血鬼の友達を作りなさいって」


　ミミコが言葉を失う。ぽかんとした彼女に、コタロウは照れくさそうに言う。


「第一号はミミちゃんかな？　ぼくらもう、友達だよね？」


　まるで──


　空を覆おおう嵐あらしが消し飛び、輝かがやかしい陽光が真まっ直すぐ降り注いだようだった。


　世界が明るさを増ました気がした。陽光の下で、ついさっきまでミミコの中を蝕むしばんでいた様々な疑ぎ惑わくが、その卑ひ小しようさをつまびらかにさせていた。


　なんてつまらない。なんて些さ細さいなことに、自分は足を取られていたのだろうか。なぜ、そんなことがわからなかったのか。


　横浜で、そして特区で。兄弟と交かわした何気ない会話の数々が、その体温と共にミミコの胸に充みち満ちた。


　答えはそこにあったではないか。


　香港の遺産？　あたしは馬ば鹿かか。あのジローが──つまらないことに文もん句くを言い、つまらないことに顔をほころばせ、つまらないことに片かた意い地じになっていた、あのジローが、そんな大それたものに執しゆう着ちやくするわけがない。


　彼が求めていたものは、いつももっと身近にあった。ミミコたちの生活の、すぐ側に。


　ミミコの全身を瞬しゆん時じにして血が駆かけめぐった。熱い血ち潮しお。赤い血流レツド・ブラツド 。何を卑ひ屈くつになることがあるか。赤い血レツド・ブラツドは、決して黒い血ブラツク・ブラツドに劣おとってなどいない。


　二つの血は、等しい価か値ちを持っている。


「わかったわ、コタロウ君」


　火傷やけどしそうな声で、ミミコは言った。


「あたしに、任せて」


　コタロウは頷うなずいた。そして、恐おそる恐るつけ加える。


「それとね……拳げん骨こつは覚かく悟ごしてるけど、それより上はどうかどうか許ゆるしてくれるようにも、頼たのんでくれるとぼく嬉うれしいな……兄者に」


　いつの間にか強こわ張ばっている笑顔で、「あはは……」とコタロウが指を向ける。


　その先を振ふり返り、ミミコは弾はじかれたように立ち上がった。


「ジローさん……」


　そこに、ジローが立っていた。









　　五章　運河は、海へ
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　嵐の夕ゆう暮ぐれ、運河沿ぞいの道で、ミミコとジローは向き合った。


　コタロウはミミコの後ろに隠かくれるかのようにして、びくびくしながら兄に手を振っている。ミミコは彼の前で、真っ直ぐにジローを見み据すえている。


　ジローは二人の無事な姿すがたを見て、安あん堵どのあまりため息をこぼした。


「よかった」


　と万ばん感かんの思いを込めて言った。


「二人とも無事でしたか。本当に、よかった」


　ジローの目が弟を見つめる。コタロウがびくりと全身を緊きん張ちようさせた。


　だが、ジローは怒ど鳴なるどころか、いまにも泣き崩くずれそうになった。


「コタロウ。まったく、お前という奴やつは……」


「あ、兄者……」


　予想と違ちがう兄の反はん応のうに、コタロウが戸と惑まどいを見せる。


「怪け我がはありませんね？」


「……うん」


「カーサに……黒くろ髪かみの女にも、何もされませんでしたね？」


「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。ゼルマンさんが追っ払ぱらってくれた」


「そうですか……よかった。私は、つくづく情なさけない兄だ。でも、お前が無事で、本当によかった」


　ジローは絞しぼり出すようにつぶやいた。恥はじも外聞もない。これほど脆もろい印象のジローを見るのは、ミミコはもちろん、コタロウも初めてだった。コタロウは思わず、ミミコの前に飛び出していた。


「ごめんなさい、兄者。ぼく、ミミちゃんに謝あやまりたくて……」


「わかっています。お前の気持ちを汲くまなかった、私も悪かった。でも、もう二度としないで下さい。お願いですよ、コタロウ？」


「うん……うん、兄者。ほんとに、ごめんなさい」


　もらい泣きをしたコタロウが、洟はなをすすって謝った。


　その後ろで兄弟の再さい会かいを眺ながめながら、ミミコはダイヤモンドのような確たしかな確かく信しんを得ていた。


　ジローだ。昨日の夜、別わかれ際ぎわに見た『銀ぎん刀とう』ではない。あれは、ミミコの知るジローだ。そして、あれこそが彼の素す顔がおだ。人も吸血鬼ブラツク・ブラツドも関係ない。あそこで弟に向き合っているのが、彼女が会いたかった、望もち月づきジローだ。


　さあ行け、葛かつ城らぎミミコ。


　特とく殊しゆ能のう力りよくなんかいらない。牙きばも爪つめも不要。ここが、お前の戦場ステージだ。


「また会えたわね、ジローさん」


「ミミコさん……」


　ジローがミミコに顔を向けた。気まずそうな表ひよう情じようだった。昨日の晩ばんのことを気にしているのだ。


　おくびにも出さないまま、ミミコは胸むねの中で意地の悪い微び笑しようを浮うかべる。ほら。慣なれないことをするものだから。これであたしが一歩リード。心理戦でのアドバンテージ。


「どうやってここに？　あ、そうか。コタロウ君の居い場ば所しよはわかるんだっけ？」


「……いいえ。ヒバリさんから話を聞きました？」


「ヒバリちゃん？　あの子に会ったの？」


「リンスケのツテですよ。それも、元はケインの協力があった」


「……そっか。ヒバリちゃん、リンスケさんと連れん絡らくが取れたんだ。それで……」


　ミミコはしばらく考える。それから、ニヤリと笑ってみせる。


「ふーん……てことはあれかな？　あたしに会うために、嫌いやがってた他人に頼たよってまで、駆かけつけてくれたの？」


　そうではないと察しながら、意地悪く質しつ問もんする。案の定、ジローはいよいよ渋じゆう面めんになって、ばつが悪そうに目を逸そらした。


「いいえ……私はもうあなたと会うつもりはありませんでした。コタロウが、あなたに会いに行くと言って行方ゆくえ知れずになったから……それであなたを捜さがしたんです」


　──やっぱり。


　コタロウが独ひとりで現あらわれた訳わけがわかった。二人の態たい度どを見ていて想そう像ぞうしたのだが、間違いではなかったようだ。


「ヒバリさんには言いましたが……ミミコさん。私の結けつ論ろんは昨日と同じです。私たちはこれ以上特区にはいられません。あなたもさすがに懲こりたでしょう？　あのカーサって奴やつは、昔からの腐くされ縁えんでしてね。何を考えているかわからない女だ。あなたが私の案内をしたというだけで、姿すがたを偽いつわってまで張はりつくような女です。しかも強力で狡こう猾かつな吸血鬼だ。私と関かかわっていれば、いつまた彼女の毒どく牙がに晒さらされるか、わかったものではない」


「……ふむ」


　ジローの台詞せりふを聞いていると、カーサの言っていたことが思い出される。


「なるほど……確かにちょっとうじうじしてるかな？」


「え？」


「ううん。なんでもないわ。あなたの言う通り、なかなかエキセントリックな人だったから」


「そ、そうですか？」


　ジローの顔にきょとんとした疑ぎ問もんが浮かんだ。なぜかおかしくなってくる。


　──これは、あの人の方がジローさんより一枚まい上手みたい。


「でもねえ、ジローさん。確かに危き険けんで──いまも特区を滅め茶ちや苦く茶ちやにしようって許ゆるせない人ではあるけど、でも、話の通じない人じゃなかったよ。不思議な人だった。ひどい目に遭あうとこだったけど、もう少し落ち着いた情じよう況きようなら、また話してみたいかな」


「ば、馬ば鹿かなことをっ。彼女が何を言ったか知りませんが、彼女は『黒くろ蛇へびカーサ』と異い名みようを取った策さく謀ぼう家です。あなたは騙だまされているだけだ」


　そうかもしれない。だが、そうではないかもしれない。わずかな会話の印象だが、調停員コンプロマイザーたるミミコは、彼女もジローに負けないひねくれ者であることを見み抜ぬいていた。彼女の本心がどこにあるかまではわからないが、ジローが言うような単たん純じゆんな悪あく党とうではない。


「あの人、ジローさんにすごくこだわってたわ」


　そろりと誘さそいを向けると、ジローはあっさり乗った。


「でしょうね……ミミコさんに話したかどうか知りませんが、あいつは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまる前、私や、私の闇の母ナイト・マムと親しかったのですよ。そして、それを裏うら切ぎったのです」


　ジローの顔がやり切れない苦く渋じゆうに歪ゆがんだ。それを慎しん重ちように見計らいつつ、ミミコは次の言葉を投げる。


「あなただけじゃない。コタロウ君のことも気にしてた。彼女、知ってるのね」


　予想以上の反はん応のうがあった。ジローは「くそっ」と吐はき捨すてると、地面の土を蹴けり上げたのだ。コタロウがビクリと身を竦すくませた。


「毒どく蛇へびめっ。彼女を裏切るだけでは、まだ飽あきたらず……」


「そうまで言うことないんじゃない？　向こうは別に憎にくんだり恨うらんだりしてなかったわよ？」


　いぶかしげに問うと、ジローは押おし黙だまった。どのような葛かつ藤とうが生じているのか、じっと鉛なまりのような視し線せんを地面にぶつけている。


「……そう」


　とジローは独どく白はくした。


「そう……彼女は私たちを憎んでいるわけではない。私は……私は本当に彼女の真意がわからないのです。十年前からずっと。香港で、あいつは彼女を裏切った。なのに、コタロウは助けてくれた。彼女の行動はいつも気まぐれだ。私はそれに百年振ふり回されてきた」


「コタロウ君を助けた？」


　ミミコが問い返すと、ジローはハッとして口を閉とざした。言うつもりのないことまで言ってしまったらしい。


　──これは、相当込こみ入ってるな。


　カーサの名を聞いてからというもの、ジローの行動は浮うき足だった。それは、そのまま彼の当とう惑わくを映うつしていたのだろう。彼自身も何が最良かわからないまま、それでも誤あやまった選せん択たくをするわけにはいかないという立場に追い詰つめられていたのだ。


　そして選んだのが、すべての危険に背せを向けて、コタロウのために身を隠かくすという選択だったのである。


「……間ま違ちがってるよ、ジローさん」


「え？」


　ジローが顔を上げる。ミミコは凛りんとした顔で繰くり返す。


「逃にげるのは間違ってる。会ってわかった。あの人は、あなたが逃げれば、どこまでも追うよ。たぶん、そういう人だ」


「…………」


　ジローがマジマジとミミコを見つめる。視経侵攻アイ・レイドなどまるで恐おそれず、ミミコは彼の瞳ひとみに視線を合わせた。


　ジローの瞳は、ミミコの言葉を認みとめていた。カーサはどこまでも、ジローたちを追うだろう。必死に否ひ定ていしたがっているが、本心では、そのことを疑うたがっていない。


　よし。ミミコは大きく息を吸すって、吐いた。


「ジローさん。あたしたちと一いつ緒しよに、特区に住みましょう」


　ジローの目め尻じりがぴくりと震ふるえた。


「さっき言いました。私の結けつ論ろんは変わりません」


「だからさ。それは間違ってる」


「あなたに何がわかる。私たちが生きる世界は、それほど甘あまいものではない」


　鋭するどい視線でジローは反論した。ミミコはあえて鼻で笑って見せた。


「結果だけ見てちょうだい。今日一日、あなたコタロウ君のために何をしたの？　なるほど、ずいぶん青くなって冷や汗あせかいたみたいだけど、それってコタロウ君のために役に立ったかしら？」


「なっ……」


「コタロウ君のピンチを助けたのは、あなたじゃなくて、昨日あなたがけんか腰ごしになってたゼルマンさんだもんね。どう、これ？　これってみっともないとか言ってる段だん階かいじゃないよね？　そのときあなた、まだコタロウ君の居い場ば所しよすらわかってなかったのよ？」


　二人の間の空気が、ピリピリと逆さか立だち始めた。


　コタロウが青い顔になって、おろおろと兄とミミコに視線を飛ばしている。


「ミ、ミミちゃんっ。ぼくが頼たのんだのは、そういうことじゃなくて……」


「いいから君は黙だまってて。どうなの、ジローさん。コタロウ君の方が気まずい顔してるわよ？」


　ジローは両目を細めてミミコをにらんでいた。彼が初めてミミコに向ける、剣けん呑のんな目つきだ。唇くちびるからわずかに牙きばがのぞいている。


「……私を怒おこらせたって無む駄だですよ」


「邪じや推すいだわ。あたしはただ客観的な事実を言ってるだけ。それが挑ちよう発はつに聞こえるんなら、これ以上説明することもないわね。ジローさん、自分でわかってるってことだもん」


「なんですって……」


「それとも、自分を誤ご魔ま化かすつもり？　都合の悪いことから目を背そむけて！」


　ここぞと、ミミコの舌ぜつ鋒ぽうが火を噴ふいた。武む者しや震ぶるいが芯しんまで走った。


「何が護ご衛えい者しやよ。自分一人で全部背せ負おい込んで、自分一人で必死になって、そのあげく守りたい人を危き険けんにさらして！　周りの迷めい惑わくも顧かえりみず、あたふたしちゃってさ。そんなの、ただの自じ己こ満足じゃない。それでどうして、コタロウ君が守れるものですか！」


　その瞬しゆん間かん、ジローの双そう眸ぼうが怒いかりの火に燃もえた。


　牙が伸のび、気配が噴き出る。彼の黒くろ髪かみすら逆立っているかのようだった。コタロウが蒼そう白はくになる前で、ジローはまさに敵てきに食くらいつくように身を乗り出した。


　昨日の晩ばん。オーギュストやヤフリーと戦っていたときのジローだ。


　ミミコの身体からだ中じゆうの毛け穴あなが開く。


　ビリビリと電流が走る。


　本ほん能のう的な恐きよう怖ふが湧わき起こり──


　しかし、ミミコはそれを受け入れた。


　──ああ。


　とミミコは嘆たん息そくし、自分自身を誇ほこりに思った。


　ああ大だい丈じよう夫ぶだ。もう怖こわくない。


「どうなのっ。何か言いなさいよ、ジローさんっ」


　ジローは牙を剝むいた。瞳ひとみが煌こう々こうと輝かがやいた。


「生意気な人間め」


　吸血鬼は言った。


「たかが十数年を生きただけの小こ娘むすめが、古血オールド・ブラツドに意見するか」


「青あお臭くさい吸血鬼」


　少女は答えた。


「その百年、あなたは何をしてきたの？」


　吹ふき荒すさぶ強風の中、異ことなる血を持つ二つの種族は、互たがいの眼がん光こうをぶつけ合った。


　こんなときなのに、ミミコはなぜか愉ゆ快かいだった。馬ば鹿かげたことだと思いながら、カーサの気持ちがわかる気がした。


　どうして自分は、こんなにもジローとコタロウにこだわっているのだろう。


　二人のことは好きだ。ひねくれ者に能のう天てん気きだが、まだ会って二日しか経たっていないが、それでもミミコは二人に強く惹ひかれていた。そして、これからは、もっとずっと親しくなれるかもしれないという、淡あわく楽しい予感がある。


　しかしだ。だからといって職しよくを投げ出し、生命まで危険にさらして、しかも当の相手からこれほどの敵意をぶつけられながら、なぜ自分は一歩も退ひかないのだろう。


　──似てるからだ。


　あたしたちは似にている。コタロウの言葉が、ミミコの中で揺ゆるぎない核かくとなって、燦さん然ぜんと輝いていた。


　あたしたちは、自分たちだけでは生きていけない。


　だから仲間を求める。だから友達を必要とする。それが異なる種族でも。人間と吸血鬼ブラツク・ブラツドも。


「コタロウ君を守る方法はひとつだけよっ」


「知った口を……」


「聞けっ！　さあ、ごらんなさい。いま現げんにコタロウ君は無事じゃない。あなたさっき、あんなに安心して泣きそうだったじゃない。どうして？　そんなこともわからない？　みんながあなたに力を貸してくれたからよ！　特区のみんなが、あなたとコタロウ君を大事に思ってくれたから。あなたたちが二人きりじゃなかったからじゃないっ！　違ちがう？　そうじゃないとでも言うつもりっ？」


「…………！」


　吸血鬼の両目が大きく見開かれる。ミミコは斬きり込む。渾こん身しんの一刀を無心に振ふるう。


「カーサがどれだけ手て強ごわいか、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がどれだけ厄やつ介かいか。そんなのジローさんだってわかってるでしょう。他のみんなだってわかってる。だからいま、みんな必死に力を合わせて戦ってるのよ！　独ひとりじゃ敵かなわないから。みんなそうだから。でも、みんなで戦えば勝てるから。大事なものを守れるからっ」


　叫さけび声を重ねるうちに、新たな力が湧わき出してきた。次から次からへ。どくんどくんと血が脈打つように。


　それは、彼女が初めて体験する経けい験けんだった。どこからか、彼女のことを見守っている存そん在ざいが、彼女のために力を分け与あたえてくれるようだった。


　知らず、ミミコの意い志しと力がシンクロする。重なった鼓こ動どうが、口から独りでに紡つむがれていく。


「いつだったか、あなた言ったよね？　吸血鬼の本ほん質しつは血だ、って。カーサたちは大きな血流よ。特区を丸ごとのみ込もうって、馬鹿でかい流れだわ。それに比くらべてあなたの血は小さい。たかが百年時を経へただけの、ちっぽけな流れにすぎない。でも、特区には、あなたと同じ志こころざしを持つ人がいる。いくつもの気持ちが、あなたと同じ方向に流れてる。あなたはそこに加わるべきなの。自分自身のために。周りのみんなのために。何よりコタロウ君のために！」


　そしてミミコは、その脈動に導みちびかれるように、閃せん光こうの如ごとき言葉を放った。


「それで初めて、あなたはカーサと渡わたり合える。どんな潮ちよう流りゆうにもびくともしないような、大たい河がになれる。そして──」





　いつかそれは、母なる海へ。





　そう口にした瞬しゆん間かん、ミミコは我われに返り啞あ然ぜんとした。


　自分が口にしたことの意味がわからなかった。いや、わからなくはないが、それは明らかに彼女の器うつわを越こえた意味を含がん蓄ちくした言葉だった。


　──あ、あたし、いま……？


　不意に横から注がれる視し線せんに気付く。コタロウだ。


　気がついたとき、コタロウが無言のまま、じっとミミコを見つめていた。


　目が合うと、彼は笑った。あれ、と思う。


　──コタロウ君……だよね？


　だが、ミミコの戸と惑まどいはジローの反はん応のうを見たとき一気に加速した。


　ミミコの言葉を聞いたジローは、まるで心しん臓ぞうを貫つらぬかれて磔たつ刑けいに処しよされたように、色を失って立ち尽つくしていたのだ。


　もう吸血鬼ブラツク・ブラツドの片へん鱗りんはない。それどころか、完全に茫ぼう然ぜん自失としている。あまりに劇げき的な反応に、ミミコ自身も混こん乱らんを隠かくせなかった。


「ミミコさん、あなたは……いったい……」


　ジローが魂たましいすら抜ぬけたような口振りで口を開ける。ミミコは答えない。答えることができない。


　そのとき、


「ミミちゃん！　後ろ！」


　コタロウが叫んだ。反はん射しや的に後ろを向く。


　小屋の上に人ひと影かげがあった。彼は巨きよ大だいなライフル銃じゆうを両手に持っていた。


　植物状態だった情報屋。彼はいま、ミミコに銃口の狙ねらいを定めている。舌した先さきが唇くちびるを舐なめる。その瞬間、唇の下の牙がのぞく。


「いまなら弟よりこっちかな」


　つぶやき、彼は引き金を引いた。銃声が甲かん高だかく木こ霊だまする。同時にミミコは突つき飛ばされていた。


　ジローだ。着ちやく弾だんはジローの肩かたを抉えぐり飛ばした。鮮せん血けつがミミコの頰ほおに付着する。悲鳴より先に次の銃声。その次。さらに次。吸すいつくように銃弾はジローを叩たたいた。左ひだり腕うでが半分もげ、脇わき腹ばらが大きく吹ふき飛んでいた。自分自身の絶ぜつ叫きようが、ミミコの鼓こ膜まくを震ふるわせた。


　ジローは銃圧に吹き飛ばされ、運河に転落した。とたんに白はく煙えんが爆ばく発はつする。ジローは流水に弱いのだ。水中では身体からだが焼けただれるのである。これは彼の身体が焼ける白煙だ。


　情じよう報ほう屋やがライフル銃を捨すてた。


「よし。やはり庇かばったか。しかも力場思念ハイド・ハンドでなく身体で庇う。あれほどの剣けん客かくが──まだまだムラがあるなあ『銀刀』君」


　情報屋は小屋の上から跳ちよう躍やくし、突き飛ばされたミミコの横に着地した。


　ニッと口を開け、牙きばを見せながら、


「あの血けつ液えきパックは転化に要する時間を調整してあってね。決まった時じ刻こくに合わせて転化する物もあれば、のんだら即そく座ざに転化する物もある。我われながら、血のにおいに嫌いや気けが差すほど実験したんだ」


　ミミコが聞く前に勝手に説明し、手にしていた血液パックを地面に捨てた。中身は空だ。


　要するに、いま血をのんで転化したばかりなのだと言いたいらしい。だが、この男は植物状じよう態たいだったのだ。誰だれがどうやって血をのませたのか。


　ミミコの顔に浮うかぶ疑ぎ問もんに気付いたのだろう。彼は再ふたたびにやりとしたが、それ以上無む駄だ口を叩こうとはしなかった。彼は懐ふところから、今度はナイフを──銀でできたナイフを抜き取り、運河へと身を投げた。


「兄者！　危あぶない！」


　コタロウの警けい告こくに、ミミコも男の意図を悟さとった。ジローの弱点が流水と知った上で、運河に落ちて身動きの取れない彼に、とどめを刺さすつもりだ。


　そうと知った瞬間、ミミコの身体は独ひとりでに動いていた。


　ミミコはあとを追って運河に飛び込んだ。





２







　銀ぎん製せいの弾丸だった。回かい復ふくする間もなく、流れる水が傷きず口ぐちを焼いた。


　傷口だけではない。嵐あらしの影えい響きようで流れの速くなった運河が、全身をもみくちゃにしながら、身体中の皮ひ膚ふを焼いた。


　ジローは悲鳴を上げた。


　息があぶくとなって水面に上っていった。
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　遅おくれて、どぼんと何かが水中に落ちる音がした。その音を最後に、鼓こ膜まくが焼き切れ、音が失われる。一いつ瞬しゆん目ま蓋ぶたを開け、眼がん球きゆうが流水に溶とけ爛ただれた。その一瞬で、水中から迫せまる敵てき影えいを捉とらえた。


　視し覚かくと聴ちよう覚かくが失われたが、まだ気配を察知することはできる。飛び込こんできたのは、さっき銃じゆう撃げきした吸血鬼だ。この気配は転化直後の『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。小屋に駆かけつけたときは気付かなかった。いったいどうやって転化したのか。


　だが、そんな疑問を気にする余よ裕ゆうはない。敵が運うん河がに飛び込んだ意図は明白だ。自分にとどめを刺す気である。やってくれる。反撃したいが、かなり難むずかしい。


　──くそっ。


　間ま違ちがいなくカーサの手の者だ。油ゆ断だんした。ミミコの指し摘てきが肺はい腑ふを抉えぐった証しよう拠こだ。


　──私は……！


　私は一体何をやっているのだ？　こんなにも無ぶ様ざまに、こんなにも愚おろかしく。あの少女に牙きばを剝むいてまで、自分は一体何をしている？


　──銀刀を！


　刀はまだつかんだままだった。水中で柄つかに手を伸のばす。その動きが舌した打うちしたくなるほど鈍にぶい。そうする間にも刀を持つ指が溶け崩くずれていく。


　彼女の力は使えない。あれを使用できるのは、彼女が危き機きに面したときだけだ。聖せい戦せんのあとそうなるよう、『北の黒くろ姫ひめ』に頼たのんで誓せい約やくをかけてもらった。それが裏うら目めに出ている。


　──いや。


　違う。もうこれ以上誤ご魔ま化かすな。これは自じ業ごう自じ得とくだ。


　敵が迫ってきた。迎むかえ撃うとうにも刀が抜ぬけない。避よけることすらままならない。せめて身を捻ひねる。背せ中なかに、流水とは異ことなる痛いたみ。鋭するどく深い傷。鋭えい利りな刃は物もの。しかも銀だ。


　──ここで……


　ここで死ぬわけにはいかない。自分は護ご衛えい者しやだ。守るべき者を残して、自分だけ死んでたまるものか。


　だがどうやって逃にげる？　どうやれば勝てる？


　どぼん、と。


　再ふたたび運河に何かが落ちた。水を伝でん播ぱして、その気配が伝わった。驚きよう愕がくする。これはミミコだ。なぜ？　どうしてわざわざ？


　彼女は速い流れに翻ほん弄ろうされながら、懸けん命めいにこちらに泳いだ。真まっ直すぐにジローのもとへ。彼女の思おも惑わくを察する。馬ば鹿かな。なんて無む謀ぼうなことを。なのに、生命を危き険けんにさらして、そんな無む茶ちやをやらかしながら、こちらへ泳ぐミミコの動きには、一いつ切さいの迷まよいがない。


　敵がミミコに気付いた。驚おどろき、向きを変える。ジローは死に物狂ぐるいで敵の身体からだにしがみつく。突然の反撃に敵が慌あわてる。ナイフが翻ひるがえって、銀が体内に埋うめ込まれる。激げき痛つうが走った。体内の銀が、血の流れを断たち切ってしまう。それでもジローは食くらいつき、蹴けり放されるまで敵の注意を引きつけた。その間に、ミミコはジローの元まで泳ぎ切ってしまった。敵のナイフをかいくぐり、一心不ふ乱らんにジローにしがみついた。


「ガバァ！」


　怒ど鳴なった声があぶくとなって弾はじけた。ミミコは──一昨日知り合ったばかりの十七歳さいにしかならない人間の少女は、ジローに怒鳴られたと知って、彼の腕うでの中で不敵に笑った。


　ジローは戦せん慄りつした。そんな戦慄は初めて経けい験けんした。


　脳のう裏りで幾いくつもの台詞せりふが爆ばく発はつする。


　──いまみんなと別れるのはよくないんだよ！


　と弟は彼に叫さけんだ。


　──それでも貴き様さま、賢けん者じやの選んだ護衛者か。


　と戦友は彼に怒鳴った。


　──特区の人間、舐なめないで、ね。


　と旧友は彼に告げた。


　──どうして斬きりにこない？


　と仇きゆう敵てきは彼に尋たずねた。


　──ジローは海になれるかな？


　と彼女は彼に笑った。


　そして、


　──いつかそれは、母なる海へ。


　そう言った少女はいま、運河に転落した彼の腕の中で、不敵な笑えみを見せている。


　ミミコは腕を伸ばし、焼けただれたジローの首へ腕を回した。動きづらい水中で、力一いつ杯ぱい彼を抱だきしめた。


　自分の首筋を、ジローにさらけ出すように。


　震える自らを隠かくしながら。


　ジローの奥おく底そこで、何かが吹ふっ切れた。


　口が大きく開く。叫び声が水すい泡ほうを撒まく。牙が伸び、その牙を、ジローはミミコの首くび筋すじに突つき立てた。


　ミミコの身体が痙けい攣れんした。熱い、真っ赤な血が噴ふき出す。口こう腔こうを満たす恍こう惚こつ。それがのどを滑すべり、体内に落ちる狂きよう喜き。閃せん光こう。


　ドクンッ


　とジローの心しん臓ぞうが雄お叫たけびを上げた。


　ドクンッ


　ドクンッ


　と鼓こ動どうが息を吹き返した。


　目が覚さめるようだった。流れ込んでくる熱い息吹いぶき。赤い血。ミミコの血レツド・ブラツドだ。


　その血には迷まよいがあり、それを圧あつ倒とうする信念があった。その血には弱さがあり、それを武ぶ器きにするたくましさがあった。優やさしい心が。素す直なおな感かん情じようが。若わかい生命いのちが。前に進む意い志しが。太陽の塊かたまりがあった。


　なんという気高い血か。


　ジローの体内に大挙して流れ込んだ血は、ジローの中で真っ白に輝かがやいていた。強く、激はげしく、暖あたたかく。ミミコの包ほう容よう力がジローを包み込む。反発する血を悠ゆう々ゆうといなし、怯おびえる血に手を差し伸のべて。ジローの血ブラツク・ブラツドを瞬またたく間に制せい圧あつし、一体となっていく。


　ひとつの流れに。


　ドグンッ


　と灼しやく熱ねつの血流が体内の血管を駆かけめぐった。


　ドグンッ


　とあらゆる神しん経けいに電でん撃げきが迸ほとばしった。


　ドグンッ


　と快かい感かんが立て続けに爆発した。


　ドグンッ


　と歓かん喜きが音を立てて高らかな鼓動を刻きざんだ。


　獰どう猛もうな呻うめき声がもれる。水に潰つぶれるくぐもった声。手足に力が満ちる。血への渇かつ望ぼうが一段と強くなる。


　ミミコの痙攣が激しくなった。それでも、ジローの首に回す腕は力を緩ゆるめない。胸むねの中で震ふるえながらしがみつく。夢む中ちゆうになって腕を絡からめる。そのか弱い仕草に、ジローの吸きゆう血けつ衝しよう動どうが奮ふるい立った。牙きばがより深く埋うめ込まれる。柔やわらかい身体を折れるほどに抱きしめる。少女の喘あえぎ声が聞こえた。水に混まざる吐と息いきが、復ふつ活かつした耳をくすぐった。


　ドグンッ！


　ミミコが何かを口にした。水に溶とけた、意味のない言葉。その思念だけが重なった肌はだから伝わる。血を介かいし、ジローに訴うつたえかける。


　あなたたちは孤こ立りつしてない。


　まず、ここにあたしがいる。


　頭の中がぐしゃぐしゃになった。感情がマグマになった。


　そのときジローが感じたことの正体は、彼自身にもわからない。ただそれは、失神しそうな何かだった。彼を月まで飛ばしてしまいそうな、強きよう烈れつな何かだ。


　水中で、ジローの両目が開け放たれた。


　眼がん前ぜんに敵てき。まともに目が合う。敵が動きを止めた。焼けただれ、その瞬しゆん間かんに再さい生せいする黒い瞳ひとみ。破は壊かいと再生がせめぎ合う奥おくで、激げき甚じんな眼光が敵を貫つらぬいた。


　力場を展てん開かい。水中の身体からだが持ち上がる。加速をつけて敵に肉にく薄はくする。敵がナイフを構かまえる。銀の脅きよう威いが視し界かいにも入らない。


　ジローは砲ほう弾だんのように敵の傍かたわらを通つう過かした。一いつ閃せんした銀刀が、敵の身体を真っ二つにしていた。


　さらに上じよう昇しようし、水面に迫せまる。青く揺ゆれる、世界の扉とびらへ。頭から突つっ込んで突き破やぶる。


　水飛沫みずしぶきが上がり、新しん鮮せんな空気が肺はいに雪な崩だれ込んだ。


「ッ──ハアッ！」


　大きく息を吸すい込む。酸さん素そが血に混まじり、爆ばく発はつしながら血管を流れていく。


　世界がジローを迎むかえ入れた。さっきまでの何倍も鋭するどい感覚が、空と運うん河がと大地と街とを、分子の配列すらわかりそうな明めい瞭りようさで、整然と彼の前に差し出した。


　身体の底から声が放たれた。


　吸血鬼の咆ほう哮こうは天に轟とどろいた。


　そしてジローは、腕うでの中のミミコへ意い識しきを移うつした。彼女はぐったりとうなだれている。水に濡ぬれた白い肌。うなじに残る二つの嚙かみ跡あと。まだ血の流れる傷きず痕あとが、生々しく痛いたましい。血を吸いすぎたか？　ジローが身体を強こわ張ばらせたとき、腕の中のミミコが身じろぎして顔を上げた。


　嵐あらしのごとき快かい感かんに翻ほん弄ろうされたあと、ようやく我わが家やに帰ってきた。そんな疲つかれの滲にじむ笑え顔がおを、ミミコはジローに向けた。


　脱だつ力りよくしたミミコが、それでも口を動かす。


「……ジロー、さん……」


　ミミコの瞳が、きらりと輝かがやいた。


「あいつら……やっつけちゃえ」


　是ぜ非ひもない。


　コタロウの大歓かん声せいの中、ジローは駆けつける弟の側に立った。いまにも意い識しきを失いそうなミミコを預あずけ、


「……コタロウ。許ゆるして下さい。これは危き険けんな賭かけだ。お前の安全を願うなら、他の手もあるかもしれない」


「兄あに者じや」


　コタロウはきっぱりと言った。


「それ以上言ったら殴なぐるよ？」


　ジローの満面を猛たけ々だけしい笑みが彩いろどる。


「ミミコさんのこと、任まかせます。弟よ」


　そう言い残し、ジローは踵きびすを返して走り出した。


　あっという間にトップスピードへ。強風の壁かべを真正面から突き破る。あごを嚙み、拳こぶしを握にぎり、全身の筋きん肉にくを行使する。周囲の風景が吹ふっ飛んでいく。まるで地面を飛ぶ音速機だ。身体が熱い。じっとしていられない。ミミコの熱が、ジローを追い立てる。


　運河沿ぞいは暗く、風だけが不気味な唸うなり声を上げている。いまにも日が沈しずむだろう。強化されたジローの五感は、空気中に混じる戦いの気配を感じ取った。触ふれれば痺しびれの走る、戦いくさの気配。それを体内に吸い込こみ、己おのれの鼓こ動どうに取り込んでいく。


　前へ。前へ。足で、思念で、身体を前へ。


　そのときだ。


　赤い弾だん丸がんと化すジローの許もとに、荘そう厳ごんな思念が空から降ふってきた。底知れない容よう量りようを持ち、深い思し慮りよと力を有する意い識しきだ。


　──ジロー。


　──龍りゆう殿どの!?


　──お前の決けつ断だん、見み届とどけた。道を開ける。行けっ。


　──かたじけない！


　ジローは大地を蹴けって跳ちよう躍やくした。たちまち、力場とは異ことなる不思議な思念が彼の身体を包み込んだ。


　ぐにゃりと周りの風景が歪ゆがみ、空気のにおいが変わった。ジローは頭を空っぽにした。思考を放ほう棄きし、彼を包み込む力の波動へ、自らの鼓動を溶とけ込ませた。


　その、感覚の歪みが戻もどったとき、ジローは運河沿いの寂さびしい道ではなく、近代的なオフィス街の空に、放ほうり出されていた。


　セイが龍脈にジローを通して、瞬間移い動どうさせたのだ。『真祖混沌』の血けつ統とうが操あやつる、『縮しゆく地ち法ほう』と呼よばれる秘ひ術じゆつ。セイが得意とする奇き門もん遁とん甲こう術じゆつのひとつだ。


　ジローはアスファルトの上に着地した。人ひと影かげはなく、ビルのシャッターも残らず下りている。おそらく新市街区ニユー・ヤードのどこか。爆発させるように感覚を四方へ飛ばす。いた。ビルとビルの隙すき間まから、後ろを流れる運河が見える。ジローが振ふり向いたとき、その隙間を一艘そうの高速艇ていが横切った。ほんの一いつ瞬しゆんだ。が、ジローは船上に屹きつ立りつし、長い黒くろ髪かみをなびかせる人影を瞳ひとみに焼き付けた。


　ジローの身体からだが蹴けつ躓まずいたかのように傾かたむいた。その姿し勢せいのまま、アスファルトを踏ふみ割わった。身体が前方に吹ふっ飛ぶ。急きゆう迫はくするビルとビルの狭はざ間ま。際きわどいところで角を蹴りつけ、隙間の中に身体を潜もぐらせる。力が溢あふれている。暴ぼう走そう寸すん前ぜんだ。ジローは気にしない。両足と右手を獣けもののように壁へき面めんにつき、次の跳躍で、細い、ビルの隙間をくぐる。反対側に抜ぬけた。眼がん下かに運河。左方に高速艇。左目が敵てき影えいを捉とらえた。ジローは首を捻ひねった。


　あごを突つき出し、牙きばを剝むき、威い嚇かくするように大声で吠ほえた。


　同時に壁かべを蹴り砕くだき、運河沿いに、高速艇へ走り寄よった。


　対岸を走っていたケインが振り向く。目を見開き、こぼれそうになった笑えみを嚙かみ殺し、震ふるえる声で、


「来たかっ」


　と言った。


　さらにその先。


　運河を走る高速艇に、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配が二つ。


　ひとつはヤフリー。ジローの接せつ近きんを察し、昨夜と別人のような気配に目を剝いた。


　そして、もうひとつ。ケインを牽けん制せいしていた彼女は、迸ほとばしるジローの気配に触ふれて、髪をなびかせ、振り向いた。


　驚おどろきのあまり動きが止まる。彼女が呆ぼう然ぜんとする姿すがたを見るのは何十年ぶりになるだろう。彼女は息を詰つめて目を見開き、自分へと猛もう接せつ近きんするジローを見つめた。まるで信じられないものを目にしたようだ。


　彼女を目にした瞬間、脳のう髄ずいの辺りで声が響ひびいた。


　──兄者！　行けぇ！


　弟の声だ。途と切ぎれていた共感が、いま戻った。


　戦の興こう奮ふんに、至し福ふくの感覚が混まざり込んだ。


　そして敵もまた。


　一瞬青ざめた美び貌ぼうに血色が戻る。牙が飛び出る。目がきらきらと輝かがやき出す。明らかな歓かん喜きを爆ばく発はつさせ、カーサはのどを嗄からした。


「ジローっ！」


「カーサぁ！」


　意い識しきが飛んだ。


　そのときには、刹せつ那なから繰くり出されたジローの銀刀が、カーサ目がけて一直線に打ち下ろされていた。
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　ミミコはいま、強い力に守られながら走っていた。自分のものでない肉体の躍やく動どう。自分のものでない鮮せん烈れつな闘とう志し。


　これがなんなのか、ミミコは知っている。共鳴現げん象しようだ。いま彼女は──彼女の身体は、コタロウの膝ひざに抱だかれて、ぐったりと目を閉とじている。


　だから、この感覚はミミコの血が伝える感覚だ。ジローに吸すわれ、彼の体内を駆かけめぐるミミコの血が、彼女にこの感覚を伝えているのだ。ジローの五感が彼女のそれと共有されているのだ。しかし、前の体験より一体感が激はげしい。まるで完全にジローの中に取り込まれてしまった錯さつ覚かくがした。前より血を多く吸われたからか？　それとも、彼女の身体が半ば意識を失っているからか？　おそらくどちらも理由のひとつだろう。そして、どちらでもよかった。確たしかなのは、この感覚の心ここ地ちよさ。ジローと渾こん然ぜん一体となった、人の身ではない体感だ。


　ジローはスゴイ速度で走る。


　風にも負けず、重力すら気にせず。


　ミミコの暮くらす特区の中を、誰だれよりも速く疾風はやてのように走る。


　自分がそんなスーパーマンになれた気分で、それがただ単たん純じゆんに気持ちいい。それにジローは嬉うれしそうだ。戦いに向かっているのが噓うそみたいだ。だからミミコまで嬉しくなる。怖こわい気持ちが霞かすんでいく。


　驚おどろいたのは、突とつ然ぜんセイの声が聞こえたときだった。ジローの意識から、これが念話と呼よばれるものであることはわかった。『カンパニー』で言うところの思念交感トーク・パス。それよりびっくりしたのは、セイがジローに内ない緒しよでミミコにだけ話しかけてきたことだった。


　──強き人の子。そやつを頼たのむ。


　頼まれてしまった。なんだか照れくさい。


　と、そこでようやく自分の状じよう態たいにミミコは気付いた。


　──あたし、酔よってる？


　そう言えば、前の時も興こう奮ふんして仕方がなかった。今回はそれが突き抜けている。


　──いいの？


　これからジローは戦いに赴おもむくのだ。敵は強敵だ。特区の命運がかかっている。


　でも、


　──いいや。


　そう思えてしまう。酔っているからだ。きっと。しょうがない。


　だって、こんなに爽そう快かいなんだから。


　ジローの身体が空間を飛び越こえた。降おり立ったのは新市街区ニユー・ヤード。ジローの感覚で、ミミコは敵てきを発見する。


　ジローが飛び跳はねた。人と言うより獣けものじみた動き。その方が興こう奮ふんする。ああ、心しん臓ぞうがどきどきする。


　ジローが敵を視し界かいに入れた。あの人だ。その瞬しゆん間かん、ミミコは身を乗り出すようにして、ジローの五感を完かん璧ぺきにトレースした。世界が一気にリアリティを増ます。空気が燃もえている。戦の空気。自分の犬歯まで伸のびる気がした。


　同時にコタロウの声が聞こえた。弟の応おう援えんにジローの喜びが爆ばく発はつ。ミミコもつられて爆発。変だ。いままさに敵に斬きりかかる自分が、なんでこんなに嬉うれしくてならない。


　ジローの視界は広い。ケインの姿すがたも見える。ヤフリーもいた。ジローを見て、ヤフリーが背せ中なかの刀を抜ぬく。昨日あれほど手こずった相手なのに、それが視界の中に入っているのに、ジローは彼には目もくれない。


　ジローの頭の中にあるのはカーサだけだ。


　そして、ジローはともかくミミコにはわかる。


　いま、カーサの頭の中にあるのも、遺い産さんや脱だつ出しゆつじゃなく、ジローだけだ。


　二人と一人のオン・ステージ。


　さあ、ショウ・タイムだ。


　ミミコは叫さけんだ。ジローも叫んだ。


「うおおおおおっ！」
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『銀ぎん刀とう』が剣けんを構かまえた。ヤフリーも剣を抜いた。


　昨さく晩ばん互ご角かくに渡わたり合った相手だ。が、あれがあのときの男だろうか？　なんという荒あら々あらしい闘とう気き。気け圧おされる。刀を交える前から。そんなはずはない。そんなはずはないのに、膝ひざが震ふるえる。


　来る。と思ったときには、すで敵の剣は頭上にあった。彼はヤフリーになど目もくれない。まっすぐ後ろの姉に刃やいばをかざした。


　直前にザザが、


「カーサ！」


　と叫んで一振ふりの刀を手渡した。カーサはその柄つかを直ちよく接せつ握にぎり、抜く間もなく鞘さやごと構かまえた。


　その鞘目がけ、『銀刀』の斬ざん撃げきが降ふってきた。


　高速艇ていが、まるごと水面に押おしつけられた。


「うおおおおおっ！」


『銀刀』の口から爆音がもれた。カーサが牙きばを剝むき出しにして、それを受ける。牙が砕くだけ散り、中の刃が剝き出しになった。刃と刃が食い込み、その一点で莫ばく大だいな思念がせめぎ合った。余波に高速艇が揺ゆれ動いた。


　そして鋭するどい刃は鳴なりが響ひびき、二つの刃が煌きらめきながら左右に流れた。


　ジローがそのまま上へ跳ちよう躍やく。払はらい除のけたカーサが唾つばを飛ばす。


　それはそれは楽しそうに、


「推すい参ざん者もの！　名乗れ！」


　間かん髪ぱつを容いれず、頭上から返答。


「『賢けん者じやイヴ』の子、望月ジロー！」


　カーサの目が吊つり上がる。怒いかりと愉ゆ悦えつが混こん然ぜんとなって彼女を支し配はいしている。


「よりにもよって、そう名乗るかっ。上等だ。いくぞ、ジロー！」


　そして『黒くろ蛇へびカーサ』も頭上に飛んだ。船がバウンドする。バランスを崩くずし、ヤフリーが転てん倒とうする。


　彼は慌あわてて姉に加か勢せいしようとしたが、


「馬ば鹿かっ。ケインがいる！」


　ザザが叫んだ直後、真横から衝しよう撃げきを受けた。船体が派は手でに軋きしむ。ヤフリーは慌てて力場を張はる。


「船を守ることに専せん念ねんしなさいっ。一対一なら彼女は心配ない。それよりケインだ！」


　兄の指し示じに、ヤフリーは歯は嚙がみする。船上から運うん河が沿ぞいへと戦いの場を移うつした二人は、ヤフリーには到とう底てい届とどかぬ高みにあって、互たがいの剣を嚙み合わせていた。


「……スゲエ」


　と思わず本音が出る。剣速。剣筋すじ。敵を斬るという、烈れつ火かの戦意。どれもヤフリーとは比くらべものにならない。


「あれが……『銀刀』！」


　香港の最強の剣士。


「ここから先はコンビネーション・バトルだっ。『銀刀』はお姉ちゃんに任まかせていい。余よ計けいな手出しは足を引ひっ張ぱるだけだ。それよりケインをこっちに引きつけろ。あの二人が組むと厄やつ介かいだ。香ホン港コン聖せい戦せんのツー・トップだからな。はっきり言うが、分が悪いぞ！」


「ちくしょう！　あいつ……なんで急に現あらわれやがったっ。『カンパニー』にも手ぇ貸かしてなかったくせに！」


　ヤフリーが吐はき捨すてると、舵かじを取るザザが「あー」と気まずそうな声をもらした。


「やっべーなー。やっちったよー」


「なっ。ま、まさか兄あに貴きか？　また余計なちょっかい出したのかよ！」


「いやだって、あの男だけはね。ときどき確かく変へん入るんだもん。真っ先にご退たい場じよう願いたい奴やつだよ。てか、そもそもうちの父ちゃん殺したの、あいつだよ？　なのに、お姉ちゃんはあいつの扱あつかいにはうるさいし……あーでも今回はマズった。藪やぶ蛇へびだった。イタイなあ。逃にげ切れるかなあ」


「こ、この馬鹿兄貴……！」


　ヤフリーが真っ赤になって震ふるえる。


　その背はい後ごに、


「どうした少年。仲間割われか」


　ケイン・ウォーロック。いつの間にっ!?


　振り向き様ヤフリーが斬きりつける。ケインが身を沈しずめる。灰はい色いろの髪かみが数本宙に切り残されて、たちまち強風で吹ふき飛んだ。


　腰こしを落とした体たい勢せいからケインの拳こぶし。両りよう腕うでをクロスしてガード。そのガードごともっていかれる。少年の体たい格かくのヤフリーが吹き飛ぶ。運転席のザザの隣となりを抜ぬけ、高速艇の前へ。そのあとを追うケイン。すれ違ちがい様ザザがナイフを振るうが──当たらない。


　ヤフリーが運うん河がに落下。顔を出したところにケインが着地。額ひたいの上に蹴けりが入る。目が眩くらみ、ヤフリーの身体が再ふたたび水中に沈んだ。だが必死に腕を伸のばしてケインの蹴けり足をつかむ。もろともに水中へ引きずり込こむ。ほとんど意地だ。


　ケインは逆さからわず水に潜もぐった。彼の血けつ統とうは流水を弱点としない。だが水中ならケインの拳より自分の刀が速い。甘あまかった。至し近きん距きよ離りから見事にコントロールされた力場思念ハイド・ハンドがヤフリーの胸むねを強打する。肺はいの中の空気が押し出された。死にはしない。だが苦しい。肉体的な苦く痛つうに動きが乱みだれる。ケインの蹴りが来た。躱かわしたが、巻まき起こる水流にのまれた。身体が錐きり揉もみ状じよう態たいになる。ヤフリーの歯軋ぎしり。野郎、水中戦にまで慣なれてやがる。次々繰くり出されるケインの攻こう撃げき。急流に揉もまれ、意い識しきが遠のく。


　まだだ。


　歯を食いしばって繰り返す。次は負けねえ。次は負けねえ。ケインの巨きよ体たいが迫せまった。遮しや二に無む二に刃やいばを突つき出す。ケインの接せつ近きんを許ゆるさず、空気を求めて水面へ。顔が外に出た。空気がたまらなく美う味まい。


　すぐそこに、高速艇ていの舳へ先さきが迫せまっていた。


「馬ば鹿か兄あに貴きぃ！」


　慌あわててもう一度潜る。ケインが待っていた。ストレートが顔面を打った。身体が浮うき上がり、高速艇の舟ふな底ぞこにぶち当たる。だがおかげで動きが止まった。ヤフリーはケインの次の攻撃に備そなえた。ケインは追い打ちをしかけなかった。なぜだ？　スクリューだ！　高速艇のスクリューが真横に迫っている。馬鹿兄貴。ヤフリーは死に物狂ぐるいでスクリューの回転をかいくぐった。がら空きになったボディーに、ケインの拳が抉えぐり込む。発はつ射しや台だいから打ち上げられたように、ヤフリーの身体が上じよう昇しようして、水上に舞まい上がった。


「グッハ!?」


　悲鳴を上げて空気を貪むさぼった。が、休む間もなく、眼がん下かに上がる水飛沫みずしぶきの中から、ケインの双そう眸ぼうが彼に狙ねらいを定める。


　ケインは水上に飛び出した。飛沫が光の粉を撒まいた。ヤフリーは剣けんを構かまえるが間に合わない。が、それより早く、真横からケインを銃じゆう弾だんが襲おそった。


　ケインの攻撃が途と切ぎれる。撃うったのは高速艇のザザだ。ダメージを期待しない、ただの牽けん制せい。それでもヤフリーは命を拾った。


　ヤフリーは気力を振ふり絞しぼって、高速艇の上に着地した。


「お帰り」


「…………」


　もはや返事を返す余よ力りよくもない。


　ケインは再ふたたび運河の岸に戻もどっていた。進行方向右側。ただちに高速艇の追走を再さい開かいする。底なしの体力は吸血鬼ブラツク・ブラツドならではだ。仕方ない。ろくなダメージも与あたえていないのだから。


　ザザは計算する。ケインを相手に優ゆう位いに立てるのは、この中ではカーサだけだ。が、そのカーサは左手の岸で遊んでいる。もちろん敵てき対たいした『銀刀』を放置することはできないとしても、少しはこちらにも手を回してくれなければ勝ち目は薄うすい。しかし呼よんでも無む駄だだろう。姉はいま、きゃあきゃあ言いながら、絶ぜつ好こう調ちようではしゃいでいる。彼の声が届とどくわけがない。


「……こりゃヤバイか？」


　そのとき、右手の岸にあるビルの屋上に、一人の少年が立っているのが見えた。


　黒のニット帽ぼうに黒のジャージ。黒ずくめの、目の覚める美び貌ぼう。彼の赤い目が、高速艇を認みとめニマリと笑う。


「カーサぁ！」


　とザザは絶ぜつ叫きようした。
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　刃は風かぜが唸うなりを上げてビル風をかき乱みだしていた。


　運うん河がに立ち込める薄うす闇やみに、剣けん戟げきに飛び散る火花が、パッパッと鮮せん烈れつな彩いろどりを添そえた。


　ミミコは目を回しそうだった。何もかもが圧あつ倒とう的だ。


　運河の左手は、ずっとオフィス街が続いている。そんなビルの壁へき面めんを舞ぶ台たいに、二匹ひきの吸血鬼が過か激げきに過すぎる剣けん舞ぶを舞まっていた。


　ジローの斬ざん撃げきをカーサが跳はね上げる。カーサの一刀をジローが受け流す。


　壁面をすり足で進み。かと思えば地面に飛び降おりる。地面を走りながら斬きり結び、いつの間にか壁かべを駆かけ上がって屋上近くまで移い動どうする。二人とも互たがいの姿すがた以外目に入っていない。なのに、高速艇から離はなれすぎることもない。


　言い繕つくろうことはできなかった。


　この二人は、化け物だ。


「どうだい、ジロー」


　息を弾はずませながらカーサが叫さけんだ。


「聖せい戦せんで君から学んだ。吸血鬼同士がやり合うときは、銃より刃は物ものが有ゆう効こうだ。私の剣。悪くないだろ？」


「百年早い！」


「言ったな！」


　再び両者の剣が嚙かみ合う。激はげしい鍔つば迫ぜり合い。交差する手元で火花が目ま映ばゆく光る。その最中も二人は絶たえず移動する。いまは壁面。ジローが上で、カーサが下。互いに全力で押し合いながら、真横に──高速艇の進む方向へ追つい尾びしながら走っている。


「ツェアッ！」


　ジローの裂れつ帛ぱくの気合い。思念が力場となって爆ばく発はつ。カーサはあっさり後こう退たい。ジローの攻こう撃げきを完全に受け流した。だが、後ろにさがったカーサへ、ジローの二の太た刀ちが襲う。ジローの攻撃。カーサの防ぼう御ぎよ。刃鳴りが重なり、重なって、重なる。火花と、巻まき起こる烈れつ風ぷう。その中を刃の閃せん光こうが幾いく度ども交こう錯さくする。


　きれいだ。


　まるで宝ほう石せきの粒つぶみたいだ。


　いつしか二人は右に左に、まるでワルツのように回りながら切り結んでいた。カーサの黒くろ髪かみが重力と風にクルクル舞まう。下の運河が上になり、上の黒雲が下に来る。目まぐるしく入れ替かわる光景の中、カーサだけが常つねに、目の前で笑っている。獰どう猛もうな牙きばが剝むき出しになり、ジローに狙ねらいを定めている。


　もう幾度目かわからない。また二人の剣が交差した。が、そのときジローは、体捌さばきを急転させ、


　クン


　と切っ先の動きを変えた。


　ほんの些さ細さいな小手先の変化。それが、劇げき的にカーサの剣を誘ゆう導どうする。


　胴どうが開いた。


　とミミコが知覚したときには、ジローの体が横に抜ぬけ、神速の銀刀がカーサの胴を払はらっていた。


　やったと思った。


　が、届とどかない。切っ先が服と皮ひ膚ふ一枚だけを斬きって、血の線を引くに留とどまった。


　カーサの力場思念ハイド・ハンド。防ぼう御ぎよしていたら、力場ごと斬られていただろう。カーサはジローの身体からだに全力を当て、彼の重心をほんのほんのわずかにずらした。それが彼女を銀の刃やいばから守った。


　さすがにカーサの顔が強こわ張ばっていた。全身に冷や汗あせがどっと滲にじんでいるだろう。しかしカーサは嬉うれしそうだった。そんなになってなお、目は揚よう々ようと輝かがやいている。


「さすがっ。剣では一いち日じつの長かっ」


「確かく認にんするようなことか！」


　ジローが迫せまる。下げ段だんに構かまえた剣が壁面を滑すべって跳はね上がる。カーサの剣がこれを払う。と、またしてもジローの剣筋すじが変化。多た彩さいな攻撃が思わぬ方向からカーサを攻せめる。それでいて、ジローの攻撃は常つねに真っ直ぐだ。剣先は魔ま法ほうのように閃ひらめいても、全体として無む駄だがない。細かい流れが複ふく雑ざつに絡からみながら、ジローの剣の下に編あみ上げられていく。もの凄すごい速度で。


　カーサが押おされ始めた。剣の技ぎ量りようはジローが上だ。


　カーサもそれを認みとめたらしい。一度剣を引き、距きよ離りを取った。


「そろそろ私流にやらせて貰もらうぞ」


　言うと、カーサは腰に二重に巻まいていたベルトを抜いた。ベルトの革かわを割さく。中から現あらわれたのは、銀の鎖くさりだった。


　──ええっ!?


　カーサは銀鎖を放ほうり投なげた。鎖は落下することなく、空中に停止した。驚おどろいた。銀は吸血鬼ブラツク・ブラツドの魔力を無む効こう化する力を有する。それを力場思念ハイド・ハンドで支ささえるとは、どんな方法を使っているのか。


　すると、鎖を見たジローが脳のう裏りに浮うかべた、記き憶おくと思考がその答えとなった。あれはカーサの特とく技ぎのひとつだ。銀を力場思念ハイド・ハンドで操あやつるには、触ふれた瞬しゆん間かん無効化される思念を、連続して送り続けねばならない。だがカーサは、あの鎖の中に自らの髪かみの毛を編あみ込こんでいる。自分の一部を媒ばい介かいとして、鎖を操っていたのだ。それとて、針はりの穴あなに糸を通すような繊せん細さいな技ぎ術じゆつがいる。しかもその状じよう態たいを維い持じし続けねばならない。魔術に卓たく越えつしたカーサならではの技わざだった。


　ジローはもちろん銀を弱点とする。触れただけでもダメージを負う。


　が、カーサの銀鎖を見ても狼狽うろたえたりはしなかった。ミミコの血を吸すったときの熱量は失うことなく、それを静かに剣けん先さきに込めている。


「行くぞ」


　カーサが言った。戦せん闘とうが再さい開かいした。


　まず銀鎖が飛来した。一直線に迫せまるかと思うと、途と中ちゆうで突とつ然ぜん生きた蛇へびのようにうねった。空中を這はって銀鎖が迫る。銀鎖はジローの剣筋を塞ふさいだ。それでもジローは剣を繰くり出した。カーサは避よけながら、さらに銀鎖を操そう作さ。鎖がジローの首筋に絡からみつく。括くびり殺すように輪を作り、鋭するどく首を絞しめ上げる。とっさにジローは輪の中に銀刀を入れてこれを防ふせいだ。が、うなじが銀に触れ真っ赤に焼けた。


　銀が肉を焼く痛いたみが、ダイレクトにミミコを襲おそった。


　彼女は悲鳴を上げてジローとの共鳴を拒こばみ、彼の奥おく底そこに逃にげ込むようにした。ほんの一瞬だ。しかし経けい験けんしたこともない激げき痛つうだった。吸血鬼にとって銀がいかに恐おそろしい物か、ミミコは初めて体験したのだ。


　──なんて痛いたみなの！　ジローさん！


　絞め殺されるのは防いだが、銀鎖はなお力を緩ゆるめない。ジローのうなじに食い込むように、肉を焼き、神しん経けいを焦こがしている。


　そこへカーサの斬ざん撃げき。ミミコは思わず目を閉とざしたが、ジローは身を捻ひねって攻こう撃げきを避よけた。銀鎖の輪をくぐるようにして、強ごう引いんに拘こう束そくを外す。肉がごっそり抉えぐられ、しかも銀の傷きずはすぐには回かい復ふくしない。


　──ひどいっ。こんなの……！


　だがジローの戦意は怯ひるまなかった。気合いの叫さけびと共に、銀鎖の下をかいくぐってカーサに肉にく薄はくする。目にも止まらぬ一刀。カーサの黒髪が数本宙ちゆうに散る。刃やいばが嚙かみ合い弾はじき合う。ジローが前へ。だが銀刀に鎖が巻まきつく。剣を振ふるって外す。そのときには、カーサの一撃。躱かわし切れず二の腕うでが切り裂さかれる。血が飛び散って、だがジローは次の踏ふみ込みに移うつる。


　カーサの剣が翻ひるがえって、ジローの前に刃を向けた。ジローはなんとその刃を腕で払はらい除のけた。ぱっくりと肉が裂け、血しぶきが噴ふく。その血しぶきを目め潰つぶしに、銀刀を叩たたき込む。カーサの頰ほおを銀刀が掠かすめた。が、首を飛ばすより早く銀鎖がジローの腕を巻き取る。腕を焼かれながらジローが鎖から逃にげる。


　カーサの剣は銀ではない。ジローは剣より鎖の攻撃を重じゆう視しし、至し近きん距きよ離りからの攻撃に移うつった。ろくに刀とう身しんを振るうこともできない間合いで、ジローは高速の剣捌さばきを見せた。だがカーサも負けてはいない。自分が触ふれてもダメージを受ける銀鎖。その武ぶ器きを敵てきとの間に縫ぬい通し、銀刀を防ぐと同時にジローの身体を打ち据すえた。


　たちまち二人は血ち塗まみれになった。ミミコの精せい神しんがぶるぶる震ふるえる。ぶるぶる震えながら、釘くぎ付づけになる。さっきまでの攻こう防ぼうと迫はく力りよくが違ちがう。どのような激げき痛つうか、ついさっきミミコは身をもって知った。なのに両者は、互たがいの顔をにらみ合って一心に攻防を繰くり返した。


　──あたし……


　結果的に、ミミコはジローを戦場へと導みちびいた。これが、その戦場。想そう像ぞうしたことがなかった。血が流れるのだ。そんな当たり前のことが、ミミコにはわかっていなかった。


　ミミコの中に苦い後こう悔かいが忍しのび寄よる。しかし、ジローの中に、それはなかった。ミミコは知らずとも、ジローは戦いくさを知っている。そして、ミミコの声に耳を傾かたむけ、決けつ断だんしたのはジローなのだ。


　──あたしも、最後まで……


　見守らねばならない。目を逸そらすことなく。


　いつからか、どちらも口をきかなくなった。ときおり迸ほとばしる気合いだけが、二人の間に行き交かった。いまジローとカーサは、剣と剣で会話しているのだ。二人の鼓こ動どうの高まりがわかる。まるで獣けもの──いや、まさに吸血鬼だ。思念と思念が常じよう時じ開放されて力場同士が延えん々えんと相そう殺さいし合う。荒あれ狂くるう力の中で、剣が閃ひらめき刃を鳴らす。


　ふと後方に意い識しきを向ければ、彼らの戦いの場となったビルが、残らず半はん壊かいしていた。知らず撒まき散らされていた力の強大さに、ミミコは慄りつ然ぜんとする。これが古血オールド・ブラツド同士の戦いなのか。街を破は壊かいしながら、敵に集中する余あまり気付くことすらない。


　そして、


　──やっぱり、きれい。


　戦う二人は美しかった。自分の存そん在ざいのすべてを傾ける、壮そう絶ぜつな形の美だ。それに、ミミコは魅みせられた。


「セイッ！」


「チェアァッ！」


　怒ど号ごうがぶつかり、剣けんが弾はじける。ジローとカーサの血がうねる。ぶるり、とミミコの芯しんを震ふるえが走った。


　そのとき、


「カーサぁ！」


　高速艇ていから絶ぜつ叫きようが上がった。弾かれたようにミミコが意識を向ける。


　直後、世界が灼しやく熱ねつに染そまった。


　この世の終わりのような熱波が押し寄よせる。ミミコは声にならない悲鳴を上げた。


　ビル街の狭はざ間まを走る運うん河が。そのビルとビルに挟はさまれた空間を丸々埋うめつくすような、巨きよ大だいな火球が現あらわれた。まるで小型の太陽のように、球の中で蠢うごめくオレンジの劫火コロナが見えた。


　ジローの感覚が捉とらえた気配は、ゼルマン・クロックのものだった。だが、小屋で見た炎ほのおとは桁けた違ちがいだ。あのときがナパーム弾だんなら、こちらは燃ねん料りよう気化爆ばく弾だんである。


　その火球が中心にむかって収しゆう縮しゆくした。ぞっと背せ筋すじが凍こおりついた。


　──弾ける!?


　が、そうはならなかった。火球は間違いなく弾け飛ぶ気配を示しめしながらも、そのまま解かい放ほうされることなく消失した。


　──な、なんで？


　決まっている。あれが解放されていたら、ジローだって一溜たまりもなかった。ゼルマンは始めから、ただ火球を出しただけなのだ。


　火が消えた直後、高速艇ていが水中から飛び出した。力場思念ハイド・ハンドで強ごう引いんに船を沈しずめ、水の中に逃のがれてあれを躱かわしたらしい。高速艇は、ゼルマンの仕し掛かけたポイントから全力で離はなれていった。もう一度あれを食くらうのはたまったものではないのだろう。ジローたちも高速艇に続いた。


　──あれが、『緋ひ眼がんのゼルマン』。


　人間ではわからなかった彼の巨大さ。その片へん鱗りんが、いまようやく実感できた。


　そして──


「遅おそい！」


「ちいっ！」


　ジローとカーサはまだ剣を重ねている。ゼルマンの力たるや圧あつ倒とう的だ。が、この二人は、さっきの火球に一瞬たりとも気を逸らされなかった。


　──こいつらは……


　胸むねが震える。その震えが恐きよう怖ふなのか、愉ゆ悦えつなのか、ミミコ自身にも判はん断だんできなかった。


　と──


　そのときジローが足を滑らせた。あり得ないミス──ではない。カーサの力場思念ハイド・ハンド。ほとんど全力で力を相そう殺さいさせながら、同時に忍しのび寄よるようなわずかなトラップを仕掛けたのだ。剣でジローが一歩上を行くように、魔ま術じゆつでカーサはジローを数すう段だん上回る。


「そら！」


　銀鎖が唸うなりを上げてジローを打った。ジローがビルの壁へき面めんに叩たたきつけられ、そのまま運河へ転落しかける。ジローは銀刀を壁かべに刺して落下を止めた。すかさず銀鎖がジローの身体を縛しばる。そこへ、刀を上じよう段だんに構かまえ、カーサが壁面から飛び降おりる。


　ジローの脳のう裏りを痛つう恨こんの思いが過よぎる。ミミコが悲鳴を上げてジローにしがみつく。


　が、カーサの剣がジローに振ふり下ろされるより早く、駆かけ寄った力強い手が、銀鎖に通された一本の髪かみの毛を抜ぬき取った。


「ケイン！」


　とたんに銀鎖が滑すべり落ち、自由になったジローが身体を壁に着けた。カーサは舌した打うちしてジローの頭上を飛び越こえ、運河に沈しずみかけた銀鎖を掬すくい上げた。


「相変わらず、その技わざが好きですな」


「無ぶ粋すいだぞ、ケインっ」


　かつての主の叱しつ責せきに、さて、とケインは肩かたを竦すくめた。


「またゼルマンの奴やつが気まぐれを起こしてはたまらない。そろそろ総そう力りよく戦せんと行きましょう、カーサ様。いいな、ジロー」


　肩越ごしに視し線せんを投げる。ジローは静かに頷うなずいた。
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「……ま、あんなもんだろ」





　ポケットに両手をつっこみ、ゼルマンは走り去る高速艇ていとジローたちを眺ながめた。


　このまま逃にがすのは癪しやくに障さわったので、少し脅おどかしに顔を出したのである。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を野放しにするのは気にくわないが、あの様子なら『銀刀』とケインで片かたがつきそうだ。


「ま、逃がしたら逃がしたで、嫌いやみのタネにはなる」


『黒くろ蛇へびカーサ』の面つらも拝おがめた。『ウォーカーマン』にも興きよう味みはあったが、あんな端たん末まつでは見物する意味がない。ヤフリーなど論ろん外がいだし、これ以上首を突つっ込こんでも面おも白しろそうなものは見れないだろう。


「帰るか……そういや、今日会うってサユカに約束しちまってたし」


　そして、ゼルマンは、ひょいとビルの屋上から飛び降おりた。


　だから彼は、その後の展てん開かいを見ることがなかった。あとで悔くやしい思いをすることになる。
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「あんのアマ、こっち見向きもしなかったぞ！」


　ずぶ濡ぬれになったまま舵かじを取るザザが、盛せい大だいに毒づいた。彼の背はい後ごでは、文字通り命がけで船を沈しずめて持ち上げたヤフリーが、グロッキーになり、倒たおれている。


「これだから『銀刀』が嚙かむのは嫌なんだ！　てか、いまのはマジありえねーって。殺し合いに熱中して家族のＳＯＳを無視するか？　家長失しつ格かくだ！　いやさ人間失格だ！　じゃなかった、吸血鬼ブラツク・ブラツド失格だ！　ああでも、吸血鬼が冷れい酷こくなのは別に間ま違ちがってないような……」


　まだ動転しているのか、ザザの台詞せりふにもキレがない。


　と、屋根をもがれ、水と火の粉を被かぶって廃はい船せんさながらになった高速艇に、カーサが降り立った。


「まだ元気そうだな、弟よ」


「お姉ちゃんっ。今日という今日は言わせてもらうよ。あんた──」


「あとにしろ。そしてヤフリーを起こせ」


　言下に、高速艇にもう一人が降り立った。他ほかならぬ『銀刀』だ。ザザは即そく座ざに姉の指し示じに従したがった。


「諦あきらめろ、カーサ」


　とジローは表ひよう情じようを殺しながら告げた。カーサは鼻であしらった。


「諦めろって？　私たちにとってそれが何を意味するか、君はわかっているはずだ。冷たい奴やつめ」


「…………」


「ジロー。我われらの血けつ統とうに『降こう伏ふく』という選せん択たくは与あたえられていない。なぜなら、それは血の根こん絶ぜつを意味するからだ。だから我々は最後まで足あ搔がく。汚きたない手を使って戦い、意地汚く生き延のびる。それが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』だ」


　ともすれば自じ虐ぎやく的な台詞せりふを、カーサは胸むねを張はって言った。


「でも──それでもやっぱり、君と戦うのは楽しいよ。だからもう少し続けようじゃないか。ま、ケインのおまけも目をつぶるさ。さあ構かまえろ、ジロー」


　半身に立ち、カーサは腕うでを上げて刀をジローに突きつけた。ジローも退ひかない。彼らしく、まっすぐに剣けんを突きつける。


「……せめて我が剣に倒れるがいい」


「カッコつけんな。青二才が」


　パッ、と二人は斬きり結んだ。今度は両者とも船上から動かない。限かぎられた空間で、剣が幾重にも閃く。が、カーサが攻撃のコンビネーションに魔術を織おり入れた瞬しゆん間かん、


「ハッ！」


　河かわ岸ぎしを併へい走そうするケインの思念が、カーサの魔術構こう成せいを吹ふき飛ばした。二人は同じ血統に属ぞくする。その魔術の波動は極きわめて近しく、互たがいが互いに干かん渉しようすることができるのだ。


　ジローの剣と突とつ出しゆつ力りよくに、ケインの魔術とバランス感覚が加わったとき、二人の戦力は何倍にも跳はね上がる。香港聖せい戦せんにおいて、常つねに最前線に立った二人だ。日ひ頃ごろいがみ合っていようと、いざ背せ中なかを合わせれば、その呼こ吸きゆうは抜ばつ群ぐんだった。


　ザザに起こされたヤフリーが、カーサのフォローに入った。だが、彼だけは周りのレベルについて行けない。所しよ詮せんキャリアが違う。そして、ザザの銃じゆうなど、もうまったく意味を成さなかった。


　ジロー、ケインのコンビは、カーサ、ヤフリーのコンビを完全に圧あつ倒とうしつつあった。ゼルマンが一いち瞥べつして見み抜ぬいたとおり、この組み合わせでカーサたちに勝ち目はないのだ。


　そして、いまでは戦いの趨すう勢せいは、ずぶの素人しろうとであるミミコにも見えていた。


　──勝ったの？


　運うん河がは間もなく海に出る。特区の外へ。だが、それまでにも決着はつくだろう。


　あとはカーサたちを斬きるだけだ──と、その事実にミミコの胸むねは曇くもった。


「どうした！」


　傷きずつき、髪かみを振ふり乱みだしたまま、カーサがジローを怒ど鳴なりつけた。


「ここまで来て敵てきに同情する気か？　いつからそんなに腑ふ抜ぬけたのだ！」


　追い詰つめられてもカーサの誇ほこりは失われていない。言い放った言葉には、一本筋すじの通った手て応ごたえがある。


　カーサの言うとおり、ジローの剣筋から彼ならではの苛か烈れつさが薄うすれ始めていた。手を抜いているわけではない。そのことは、ジローと共鳴するミミコが誰だれよりもよくわかる。


　そして、ジローの複ふく雑ざつな胸きよう中ちゆうも。


　だが、ジローはその気持ちを口に出すことはなく、黙だまって剣先に込めた。


　銀刀をゆっくりと顔の右手に立てる。足を開き、わずかに左半身に。左足が前に滑すべる。とんぼの構え。ジローがその人生で一番最初に身につけた剣。示じ現げん流、一の太た刀ち。防ぼう御ぎよを念頭に置かない、攻撃のための剣だ。この初太刀で、カーサを斬る。そのジローの覚かく悟ごがミミコの覚悟となって剣に宿る。


　全身に鋭えい気きが漲みなぎった。ヤフリーが斬りかかろうとするが、ケインの力場思念ハイド・ハンドがカバーに回っている。


「行くぞっ！」


「……いや、待て」


　突とつ然ぜんカーサが腕うでを上げてジローを制せいした。ミミコの気き勢せいがそがれる。が、ジローはそんな手に乗らない。そのまま踏ふみ込もうとし、だが、カーサの唇くちびるに浮うかぶ笑えみを見て、踏みとどまった。


「フフフ──」


　とカーサは笑った。低く響ひびく、極きわめつけに底意地の悪い、魔ま女じよの笑えみ。翠みどり色いろの瞳ひとみに、陽気で太ふて々ぶてしい、大だい胆たん不敵な彼女の意い志しが戻もどっていた。


「間に合ったか。持つべきものは、家族だな、ジロー」


「何を──」


　言いかけて、その気配に気付いた。ジローが鋭するどくカーサの背はい後ごへ視し線せんを飛ばす。河岸のケインも、運うん河がの続く先を驚きよう愕がくして見み据すえていた。


　ミミコの視線が、ジローの吸血鬼の視線に乗って遠方へと飛ぶ。


　運河が海に流れ込む河か口こう。


　その両岸に、二人の吸血鬼が立っていた。
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「ああ、ああ、なんてこったい」


　とマーベリック・ベンクは髪を搔かきむしった。


「『銀刀』が張はりついてるじゃないか。しかもケイン・ウォーロックまで一いつ緒しよだ」


「何を嘆なげく。予想範はん囲い内だ」


　とハンス李リーは冷静に指し摘てきした。


「龍りゆう王おうがいないだけマシと思え。こちらは姉上もヤフリーも無事。『ウォーカーマン』殿どのも健けん在ざいだ」


「でも、さっきちらっと見えたの。あれ螺ら炎えんじゃねえの？　やだぜ。『緋ひ眼がんのゼルマン』とやるなんて」


「いま奴やつの姿すがたはない。この機に片かたをつける。どのみち、早そう急きゆうに逃にげねば龍王が来る」


「やれやれ。人使いの荒あらい家か系けいだ、うちは。あ、気付かれた。これで奇き襲しゆうもパー」


「口を慎つつしめ。行くぞ」


　そして、運河を跨またいだ会話を打ち切り、二人は運河の流れを溯さかのぼって駆かけだした。


　たちまち身体からだから力が溢あふれてくる。


　全身に血が巡めぐる。


　二人は共に腰こしに日本刀を差している。マーベリックは抜ばつ刀とうする。だがハンスは抜ぬかない。どちらも速度は維い持じ。矢のように、仲間の許もとに駆ける。


「私が『銀刀』。お前はケインだ」


「あいよー」


　そして二人は牙きばを剝むき、それぞれの敵てきに躍おどりかかった。
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「誰だっ、カーサ!?」


「言ったぞ。家族だ。弟さ」


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』か!?」


　──しかも弟？　つまり直ちよつ系けいの……


　ジローが呆ぼう然ぜんと叫さけぶ。それが隙すきになった。カーサの力場思念ハイド・ハンドがジローに叩たたき込まれた。まともに受け、ジローの身体が吹ふき飛んだ。


　直後、入れ替かわるようにハンスが高速艇ていに飛び乗った。そのまま駆け抜け、


「深追いするな、ハンス」


「かしこまりました」


　とのみ言葉を交かわして、船せん尾びを蹴けり、運河の上へ身を投げる。


　ジローとハンスが空中で交こう錯さくした。


「貴き様さまっ──何者だ！」


「ハンス・李」


　チキ、と腰こしの鞘さやに支ささえる左手が鯉こい口ぐちを切った。その仕草に、ジローが敏びん感かんに反はん応のうする。


　──居い合あい!?


「姉きよう弟だいの、五番」


　閃せん光こうが走った。体たい勢せいを崩くずしていたジローが間かん一いつ髪ぱつ斬ざん撃げきを受ける。ハンスはそのまま刀を振ふり抜いた。


　確たしかに受けた。


　にもかかわらず、その剣けん圧あつが胸むねを裂さき、ジローは運うん河がに叩たたき落とされた。


　白はく煙えんが上がる。それを見み届とどけ、ハンスは力場思念ハイド・ハンドで岸まで飛ぶと、それ以上構かまおうともせず、先を進む高速艇を追った。


　対岸のマーベリックへ、


「退け！」


　こちらはジローとハンスほどあっさり決着がついていなかった。というより、まだ戦っていない。剣を構えるマーベリックに行く手を塞ふさがれ、ケインが足を止めたところだった。ハンスの勝負が一いつ瞬しゆんだったのは、彼が居合いの使い手であり、またジローが直前にカーサの一撃を受けていたからだ。


　ハンスの声を聞き、マーベリックはやれやれとばかりに剣を退いた。ケインが跡あとを追いかけて足を止める。ジローが運河に落とされたいま、彼一人追いついても勝ち目はない。いや、たとえ彼が追撃可か能のうでも、新手の敵を交えて、疲ひ労ろうした二人が戦えるだろうか？


「……なんということだ」


　取り逃にがした。ここまで追い詰つめながら。


　立ち尽つくすケインを尻しり目めに、高速艇は運河を抜け、嵐あらしに荒あれる海へと消えていった。





　それが、特区を震しん撼かんさせた事じ件けんの、あまりに呆あつ気けない幕まく切ぎれだった。





３







　ミミコが目を覚ましたとき、彼女は強い既き視し感に襲おそわれた。


　──ここ？


　ふかふかの枕まくらに、さらさらのシーツ。嗅かぎ慣なれぬにおい。ミミコはがばりとシーツをはね除のけた。


『ホテル・キャメロン』のツインルーム。昨日ミミコが眠ねむりについた部屋だ。昨日？　それとも今日か？　記き憶おくが混こん乱らんする。何もかも夢ゆめだったような思いに捕とらわれ、ミミコは目の前が真っ暗になった。


　そのとき、


「あ。ミミちゃん。おはよー。といっても、まだ夜だけど」


　部屋の隅すみ。イヤホンをしてテレビを見ていたコタロウが、ミミコに振り向き笑いかけた。


「お腹なか空いてない？　何か食べる？　ぼくさっきここのホテルでシチュー食べたから。美お味いしかったよー。ミミちゃんはシチュー好き？　ニンジン食べられるんなら、ぜひお薦すすめ──あれ、ミミちゃん？」


　呆ぼう然ぜんとしたまま自分を眺ながめるミミコに、コタロウは小首を傾かしげた。


「どうかしたの？　気分でも悪い？」


　問われても、まだしばらくミミコはコタロウを見つめていた。それから、


「……夢じゃ、ないのね？」


「え、何が？」


　コタロウがいよいよ不思議そうな顔をする。その本当に何もわかっていない顔を見ていると、急に涙なみだが込こみ上げてきた。


　泣き出したミミコを見て、コタロウは大いに慌あわてた。あたふたするコタロウに、


「大だい丈じよう夫ぶ。なんでもないから」


　と涙を拭ふき、ミミコは言った。


　──夢じゃない。


　そうだ。今日一日の体験は、夢のようだが夢ではない。あまりに長く、あまりに激はげしかったが、今日という日はまだ終わってすらいない。信じられなかった。


　──あ！


「ジ、ジローさんは？　ジローさん、どうしちゃったの？」


　ジローとの共鳴現げん象しようは、彼が最後に運うん河がに叩き落とされたところで途と切ぎれていた。


「兄あに者じやはね。ちょっと昔の知り合いに会ってくるってさ」


「昔の知り合い？」


「うん。古血オールド・ブラツドじゃないみたいなことは言ってたけど」


　つまり人間に会うということだ。赤あか井いリンスケだろうか？　だが、そうならリンスケに会うとはっきり告げそうなものだが……


「そ、それで……ジローさん、傷きずの具合はどうなの？　確たしか運河に落ちて」


「ああ。いまはぴんぴんしてるよ。『カンパニー』の人から血を分けてもらったの。なんかパックに入ってるやつ」


　パックと聞いて思わず嫌いやな顔をしてしまったが、『カンパニー』製せいの物なら心配はいらない。回復したらしいし、とりあえずはよかった。


　──けど……


　とミミコは幾いく分ぶん表ひよう情じようを引き締しめた。


　ジローたちはカーサたちを逃にがした。特区の危き機きを回かい避ひできたのは嬉うれしいが、それは先延のばしになっただけなのかもしれない。彼女は絶ぜつ対たいに諦あきらめないだろう。彼女自身が宣せん言げんした通り。


　そして、最後に現あらわれた吸血鬼たちだ。カーサは彼らも弟と呼よんでいた。それを言うなら、そもそも最初にヤフリーは「姉し弟ていの七番目」と名乗ったのだ。あのとき駆かけつけた二人と、ジローと共鳴して知った『ウォーカーマン』をのぞいても、カーサの仲間は、まだ二人いることになる。いや、ヤフリーが末まつ弟ていだという保ほ証しようはない。何人いるかわからないと考えるべきなのだ。


　──いったい、これから先どうなるんだろう？


　今度、今日のような危機が特区を襲おそったとき、無事で済すむ保証はない。


　だが、勝ち目がないとも断だんじて思わない。特区にはセイがいる。ケインもいる。『カンパニー』だって戦った。


　それにゼルマン。彼の協力を仰あおぐことさえできれば、こちらの戦力は一気に倍ばい増ぞうする。


　そして……


「あ、そうだ。ミミちゃん。これ、兄者から預あずかったんだ。少ないけどって」


　コタロウがそう言って差し出したのは、一通の封ふう筒とうだった。中には一万円札が五枚まい入っていた。ミミコは困こん惑わくを隠かくせなかった。


「……な、何これ？」


「家や賃ちん」


「……え？」


「特区の相場がわかんないから、取りあえずそれだけ換かん金きんしたの」


　とコタロウは物珍めずらしそうに、ミミコの手の中のお札を眺ながめた。


「家賃？」


「うん」


　コタロウが頷うなずき、ベッドに座すわるミミコと向き合う。


「ぼくらの宿探さがし、長引きそうじゃない？　当分ミミちゃんとこにお世話になりそうだから、先払ばらいでシンショーを良くするんだ、と兄者は言ってたな。で、ミミちゃん。シンショーって何？」


　コタロウが無む邪じや気きに尋たずねた。ミミコは返事をしない。じっと五枚の一万円札──指が切れそうな換金したばかりの新札を眺めていた。


　いつまで経たっても黙だまっているミミコに、コタロウがまた、小首を傾げる。


　そして、ミミコはまた泣き出した。


　コタロウはまたおたおたと慌てた。


　理由がわからないまま、コタロウはあれやこれやと必死になってミミコに話しかける。そんな彼を、涙を流したままのミミコが抱だきしめたのは、それから少し経ってのことだ。


　そして、ようやく泣きやんだミミコは顔を洗い、服を着き替がえて、コタロウと一いつ緒しよにジローを捜しに部屋を出た。


　今度はすぐに見つかるはずだ。


　その確かく信しんがあった。
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　午後十時十二分。『ホテル・キャメロン』の非ひ常じよう口ぐち近く。忙いそがしかった今日を思い返しながら、陣じん内ないは階かい段だんの手すりに寄よりかかって煙草たばこを吸すっていた。


　実を言うと忙しい今日はまだ終わっていない。事じ態たいが一いち応おうの収しゆう拾しゆうを見たあとも、『カンパニー』本部の繁はん忙ぼうぶりは一向に緩かん和わされていない。むしろこれから数日が本番だろう。


　今回の事じ件けん。情じよう報ほう部は死に物狂ぐるいになっているが、果たしてどこまで情報を操そう作さできるだろうか。冷静に見て際きわどいラインだろう。張ジヤンの敏びん腕わんと尾お根ね崎ざきの意地が奇き跡せきを起こすことを期待するしかない。


「まあ、私の出る幕まくはないということだ」


　煙けむりを吐はきながらつぶやいたが、張と尾根崎が聞けば、とんでもないと首根っこを捕つかまえて本部に連行しているところだ。現げんに、彼の部下の調停員コンプロマイザーたちもまだ業ぎよう務むを続けている最中である。おそらく大半の者は夜が明け、吸血鬼たちが眠ねむりにつくまで、休息を取ることすらできないだろう。


　そんな情じよう勢せいだというのに、陣内は気にすることなく、こんな人気のない場所でのうのうと煙草をふかしていた。


　彼は、人を待っているのだ。


　正しくは、吸血鬼を。
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　彼が七本目の煙草に火を点つけたとき、待ち人は足音も立てず彼の前に現あらわれた。


　ちゃんと会うのは、これが実に十年ぶりだ。彼は煙草をくわえて手すりから身を離はなした。


「こんな時間にこんな場所まで、ご足労でした剣けん士し殿どの」


　待ち人は陣内の挨あい拶さつなど頭から無む視しして、つかつか歩み寄ると、いきなり彼の胸むなぐらをつかんだ。


「聞きましたよ、ショウゴ」


「おいおい、ジロー。久しぶりの再さい会かいでこれはないだろ？」


　陣内が苦く笑しようする。日ひ頃ごろ神しん経けい質しつな顔が、悪友を前にして気安いものに変わっていた。ミミコが見れば仰ぎよう天てんしたに違ちがいない。彼の顔は、悪戯小僧いたずらこぞうのような稚ち気きすら浮うかべていたのだ。


　だが、ジローは親しみを向ける旧きゆう友ゆうを容よう赦しやなく吊つり上げてホテルの壁かべに押おしつけた。


「リンスケがすべて吐はきました」


「ああ、やっぱり。ケイン殿のように暗あん示じが使えれば、どれほど楽か……どうでもいいが、無む茶ちやしなかったろうな？　あっさり吐いたなら、それはそれで許ゆるせんが」


「戯ざれ言ごともたいがいになさいっ。本当なのですか？　昨夜、ミミコさんのアパートを爆ばく破はしたのはオーギュストではなくリンスケで、それを指図したのがあなただというのは？」


　陣内は煙草をくわえたまま、目を明後日の方向に向けた。


「……事実だ」


　ジローの形相が変わる。彼は旧友に牙きばを向けた。


「あー、吸うのはできれば勘かん弁べんしてくれ。この年になると昔みたいにはいかない」


「黙だまれっ。なぜそんなことを!?　聞けば、ミミコさんはあなたの直ちよく属ぞくの部下だというではありませんか？　なぜ彼女をそんな目に遭あわせたのです！」


　ジローの眼光は危険なものになっていた。締め上げる指から、手加減が消えている。


　が、陣内はひとつも慌あわてず、煙草を吸い、鼻から煙けむりを吐き出した。


　肩かたを竦すくめ、


「こうするためだよ、ジロー」


「なにっ？」


「お前とミミコ君にコンビを組ませるためだ」


　ジローは啞あ然ぜんとする。それからさらに鋭するどく牙を剝むいた。


「馬ば鹿かげている！　第一まるで逆ぎやく効こう果かですっ。あのあと私たちは一度決けつ裂れつしたのです。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が現れずとも、あのとき私は本気で特区を出て、二度とミミコさんには関かかわらないつもりでした！」


「うん。そうなってもらっては困こまった。だからこそだ」


　陣内は、なお平然として言った。ジローはまともに困こん惑わくした。


「何を言っているのか意味がわかりません」


「だからな？　私はお前に、是ぜが非ひでも特区に残ってもらいたかったんだ。そのためにミミコ君にはちょっとひどい目にも遭あってもらった。お前たちがオーギュスト邸ていでどんな対立をしたのか、彼女は何も言わないが、私は手に取るようにわかってる。そして、それはこれから先、お前とコンビを組んでいく上で、なんとしても乗り越こえてもらわねばならない、一番最初の壁かべだった。相手に遠慮してコンビもないだろ？」


「そんな無茶がありますかっ。そんなことでパートナーシップが生まれる確率など、どれだけあるというのです？」


「いや。結局は、一度本音でぶつかるのが確かく実じつさ。それは早ければ早いほどいい」


　と陣内はそこでジローに笑いかけ、


「私たちがそうだった」


「…………」


　ジローの手がようやく弛ゆるんだ。密ひそかに陣内は息をついた。


「まあ『九龍の血統クーロン・チヤイルド』や……ましてカーサが絡からんできたときは、どうなることかと冷や冷やしたがね。しかし、ミミコ君は私の期待以上の結果を残してくれた。幸いというか、いまならセイ殿どのもケイン殿も、お前が特区に残ることに強きよう硬こうな態たい度どは示しめさないだろう。ああ、住む場所は心配しなくていいぞ？　ミミコ君のアパートの前に『カンパニー』が倉庫に使ってるビルがあってな。ちょっと古いが三人住んでも十分快かい適てきだ」


「三人？　まさかミミコさんまで」


「そうだよ？　実を言うと家具の搬はん入にゆうもあらかた済すんでるから、明日からだって住める。それにミミコ君のアパートからも、彼女の私し物ぶつの大半は持ち出してるんだ。まあ、彼女には爆ばく風ふうで吹ふき飛ばされていたのが見つかったとでも説明するさ。さすがに全部は無理だが、そういうところは呆あきれるぐらい疑うたがわない子だからね」


「そんな……いつの間にそんなことを？　彼女が気付いたら、どう言い訳わけするつもりだったのです？」


「おや？　だからリンスケはセイ殿とケイン殿を連れて、アパートの外で待ってたんだ」


　調子よく言う陣内に、ジローは呆れ果てた視し線せんを投げた。つまり、最初からすべて仕組んでいたのだ。オーギュストはきっかけに過すぎなかったことになる。


「私……殴なぐり込こみまでしたんですが？」


「その辺は、お前には嫌いやな話になる。『夜会カヴン』の若わか手てメンバーは少し暴ぼう走そうしすぎてたんでね。手を打つ必要があったのさ。それに、賭かけてもいいが、オーギュストは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に感かん染せんせずとも、何度でもお前たちにちょっかいをかけていただろう。結局同じことだ」


　陣内はそう言って、もう一度肩を竦すくめた。


　ジローは彼から手を放した。地面に視線を落とし、黙だまって何かを考えている。


　そんな旧友の姿すがたを、陣内も静かに観察していた。


　話はまだ終わっていない。ここからが、本番だ。


「……私に特区に残って欲ほしいと、そう言いましたね？」


　来た。陣内は首しゆ肯こうした。


「理由があってのことですか？」


「ああ」


「……それは、カーサに関かかわることですね」


「その通りだ」


　そこでジローは口を閉じる。陣内も自分からは言わない。


　沈ちん黙もくが流れた。


　結局、先に口を開けたのはジローだった。


「第十一地区イレブン・ヤードには何があるのです？」


「……灰はいだ」


「灰？」


「そう。香港から持ち帰られた……」


　最初怪け訝げんそうだったジローが、やがて驚きよう愕がくに引きつった。


　香港から持ち帰られた灰。その意味する物は、ひとつしかない。


「まさか……そんな……」


「その、まさか。特区はな、ジロー。墓所なんだ。第十一地区イレブン・ヤードには、九龍王の遺灰があるのさ。カーサたちの狙ねらいは王の遺い灰はい。そして、王の復ふつ活かつだ」


　ジローがよろめいた。それですべて説明がつく。なぜ特区がこんな場所に作られたのか。なぜセイがギリギリまで結界を解とこうとしなかったのか。なぜカーサたちが危き険けんを冒おかしてまで特区に侵しん入にゆうしてきたのか。すべては、十年前香ホン港コンで人間社会に弓を引いた、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の始祖ソース・ブラツド、九龍王を灰の中から甦よみがえらせるためだったのだ。


　そして、ジローは彼を殺した実じつ績せきを持っている。


　万が一のときのために、彼が特区に住むことは、ひとつの保険になるのである。


　九龍王が甦ったとき、再ふたたび彼を灰に戻もどすための保ほ険けんに。


「わ、私には無理だっ。二度と、あんな奇き跡せきは起こせない！」


「──かもしれない。だが、実績は実績だ。ジロー」


　陣内は冷然と断だん言げんした。ジローが唇くちびるを嚙かみ、うなだれる。


「では、龍殿やケインが私を特区から遠ざけようとしたのは……」


「私とは逆ぎやくの理由からだな。あの二人は吸血鬼だけに、たとえ敵てきであっても始祖ソース・ブラツドという存そん在ざいを重く見ている。お前をその重しから解かい放ほうしようとしたんだよ。やれやれ。お前には言わないと約束してたんだが」


　二人の間に、再び沈黙が下りた。


　今度の沈黙は長かった。その間、ジローはうなだれたまま動かず、陣内は静かに煙草たばこを吸すい続けた。


　やがて、口調を変えて、陣内は言った。


「特区はいい所だろう？」


「……ええ」


「ただ、お前もここに住むなら、働いてもらいたいんだ」


「……私に墓はか守もりをしろと？」


「違う。葛城ミミコの護衛だ」


　ジローが顔を上げる。陣内は真しん剣けんな目を向けていた。


「調停員コンプロマイザーは普通、『クローザー』と呼よばれる護ご衛えいを雇やとう慣かん習しゆうがある。が、ミミコ君は私の助言もあって、自分の護衛を雇っていない。お前なら適てき任にんだ。このポジションなら『カンパニー』ともワンクッションできるから、他の勢せい力りよくを刺し激げきすることもないだろう。何より、やはりお前は、誰だれかを守っているのが一番似に合あっている。これからあの子は大変さ。弟さんと一いつ緒しよに、彼女のことも守ってやってくれ。私からの、お願いだ」


「…………」


「いい子だろ？　彼女は？」


「……ショウゴ。私は……」


　ジローが何か言いたげに口を開けかけた。だが陣内はそれを遮さえぎって、


「私は歳としを取った。十年は人にとって短い時間じゃない。もう、お前とコンビを組むことはできない。だからミミコ君に託たくす」


　その言葉には深い追つい憶おくが込められていた。


　香港で、まだ『九クー龍ロンショック』が起こる以前に、ジローと陣内は出会った。互たがいの正体を知り、それでも友ゆう情じようを深めた。ジローにとって、リンスケは弟のようなものであったが、陣内は対等の友──人間の親友だった。そして、陣内にとってもそれは同じだった。


『九龍ショック』が起こったあと、二人は幾いく度どかの変節を経へて、最終的に手を結んだ。そして、香港を解放に導みちびいたのだ。


　人と吸血鬼ブラツク・ブラツド差さ異いを考えたとき、ジローと陣内は極きわめて理想的なパートナーであった。陣内が「調停員コンプロマイザー」として歩み始めることができたのは、彼の胸むねの奥おくにジローとの絆きずながあったためだ。彼との絆こそ、陣内が己おのれの道を正しいと信じることができた、何よりの根こん拠きよだった。


　しかし、もう昔とは違ちがう。自分では、ジローの真しん価かを最さい大だい限げん引き出すことはできない。


　だが、あの少女ならば……


「あの子はな、ジロー。孤こ児じだったところを、私が引き取り、面めん倒どうを見てきた。仕事を一から教え、手塩にかけて育て上げた、生きつ粋すいの調停員コンプロマイザーだ」


　陣内はそう言って、ジローを見つめる。その視し線せんは、十年前の友を見る目と変わらないものだった。


　だが、二人の立ち位置は違ってしまっている。ジローはいまも昔と同じ位置に立ち、陣内は先へと進んだ。


「頼たのむぞ、ジロー」


　と陣内は笑った。ジローは黙だまって旧きゆう友ゆうの年経へた顔を見つめていた。
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　嵐あらしの直下にある東京湾わん。


　豪ごう雨うの打ちつける闇やみ夜よの中で、一艘そうのクルーザーが踊おどっていた。


　波の荒あらさは尋じん常じようではない。しかもそのクルーザーからは明かりがもれていなかった。波にさらわれる姿すがたは、まるで幽ゆう霊れい船せんのようである。


　しかし、そのクルーザーには乗員がいた。闇の中で瞳ひとみを光らせる、牙きばを持った乗員たちが。


「……姉あね貴き、まだ上なのか？」


　ヤフリーの問いかけに、ハンスは無言で頷うなずいた。代わりにマーベリックが、


「なんか用事でもあるのか？」


「いや……まだちゃんと謝あやまってなかったから」


「だったらあとにしろ。悪いことは言わねえから」


　とマーベリックは真顔で肩かたを震わせた。


「雨が強くなってきたから、さっき様子を見に行ったんだがな。いや、恐おそろしいものを見た。美人だけに鬼き気き迫せまるっていうか……ザザ兄ちゃんが言ってたとおりだ。触さわらぬ神に祟たたりなし」


「……怒おこってるのか？」


「逆ぎやく。なんだろうね、あれは。屈くつ折せつしてるというか」


　マーベリックが苦く笑しようする。


　三人がいるのは、クルーザーのキャビンだった。明かりひとつない暗闇の中だ。しかも高波に船室が上下し、気味の悪い軋きしみを立てているというのに、不安そうな様子の者はいなかった。マーベリックなど、ワインボトルを手にくつろいでいる。


　このクルーザーは、彼ら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』がアジトのひとつとしている船だ。高速艇ていを乗り捨てた彼らは、このクルーザーで嵐が過すぎるのを待っているのである。


　マーベリックはアメリカ人青年だった。茶色い巻まき毛と鳶とび色いろの瞳が柔やわらかい印象の青年で、多少軟なん派ぱで無む責せき任にんな感じがするが、物もの腰ごしも当世風である。実は、外見の印象とは裏うら腹はらに、姉弟のいわゆる汚れ仕事を一いつ手てに引き受けている男だった。いつも「他の奴らにやらせるのは忍びない」と苦笑しながら、結構楽しそうにザザの指示などに従っている。


　彼の隣となりで無言のまま座すわるハンスは、ドイツ人と中国人のハーフだ。百九十近くあるマーベリックとは対照的な小こ兵ひようだった。黒い前まえ髪がみを、瞳が隠かくれるほど長く伸のばしている。二十代前半と、外見はマーベリックより若わかかった。


　言うまでもなく、二人とも九龍王の直ちよつ系けいにあたる。ハンスは五番目、マーベリックは六番目の弟だ。ちなみにザザは長ちよう兄けい──姉弟の二番目だった。彼はいま、早くも次なる計画に取りかかるため、独ひとり船室に閉とじ籠こもっている。


「しかし、話を聞くほどに無む茶ちやをやらかしたもんだ。お前、よく無事だったよな」


「……面めん目ぼくねえ」


「バーカ。何しょぼくれてんだよ。特区に入れたんだぜ？　俺おれなんか羨ましいぜ」


　マーベリックは笑え顔がおで弟を励はげましたが、ヤフリーの気は晴れなかった。


　結局、自分は姉たちに加か勢せいするどころか、最後まで足手まといのままだった。不ふ甲が斐いなくてならない。


「……確たしかに」


　と、それまで目を閉とじて黙だまっていたハンスが、片かた目めを開けて前髪の下からヤフリーを見つめた。


「過か信しんと油ゆ断だんがあったことは事実だな。ザザ兄上がいなくば、お前は死んでいただろう」


　厳きびしく──ただ、決して貶けなすような口くち振ぶりではなく、ハンスは弟を諫いさめた。「まあまあ、ハンス兄ちゃん」と場を和なごませるマーベリックの前で、ヤフリーは強く唇くちびるを嚙かんだ。


「いいじゃないの。今回のはどうせ、端はなからケチがついてたミッションだろ？　姉弟全員無事に戻もどったなら、上々ってもんだ」


「だが、これで我われ々われの存そん在ざいは、龍りゆう王おうたちの知るところとなった」


　厳しい面おも持もちでハンスが言った。


「これまでの優ゆう位いは失われたことになる。今後、暗あん躍やくすることも難むずかしくなるだろう」


「どうってことないさ。上の兄ちゃんたちが加われば、正面から攻せめたって勝てる」


　だろ？　と笑い、マーベリックは瓶びんから直ちよく接せつワインを煽あおった。ジローたちと戦うことを嫌いやがっていた彼だが、安全を確かく保ほしたいまでは気も大きくなっているらしい。


　ただ、彼の自信も根こん拠きよのないものではなかった。ハンスより下の姉弟は、香港聖せい戦せんの終結間ま際ぎわに血族に加わった者たちだ。ヤフリーと違ちがい聖戦にも参加したが、そのもっとも苛か烈れつな局面は体験していない。ジローが彼らを知らなかったのも、そのためだ。


　対して、姉弟の上の四人は、聖戦で世界を相手取った一いつ騎き当とう千せんの猛も者さである。ヤフリーにすればハンスもマーベリックも到とう底てい敵かなわない兄たちだが、上の兄たちの実力は、およそ別次元のものだった。


「加えて優ゆう秀しゆうな弟もいる。我わが家は安あん泰たいさ。てか、俺ら三人って、姉きよう弟だいの中じゃ一番地味な方だしな」


　マーベリックが「にしし」と笑うと、ハンスは珍めずらしく渋しぶい顔をした。彼も同じように思っているらしい。とはいえ、カーサやザザが相手ではどうしようもないことだろう。彼女らは単に古血オールド・ブラツドというだけでなく、それぞれに個こ性せい的で華はな々ばなしい力を持っている。


　すると、それまで顔を伏ふせていたヤフリーが、


「……でもよ」


　と顔を上げて二人の兄を見た。


「ザザ兄あに貴きはともかく、カーサ姉貴は今回ヤバかったんだぜ？　俺……姉貴が弱いなんて間違っても思わねえけど……でも……」


　深しん刻こくな顔つきで辛つらそうに言った。


　自分では頑かたくなに否ひ定ていしているが、十五歳さいで転化したヤフリーは、姉弟の中でも依い存ぞん心が強い。いわば「甘あまえん坊ぼう」なのだ。特に、カーサのことは絶ぜつ対たい視ししていたため、彼女の苦戦が相当ショックなようだった。


　ところが、そんな弟を見て、ハンスとマーベリックは思わず顔を見合わせた。


　どちらからともなくニヤッと笑ったかと思うと、


「ヤフリー」


　とハンスが声をかけた。


「私の知る限かぎり、姉上はここ三か月、一滴の血も口にされていない」


「……あ」


　思わずヤフリーが声をもらす。マーベリックが笑え顔がおで頷うなずいた。


「なんせ好き嫌きらいの激はげしい人だからなあ。気に入った人間でないと、見向きもしないんだから」


　今回の戦いで、ジローはミミコの血を吸すい、大いなる力を得た。が、血を吸うことで力を発はつ揮きするのは、何もジローに限ったことではない。あらゆる吸血鬼にとって、血は生命の源みなもとであり、力の根こん源げんなのだ。


「幸い、いまはさすがに血を吸っておられる。今後も、『銀刀』が出てきた以上、より万ばん全ぜんの態たい勢せいで事に臨のぞまれるだろう。お前は余よ計けいな心配などせず、一いつ層そうの研けん鑽さんを積むがいい。覚えておけ。我ら、九龍王の九姉弟は、必ずや悲願を成し遂とげる。我らには、それだけの力があるのだ」


　ハンスが、静かだが力感に満ちた声で告げた。


　兄の言葉に耳を傾かたむけていたヤフリーは、やがて目を強く輝かがやかせて無言のまま首しゆ肯こうした。
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　大おお時し化けである。クルーザーのデッキは、滝たきのような豪ごう雨うに乱らん打だされていた。


　雨雲に覆おおい尽つくされ、海上は完全な暗くら闇やみに包まれている。ときおり稲いな光びかりがその闇を切り裂さき、狂きよう暴ぼうな明かりをデッキに投げていた。


　そのデッキの上に立ち、カーサは全身で雨を浴びていた。


　全身に雨を浴びながら、空に向かって大声で笑っていた。


　彼女の足あし下もとには、五人の人間が折り重なるようにして倒たおれていた。いずれも息はない。あまりに青白い肌はだは、ただ死んでいるのではなく、血を吸い尽くされた証しよう拠こだった。


　特区から離はなれたあと、海洋に出る前にさらってきた人間たちだ。理り不ふ尽じんに虐ぎやく殺さつした獲物たちであるが、血を吸ったあと、カーサは彼らに一いち瞥べつもくれなかった。


　雨あま粒つぶが、カーサの額ひたいを、髪かみを、肌を濡ぬらして、落ちていく。


　しかし、カーサは微み塵じんの寒さも感じてはいなかった。摂せつ取しゆしたばかりの血けつ液えきが、身体からだを内側から焼いている。血管という血管を、熱が駆かけ抜ぬけているのだ。その快かい感かん。その愉ゆ悦えつを味わいながら、カーサは大声で笑い続けた。


　なんといい気分だろう。


　そして、なんと素す晴ばらしい経けい験けんだったことだろう。


　いまもまだ、手にしびれが残っている。ジローの剣けんを受けたしびれ。その強きよう烈れつな手て応ごたえが。


　ぞくぞくし、カーサは己の肩かたを両手でぎゅっと抱だきしめた。


　目を閉とじれば目ま蓋ぶたの裏うらに甦よみがえる。切れ長の黒い瞳ひとみ。その瞳が映うつす鮮せん烈れつな闘とう志し。そして、翠みどり色いろの双そう眸ぼう。「くーっ」とカーサは身み悶もだえすると、その場でバタバタと足あし踏ぶみをした。ザザなどが見れば、顔を青くして、見なかったことにしてしまいそうな光景だ。


　最高だ、とカーサは思った。


　堪たまらない。何もかもが堪らなく、辛しん抱ぼうならない。いますぐにでも引き返し、もう一度あの続きをしたいぐらいだった。それで死んでしまうとしても構かまわない。そう、心から思えるほどに、気分が澄すみ渡わたって高こう揚ようしていた。


　だが、まだだ。


　勝負はまだ終わっていない。それどころか始まったばかりである。十年前と同じ──だが、十年前とは違ちがう戦いが、まさに今日、火ひ蓋ぶたを切ったのだ。


「そうとも」


　慟どう哭こくも歓かん喜きも、すべてはこれからだ。


　カーサは、キッと空を見上げた。


　漆しつ黒こくの天空。手を伸のばせば届とどきそうな低空で、激はげしい雷らい光こうが閃ひらめいている。大自然の力が、カーサの感覚をダイレクトに刺し激げきする。その刺激が。体内の血が。戦いの記き憶おくが。気も狂くるわんばかりの興こう奮ふんをカーサに与あたえていた。


　カーサは再ふたたび牙きばを剝むき、哄こう笑しようした。哄笑しながら、声を張はり上げた。


「待っていろよ、ジロー。これから特区での戦いが始まる。私たちにとって因いん縁ねんの──そして間違いなく、最高の戦いだ！」


　だから、私を待っていろ、とカーサは本当に楽しそうに叫さけんだ。


　轟ごう々ごうと吹ふき荒すさぶ嵐あらしの下、


　過か去この友──現げん在ざいの敵てきを思いながら、


　吸血鬼は高らかに嗤わらっていた。






あとがき







　予告どおり派は手でに行ってみました。


『ＢＬＡＣＫ　ＢＬＯＯＤ　ＢＲＯＴＨＥＲＳ３　特区震撼』。


　一、二、三巻と当たり前のように分ぶ厚あつくなってるのが、頭の痛い未来をリアルに予よ感かんさせます。ぶるぶる……


　ともあれ、これにてようやく主人公が舞台に上がりました。


　話はこれからですので、どうぞよろしくお願いします。
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　さて。あとがきに書くことがありません。（いきなり）


　もちろんこれは本編に力を入れる余りあとがきまで手が回らなかったからですもちろん。


　こういうときは頼りになる担当氏にアドバイスをもらうのが常つねなのですが、





　前Ｂ担Ｄ当Ｋ「宣せん伝でんしといて。宣伝」


　現担当キヤサリン「なんでもいいですよー。今日中に上げてくれさえしたらー」





　頼りにならねー。


　あ、そうそう。今回は特とつ区くの主だった面々も登場したため、敵味方入り乱れて好き勝手に動き回っております。キャラクターとか、把は握あくしていただけたでしょうか？


　特にややこしいのが敵の姉弟だと思うのです。出番そんなに多くないですしね。喋しやべり方の癖くせとか誰が何番目とか、ときどき筆ひつ者しやも忘れます。（問題あり）


　以下ちょっとネタバレが入りますが──こいつらは一番上のカーサから、以下、ザザ、とんでとんで、ハンス、マーベリック、ヤフリー、といった具合に、ファーストネームを五十音順（ア列）に統一しておきました。混乱したときはそこら辺を頼りに話を読み進めて下さいませ。


　次はたぶん短編集。兄弟とミミコの特区での騒動をお届けします。それでは。







二〇〇五年　二月　　あざの耕平





BLACK BLOOD BROTHERS 3


─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　特区震撼─





あざの耕こう平へい
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